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本報告密は、沖縄県立埋蔵文化財センターが国営沖縄記念公園事務所より

委託を受けて実施した、平成 22年度首里城跡発掘調査の成果をまとめたも

のです。

調査地点は、正殿の北方でその裏門的な淑順門の西側に当たる淑順門西地

区、正殿の前庭である御庭に至る奉神門前に据えられた埋甕に当たる奉神門

埋甕地区の 2ヶ所で行いました。

淑順門西地区においては、戦前まで存在していた内郭城壁、近代のトイレ

の可能性がある礎石建物跡、近世以前の石租 ・石敷などを確認しました。内

郭城壁は 15世紀後半以降に造られたこと、この肉郭城壁の下屈に古い石租

が見つかり 14世紀後半に遡ることなどが分かりました。特に注目すべきこ

ととして、13世紀後半r-.._, 14世紀前半の追物包含層を確認し、現時点では首

里城跡で最も古い人々の痕跡が見つかりました。 この時期は、遠くは今帰仁

城跡や島添大里城跡、近くは浦添城跡などの沖縄県内の各地で大型グスクが

営まれており、首里城跡もその造営がこの時期に遡る可能性が出てきました。

奉神門埋甕地区では、既に過去の調査で確認されていた埋甕追構を復元整

備するために、より詳細な調査を行いました。それにより 、この甕は高さ約

85 cmの大型のもので、出土した銭貨などから 18世紀中頃に石畳を整備する

際に据えられたことが分かりました。文献史料を参考にすると、最も新しく

奉神門を改修したとされる 1754(尚穆 3)年の可能性が高いと考えています。

この成果を元に、沖縄県の歴史 ・文化を理解する資料として活用されると

ともに、地域における文化財の保存活用のために役立てば幸いです。

最後に、様々な御指導 ・御助言 ・御協力を戴きました諸機関及び関係各位

に心から感謝申し上げます。

2 0 1 3 (平成25)年 3月

沖縄県立埋蔵文化財センター

所長 崎濱文秀



―-E 
例

1. 本報告占は、沖縄県那覇市酋里当蔵町に所在する「史跡 首里城跡」における国営沖縄記念公園甘里城地

区の整備に際して実施した、淑順門西地区及び奉神門埋甕地区の迫構確認発掘調究及び質料整理の成果をま

とめたものである。

2. 本発掘調査及び汽料整理業務は、内閣府沖縄総合市務局国営沖縄記念公園事務所が沖縄県と委託契約を交

わし、沖縄県教育委員会の指導のもと、沖縄県立埋蔵文化財センターが実施した。

3. 潤査期間は、発掘作業を平成 22年 9月 1日より平成 23年2月 25日まで実施し、汽料整理作業 ・発掘濶

究報告作成を平成 24年度に実施した。

4. 本芥に掲載した迫構図の座標軸は国土座標軸（第XV座標系）を使用し、その座椋値は日本測地系である。

ちなみに、報告占抄録の緯度経度については世界測地系に変換して箕出している。

5. 現地調査及び質料整理に際して、下記の諸氏 ・機関に協カ ・指導 ・助言を戴いた（敬称略、団体五十音順）。

森達也（愛知県陶磁賓料館） 具志堅亮（天城町教育委員会）

福島正和（公財 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター） 宮里信釣・佐伯信之（浦株市教育委員会）

柴田圭子（財愛媛県埋蔵文化財調杏センターl

大橋康二（佐賀県立几州陶磁汽料館）

亀J判明徳（再修大学）

向井亙（東南アジア考古学会）

西銘章（西原麻校）

米延仁志(~~門教脊大学）

田中克子（福岡市教育委員会）

昧真南風

樋泉岳二（早稲田大学）

木村幾太郎（九州考古学会）

高宮広士 ・千田克之（札祝大学）

黒住耐二（千業県立中央博物館）

品弘 ・玉城安明 ・仲宗根啓

（那覇市教育委員会）

石井龍太（日本学術振典会）

矢島律子（町田市立博物館）

沓名費彦（山梨県立博物館）

6. 本杏の編集は、当センター職員の協力を得て、瀬戸哲也が行った。執邪は、下祀以外は瀬戸が行った。

第 3章第4節 1~4 土器...具志堅梢大 沖縄産陶器 • 本土産陶磁器…新垣力

タイ ・ベトナム ・韓半島産陶磁器…木下正樹 金屈製品 ・ 銭貨••池原悠貴

第 5章第 2節•黒住耐二 第5章第3節..樋泉岳二

第 5章第4節…商宮広土 ・千田克之 第 5 章第 5節 • • • 米延仁志

7. 土色は、殷林水産省農林水産技術会事務局監修「新版標準土色帖」 2009年度版を使用している。土質は肉

眼で粒径を観察し、地質学によるウエント ・ワース法（那須 ・趙 2003、文化庁 2010)で表現している。

8. 本むに掲載した写哀は、発掘調査状況を瀬戸哲也、迫物を矢船章浩 ・伊佐えりなが撮影した。

9. 発掘調究で得られた迫物及び実測図・写真等の記録は、全て沖縄県立埋蔵文化財センターにて保管している。
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第 1章経緯と経過

第 1節調査 の 経 緯

首里城跡内郭地区は、昭和 61(1986)年度に「国営沖縄記念公園首里城地区」として整備されることが閣諮

決定されたことにより、迫構確認のための発掘調究が沖縄県教脊委且会（以下、県教委）により行われている。

本報告の対象となる平成 22年度首里城跡発掘調究も、上記の整備の一哀として実施されたもので、平成 22

年4月 15日付、内閣府沖縄総合事務局国営沖縄記念公園事務所長（以下、公園事務所）と沖縄県知事の間で

交わされた「平成 22年度首里城地区（北城郭エリア）発掘調査及び汽料整理業務」委托契約によるものである。

発掘調査は、沖縄県教育庁文化課（現、文化財課）が主管課として事務調撒及び調究指導を行い、沖縄県立埋

蔵文化財センター（以下、当センター）が担当した。

今回の潤査範囲は、公園事務所首里出張所（以下、首里出張所）と文化課の調整により、平成 22年度以降

に計画している淑順門西側の城壁整備と、奉神門前の埋甕復元に伴う迫構確認が目的とすることになり、淑順

門西地区と奉神門埋甕地区と呼称することとした。

首里城跡における発掘調査は、史跡範囲に該当するため、文化財保護法第 125粂第 1項に基づく申諮が必要

となっている。今回の調査についても、平成 22年6月 21日付にて現状変更申請を県教委経由により文化庁長

官へ提出し、県教委の指示を受けることを条件として、同年 9月 17日付にて許可された。

さて、当センターは9月より伐採 ・フェンス設骰 ・公園造成士除去等のの調究準備を進めており、許可後に

迫構調査に入ることになった。調究経過の詳細は後節に談るが、調査区は公開地域に近接しているため、安全

面及び一般客への配廊を首里出張所より求められ、仮囲いの設骰や埋め戻しについては夜間作業による実施と

なった。

調在終了後の出土品は、迫物収納コンテナ 100箱に昇り、当センターから文化課へ発見報告を行い、文化課

は平成 23年 3月2日付にて那覇警察署へ埋蔵文化財発見通知を行い、迫失物法の手続きを経た。

第 2節調査体制

首里城跡淑順門西地区 ・奉神門埋甕地区の発掘調究は、当センターが県教委の指導の下に平成 22年度に発

掘作業、平成24年度に資料整理 ・報告芯作成を実施した。実施体制は以下のとおりである。

平成 22年度発掘調査

事業主体 沖縄県教育委員会金武正八郎（教育長）

調究所管 沖縄県立埋蔵文化財センター 守内泰三（所長）

総務班 嘉手苅勉（班長）、恩河朝子 • 本永恵（主査）

調査班総括•金城10.信（班長）

調究担当…瀬戸哲也（主任） 調査補助…岸本竹美 ・大城歩（文化財調査嘱託員）

発掘作業員 上江洲由昇 ・浦崎京子 ・大額愛子 ・比嘉洋子 ・樋口光子 ・安村重保 ・奥儀良太 ・与那硲節子

磁気探査委託株式会社シビルエンジニアリング

写真測砧委託株式会社琉球サーベイ

機械掘削 ・埋戻 有限会社丸清重機リース

現場事務所用仮設ユニットハウスリース 株式会社三善建設

仮囲いリース 株式会社交建企画

麻所作業車リース 有限会社金功重機
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平成 24年度 資料整理 ・報告書作成

事業主（本 沖縄県教育委員会 大城浩（教育長）

事業主管 沖縄県教育庁文化課 長盤嘉一郎（課長）、品袋洋（副参事）、盛本勲（記念物班長） 、上地博（主

任専門員）、田場直樹（指森主事）

調査所管 沖縄県立埋蔵文化財センター 崎濱文秀（所長）

総務班 荻堂治邦（班長）、西品康二 （主究）

調究班総括…金城亀信（班長）

資料挫理担当 •••瀬戸哲也 ・ 新垣力（主任）、具志堅清大（臨時的任用屯門員）

安料整理補助•••池原悠費 ・ 木下正樹 ・ 平田拓也 ・ 山城勝（文化財調究啜託員）

文化財調究資料整理騒託員 赤額恵子 ・赤嶺雅子 ・新垣裕子 ・新垣利津代 ・池原直美 ・伊佐えりな ・石嶺敏子 ・

伊藤忠美利 ・殷蔽平 ・上田麻紀子 ・上原作美 ・上原園子 ・上原留美 ・上原美穂子 ・大村由美子 ・荻堂さやか ・

小渡直子 ・翁長涼子 ・喜瀬リサ ・喜届武朋子 ・久貝祐子 ・固古・咲子 ・久保田有美 ・崎原美智子 ・後多田昌代 ・

島袋久美子 ・城間千鶴子 ・瑞慶覧尚美 ・平良貴子・常山哲也 ・仲村朝美 ・野村知子・比嘉登美子・比嘉なおみ・

譜久村泰子 ・ 又吉志麻子 ・ 又吉純子 ・ 松堂恵美 • 宮里絵里 • 宮良佐弥香 ・ 向井洋子 ・ 屋我尚子 ・ 矢船穿浩 ・

山口こずえ ・山城由紀子 ・吉村綾子

汽料整理協力 伊藝由希 ・津多恵

第 3節調査の経過

現地調査

現地調究は9月 1日より伐採 ・仮囲い設骰 ・璽機搬入等の準備作業を開始した。その後、12月までに掘削作

粟 1月までに実測等作業を終了させた後、埋め戻し及び法面保護のために種子吹き付けを行い、 2月 25日

に現地潤査を完了した。なお、奉神門埋甕地区は9月21日に調査を開始し、のべ 12日間の作業を随時行い、

10月29日に終了した。以下、地区ごとに調査日誌抄の形で述ぺる。

淑順門西地区

9月 15日 重機による公園造成土の除去し、グリッド設定のための測址を開始

9月 21日 重機掘削後の人力による清掃作業を開始

9月 24日 磁気探査で異常がないことを確認し、人力による掘削作業を開始し、既往調五で確認された内

郭城壁や石積み、裏込と考えられる礫群などが検出されていく

9月 27日 石積等が検出されないF11グリッド（以下、グリッド省略）において、堆積状況を確認するた

めに適宜サプトレンチを設け掘り下げていく

10月 6日 F 11の掘り下げにおいて、16世紀以前の堆禎阿が良好に残存していることを確認

10月 13日 HUでは、石栢み ・裏込等が確認されない範囲で2m以上の堆栢が見られ、近世瓦が集中して

いる範囲（後に瓦だまりと呼称）を確認し、 17世紀前後の造成土である可能性

10月 14日 F 11南側の黒褐色土（上/fti)では 15世紀代の陶磁器と共に金屈製品や獣魚骨 ・貝類が多く出

士

10月 22日 石積み 1が淑順門西側の内郭城壁外面に続くことが判明し、正殿側に延びることを確認

11月 5日 本日以後、F 11 の黒褐色士（上~)などにおいて 、 炭 ・ 獣魚骨などの微細遺物を抽出するため

に土壌水洗を実施

11月 10日 F ll北側では、大和系瓦が多く出士する粉末状の炭が充満する黒褐色土下陪の直下に造成土と

考えられる礫陪を確認し、14世紀後半~15世紀前半と推定

11月 11日 石積み 1内側のE ・F10の掘り下げにより、首里城跡で最も古い 13世紀後半の迫物包含陪を

確認

11月 17日 既設物の撤去がなされた調査区南側を拡張し、重機による公園造成土の除去

11月 18日 重機掘削した範囲の磁気探査を行い、異常がないことを確認し、迫構検出を開始
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11月 24日 調査区南側であるH・l9~11では石和み等多くの追栴が見られ、東側では内郭城壁内面であ

る石栢み4を検出し、その下荊より古い石精み5を確認

11月26日 F 11の掘り下げが終了し、石積み1はその上恩である褐色土の段階に積まれたと判断し、時期

的には 15世紀後半以降と推定

12月 3日 Hllで礎石や埋甕等の遺構を確認

12月 9日 石積み1南側の外面の堆積状況を確認し、その下方は 15世紀代に遡る可能性を確認

12月 10日 ほぼ迫構の検出が終わり 、全体写真のための沖掃作業及び各図面の作成を以後実施

12月 21日 邸所作業車を利用した写真服影、業者委託による写真柳l祉の実施

12月 28日 掘削作業は終了し、以後図面作成

1月 20日 図面作成を終了し、土壌サンプル採取を行い、現場作業を終了

2月 1日 夜間の埋め戻し作業を延べ4日間行い、2月8日で終了

2月 25日 法面保護のための種子吹きつけを終了させ、現場調査完了

奉神門埋甕地区

9月 21日 復元された石代を人力で撤去

9月 24日 既往調究の保護砂を除去し、石腔と埋甕を検出

10月 5日 埋甕内の埋土を半裁し掘り下げ

10月 7日 埋甕外側の堆和土を半裁し掘り 下げ、石伐の造成と共に甕が据えられたことを確認

10月13日 埋甕内の埋土を全て掘削し、廃絶後の堆梢が大部分であることを確認

10月 22日 実測作業終了

10月 26日 甕を取り上げ、埋め戻し開始

10月29日 埋め戻しを終了し、石代の復旧を行い調査完了

資料整理作業

発掘作業で出土した迫物は、現地調査中の雨天時に追物洗浄作業を行うことで終了させた。また、 E・F

10、F11の堆和層の士壌を任意に土漠袋に入れ、 1・3・5mmフルイを使った水洗作業により、獣魚骨・貝類・

炭化種子などの微細迫物を抽出した。迫構図面 ・写真の整理、遺物のナンバリングについては、調査終了後速

やかに実施するよう努めた。

辿物 ・記録類の本格的な佼料整理作業は、平成24年度に埋蔵文化財センターにて実施した。淑順朋西地区

においては、グリッドや庖序の時期差が見られることが想定されたため、その違いが分かるように陶磁器等の

分類 ・集計作業に努めた。その結果、淑順門西地区の各グリッドを北区と南区にまとめて、陪序については地

山を含めて大きく 6Jffiに分けて幣理した。また、北区としたE・F10、F11のグスク時代のIV陪はさらに 5

つに分け、13世紀後半~15世紀代の中で時期差をつかむことが出来た。一方、奉神門埋甕地区は、その埋甕

の復元に努め、麻さ 90cmにも及ぶ非常に大型のものであることが確認できた。

斃理作業を経て作成した実測図は当センターでパソコン上により作因ソフト（イラストレーター）を用いて

デジタル トレース及びレイアウトを行い、写真や文字原稿も含めて編集ソフト（インデザイン）を用いて全て

電子データ (PDFファイル）として指名競争入札で決定した有限会社ふたば印刷へ入秘した。
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第 2章位置と環境

第 1節地理的環党

首里城跡は、那覇市首里当蔵町3丁目 1番地に位置しており、平成元 (1992)年度に開園した国営沖縄記念

公園事務所首里城地区として、現在も観光客等で賑わっている。1必麻所は、東端の東のアザナにおいて現地表

で標麻 136m、復原した城壁の天端では標麻 141mを測る。那覇市内では、揉邸 165.6 mを測る東端 1.5kmに

ある弁ヶ岳に次ぐ店所に位骰するかつての琉球国の王城である。

この首里城の基盤は、地竹区分による琉球石灰岩 (30~ 1万年前）であるが、その北東に位四する円立寺側

では品尻同群 (2300万~500万年前）であるクチャ（泥岩）、南側では同府群のニーピ（砂岩）となっている。

この島尻層群は不透水庖であるので、琉球石灰岩との境界には井泉が多く見られ、今日もこんこんと水がi勇き

出ている。

これまでの発掘調究では、首

里城跡の東側である正殿から御

内原の標商 125~ 130 mにかけ

て、琉球石灰岩の岩盤及ぴその

風化土である島尻マージ（赤土）

が地山として確認されている。

一方、品尻荊群のクチャは、北

側の久艇門とその束にある銭蔵

付近の調査において、標窃 110

m付近で確認されている（平成

18・20・23年度当センター調査）。

首里城周辺は、往時には円鈷

寺等の寺院や、御細T所などの

王府の関連施設、王族 ・士族の

屋敷跡が林立し、城下町的な呆

観を誇っていたとされる。

昭和 20(1945) 年の沖縄戦の

戦禍により首里城を始め寺院等

はほとんど消失してしまい、現

在ではマンション等の森府建物

も並ぶ尿観となっている。

それでも往時の道 ・区画は残

されており、平成 12(2000)年

の世界文化迫産登録も契機とな

って、歴史的娯観の保全にも配

揺した町並み作りが求められて

いる。
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第 2節歴史的環災

首里城跡についての概況と、周辺迫跡の様相について概略する。

首里城

首里城の創建については明確に記載されている史料はないが、『中山世鑑 (1650年）』などに、洪武 25(1392) 

年に察度王が祁ヨサウリ（邸世荊理殿）という数十丈の商楼を建てたとする記述があり、これを首里城内にあ

ったと考える説である。一方より信頼性が麻い史料としては、現存する址古の記年銘である宣徳2 (1427)年

に建立された石造物である 「安国山樹花木樹碑」に、尚巴志王が首里城の北西側の安国山に龍源と称する人工

池を掘ったとするものである。つまり、周辺の整備がこのころ既に行われていることから、城内の建設は完成

されていると推測されるのである。尚真 ・尚消王代 (1477~ 1555年）には外郭の拡張などが進み、往時の首

里城になったものと考えられている。

そして、明治 12(1879)年の首里城明け渡しまで、琉球国の王城として栄華を誇ることになった。その後は、

明治29(1896)年までは熊本鎮台沖縄分遣隊が駐屯し、明治4I (1908)年に首里区立女子工芸学校が首里城

内へ移転、明治45(1912)年に首里尋常邸等小学校（大正2 (1923)年に首里第一尋常科等小学校に改称）の

校舎落成移転などを経て、各所がそのつど改変された（那覇市教委2002)。その開に、中心的な建造物群は大

正 14(I 925)年に特別保護建物に指定、昭和 2 (! 927)年の解体修理を経て、昭和4 (1929)年に正殿や主要

な城門が国宝となった。

しかしながら、アジア ・太平洋戦争に伴い日本軍第 32軍司令部壕、師範学校の生徒による留魂壕が甘里城

地下に構築され、昭和 20(1945)年4月の艦砲射繋、 5月以降の日本軍南部撤退に伴う米軍戦線の南下により、

首里周辺も壊滅した。

終戦後は、昭和 25(1950)年の琉球大学の創設により、首里城には数々の校舎が建てられることで、その状

況が様変わりする。昭和 47(1972)年の日本復帰と同時に国の史跡と指定され、平成 12(2000)年に 「琉球

王国のグスク及び関連迫産群」の構成迫産として世界文化迫産に登録された。また、口本復帰と同時に首里城

の復元整備も進み、平成 3 (1992)年に国営沖縄念公園首里城地区として開園し、その入園者は平成 21(2009) 

年には 1億人を突破、現在も年間約 210万人（平成 23年度）と、 一大観光地となっている。

首里城跡の発掘調査

首里城の復元墜備に伴う発掘調究が今も続けられているが、往時の首里城の追構を確認するための調究でも

あり、その創建についての情報は多くはない。これまでの調査で古いものとしては正殿第 l期辿構として 14

世紀の包含庖が確認され、大和系瓦を奸いた建物が想定されている（当真 ・上原 1987、上原 2003)。また、京

の内地区の土坑SK03で、青磁lJ類、白磁C2群、天目などが出土しており、 14世紀前半ごろの可能性が指

摘されるが、その性格は分かっていない（県埋文 20I l)。明確な迫構としては、正殿rr期の石租基境上の礎石

建物で、その基盤の北殿地区の造成庖より 14世紀後半~15世紀前半と考えられる（県教委 1995)。今回の淑

順門西地区の調究で、 13世紀後半~14. 世紀初頭の包含恩が確認されたことにより、その歴史が更に遡る可能

性が出てきた。

首里城跡周辺の遺跡

首里城跡では、下之御庭地区（県埋文2001C)、外郭外側の南側下地区（県埋文 2004)で、縄文時代後期の

面縄束洞式や嘉徳n式などが出土しており、この丘陵一帯が当該期には生活域であったことが窺われる。また、

今回の調査でも出土したが、弥生～平安並行時代（沖縄後期）の土器も見られている。

さて、グスク時代になると、首里城周辺でも多くの遺跡が見られるようになる。識名シーマ御嶽迫跡（那覇

市教委 1997)や識名原迫跡（那覇市教委 2001)など、徳之品産カムイヤキ須恵器、長崎産石鍋、玉縁白磁碗

などが出土し、 11~ 12世紀のグスク時代初期の追跡と思われる。特に、前者では植栽痕とする列状ヒ°ット群

が確認され、耕作地と考えられる。首里城跡に近接する崎山御狐迫跡（那覇市教委 2005)では、 13世紀後半

~ 14世紀初頭の陶磁器 ・土器が出土し、後者は首里城跡と共通する大和系瓦が大址に出土する追跡として著

名である。

首里城跡の迫描が本格化する 14世紀後半には、さらに多くの迫跡が見られ、特に天界寺跡（那覇市教委
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1999・2000、県埋文 2001b・2002 a) では寺院造裳前の大規模な集落跡が展開する。15世紀中紫には、天界

寺跡、円:rt寺跡（県埋文 2002b)で基坦造成が確認され、文献史研究では当該期には寺院が多くあったとす

る状況が裏付けられる。那覇港に位四する渡地村跡の調査では、 14世紀後半以降の護岸等の遺構、多くの隋磁

器等が出土し、国際港市であった那覇の繁栄が明らかになりつつある（県埋文 2007・那覇市教委 2012)。

第 3節調査区の概況

本報告芯の対象である淑順門西地区及び奉神門埋甕地区に関する歴史行娯や変遷について略述する。なお、

調究区の位骰について、明治期以前とされる横内家資料平面図（以下「横内図J、第3・4固）、明治 12(1879) 

～明治 29(1896)年までに駐屯した熊本鎖台沖縄分造隊配四図（第 5図）、昭和6 (1931)年頃とされる阪谷

良之進作図の旧首里城図（以下「阪谷図」、第6図）、昭和 25(1950)年～昭和 59(1984)年までにあった旧

琉球大学校校舎配四図に、推定であるがプロットしている。現状図は平成22年時のものに位骰を示している（第

8図）。

淑順門西地区

今回の調壺区は、淑順門から西へ伸びる城壁の正殿側に北へ曲がるコーナ一部分に当たっており、淑順門周

辺の様相について説明する。

淑順門については、平成 I6 (2004)年度に発掘調査が行われ、その成果を元に復元整備がなされ、平成 22(2010) 

年度に供用が開始されている。この門は、外郭の北側にある久股門をくぐり 、東側に向かうと右腋門を通り 、

王妃 ・女官たちの領域である御内原へ至る直前の門である。「みもの御門」や「うなか御門」と呼ばれること

もある。 門の構造は、木造平届建 ・ 入母届造 • 本瓦在の櫓門とされる。創建は明確な史料はないが、発掘潤究

では外郭整備時に造られた可能性を指摘しており、外郭にある久艇門が尚真王代に整備されたとあるので、15

世紀後半~16世紀前半の間と考えられる（県埋文 2006)。

今回の調在では、その南側に近代と考えられる礎石建物跡が城壁西側で確認されている。この位笠は、熊本

鋲台分沿隊配骰図（第 5図）では、城壁東側に「厠」という文字が記されており、微妙に位置がずれている。

ただ、この図は模式図なので大まかな位骰を示していたものかもしれないが、その確証は今回の調査では難し

い。昭和 6年頃の阪谷図では、長方形の建物がほぽ同位骰で描かれており 、この時期まで存在したものと思わ

れる。ただ、昭和 10(1935)年頃とされる古写真では建物はなく 、灌木が茂っている状況となっている。

奉神門埋甕地区

今回の調査区は、奉神門西側の基壇へ昇る一番南側階段の南側に当たる。

奉神門は、外郭北西に位骰する歓会門をくぐり場内に入り 、瑞泉門を通り内郭へ至り 、さらに漏刻門 ・廣福

門を通った先は下之御庭という広い空間の東方に位置する。この奉神門をくぐると 、正殿の前庭部である御庭

となり 、王城の最重要部をつなぐ門である。往時の奉神門の規模は、建物の桁行は約 49m、梁間は約 7mで、

入母屋造、本瓦荘である。下之御庭から約 l.8 mの麻さの石栢基壇に設けられた麻欄は細粒砂岩（ニービヌフニ）

で造られており 、正殿の裔欄とは寸法の違いはあるが、基本的な構造は類似している。この長大な建物に門が

3つある構造となっており 、それぞれに合わせた石階段があり 、中央の階段のみに登り店欄が付けられていた。

そして、明治期の古写真に見られるように、階段の両際に埋甕が骰かれていた（写其 39)。ただ、その後先述

したような変遷の中で、埋甕も削平されていったことが想定される。

門自体の創建は明確な史料はないが、 1562年にこの門の石造欄干が完成されたとするので、この以前にはあ

ったものと思われる。その後、1709年に焼失するが、1712年頃には再建される。1754年に改修がなされ、中

国の様式に倣い 3つの門を設け、中央を高くしたとされ、往時並ぴに復元された奉神門となったようである。

この奉神門周辺の発掘調査は、平成元 (1989)年度に実施され、奉神門の石租基境、階段、そして今回調査

対象となった埋甕迫棉4基などが確認された。この調査により、奉神門の基坑は第 f・II期とした新旧が確認

され、第u期の化粧石が一部被熱していたとされる。それにより 、この第n期の基団は 1709年以前には存在

したものと位骰づけられている（県教委 1998b)。

本京の内容については、（首里城研究グループ 1997・県教委2010)を参考にした。
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第 3図 横内家資料平面図
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第 4図 平成 22年度調査区域図 （横内家資料平面図）
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第5図 旧首里城熊本鎮台沖縄分造隊配箇図 （明治期 沖縄県史料編集室蔵）

第 6図 「旧首里城図」 （昭和6年頃 阪谷良之進原図 県立図書館所蔵）
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d、

第7図 「旧琉球大学校舎配置図」 (1950年~1984年）

第 8図 首里城公園現状図 （平成 22年） 国営沖縄記念公園事務所作成
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第 3章 淑順門西地区 調査の方法と成果

第 1節 調査の方法

今回の調査は、公園整備計画に合わせて淑順門西側から正殿に向かう内郭城壁の確認を目的とし、その調査

面梢は 180nfとなった。

さて、このように首里城跡の発掘調究では、整備計画に合わせて地区を区切り、復元対象である戦前～近世

の首里城を復元整備するために実施されている。そのため、一番新しい首里城の迫構が確認されると、その迫

構を保護するため、下恩つまり首里城の歴史を探る調森は制限される。また、首里城跡では基本的に石栢み ・

石敷等の石による追樅のため、単純に土阿が時期ごとに広範囲に堆栢するという状況は少なく、迫構の切り合

いがかなり複雑な状況となっている。近年は迫構を壊さない範囲で、サプトレンチを設定し、下恩の調査を出

来るだけ行うように努め各遺構の時期をできるだけ明らかにするように努めてきている。

本地区は、南側を昭和 60・61年度の正殿地区（県教委 1992、常浜 ・上原 1987)、北側を平成2年度の右腋

門地区（県埋文2003)、南東側を平成 16年度の淑順門地区（県埋文2006) と各調究が行われ、戦後以降の造

成土はほぽ除去されている状況で、今回検出した多くの迫構の表面には辿構保存のための砂が敷かれていた。

つまり、今回の調査は既往調査時の埋め戻し土を重機で掘削することになったのである。そのため、他の地区

よりも近世 ・近代の迫物が少なかった。

迫物取り上げ等に用いるグリッドは、過去の調究区において本地区に近接する平成 16年度に行われた淑順

門地区（県埋文 2006)で設定された511:Uグリッドとその記号を採用した（第9図）。迫物の取り上げはこの5

mグリッドによったが、迫構下恩の堆租状況はFとGラインで大きく異なっているため、ここを基準にE・F

10、11グリッドを北区、 G・H・I9、10、11を南区として分けて整理することとした。以下の記述においては、

グリッドを省略している。

また、本地区でも石和み等の迫構がない範囲において、サプトレンチを設定する形で下囲の堆栢状況の確認

に努めた（第 10図）。また、 E・FJOトレンチとしたところで、石和み1の裏込を部分的に断ち割りも行った。

このような中では、現揚において共通する土庖番号を与えて瀾査することは困難であった。そのため、グリッ

ドごとで土府名を呼称し(「F11北 黒褐色土上荊」など）、迫物の取り上げなどを行った。その後、資料斃

理作業によって、各土層の時期 ・性格などを検討して恩序を整理することとした（第 1表）。その詳細につい

ては、本章第2節で後述する。

迫構は、既往の調査で既に検出されていたものもあったが、これまでの調査と同様で、本地区のみの迫構番

号を伏すことになっている。今回付した迫構名は、遺構の形状により、石積み、石敷、石組溝、埋甕とし、そ

れぞれ 1から番号を付していった。また、石栢みは面を持っている石の列を指し、その裏込部分については、

どの部分か示す必要がある場合は、適宜示した。

現地での写其は、35mmのフィルムカメラ、または適宜6X7サイズの中判フィルムカメラを用いて白黒とリ

バーサルフィルムで撮影 ・現像した。なお、デジタルカメラ（ニコン 070s)でも撮影を行い、報告芯時の写

真はDTP印刷に対応するために、検討の結果この写真を使用することとした。

第 2節 庖序

前述したように、堆栢土が蕗出する範囲において、屈Jヤを確認するためにサプトレンチを設定し、調査を進め

た（第 10図）。そのために、個別で迫物取り上げ時に土陪名を付していたが、その後の資料墜理において時期・

性格等を検討することにより 、大きく地山を含めて 6つの陪序にまとめて報告したほうが全体の傾向が分かる

と判断した。

以下、各肘の概要を記す。各居の分布状況については第 10回、これらの府序と迫物取り上げ時の各上恩の
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対応l!M係は第 I .&_ ・ 第 11 ~Iに記した。南区の l:!i'1図は F · H ラインとして第 12 · 13 図 、 北区の 1サM柊lは A~E ラ

インとして第 14~ 16図に示してある。なお、土庖名について、ローマ数字 (I~VI屈）は報告時、土色など

の名称（例．瓦混暗褐色土 ・黒褐色土上屑）は現場調査時、第0図NoO (0はアラビア数字）は各断面図の

上色番号を指す。

I層 戦後前回調査時の埋め戻し土 （撹乱層） •石積み裏込覆土

戦後以降の堆積士はその多くが前回調査時の埋め戻し士及び保護砂で、調査区全域において、厚さ 1~2m

堆栢していた。そのため、 他地区よりも本恩の追物は少ないものと思われる。石積み夷込覆土は、調査区の大

半を埋め尽くす石栢み 1などの裏込を検出する際の投土でありグスク時代の遺物も多かったが、石の隙問に入

り込むからか近現代の追物も含まれていたため、本陪と捉えた。

11層 近世～近代遺物包含層・造成層

南区のG ・H ・I9の石和み4東トレンチとH ・I10西側、 G ・H ・I11において主体的に分布する。北

区においては、E・F10トレンチ、 ド11北・南トレンチ、 E11七敷 1上面に薄く堆積していたのみであった。

色調は褐色～暗褐色、土質は細砂～シルト、庖厚は60~ 140cmと比較的厚い。出土迫物は、全体的に瓦 ・

塘が多く 、グスク時代～近世 ・近代の隋磁器等が見られる。ただ、近代陶磁器は多くはなく 、近世の迫物が最

も多いので、この土同の主体的な年代は近世と考えても良いと思われる。

このIIlr!iは、H ・I10の石稜み ）6周辺トレンチ、G ・H ・IILにおいては、堆稜の状況よりさらに 3つに

分けられる。

nm上部…石積み 16周辺トレンチ、 G ・H ・Illに分布する瓦混暗褐色土（第 12図No2~4、第 13図

Nol)。恩厚20cmで水平に堆栢しており 、礎石建物群がこの陪を切り込んで構築されている（第28図）。

11屑中部…下府の瓦混褐色土（第 12図 No5・6、第 13図No2・3、図版9-5~7)。北束に向かって

厚くなっており而原 60cmにも及んでおり、礫も多く混じっており 、下部には瓦が集中するなど、比較的

短期間に堆秘した可能性も考えられる。石積み 13は、この土を除去した段階で検出した。

II庖下部...さらに下層となる H Llの石栢み 13南側トレンチで見られる瓦混礫（第 12図No7~  12、写真

1、図版9-3)。庖厚 100 第 1表 淑順門西地区層序対照表

cmにも及び、細～中礫や粘

土プロックや瓦 ・叫が多く

混じり 、西側上方から一度

に流れ込むような堆租をと

ることから、短期間に形成

された造成土と考えられる。

また、近代の陶磁器はない

ため、時期的にやや古い可

能性もある。

石和み 4東トレンチに分布す

る暗褐色礫混士は、非常に礫が

多く 、石和み 4の基礎を埋め殺

しにした土府と考えられる（第

24図）。近代の迫物は少なく、グ

スク時代～近世のものが多い。

後述するが、本来的にはこの士

町はIV罰であったが、悦乱を受

けた可能性もある。

皿層近世造成層

南区の石栢み 13南側 トレンチ、

石積み 16周辺 トレンチに分布し

I 

報告書層序

1層

n層

m層

IV層

N-1層

W-2層

11/-3層

rv-3'層

'N-4層

W-5層

v層

VI層

出土遺物 現場調査時層名 （カッコ内は、ナンパリング名）

による時期 北区 (E・F-10・11) I南区 (G・H・l-9・10・11)

I現代 圧層（カクラン） • 石積裏込層（ウラゴメ）
暗褐色覆混上（暉レキ） ・ 

D層上部 埋甕 I(カメ I)瓦・）瓦混晴

近世～近代
石敷上上面覆土（石敷上） ．鈍い貨褐 褐色土（瓦曙 ・陪
色礫（取り..t1fなし） I - I 

U層中部 瓦混褐色土（瓦褐）

D屠下部 瓦混礫（瓦レキ）

1オリープ裕色土（オリ ープ） ・瓦だまり
近世 該当なし 層（瓦沼） ・貴褐色粘質土（貨粘） ．噌

灰黄色粘質土（靖粘）

グスク時代 1 (15世紀代か） 下記のとおり編分
良児色土（黄褐） • 黒褐色土（開渇）
斑遺物の様相はIV-I・ 2層に近い

15世紀後半～
褐色土（褐） ・貨褐色土（黄）

16世紀前半

15世紀中葉
黒褐色土上屠（黒上） ・黒褐色土間層
（屈間）

14世紀末～
黒褐色土下眉（黒下）

15世紀前半

14世紀末～
貨色褐色(I礫f)混土（敗り上げなし） ・睛褐
土 ・コーラル（敗り上げな 該当なし

15世紀前半 し） ．靖褐色霞混上（暉レキ） • 黒褐
色士下眉2 (阻下2)

暉褐色上下層 <•It下） . •It褐色土下層

14世紀後半 2 (1/f黄下褐2)色 ・ •If褐色土下層3 (I『下
3) . プロック混陪褐色土（黄
混靖）

13世紀後半～
褐色粘質上（褐粘）

14世紀前半

明褐色シルト＜琉球石灰必の風化上 • 島尻マージ＞

地山

琉疎石灰岩

-12-
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第 10区l 淑順門西地区土層堆積範囲図

ている。

色調はオリープ褐色～暗灰黄色、土質は粘土～シルト、中～巨礫・瓦を多く含み、附厚は 40cm~ 200cm以上で、

下而まで掘り切れていない。南側上方から流れ込むような堆積をとっており 、比較的短期間に形成された造成

土であろう（第 12図Nol3~ 16、第 13図 No4・5)。また、その上部に当たるオリープ褐色礫混土（第 12図

Nol3・14) には瓦と漆喰が特に集中しているため、瓦だまり荊と呼称した。この段階で一括廃棄を行った可能

性が考えられる（図版9-4)。この下位は、黄褐色粘質土（第 12図Nol5)、暗灰黄色粘質土（第 12図 No16)

と下陪に行くほど、地下水を多く含む傾向にあり 、グライ化の影響のためか色調が暗くなり 、粘性が強くなっ

ている。

出土迫物は瓦が圧倒的に多く、 n層と異なるのは湖が少ない。陶磁器等はグスク時代～近世のものがあるが、

祉的には多くない。近世瓦や沖縄産無釉幽器の様相から 17世紀代を下限として考えている。

辿構としては、 I 10西側では石積み 16が比較的瓦が少ないオリープ褐色土（第 13圏 No4・5) を切り込

-14-



F
-

l'. 

.,,, .. __ 

IL .... -

C -. ..,,, 

..... ,,<i'I-

.£ 

‘ 

奇
＇ ， 

・・-・' 

---

Cライン断面図

Fライン断面図

..[ 

H
_
 

El,..,.,_ 

"-

D 
g .... , 

ヽ~ ) 
〕

‘, 
D. 叩・-

Hライン断面図

ヽ

＇ ヽヽ
---

A

＿
 

N

＿
 

Dライン断面図
●●み9

n,--

n...__ 

L 

Aライン断面図

8 

n.....-

E E' 

.! 

a. ......... 

届 海瓢tl'l/-3'
Eライン断面図

第 11図

Bライン断面図

淑順門西地区阿序対照固

•゚~------• --I ,_,. ー奮-←細’ 

-15-



瀕
£
 

N
 

区
l ., 

EL
•

IO
O.

 0
0
0
.
 
r
 

¥J
I 

A
 

¥.' 堕 §I
 

図
E

l.~
9

9
.0

0
0

..
 

如一、 ゜I
 

F
ラ

イ
ン

土
色

表

層
序
I

Ill
董
騎
:1:

層
名

工
層
N
o

1
 I
娼

上
I
 -

u
l四囀

褐
色

土

2
 10
¥'
R3
/1
 

3
 10
11
!6
/6
 

4
 10
¥R
4/
6 

0<
1>

I 瓦
ir1.
褐

色
土

I
 

6
 IO
Y1
!4
/4
 

6
 10

\'R
~/

3 

7
 10
¥'
R6
/4
 

8
 10
¥'
Rl
/4

 
一

l

D
下

1瓦
義

レ
キ

層
I
 

9
 7,
 S
Y閲

/8

10
 
10
濶

/6

II
 

10
\'R

ll
• 

12
 
10
、'RS

/6

瓦
だ

ま
り

層
13
2.
5Y
4/
6
 

（
オ
リ
ー
プ

患
躙
諷
土
）

14
 
2.
 6

Y4
/•

 
m
 貨

褐
色

帖
貿

土
15
 1
0r
R5
/8

 

疇
灰

貴
色

帖
貫

上
16
 2
. 
SY
4/
2
 

＋
＊
 

靖
褐

貴
褐

褐 褐 に
ぶ

い
賃

褐

1こ
ぷ
い
貨
Ill

褐 If
il
l 

貨
褐

患 貨
Ill

オ
リ

ー
プ
Ill

オ
リ

ー
プ
亀

貨
褐

噌
灰

貧

士
奮

極
鰭

～
編

砂

綱
～

中
砂

中
～

祖
砂

湿
入
笥
な
ど

暉
l"I
地

区
の

調
戴

後
の

造
成
J:

コ
ー
ラ
ル

/l
!I
O%
含

近
堂

・
近

代
の
遭
物

．
瓦

が
多

い

囚
く
し
さ
つ
め
ら
れ
て
い
る

囚
く
し
き
つ
め
ら
れ
て
い
る

シ
ル

ト
ー

纏
砂

11
.5
Yl
l5
/8
引

褐
帖

上
プ

ロ
ッ

ク
石

灰
ぼ

匹
紐
0%

訊
炭

6
%含

シ
ル

ト
～

極
繍
砂

1J1
褐
帖
上
プ
ロ

ッ
ク

石
灰

柑
繍

～
中

レ
キ
1
0
%
概

シ
ル

ト
～

極
罐
砂

シ
ル
ト
～

極
罐
0

石
灰
力
中
～
巨
レ
キ
4
0
%

瓦
多

い

石
灰
8

縛
～

中
レ

キ
5
0
%
親

粘
土
～
シ
ル
ト

石
灰
W
●

～
中

レ
キ
5
%況

（
連
山

・
マ
ー
ジ
の
益
土
）

極
繍

～
繍

砂
石
灰
8
繍

～
中

レ
キ

的
％

漫

控
繹
砂
～
シ
ル
ト

石
灰

柑
纏

～
中

レ
キ
2
吟
も
況

シ
ル
ト

石
灰

柑
中

～
巨

レ
キ
40

%
瓦
多
い

シ
ル
ト

石
灰
也
綱
～
巨
レ
キ
2
0
%

'"¥ 

粘
上

～
シ

ル
ト

IO
ll
lo
/8

貧
褐

枯
J:
プ
ロ
，
，
，
ク

10
%

石
灰

勾
中

～
巨

レ
a¥'-
4
0%

訊
瓦

．
汰
喰

が
多

い

粘
土
～
シ
ル
ト

繍
砂
5%

視

枯
上
～
シ
ル
ト

石
灰
岩
中
～
巨
レ
キ
2
0
%
置

瓦
．

滋
喰

が
多

い

/
 s

~
0

0
° 

<>
 

0
 0
 

0
 

,.
.,
 ゚~

O
 

゜ に
—
←

←
石積
み1

3―
\'~

...
.:、
か

、-
・,-

--
--
-
--
--
-

I
 

F
ラ

イ
ン

断
面

図

F
 

0
 

Im
 

I
 I

 I
 I

 II 
I
 I

 I
 I

 I
 I

 



H

＿
 

U、咽.000..

トー 石積み16-'1 H' 

。｀ 
゜

ヽ
ヽ

Hライン断面図
。 Im

I—,—l—,—, I II II I 

Hライン土色表

層序 鵡憂騎土層名 土層No 土e l 土貫 湿入物など

D上 冗滉靖褐色上 I 10l'R3/• 靖患 慢編一編砂 炊10%含 近虎・近代の遭物．瓦が事い

瓦漑褐色土
2 10\'RI/~ 褐 シルト～繍砂 7. Sl'RS/8明褐帖J:ブロック 石灰8中レキ20%況炭6%含

D中
:l I O\'R,t/~ にぷい貴円 シルトー極檸む 1111島枯土プロッ，， 石灰廿綱～中レキ10"'畏

オリープ褐色.t
4 2. SY',/3 オリープ褐 シルト～極編砂 石灰柑纏～中レキ30%涎決IS%含

m 
S 2. SY4/4 オリープ褐 シルト 石灰柑纏～中レキ10%混炭S%含

貨褐色土 6 10l'R5/6 竺 ＿ シルト 6灰柑編レキ40%混炭5%含

＂ 
I 

昂褐色土 7 10l'R3/2 黒喝 シルトー極編砂 石灰岩編～中レキ10%浪炭10%含

9
i
‘
 

E9 F9 
・_,_,,I 

北区 ふ9

lOII 

第 13図 Hライン断面図

んで構築されている。また、石積み 13の外面の下半はm附で埋まっており 、

下面まで掘り切っていないので構築時期は現時点では限定できない。

IV層 グスク時代遺物包含層・造成層

北区のE・f10トレンチと F11北 ・南トレンチ、南区の石積み4束トレンチと石秘み 16周辺トレンチに

分布している。 しかしながら、大きくグスク時代という年代観が共通しているだけで、北区と南区では全く様

相が異なるため、別個に説明する。

北区 石積み等の迫構が見られない範囲において設定したE・FlOトレンチと F11北 ・南トレンチで確認

された土庖が相当し、時期の違いにより 5つの土庖に分けた（第 11・15・16図、写真3・4、図版4~6)。

時期区分の根拠については、迫物の様相を本章第4節、更に首里城跡の他地区での状況や陶磁器研究の成果

この肪よりも古いのは確かだが、
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写真 1 H-11 Fライン断面
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なども考感して第6窄第 1節で記述している。

N-1層 15世紀後半~16世紀前半 遺物包含暦 ・石積み1構築時造成層

F 11北 ・南トレンチの褐色土（第 15固No1、第 16図No2)・黄褐色土（第 15図No2)、E・F10の石

柏み 1裏込（第 15図参照）が相当する。褐色土は、附厄が 60cmで、 IV-2~3'/Rを掘り込む形で、石

栢み 1外面に接して lm幅の溝状堆籾している恩と捉えた（第 14因）。だが毀料整理時に、石絞み 1最下

面に沿っての拳大の礫がと共に 5cm程度の空隙が見られる部分も後述する理由により同肪と捉えた（写真

4~6、図版4-1)。黄褐色土は附厄が20cmで、細～中礫を主体としており、前者の下）けに潜り込むよ

うに Fll北周辺に見られる。両恩の出士迫物は、 15世紀後半以前の陶磁器を主体として、金屈製品も比較

的見られる。また、近世以降の陶磁器 ・瓦は本層の出土迫物の約 1笞11は見られるので、単純には上庖から

の混入とするのにば路躇を共えざるを得ない。 しかし、調査者の現楊での感触としては、あくまでも主体

はグスク時代の辿物が中心であったため、 1恩からの混入と考えておきたい。

さて、 E・F10の石和み 1裏込であるが、この一部を断ち割ったときにほとんど士が混じらず礫の間に

は空隙があることを確認した（図版 6-8)。これは、先述した褐色土下陪の空隙部と同様に、石桟み 1

の構築がIV-2~5庖が堆積した後、溝状に掘りこむいわゆる 「布掘り」を行うことで根石を据えて、 IV

-1附で埋め殺しにしたためではないかと考えている。本窄第3節でも後述するが、この部分の石梢み l

の石同士の間には空隙が大きく、地上に蕗出していたとは考えにくいことを挙げておく 。

以上のことから、若干確証を欠く部分はあるが、本陪に（半って石積み 1が構築されたと考えている。た

だその時期については、第6章第1節でも後述するが、昭和6年頃に阪谷良之進が作成した旧酋里城図（以

下「阪谷図」）と合致し、それ以前の姿を示すとされる横内家賓科平面図（以下「横内図」）とは矛盾する

ことから、本庖がさらに新しいのではないかという見解も提示しておく 。

他の追構としては、石積み 11・12とその周辺の梃込と考えられる礫群は黄褐色土を除去後に確認したも

のである。また、石積み2については、褐色士の直上に籾まれており 、lV-1府以降に造られたことは確

写真3 Aライン北側断面
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第 14図 A~Eライン断面位箇図

A・B・Eライン土色表

層序 鯛董騎土11名 土層枷 土色 .:t• 混入糟など

D - 0 IOYRS/4 にぶい賞褐 鯛～中砂 石灰舟編～中レキ20%置（コーラルのような土層）

褐色土 I IOYR4/4 褐 シルト 7. 5¥'RS/8明褐シルト（亀山 ・マージ）プロックが40%.石灰冶中～巨レキが5%晨災燒土5'%含
IV-I 

賃褐色土 2 ' IOYRS/5 賃褐 石灰惰織～中レキ 織砂20%混

黒褐色.t(上●） 3 IOYR2/2 鳳褐 檸織砂ーシルト 石灰岩中レキ10%汎 獣 、 彙 骨 只、炭が30%-40%含（貝讀は、 C,Dラインの3に比ぺやや少ない）
11/-2 

黒褐色上（間●） < IOVR5/< にぷい贄褐 極●砂～シルト 石灰岩●レキ10%漢

6 10匹 II Ill色 籍纏I@~シルト 只化働層

s・ 7 5¥'5/8 剛患 シルト～帖土 佑土（建山．マージ）を鐸分的に入れている
rv-3 鳳褐色上（下●）

6 !Oll!J I 鳳鳩 シルト 戻化物層 石灰岩中～巨レキ20%浸

7 5¥R•I• にぶい赤褐 シルトー緬纏砂 邊士層か？

睛褐色.t 8 IOl'R412 灰賃II シルトー籍●砂 炊S%含

コーラル層 9 10¥R7/6 剛貨橿 極編砂 6灰柑編レキ20"覆

IV-3' 
晴褐色レキ涎土 10 IOYR4/6 褐 シルト～編砂 石灰匂中～巨レキ”％識

II 10¥'RZ/2 鳳甕 シルト 石灰巧鯛レキ5%覺明褐シルトプロック5%置炭<0%含

黒褐色土（下層2) 12 IOYR4/尋褐 シルト 剛褐シルトプロック10%濃哀5%含

13 IOllf.!/2 黒褐 シルト 炭印％含

14 IOl'R3/I 黒褐 シルト～極●砂 晟10%含

隋褐色土（下層） 15 l0l'R4/4 褐 シルト 7. 6YR6/8明鴫シルト（マージ）プロック30%1ll 伐6%含

16 IOYR3/3 隋褐 シルト 炭5%含

＂ 
10¥1し3/3 竺 シルト～極纏砂 剛尾シルトプロック10%濃哀5%含

晴褐色上(l'層2)
18 10ll!3/3 睛患 シルト～極●砂 剛鼻シルトプロックS')(,濃戻S')(,含

＂^ 

貿褐色土プロック覆暉褐色土
19 IOl'R4/3 にぷい貧甕 シルト～檸●砂 炭5%含 マイマイが鱈分的に集中する

20 !Olll4/4 貴褐 シルト 帆褐シルトプロック5%況

21 !Ol'R3/3 ＂褐 シルト～鍾纏砂 剛島シルトプロック10%襲戻5%含

晴患色上（下層3) 22 10l'R4l2 灰賞Ill 帖土～シルト 剛褐シルトプロック 石灰＂編～中レキ 5%翼伐5%含

23 10¥114/J にぶ漬褐 帖J::ーシルト 剛島シルトプロック 石灰脊鱒レキ6%覆 /)15%含

111-5 児色貼質土
24, 10l'R4/4 褐 帖土ーシルト 石灰柑纏一FレキSo/,晨

25 IOYR• 6 褐 帖土～シルト 剛憾シルトプロッ!l5%lll.

V マージ 祁 7.Sl'RS/8 剛褐 帖士～シルト

VI 讀玖石灰1'l露 27 - I- I-
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かであろう（第 16固Cライン断面図）。これと対になる石積み 3も同様と考えられる。

IV-2層 15世紀中葉獣骨貝混遺物包含層

F 11北 ・南 トレンチに分布する黒褐色土上府（第 15・16図No3) と黒褐色土ra,府（第 15・16図No4) 

が相当する。前者は灼/Il-l O ~ 30cmで、貝・什・炭を多く含んだ迫物包含肘で北に向かってやや傾斜している。

より南側で標裔がやや画い Fll南の方が迫物拭は多く 、特に獣骨 ・貝類の集中が見られる（図版5-3~

7)。石栢み 1の内側であるE ・F 10トレンチでは確認できていないが、検出レベルから考えると、削平

を受けた可能性も考えられる。出土迫物は、 15世紀中紫とされる京の内跡SKOlで多く出土する陶磁器（県

教委 1998a)が見られ、また金属製品が多い。また、図化等は困難であったが、赤漆皮膜片も F 11南で

見られた（図版 5-5)。

黒褐色土間肘は府厚 10cmで、色調は鈍い黄褐色と前者よりも淡く 、炭等の混入物が少なく、砂笠だが硬

くしまっていた。直下のIV-3阿は炭が主体で軟牧であるため、その整地を行った陪と考えられる。本恩

の出士迫物から見ると 、下恩のN-3層との違いは明瞭であるため、黒褐色士上思と共に便宜的にN-2

庖とまとめた。

迫棉 としては、F11北において後述する石稜み 10の直上に構築された石積み9には本庖が伴っており 、

同時性があったものと思われる（図版8-8)。

IV-3層 14世紀末~15世紀前半炭化物層

E ・F 10トレンチと F 11北 ・南トレンチに分布する黒褐色土下荊である（第 15図 No5 ~ 7、第 16

図No5、図版5-1)。層全体がシル ト質となった炭化物で形成されているように思われ、炭化物眉と称

した。 この炭化物は、士の洗浄によりコ メを中心とした炭化種子を多く含んでいた。恩厚は5~ 20cmで、

北側である Fll北に匝＜堆租している（図版 6-1)。また、F11北の一部において、本庖の中位に庖肛

5 cm のv~に起因すると思われる明褐色粘土～シルトプロックが敷かれたように堆籾していた（図版4-

1、図版6-1)。明褐色士を炭化物屈に蒋く部分的に敷かれたような状況は、京の内地区SK03の堆籾

状況でも確認されている（県埋文2011)。

本庖は石和み1に切られているため、それより古い土府である。出土迫物には、大和系瓦が圧倒的に多く 、

陶磁器も守花が出士 しないなど上層とは明確な時期差が短われる。また、金屈製品は多くないが、銭貨で

は大銭が多く見られた。

本庖に投われて石稜み JOが検出されており 、同時性が考えられる。また、この石稲み 10の南に本府が

幅 20cm、長さ 100cm、深さ 20cmの不定形に落ち込んでいるが人為的なものかは不明である（第 15図Aラ

イン断面函、No6)。

IV-3'層 14世紀末~15世紀前半造成層

後述するように、時期的にはN-3荊と大きく変わらないが、性格の違いにより 、IV-3-11'1とした。

E ・F 10トレンチと F 11北 ・南トレンチに分布する上位より黄褐色礫混土（第 16図 No6・7)、暗

褐色土 （第 15図No8、第 16図No8・9)、コーラル陪（第 15図 No9)、暗褐色礫混土（第 15・16図

No l O) 、 黒褐色土下~ 2 (第 15図NolI~ 13)が相当する。このうち最下位の暗褐色礫混土は巨礫が主体

で恩厚50cmあり、その上府を Fll南以外には分布する硬くしまった砂礫のコーラル附が薄く水平に堆梢

しており 、迫物もほとんどないことから一連の造成土と考えられる。この上屈には暗褐色土が堆積してお

り、['i.f- 3'荊の中では迫物が多い土荊であるが、"'-3阿とほぽ同様な出土迫物であり 、明確な時期差

は兄出し難い。

この他にも一部に見られる土阿として、黄褐色礫混土と黒褐色土下附 2がある。前者はF11南で暗褐色

土の上同に見られ、暗褐色礫混土とは別の造成土かであろうか。後者は E ・F JOで暗褐色礫混土の下庖

に見られるLV-3府と類似する炭化物恩で、やはり炭化種子も多い。このことは、このような炭化物用が

当該期には複数あった可能性が考えられる。このように、一部共通しない土陪があるが、暗褐色礫混土は

石租み 1に切られておりそれより古い。

迫柄 としては、先述した石積み 10は、断面設察においては木層の直上に見られるため、本陪造成時に

樅築された可能性もあるが、確証は得られなかった。また、F11北ではコーラル陪上面で暗褐色土が堆
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C・Dライン土色表

層序 鯛董騎土層名 土層No 土色 I ::t貫 濃入物など

D - I 10¥R.$/< にぶい賃褐緯～中砂 石灰勾繍～中レキ幻％覆

IV-I 褐色土 2 101114/4 甍 シルト 7. 5Y郎/891嶋シルト（鳩山 ・マージ）プロックが40%、石灰岩中～巨レキが5%浸閃縫土5%含

鳳褐色土（上層） 3 10l1tが2 鳳褐 艦織砂ーシルト 石灰れ中レキ10%濃獣、彙骨只、虞が30%~<0%含
1'1-2 

●褐色土（間●） 4 10¥lUi,4 にぶい賞褐極編砂～シルト 区即•匹10%襲

111-3 ●褐色土（下層） 5 10¥'112/1 鳳色 極纏砂ーシルト 炭化物層

貨褐色レキ益J.
6 10¥"RS/3 にぶい賃褐極編～纏砂 石灰岩●～中レキ”％濃伐10%含

7 10¥1!5/8 賞懇 シルト～護纏砂 石灰柑編レキ20%震

IV-3' 8 IDYR3/3 嗜褐 シ，，，ト
嗜褐色上

石灰8編～中レキ勾％浪9 10111112 灰貫島 シルト

晴褐色レキ置土 10 1orR• 6 褐 シルト一●砂 石灰”中～巨レキ”％覆

11 10\'R• '3 晴褐 シルト 7. SY応/8111!褐シルトプロック（マージ）が20%澱炭5%含

rv-• 貧褐色J:プロック攪晴褐色土 12 7. 61'11416褐 シルト IOYR• 2灰賃111シルト(13●)がプロック状で10%諷炭5%含

13 10l"'R-l12 灰貧患 1シルト 石灰打●レキ6%漫

V マージ 14 7.51116/8 明11! 帖士～シルト

VI 庫疎石灰廿盤 15 -

第 16図 C・Dライン断面区l
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栢した幅20cm、長さ 80cm、深さ 15cmの不定形の落ち込みがあったが、人為的なものかは不明である（図

版 6-2)。

IV-4層 14世紀後半遺物包含層

E・F 10トレンチと F11北 ・南 トレンチに分布する上位より暗禍色土下府（第 15図Nol4~ 16)・暗

褐色土下/R2 (第 15図Nol7・18)・黄褐色土プロック混暗褐色土（第 15回Nol9・20、第 16図 Noll~

13)・暗褐色土下庖3 (第 15図No21~ 23)が相当する。層岸は60cmと厚く、全体的に上層と比べるとシ

ルト質で、地山に起因する明褐色シルトプロックが多く見られるが、炭化物も比較的多い。先述 したが、

石籾み1外而とは約 5cmの空隙があり、上方から掘り込まれたときに生じたものと考えており 、石栢み 1

より古いことの根拠と考えている（写真4~6、図版4-1)。

この内暗褐色土下庖及び同2・3については石積み内外に見られ、土質や混入物等において細分したも

のも北へ緩やかに傾斜する水平堆積をとっており 、大きく同じ陪と捉えられる。なお、F II北では、暗

褐色土下府では陶磁器 ・獣魚骨が比較的出土し炭化物の広がりが見られた。その下恩の暗褐色土 2におい

てはオキナワヤマタニシなどの陸生貝類の集中（図版 6-3)、その最下位においてグスク土器がまとま

って出士していること（図版6-4・5、士器No301・303・304)が見られた。このような特徴と合わせて、

一定砧の陶磁器等が出土しているので、これらの土陪堆積時には生活域が近接していたものと思われる。

また、黄褐色土プロック混暗褐色土や暗褐色土下酌3は石租み 1外側のF11において分布するが、上部

よりも地山プロックを多く混入し、地山であるV陪直上に堆栢しているがその下面は平滑であることから、

削平等の人為的な行為があった可能性が高い。

出土迫物は、 JV-3 · 3~ 附と同様の陶磁器も見られるが、守磁 1I類（鏑連弁文） ・白磁C2群（ビロ

ースクタイプ） ・グスク士器など古手の迎物があり 、大和系瓦が出土しないことから、 日呂とは時期差が

窺われる。

写真7 Bライン東側断面
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IV-5層 13世紀後半~14世紀前半遺物包含陪

石栢み lの内側に当たるE・F10トレンチのみに見られる褐色粘質土（第 15図 No24・25、写真6・7、

図版6-7)が相当する。庖厚は40cmと比較的厚いが、あまり細分できる特徴はなく土質は粘土質で非

常に硬くしまっており、混入物も少ない。地山であるV庖直上に堆栢しており、下位には地山起因のシル

トプロックが見られるため、人為的な作用が及んだ可能性もある。

出土遺物は少ないが、グスク土器を主体として青磁JI類が見られることから、県内の各グスクにも類例

があり 13世紀後半~14世紀初頭とされるグスク形成期の蚊占段階と言える。また、ウシ等の大型の欲骨

も出士している（図版6-6)。

本陪に伴う明確な迫構はない。

南区 石梢み4東トレンチ ・石梢み 16周辺トレンチにおいて、出土辿物からW府と考えられる土肘を確認

した。結論から言うと 、出土陶磁器の年代観からはN- 1・2恩に近いが、上阿自体は異なるもので別個に

説明する。

石積み4東トレンチの暗褐色礫混土下部（第24図、写真26・27)は、 トレンチが狭いこともあり近世以

降の遺物も見られることと基本的に土質 ・色調の違いはなく 、前述したJI陪の暗褐色礫混土と捉えざるを得

ない。 しかしながら、この下部 30cm前後、石租み5を覆うように堆積している土附が 15世紀代の隅磁器 ・

二枚貝が多く出士していることから、本来的にはW恩であったと考えたため、暗褐色礫混士下部と設定した。

つまり 、石稽み5を埋め、石積み4の基礎を造成した土陪と考えられる。本章第4節で後述するが、出土陶

磁器の様相は、北区I¥{-1・2層に類似しており 、15世紀中策~16世紀前半の可能性が考えられる。

石積み 16周辺トレンチでは礫を多く含む黄褐色士（第 13図No6)、その下層に炭が多く含まれる黒褐色

土（第 13図No7) が堆栢している。黒褐色土の下部は礫が集中しており、その下庖は掘り下げなかった。

石栢み 1の外面に堆積しており、本来的にはより西側に堆租が続いたものと思われる。前者は囮厄が 100cm

で礫も多いことから造成土の可能性もある。ただ、後者は恩原が 20cmで炭が多く陶磁器も一定址見られる

ことから石桔み際に廃棄された土恩とも考えられる。 しかしながら、出土陶磁器の違いは明確ではなく、両

者とも暗褐色礫混土下部と同様でN- 1・2囲に類する傾向である。

v層 琉球石灰岩の風化土 （島尻マージ）

E・F 10トレンチと F11北 ・南トレンチで確認した明褐色シルト。いわゆる地山で、下庖の琉球石灰岩の

の風化土とされている。 F11南で標裔 95.6 m、その7m北側のF11北で95.0 mとなり 、緩やかに北側へ傾

斜している。

石稜み 1の根石を確認した範囲は、本府の直上に載っており、その際に削平を行ったものと思われる。また

先述したように、石稜みがない範囲においてはJ¥f-..J. ・5阿も本府の直上に不燈合の状況で堆積しており 、や

はり人為的な削平があった可能性が窺われる。

VI層琉球石灰岩

E・F 10トレンチと F11北・南トレンチで確認した岩盤でV層とほぽ同じレベルで部分的に確認されている。

今回の調査では、さらに下荊の品尻泥岩府いわゆるクチャは確認できなかった。

第 3節迫構

今回確認された迫構ぱ、石栢み 16基、石敷 1基、埋甕3基、礎石建物跡1基が確認された。

各辿構は単独で存在しているというよりも関連しているものが多いので、そのまと まりごとで説明していく。

特に、石和みについては、面を持っている列状のまとまりに対して迫構番号を付しており 、石燐のように裏込

めを介して両側に面を持つものに対しては、迫構番号が別となっているが、これらはセットとして捉えること

とする。なお、迫構を梱成している石は全て琉球石灰岩である。第 17図は全体平面図、第 18固は縦横断面図

である。
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l. 内郭城壁（石禎み 1 ・4 ・15・l7) 

第 6窃第 1節で後述するが昭和初期の阪谷回（第6図、第 112回）に描かれ、戦前主で存在していた内郭城

壁である。本調究区においては、現在、復元されている淑順門の西側から正殿側に伸びる部分を長さ 20mに

亘って確認している。石栢み1が城郭の外側、夷込めを挟んで、石梢み4が内側に向けた両面栢みとなっている。

城壁の幅は、北側では約6.5m、G 11で石積み 1が大きく東側に屈曲し、その南側では約4mとなる。また、

IT 10南からその南側にかけて、この城壁内に石積み応を外側、石積み 17を内側とし、幅約2mのやはり両

面和みの石積みとなっており、城壁の胸壁である可能性が考えられる。石積み 18は内郭城壁の裏込内で確認

され、先述の石籾み 15と接した東西方向の石積みで、関連性が強いものと考えたので、本項で説明する。

根石の構築方法 根石は前節で先述したE・F10トレンチと F11北 ・南トレンチにおいて、地山であるVR

直上に直接骰いていることを確認した（図版4-1、 5-6)。ただ、前節でも述べたように、地山に単純に

骰いたのではなく、下記のような状況であった。石稜み 1外側にはrv-1@の褐色土（第 15因No1・ 第 16

図No2)が検出面で深さ I.4 m、石積み2より北側へ石積み9にかけて長さ 6m、幅約0.5 ~ 1 mの範囲に、

平面形では溝状に堆禎していた（第 14図、第 15図Bライン断面図）。ちなみに、図版 5-1は、その褐色土

を除去し、溝状になっている状況である。

また、 ElO北 ・FlO南の石和み内側には、裏込めに相当する礫町が検出面で深さ約 1.2 m、長さ約 4m、幅約

0. 5 mで確認されている（写真 14、図版6-8)。さら、 F11北トレンチで外面の栢み方を見ると、被熱した

と思われる赤変した石が部分的に入り込んでおり、また石と石の間の隙間が 10cm以上開いていることが多い

（写真9、図版4-1・7-1)。これらのことから、石積み1は、少なくともこの範囲においては、その当時

の地表面を深さ lm以上、幅 1~1.5m程度を溝状に掘り込むいわゆる 「布掘り」を行い、根石を埋め殺しに

して据えたと考えているu

なお、根石のレベルは、 F11南と 5m離れた F11北では、裔さ 50cmの差があり、本来の地形は南から北

に向かって傾斜していたことが分かる（第20図）。

構築時期 上記より城壁外面の石積み 1は、 N-1庖段階で構築したと考えているので上限は 15世紀後半と

なる。城壁内而の石栢み4は、 I 9においてはW陪上面に根石が骰かれており（第26図）、先述したようにこ

の層は近世迫物の混入はあるが 15世紀中葉と考えられるので、こちらが先に造られた可能性もある。ただ、

この部分より南側はW居は見られず、裏込め状の礫群の上に根石が載っているなど様相が異なるので、先の見

解については保留にしておき、戦前まで存在した内郭城壁の上限は今のところ 15世紀後半としておきたい。

一方、明らかな造成土であるlV-3, 層の黄褐色 ・暗褐色礫混土（第 15図NolO、第 16図No6・7、写真

3、図版4)、後述する石絞み LOなどから、 14世紀後半以降には、石和み 1以前の内郭城壁があった可能性に

ついては否定しない。一方卜限については、 IV-1 屑には 1 割ほど近世以降の追物も含むこと、第 5~で後述

するが根石の部分においても昭和 6年頃の阪谷図と合致することから、近代以降の構築という意見もある。た

だ、明治以前とされる横内図の内郭城壁と合致する石積みについては、本調査区では判然としない。

以下、各石和みの様相について説明する。

石積み 1 (第 19~ 22図、写真8~18、図版7) 淑順門より西へ伸びる内郭城壁外面（淑順門地区石和み2)

に続くもので、総延長では23mを測る。調究区北東端より石積みが西側へ続き、E10では西120゚ で南西に伸び、

G 11では東45゚ で屈曲し、 H 10では西30゚ で緩やかに南へ延び、調査区南端までに確認された。各変化点は、

直線的ではなく、緩くコーナーとなっているのが特徴的である。

天端は残存しておらず、検出面より高さ 0.3~0.8 m、1~4段ほどしか残存していないところが多い。ただ、

根石を確認した F11南（写真 10)や E10 (写真 15) においては、謀さ 3m、12段以上見られる。 しかし前

述したように、この根石が確認された部分でも、その外面がW屑に埋もれており、 lm以上は埋め殺しになっ

ていたものと思われる。同様に、 H・I10では石柑み1の外面がll~IV罰で約2m埋もれており、かなりの

部分が最終的に埋め殺しになったようである。なお、堆栢囲が確認できていない石和み 1外側のE10 (写真8)

やG11 (写真 11)では全て疎で充填されており、他の石梢みの襄込めと考えられる。

勾配は、各地点や段数によって、 75~ 85゚ と違いがある。F11北では、根石から4段目は80°、 5段目は

75°、6段目は85゚ となり、 4~6段目にかけて勾配がまちまちである（第 15函Bライン断面図）。 F11南
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では、根石から 3段目は85°、4~ 10段目は80°と4段目から急激に角度が緩くなっている（第 16図Dラ

イン断面固）。G 11では、根石は石栢み 13の裏込に埋もれているが、5段目までの角度は80゚ である（第 12

図）。 I10は根石を確認していないが、現状の最下段から8段目は83°、9~ 12段目は75゚ と上位に行くほ

ど緩くなっている（第23図）。

石の栢み方についても、各地点や段数によってやや状況が異なる。E11北側では、長さ 60~ 80cm、商さ

20 ~ 40cmの大きな切石が外面の複込に埋もれるように 1~2段見られ、長方形の切石を横方向に積むいわゆ

る布梢み風となっている（第 19図、写真8)。E10南側から F11、石和み2・3にかけては、大きな切石は

まばらとなり 、加工が不盤形な一辺 20~ 40cmの石を目地よりも端を隙間なく和む 「合端合せ（北垣 1991)」

とも言うべき状況であり 、特に下方に行くほど隙間も多い（第20図、写兵9・10、因版7-2・3)。G11、

石積み2・3よりも南側からH10北側までは、また布積み風となっているが、先述の部分より切石の高さが

20cm戦後のものが小振りのものが多い印象を受ける（第 21図、写真 12・13・16・17、図版7-4)。比較的

横目地を通す意識は見られるが、石の大きさにはばらつきがあるので、やはり現場合せの印象が強い。I-I10 

南側から急減期に積み方が変わり 、加工が不整形な一辺 20~40cmの石を 「合端合せ」、いわゆる 「あいかた

積み（営浜 1988・1990・2012)」に近い方法で隙間なく積んでおり 、目地を通す意識はまったく感じられない（第

22図、写真 15、図版7-5)。

石積み4(第24図、写兵19~24、図版8-1~6) 内郭城壁の内面（淑順門地区石栢み3)に続くもので、G・H・

I 9で検出されており 、南北に13mにわたって確認されている。ただ、南側で4mほど周囲よりも 50cmほど

検出面が低い範囲で石積みが確認されておらず、撹乱を受けたものと思われる。勾配は、最も邸く残存してい

るG9付近ではほぽ90゚ である（第 18図Jライン断面図）。G9南側は長さ 30~ 50cmの切石による横目地が

写真8 石積み 1 E10付近
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第 19図 石 積み 1立面図 (1)
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写真 10 石積み 1 F 11南付近 写真 11 石積み 1 G 11北付近

写真 12 石積み 1 G 11南付近 写真 13 石積み 1 H 10北付近

-fll""! 
~ 

｀ -
匹

写真 14 石積み 1 北側裏込
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第 22図 石積み 1立面図 (4)
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写真 15 石租み 1 I 10付近 第 23図 石積み 15立面図.Iライン断面図
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写真 16 石租み 1 H 10南付近 写真 17 石租み 1 H 10南 ・I10付近

写真 18 石積み 1 南側裏込

比較的通る布和みだが、北側から荒加工した小ぶりの石で隙問を空けて積まれるようになる。石栢み外側は20

cm程度の礫を多く含んだ1I摺が堆積しており、淑順門地区石積み4の延込め（第 110図）に相当する可能性も

ある。このIl恩を掘り下げた石栢み4東トレンチにおいて、ほとんど土が混じらないまた異なる裏込め状の礫

屑の石の上に載せてこの石和み4を構築していることが確認できた。また、 G9・H9北側では石租み4の下

府に石積み5が築かれており、より古い城壁であった可能性が考えられる。石梢み4付近の斑込め内では存花・

冑磁等の出土も見られた（図版8-2)。

石租み 15・17(第 22・23図、写真 18) H・1 10で確認された内郭城壁内で確認された幅約2mの両面和と

考えられる石秋みである。正殿地区で確認された数状石垣（第 110図）に当たるものである（県教委 1992、常

匝 ・上原 1987)。
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写真 19 石積み 4・5切り合い 写真22 石積み4 G9南付近
,: . ' 

写真 20 石積み4南側 写真24 石租み4北側
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石栢み 15は長さ 4mで、石積み 1より約 I.2 m東側に位骰し、西側に而を持ち、検出面より現状で2~4段、

最も裔いところでは高さ 80cm残存している（第23図）。石積み(/)勾配は、75゚ で、この地点の石栢み 1と類

する角度である。現在検出された最下段の石は内郭城壁の展込めに埋もれているので根石かどうかは判断つか

ない。一辺 20~ 30cmの不整形な礫を合端合せで積まれており 、一応外面としての意識は感じられた。

石栢み 17は l.4 mで、石栢み4より約 0.6 m西側に位箆し、束側に面を持ち、検出面より 1段、北側は攪

乱のためか残存していない（第22図）。両石栢みはほぽ平行関係にあり 、これらを両面積みの南北方向の石積

みとして、内郭城壁の胸壁の可能性があるものとした。

石積み 18(第 22図、写真 18) 内郭城壁内で西端を石和み1に接して対向するように確認された東西方向の

石和みで、現状では長さ 3mを測る。石和みは南側に面を持つが、検出した段以下は炭込で埋もれておりその

謀さは不明である。先述した石栢み 15と面を接しているので、これらと閑するものか、また内郭城堅を梢ん

だ際の単位もしくは区画などと考えられるか、現時点ではその詳細は不明である。

2. 内郭城壁下肘石租み（石和み 5 ・9 ・10・19、lV- 4 ・5庖）

内郭城整より古い迫構として、石栢み5・9・10がある。一方、これまでも触れてきたが、内郭城墜の外面

である石和み1の根石を確認した E・F-10・11サプトレンチの堆租状況より 、[V-4・5K'i段階に何らかの

迫構があったことを想定している。内郭城壁の褒込内で見られた石梢み 19もその可能性があるものとしてこ

こで触れる。以下、各迫構について述べる。

石積み5 (第24図、写真25、図版8-ll.・3) H ・I9で石積み4の下に堆栢するIV層に埋もれる形で確認

された石和みである。現状での長さは2mを測る。石栢み4より東へ 10°振っている。石和みは現状で、4段

で窃さ約 0.8m確認しているが、下面は掘りきっていないのでその状況は不明である。長さ 20~ 30cm、底さ

10 ~ 15cmの小捩りであるが、切石を布絞み風に栢んでおり、その勾配は70゚ である。
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写真 25 石積み 5(写真右下）
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写真 31 石積み 2(右）. 3 (左） 写真32 石積み 2
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石積み 10(第26図、写兵28、図版8-8) F 10 (北）で確認したrv-3, 府と共に構築され、 rv-3恩に

覆われており、表面が黒変している。現時点では一辺 30~ 40cmの切石を 2石確認しているのみで｀東西方向

に延ぴていたものと思われる。また、石積み 10北側には、 一辺 10~ 20cmの礫が見られ、その上面レベルが

一致し、IV-3陪で毅われていることから、この石積みの梃込であった可能性が考えられる。

石積み9 (第26図写真28、図版8-8) 石積み 10及びrv-3附上面に稜まれたもので、 rv-2附で埋も

れている。現状の長さは2mを測り、長さ 30~ 40cm、商さ 10~ 20cmの切石を石積み 10及びrv-3肪直上に

租んでおり、 2段残存していた。後述する石租み6と両面秘みの可能性もあるが、東端が南に若干反ることと、

これに接する裏込めにもJV-1同が覆っている気配はなく 、石禎み9の襄込めよりも新しく和まれた様に見え

る。ただ、石和み9の 2段目は全て残存しておらず、石稜み6を和む際に梢み替えにより両面租みにした可能

性も考えられる。

N-4・5層 （第 15図） 石和み 1の内側ではrv-5府が見られるのに対し、外側では確認できないこと、ま

たその上府のIV-4府も時期的には共通するが、同一の屈ではないものと思われることなど、 IV-4府段階で

はこの石和み 1の内外で異なった様相であったことが考えられる。つまり、現状での石栢み 1とは異なった石

積みがrv-4J罰段階にあった可能性も想定されてくる。

石積み 19(写真 14) F 10、内郭城壁の北側褒込めで確認された全く閑連しない、南西に面を向け西40゚ の

方向で続くと思われる石積みである（第 9図）。これについては、石梢み 18のような内郭城壁を栢む際の区画

とも考えたが、軸方向に閲連性を見出すことは難しく、内郭城壁よりも古い石積みが取り残された形になった

可能性が考えられる。

3. 内郭城壁歯連辿構（石栢み 2・3・6,..__, 8・11 ,..__, 13・16、石敷 1)

内郭城壁と接するもしくはその位置と軸方向などから関連する形で造られた迫構を総称した。迫樅の関連性

から 6つに分けて、古いと考えられる順から、①石積み 11・12、②石積み2・3、③石積み6・7・石敷 1、

④石籾み 13、⑤石禎み 16、⑥石積み8に分けて説明する。

石積み11・12(第9・27図、写真33) Fl lで検出された直角に接続する石積みである。IV-1肪除去後に確

認しており、現状で1段ある。石栢み 11は検出された長さが 1.5 mで、長さ 30~ 40cmの切石を西側に面を

向けている。石段み 12はそれに直角に接合する形で検出された長さが0.8mで、石籾み ILと同様な切石を南

側に面をもっ。石積み 11は石租み 1に平行するように 2.3m西側に位骰する。

石積み2・3 (第25図、写真29~ 32) G 11で検出された石栢み1に取り付く束西方向の石積み2を北面、

石禎み3を南面とする両面校の石積みである。幅 l.4 m を測り、長さは今回 L.6 mを検出したが、既往調査で

も既に検出されており、正殿から右被門へ至る階段状の石畳に取り付くことが分かっており、長さ 3.8mを測

ることが分かっている（県埋文2003)。

石栢み2は、 IV-1屑より上に、 20cm程の礫をやや乱雑に積み、現状では 5段、邸さ 0.8m残存している。

石栢み2は既往調査で検出されていたため、どの土附が投っていたかは確証できないが、 IV-1附直上に1l附

がわずかだが堆校していたため、 IV-1庖より新し<]] ~ より古い、 16世紀以降近世に造られたものと思われ

る。

石和み3は、やはり同様な礫を乱雑に 2段ほど積んでおり、根石は裏込め内に埋もれている。

石積み6・7・石敷1 (第26図、写真 33・34、図版8-7) Ellで確認された迫摺群で、基本的には内郭

城墜に取り付く石稜みである。これらは既往調査時で検出されていた迫構であるので、堆積状況は不明であっ

た。先述したように、石積み6は石積み9と両面租の可能性もあるが、石梢み9はIV-2恩に埋もれており、

東端は南に若干反っており、両者は平行ではなくなっている。後述するように、古絵回にはないので近世以前

の辿構であることは間違いない。

石栢み6は、北面する束西方向の石精みで、長さ 40~ 80cmの長方形の切石を布積み風に積んでいる。なお、

調査開始時期の石梢み 1検出時に取り上げてしまったが、石積み6と石積み 1に接する部分に長さ 40~ 50 cm 
の石が見られた（第26図石梢み6立面図左点線）。原位骰であったかは確認できず、調査上のミスであるが、

石栢み6が石栢み1に接していた可能性を指摘しておく。
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写真 33 淑順門西地区北区

写真34 石敷ー1 写真35 石積み8

石積み 7は、西面する南北方向の石積みで、 20~ 30cm (})礫を目地を合わせるように積んでいる。

石敷 1は、石積み6・7で囲われた石敷である。長さ 20~ 40cmの扁平な石を形に合わせて敷き詰めている。

石積み 13(第 21 図、図版9- 1 • 2) Hllで検出された平面形が弧を描く石籾みで、その裏込めは石租み

1と石積み3と接した形となっている。検出時点では1I陪中部を除去した段階で検出され、造成土と考えられ

るII恩下部 ・皿陪で石積み外面は埋まっており 、その底面は検出できていない。石租みの邸さは現状で2.5m 

以上、勾配ぱ 70゚で、 20~ 40cmの不定形な礫を乱雑に和み上げた形になっているが、面の意識は見られるが、

その隙間は大きい。

これらのことと、石積み 1が大きく西側に膨らむ部分に位骰していることから、石和み 1の補強のために造

られた可能性が考えられる。また、面石が乱雑であることと造成士で埋まっていることから、この石和みが地

上に露出していた段階はなく、造成時の一過程であった可能性も考えられる。また、西側が石栢み2・3と平

行しているようにも見えるので、これらの石積みも関連しているものと思われる。
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写真 36 石積み 16 下層断面
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写真 38 礎石建物跡遺構群

石積み 16(第 22・23図、写兵 36) IlOにおいて、m層上面で検出された2段の石梢みである。北側に面を持ち、

石稜み 1に接続する東西方向の現状長さ lmの石梢みで、南側に約 50cmほど、小礫の襄込がある。 ＂府の段

階で完全に投われてしまい、瓦等の迫物が多く出土している（写其37)。具体的な性格は不明だが、m恩の段

階で石紺み1に接絞する形で構築されたものと考えられる。

石積み8 (第26図、写真35) 既往の調査で確認されていたE↓1で検出された西面の石積みで、先述の石積

み9の上に載るような形で造られている。40cmほどの方形に近い石を比較的目地を合わせ校んでいる。今回の

調査では構築された陪序が不明であるが、周辺の石梢みよりも屈いレベルにあることから、最も新しいものと

考えられる。また、第6章第1節で後述するが、阪谷図において、内郭城壁の外側ラインに一致しており、 4

石しか残存していないが、この見解を裏付ける。
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4. 礎石建物跡辿構群（礎石、埋甕 2、石組溝、石秘み 14) (第 28・29図、写真 38、因版 LO)

H ・I - LIで確認された礎石 5基、埋甕2基（埋甕2・3)、石組溝 1基、石積み 1基（石栢み 14) は、既

に正殿地区及び右披門地区の調査（以下、既往調査）で検出されたものが多く 、「かわや跡」（県教委 1992) と

称された礎石建物跡を構成する迫構群である。また、石組溝のすぐ東に位骰する埋甕1もこれらに関連する追

構として考えため、礎石建物跡迫構群として説明する。

規模 既往調査で確認された遺構と合わせると 、礎石の中央間つまり心心間を想定すると、南北6間（約 5.4m) 

x東西2問（約 1.8m)、さらにその周囲にめぐる石組では南北約8m、東西約 3.5mを測る（第6窄第 1節後述）。

構築時期 Il思の最上位である瓦混暗褐色士を基盤として各迫構の多くは既往調究時に検出されていた。今回

は各迫樅の埋士を掘削していないが、このII層検出面の精掃では、近代陶磁器 ・ガラス片が得られたので、近

代に機能したものと思われる。第2究で先述した古絵図の検討では、昭和6年頃には確実に存在しており、昭

和 10(1935)年頃には既になかったようである。

主軸方向 礎石及び石組溝の主軸方向は、北より西へ約 10゚ 振っている。

礎石 残存している礎石は5基あり 、掘り方の調査は行っていないが、おそらくそれほど深いものではないも

の思われる。礎石は一辺約 30~ 40cmの略方形で概ね加工されているが、その仕上がりはまちまちである。こ

のうち2つには、その中央部に一辺長さ ・深さともに約 5cmの略方形のほぞ孔が開けられている。現状から見

ると、礎石の間は2つもしくは 3つの石でつなぐ形になる。礎石間ば心心間の距離で約 90cmを測る。

床面 既往の調査で検出されていたもので、埋甕3の西側周辺では瓦の上に漆喰を貼っている部分が残存して

いた。後述するが、床面は南北方向にへこみが見られ、水を北へ誘導するようになっている。その北側は礎石

とともに火を受けた痕や三和士と思われる明褐色系の貼り土も部分的に見られた。辿物はこの床面を検出する

ときに、張り付くような形で出士している。

石積み 14 礎石群の北端から、約 lmの間隔を空けて、東西方向に伸びる石積みで、現状では長さ 2.5mを確

認した。石は長さ 20~ 40cm、奥行 30~ 40cmの略長方形の石を並ぺ、面を持たない方には一辺約 20cmの礫が

やや散在して見られるが、おそらくは褒込めと思われる。現時点では 1段しか確認できておらず、上面の高さ

は礎石とほぽ同じ店さであり、建物の周囲を巡る区画であったと考えられる。ただ、石組溝と接する部分より

東側がやや乱れており 、この部分は本来地表に現れないものであった可能性も考えられる。長さであるが、既

往調査の成果により長さ約4mを測るものと思われる。

石組溝 石積み 14の西端より、南北方向には走るもので、現状では長さ 3.2 mを測り、南端は埋甕 3の石囲

いに接する。長さ 30~ 60cm、幅 20cmの長方形の石を東西に側壁として配し、幅 15cmの間隔を空け溝状とす

る。底面には、この側壁間の幅に合うような長さ 20~ 30cmの石を骰き 、そのレベルは南端から北端に向かっ

て 10cm低くなっている。既往調査では、この石組溝の西側面に相当する石列は確認されているが、溝状には

なっていない。また、既往調査では、この石組溝と対になるものが東側で確認されている。

埋甕 1 既往調査で既に検出され、甕内の埋土が掘削された状況で今回再度確認した。今回は、石栢み 1の根

石等を確認するために、この甕を取り外して調究を進めた。甕は前回調究時点でも胴部下半、 40cmほど埋まっ

た状況で検出され、上半は確認されていない。 1J陪最上位の瓦混暗掲色土を掘り込んで埋めており、特に根石

や掘り方などは見られなかった。甕の詳細は次節で述べるが、沖縄産無釉隅器で、推定麻さ約 80~ 90cmの大

甕である。検出面は標裔99.7 IDと、埋甕2・3より 20cmほど低い。

埋甕 2 今回検出した迫構である。礎石内に囲まれるように、径 50cmの沖縄産無釉陶器甕が埋められていた。

甕内は掘削していないので、その詳細は不明である。ただ、径から考えると、埋甕 1よりは小さなもので、器

科 40cmぐらいのものが想定される。

埋甕 3 既往潤査で既に検出され、甕内の埋土が掘削された状況で今回再度確認した。底径約 25cmの沖縄産

無釉陶器の甕の胴部下半を喬さ 20cmほどで切り取ったものを埋め、その上に径20cmの礫を 2段重ねで囲うが、

地形的に邸い西測は塞がずに、埋甕に至るスロープとして水が貯まるような構造となっている。石囲いの上面

は径 40cmである。このスロープは、丸瓦の凹面を利用し、幅 10cm、長さ 30cmで、床面とつながった形で作ら

れている。ちなみに、礫と瓦には漆喰が貼られ、水が漏れにくいようにしている。床面もスロープ幅のところ

が胆んでおり、先述した南北方向の凹みとつながるような形となっている。
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第 4節辿物

迫物の種類としては、中国 ・タイ ・ベトナム ・韓半島、本土産の各陶磁器、沖縄産闘器、近代隅磁器、土器、

瓦 ・ 堺 • 金屈 ・ 骨 ・ 貝 .. 石の各製品、玉類、貝類迫体 ・脊椎動物迫体 ・炭化種子が出土している。址も出土数

が多いのは瓦 ・埠、陶磁器では中国産が最も多い。

これまで首里城跡の調査では、荊序 ・遺構ごとで捉えられる良好な資料は少なかった。今回は近世のm陪、

グスク時代であるIV附はさらに5つに細分することができ、各迫物の様相も時期差が表れているものと考えら

れる。そのため、迫物の種類ではなく、各恩ごとに報告することにした。そこで、まず各迫物の分類と概略を

述べてから、各府序の様相を説明していくものとした。なお、異なる附序で接合した迫物は、より下位の出士

府位の項で説明している。

なお、全体の出士個体数は第22表にまとめているが、迫物の種類によって集計方法が異なっているので凡

例に留意していただきたい。

1. 迫物 の概要 ・分類

本項では、瓦・埠・漆喰・ガラス王・円盤状製品を除いた出上品について、その概要と分類について説明する。

これらば図 ・観察表などを一括にしたほうが効率的と考えたため、後項で種類ごとに説明している。

陶磁器の出土点数については、各陶磁器の器形 ・分類ごとに、口縁から底部まで接合する破片と、口緑片も

しくは底部片の多い方を足した点数を最低個体数とし、胴部片しか出土しないものは 1個体と数えた。陶磁器

においてぱ、最低個体数の場合は個体、破片点数は点と称する。その他の追物は、そのまま出士数を点数とした。

①中国産陶磁器

中国産陶磁器には、 主体的なものとして·;•r磁 ・ 白磁 ・ ・仔花 ・ 褐釉陶器、少数なものとして黒釉陶器 ・ 色絵磁器 ・

瑠璃釉磁器 ・鉄絵陶器、緑釉 ・紫釉などの施釉陶器も見られた。以下、種類ごとでその概要 ・分類を説明する。

1)青磁

総破片 595 点、 268 個体を数える（第 2 表）。 碗 ． 皿については、分類記号を瀬戸 ・ 仁王 ・ 王城 • 宮城 ・安座

間 ・松原による沖縄出士分類 (2007、以下2007分類）に基づいている。盤については、本資料で便宜的に分

類を設けた。それ以外の器形については、個別に説明する。

碗 135個体出土しており 、Il・IV~Vll類が出土している。なお、碗か皿か判別できないものも 7個体あった。

II類 いわゆる銘蓮弁文碗 (277・278・310)。出土数は破片4点と少ないが、IV-5層ではグスク士器との

共伴が確認できたため、時期を決定する上で重要である。

IV類 大宰府新分類1V類のうち、外底無釉のもので、裔台が台形状、素地が軟質、釉が薄いことが特徴である。

外面の文様により 、0類（無文）、1類（蓮弁）、2類（横帯文）で分けているが、 2類は出士していない。

IV-0類 口緑が外反し腰が張る器形で、内面の見込みが広く 、外面のロクロ目が目立つものが多い。外

反の度合いで見ると、端部が外にわずかに折れるもの (1)、緩やかに外反するもの (209) もある。麻

台では端部を水平に切るもの (220)が多いが、やや斜めに切るもの (218)もある。見込みの印花文は、

やや小ぶりのもの (1)、大きめのもの (209)がある。 口緑から胴部の器壁はV類と比べると薄いもの

が多いが、 1のように厚いものでも器形等の特徴から本類に含めたものもある。

IV-1類 叉状工具で描かれた蓮弁文 (102)があるが、これのみである。

IV , 類 外底無釉の一群で、釉は薄く索地が軟質であることはIV類の特徴に近いが、腰部がやや窄まる器

形でV類に近い傾向もあるので、中間的なタイプと考えている。今回は、0類（無文）のみの出土である。

ロ縁は端部をわずかに外反させ肥原するものが多く 、短く丸めるもの (217)、全体的に厚いもの (215)、

長方形のもの (348)などがある。底部は見込み全体を釉剥ぎするもの (219・221)が多い。商台では、

逆三角形に近く 、斜めのケズリも深いもの (221)もある。

v類 底部が釉剥ぎするものが主体で、底部は全体的に重厚で、釉が匝いことが特徴である。釉は緑色が強く 、

素地も白色で硬竹である。外面文様で、 0類（無文）、 1類（蓮弁）、 2類（横帯文）、 3類（その他の文様）

があり 、IV類よりは有文が増えている。破片のため、細分類が判別できないものや、2類か3類かどち
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らかの可能性があるものもあった。

v-o類 今回は、口縁では外反するもの (255・349)、底部ではおそらく見込みに印花文のみが見られ

るもの (98・551)がある。

V-1類 外面に蓮弁文を描くもの。花弁が細く弁先が尖る剣先蓮弁文と思われるもの (49・99・100・

497)、花弁の幅が 2~3cmの広いもの (101・208)、それより狭く幅 1cmほどのもの (207)がある。見

込みは、園線内の印花文が多く 、線彫り (49) と型押し (46・491)がある。また、49は内面胴部には

草花文が描かれる。

V-2類 外面に横帯文を施すもの。多いのは酋文で、幅が広く 下半が蓮弁文のもの (93・94)、幅が狭

く下半が草花文のもの (95)があり、共に線刻で描かれる。97は両面に横帯にぱ略化された盾芹文、胴

部下半に業のようなものが描かれるが、あまり類例は見られない。

V-3類 外面全体に、ラマ式蓮弁文を描き、かなり略化されたもの (211)、内面おそらく草花文のもの

(492)がある。489は、文様不明だが、蓮弁や雷文ではないので本類に含めた。

2類か 3類か判別できないものとして、外面下半の細かな表現がなされよく分からないもの (316)、半

の文様がラマ式蓮弁で見込みに八宝風の文様が描かれるもの (96)がある。

VI類 底部は小型化する一方厚みが培すもので、硲台の袂りが深いものである。釉(-;l:V類よりも薄く、蛇の

目釉剥ぎも見られるが、邸台途中まで掛からないものなどが多くなる。外面文様は、 0類（無文）、 1類（蓮

弁文）、 2類（横帯文）で、 2類は今回は見られなかった。

VI-0類 外面が無文のもの。 口緑が直口 (351・352) と外反がある。底部では見込みが渦巻状の幽線と

なるもの (48)。

VI-1類 いわゆる細蓮弁文を施すもので、弁先と花弁が揃っているもの (457・458)、若干ずれている

もの (353)、全く合わないもの (490)がある。底部では、見込みが無文のもの (47・459)、花文のもの (318)

がある。

VII類 釉調は白磁に近くガラス質で、おそらく龍泉窯系以外で生産されたものと考えられる。口緑端部に刻

み目をもつものが出土している (495)。

なお、青磁碗の分類別において多いものは、 V類（破片 148点、最低 46個体）、W類（破片 104点、蔽低

43個体）、IV類（破片 106点、最低26個体）、IV, 類（破片 18点、最低 13個体）があげられる。

磁仕窯系 254は黒色 ・白色粒が多く含むもので、龍泉窯系よりも器厚は薄く、端部が外反する。泉州窯系

磁器と言われてきたが、泉州の中でも磁辻窯を中心として生産されていることが判明している。

皿 60伺体を数え、 田 ,. IV~VJ類が出土しており、後者については釉 ・素地などは碗と同様の特徴を示し

ており、説明を略する。以下、分類ごとに器形や文様について説明する。

ill'類 砧系材磁とされるであるID類と釉が匝＜器形は類するが、器壁がやや厚く釉も鈍い発色であり粗

雑な一群である。出土しているものは、外面に銃蓮弁文を描く Ill'-1類である (2)。

IV類 外底無釉、邸台は角型のもので、器形は田類より残る口折皿と、直口皿も見られるようになる。

IV-0類 外面無文の直口皿で、わずかに口緑が外反するもの (222・260)、やや深めのもの (285) がある。

IV-1類 外面に蓮弁文を施したもので、口折のもの (259)、緩やかに外反するもの (465)がある。

IV , 類 外底無釉だが、器形はV類に近いものとする。外面無文であるIV, -0類が出土しており、腰折

皿 (283・284・360)、見込みが釉剥ぎされた底部 (223・361)が該当する。

v類 JV類に比べると全体的に肛めで、麻台が大振りとなっているもので、腰部から大きく外に開く腰折皿

が培える。

V-0類 外面無文で、 IV・IV, 類のものと比べると大きく外に開く腰折皿 (261)、内湾する口折皿 (498)

が出土している。

V-1類外面に蓮弁文を片彫りで描くものである (3・494)。

VI類 v類より底径が小さく、器麻が低いもので稜花皿が多く見られるようになる。外面無文のVI-1類が

出土しており、稜花皿 (356~ 358)、直口皿 (359)がある。

なお、守磁皿のタイプ別では、 V類（破片 35、29個体）、 VJ類（破片 16点、 12個体）、 W類（破片 9点、 8
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第 2表 中国産青磁集計表

合計 ／点蝕
地区 ／ 層

彗影
北区 胃区 不明 小計 鑓体数

鱈体数
器形 分類 部位 I D IV-I fl/-2 'N-3 'N-3' IV-4 IV-5 不明 I D m 

＂ 
1 不明

馘 Ill 2 z 
2 

Ilロl― I I 2 
nっ I I I 

” n I l 
I慮 I 1 I 
綱

一

I 2 
ト ー 3 2 N-0 口～底 1 

口 3 2 10 3 2 20 22 

i: I |—益 2 I I 6 
4 

~ 

I 4 12 4 I I 8 2 67 
IV-1 口 I 2 3 3 

閤 2 I 3 
IV -0 口～霰 I I 

口 10 I I 12 13 
慮 3 I I _ 4 I 

胃ロ I 
V I I I I 4 

憲 I 2 ， I I 319 3 
13 

麟 6 2 2 I 4 19 3 I --i-
V-0 口 I I 

6 2 ___J 5 
直 I ―l 

r----i 8 
麟 6 3 2 8 I 20 135 

v-, 口 2 2 I 5 

慮舅ロ＿ 2 I 
4- f-一 2 5 6 

I I 4 1 2 I ~ 
114 2 V-2 I 6 I 2 I I 12 

V-2・3 口 2 2 
lil I I 2 2 

胴ロー一
2 I 1 4 I 4 13 

V-3 I 2 3 6 6 
V・VI 1111 I I I 
VI ロ 2 6 8 

Ill( I 3 I 5 10 

円― ....! I 
I II 10 10 5 ートー 8 I 3 420 4 

VI-0 I 13 

ほ I 2 I I I 4 I 
20 

VI-1 口 2 2 5 3 I 13 
厩 I I I 3 13 

＂ 
3 2 I 6 

VI 口 I l I -~- ロ I 1 I ....... 順 I ＇ I I 
硯か皿 V 

＂ 
3 3 

3 
胴胴 11 I II 

V・VI 2 2 I 7 

1vi 不鵬 品 I I I 
？ 2 2 

JIil m 胴 I I 2 I 
国.-1 疇 I I I 

＂ 
口 I I I 

r-1・V 鵬 I I I 

＂ ＂ 
t I 2 2 

IV-0 ロ 2 I I 4 
4 

IIIE I 1 
IV-1 

I ロロ I I I I 3 3 I -3 
N'-0 2 l 3 

I霰 I l 
V 口 2 I _2 I ..,_ 1-•. I 6 3 6 

虞 I 60 
V?  鵬 I I I 
v-o 口 3 I 2 ， I l 19 

II[ I I 19 
1111 I 1 

V-1 慮 I I I I ＝ 2 I 
2 

V-3 : II _ 
I 

VI 慮 I I 2 2 
VI-0 口～底 I I 

口 I I I 7 I II 12 

＇昌 I I 
IV-2 口～霰 ’ I I I 

冨 口 I I I 3 3 3 

盤 旦底 I I 
ロ 5 2 8 11 2 4 2 6 3 ・I・l 416 1 42 42 
厩 I 2 

＇ 
3 I 3 I -. 

顧 4 3 8 I I I 4 7 ‘’ I I 35 
よ遭〖量 口 I II I I I I I I 
誉炉 口 I I 2 2 2 

"" I I 

‘‘ 顧 2 2 I I 
饂 I I ， I 
口 l ＇ I I I 
Ill I I 2 I I 
口 I I 

I I 
I I I I I I 

置その他量
I I I II I 1 I 

I I I '- I 
I 2 II I I 2 8 8 8 

I I I I I I I 
碩か● II 1 I I 

総It 29 2 41 41 82 祁 況 I 2 47 155 69 51 8 ， 595 268 268 
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個体）が多い順となる。

盤 今回出土している盤は、釉潤や釉剥ぎからは、碗皿で分類したN ・V類の範店と考えられるが、明確に対

応することは提示できておらず、今回は便宜的に口縁形態により A~E類、底部形態により碁笥底と麻台に

分けた。42個体を数える。

A類 鍔緑口縁で端部が上方に長く伸ぴるもの (224~ 227・287・320)。文様は内面に蓮弁状の凹みが見られ、

幅 1cmのもの (224・226)、幅 5mmのもの (320)、幅 2~3mmの櫛描状のもの (227・287)、幅 3mmのも

のが L.5cmの間隔で描かれるもの (225)がある。

B類 鍔緑口緑で端部が肥肛するもの (53・103・363・500)。A類と同様に蓮弁状の凹み (53)、櫛描き状

の細線 (103・363)、口緑は稜花でその内面に複線による波状文を描き、胴部内面には幅 5mmの蓮弁状の

凹みを施すもの (500)である。

c類 鍔緑口緑で肥屈せずに水平のもの (106・466・467)。106ぱ底部は麻台をもつもので、内外面には片

彫りの草花文を描く 。466は内外面に抽象化した唐草文が描かれ、見込みも丸く深めの器形である。467は、

ロ縁が肛めで浅めの器形で、内面に幅太の連弁状の凹みが刻む。

また、 355は口緑がないが、内面に割花文風の草花文、外面が浮き彫りの蓮弁文といった特徴より、 C

類の口緑で裔台が三角形となる首里城跡二階殿地区の盤1l類に類するものと思われる（県埋文 2005b)。

D類 鍔緑口緑で、端部をわずかに上方に向け、稜花状となったもので口緑形態の共通性は涵い (104・

107・468)。104は外面が鏑蓮弁文風の刻みの上に臣花文を描く 。

E類 直ロロ縁のもの (105・229・286)。105は外面に凹線 1条のみで、 229・286は内面に幅5mmの蓮弁状

の櫛描文を施している。

底部は、碁笥底 (228・469・501)、麻台をもつもの (5・52・262・364)がある。

酒海壺 (108・230・502・503) 身は 503で外面に貼り付けによる文様がある。その他は蕊で 108は外面には「禄」

の字が描かれ、内而見込みに大ぶりの花弁を表現した印花文が施されている。摘みは、粘土紐を螺旋状に

巻いた形となっている。

その他 鏑蓮弁文を描く大瓶 (4)、揺鉢 (109)、おそらく何らかを象った袋物 (263)、胄緑色で厚い釉より

w類と考えられる香炉 (288)、球型の胴部をもつ瓶 (504)がある。また、行磁の破片を研磨した碁石形

のものも出土している (441)。

2)白磁

総破片 85 点、 46 個体を数える（第 3 表）。 屎徳鎖窯系•福建産のものは、森田（森田 1982) 、田中克子 (2003) ・

新垣力 (2005)の各研究を参考に分類を行った。また、産地がわからないものは 1点あった。以下、産地ごと

に分類し、分類2007の分類記号があるものはこれを付した。

景徳鎮窯系 碗 ．皿が出土しており、可能性があるものとしては瓶もある。破片 19点、 12個体を数える。

磁器質で器胎には小さな問隙が見られ、釉調は青白色 ・乳白色のものが多い。

B ・B , 群 釉は光沢があり、口緑 ・胴部は薄いが、底部は肉厄で、外底は露胎になるものである。いわ

ゆる 「枢府磁」とされるものに近い良質の製品である。

296は、碗の胴部で、内面は線刻で弁先状の表現がされているもので、森田分類で提示されている B群

のものと考えた。507は、わずかに扶り祁台となっているもので、胴部は直線的に伸ぴ中位に段を有する

もので、あまり例を知らない。釉 ・胎土は本類に含まれるので、便宜的にB , 群とした。

EO群 透明釉だが、B ・B , 群の影響が強いものとしている。506は大きく外に閲＜腰折皿で、首里城跡

二階殿地区で一定拭出土している皿 l類が相当する。

E群 磁器質であるが主に乳白色を呈した失透釉が掛けられるものである。昼付を釉剥ぎした端反皿が出士

しており、口径が 10Cm前後と想定される小型 (322・471)、口径 20cm前後の大型 (368)がある。

その他 胎土 ・釉調から最徳鎖窯系と考えられるものがある。365は外反碗で、宵白色の釉調は£0群に近

いが類例が少ない。367は、毛彫りによる鱗のような文様が見られるが、全形は不明である。505は口緑

小片で碗と思われるが詳細不明。372はおそらく球形の胴部をもつと思われる小型瓶の口緑で、顔質な胎
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第3表 中国産白磁集計表
土より依徳鎖窯系と考えたが、

類例は見つけられていない。
合It/点数

JIii. 区 I 躙

ll Ll!. II ~ --小計 ・体数
産地 醤 榎 分類 綿位 I IV-I W-2 IV-3 IV-3・ JV-4 I n m 

＂ 
I 

貫~111 1惧 ロ I I 2 
2 

福建産 碗 會皿、可能性があるも

のとしてぱ瓶もある。破片45点、

23個体を数える。

ぽB—,-— II " 慮

EO? 闘
Jill E ロ

= I 
EO  口

順 I ． II 
釉

“ 口
1徳 化 小磯 口

＇ 
I 

＇ 
I 

1111 I 
I I I I 

置^■コ

I ,,_ 
I 

I 
2 I 

112  1-

I 
11 I 

I 

＇ 4 
I 

I 6 
2 

I I I 
I 

I 
I 
I 
I 
3 

_ 3 2 

I 
I 
I 

I I 

＇ 6 
I ， 
2 

＇ I 

I 
I 

＇ 
3 

I 

I 
I 

＇ 
6 

2 

＇ I 

福建省各地で生産されたもの

で、田中の研究により各類の窯

が明らかになっている。

褐建譲 C2 I I I 

c群 胎士は灰色で軟質のもの

が大半で、高台袂りが浅く犀手

の内碗する一群で、編建省閑

江流域の間栢窯や南平茶洋窯

などが産地とされている。碗 ・

皿があるが、今回は碗のみの

出土である。 3つに細分され

ているが、そのうちのC-2・

3群が出土している。_匹

CJ ロ～震 I I 
ロ I I 2 3 4 I 

’ 
一旦 13 

患 I I 2 4 
閾

＇ 
I 3 4 I I 2 13 

D ‘’ I l I I 
D 厩

＇ 
I I I I 

小磯 D ＆ I I 

＇ I I 
1111 D 口～慮 3 3 

口 I I 2 5 
底 I L-! 

＇ 

2 
胴 I 

＇ 
2 

• 既 I I I I I I 

＇ ,.., I不 匹 虐

＇ 
I I 

総計 4 6 2 6 8 10 8 25 6 ， I 85 46 

C-2群 内 底 が丸みのあ

るもので、見込みが無文のものが出士している (295)。金武正紀が最初に報告したビロースクタイプ

II類である（金武 1988)。

C-3群 内底が平坦で、口緑を外反させるものである。今回の密料では、器壁がやや厚く外反が弱い

もの (54など） 、薄く外反がやや強いもの (231など）がある。金武花紀により 、無文外反碗（金武

1990)とされていたものだが、生産地の判明によりビロースククイプIlI類とされた（金武 20IO)。

D群 陶器質だが胎土のきめが細かく失透釉が掛けられ、底部は厚いが麻台は低く全体的に小型の一群で、

福建省閑江上流域の部武四都窯が生産地とされる。

短く外反する小碗 (321)、腰折皿 (508)、袂り涵台をもつ八角皿 (509)及び直口皿 (510)がある。

D , 群 胎土 ・釉調がD群と類似している一群だが、釉が全体に掛けられず臨胎しているのが特徴である。

器形には幾つかのタイプがあるが、今回出土したもの (6)は浅めの内湾碗の底部、見込みの印花文で 「亜」

と思われる字が見られる。

その他 374は長胴形の壺で、胎土 ・釉調では呆徳鋲窯系や徳化窯系ではないため、福建産ではないかと考

えた。

徳化窯系

釉は白く籾良な胎土をもつもので、清代に福建省徳化窯周辺で生産と考えられるものである。皿 (369)、小

碗 (370・371)、袋物 (373)がある。破片 20点、10個体を数える。

3)青花

総破片 200点、83個体を数える（第4表）。元様式、明代、情代に分け、更に細分した。

元様式 文様・器形は、他井明徳らの研究 (2009・2010)を参考にした。盤 (7・375)、壺 (514)が出土している。

これらは小片で、全て二次被熟した可能性がある。

明代 碗 ．皿 ・瓶 ・盤が出土しており 、39個体を数える。産地は大半が尿徳鋲窯だが、涼州窯系もある。

景徳鎮窯系 碗 ．皿について、小野正敏（小野 1982)や柴田圭子（柴田 2011)や森毅（森 1995・2005)の

研究を参考にして、時期的に I~ID類の3つにまず分けた。その際、 I類については、 小野分類と該当さ

せるには検討が必要と考えたので、個別には対照させていない。 [I • ID類については、小野 ・森分類に該

当するものについてはその記号を示した。該当しがたいものは、個別に特徴を示した。

碗 ・小碗 碗が破片数 53点、 22個体、小碗が4点、3個（本を数える。
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I類 首里城跡京の内SKOiや二階殿地区で出土した存花の一群で、小野分類ではB1群やそれに文様

構成が類したもの、柴田により明代早～中期に位四づけられたものとした。

l -1類 端反碗で、小野B1群に含まれるものもある。器形は、見込みが広く腰が張るもの (511・

512)、非常に薄手のもの (114)、胴部が窄まり深めのもの (55) などがある。文様では、外面に

店草文 (511・512)、波沼文 (60)、内面に四方拇文 (55)などがある。

T-2類 直口碗で、見込みはやや丸みを帯ぴているが平坦に近いものである (116・117)。また、

文様ば祖文帯が多く (113・323・553)、 I -1類と類した外面の牡丹唐草文 (115)、見込みの梅

樹文 (330・377)など、蓮子碗つまり小野c群とは異なっている。116は、見込みの圏線内に水位

文を描き、 「胚」と芯かれたあまり見られない毀料である。

その他 324は端反する小碗で、内面に詣文が描かれ、 I類の範18;.lで考えた。383は、直口の小碗

と思われ、呉須の色調から 1類とした。

II類 小野分類でC・D群とされた明代中期の行花の一群で、本州地域で通例見られるものである。一方、

これらの分類には含まれないが、文様等で類似している資料も含めた。

C群 直口碗で、口が広く浅めの器形で見込みが凹み、いわゆる蓮子碗とされるものである。文様は、

外面に蕉梨文 (380)などがある。

D群 直口碗で、見込みが平坦で広く大きな邸台をもち、胴は直線的に少し開くもので、腰折碗とも

言われる（今帰仁村教委 l991)。文様は、外面にアラベスク文 (56)、それが抽象化したもの (379・

381)などがある。

その他 326は園草文が描かれる端反碗で、 11類の範店と考えた。378は、見込みに小野c群の特徴

である法螺貝文が描かれるが、器形は腰折れで小野D群に類する。これは、今帰仁城跡出士毀料

で、口緑端部が折れるものにおそらく同様のものと思われる（柴田 2011、p189-67)。

m類 いわゆるベンシルドローイング（細線描き）や細線内をダミ塗りする技法が用いられ、器壁は非

常に薄いものである (329・388・554)。また、小碗も見られる (382)。328・385は内湾皿で、小野分

類のE群と思われる。これらは、森の研究などで 16世紀後半~17世紀前半と考えられるものである。

皿 破片数5点、 3個体を数える。 1類に相当する皿は出土していない。

II類 384は碁笥底皿で、小野c群に相当する。

m類 328・385は、内湾皿で、小野E群とされるものである。

鉢 118は底部で、見込みに放射状に 6区画が配されその内に宝文を描くもので、文様から I・Il類に相

当するものか。472は底部で、見込みに蓮池文を描き、 1類に相当する。513は口緑で、直口するもので、

外面に梵字文を描く。

その他 61は碁笥底の盤である。386は瓶で、呉須がやや滲んでいる。

滋州窯系

福建省涼州窯周辺で生産されたと考えられる斑科で、軟質で釉 ・呉須が鈍いものが多い（福建博物館

1997)。時期的には、明末清初とされ、 16世紀後半~17世紀代とされている。破片で 10点、 6個体を数える。

碗が確認され、外反するもの (325) も見られたが、直口するもの (327・391・555) が多い。また、 393は、

文様の類例はなかったが、口縁形態が後者に類似している。底部では、 395は見込みを蛇の目釉剥ぎし、圏

線が見られる。

清代 徳化窯系と、窯は限定できないが福建 ・広東産のものがあり（新垣 2003)、42涸体を数える。

徳化窯系 胎土は白磁と同様で白く籾良で、透明釉で光沢が強いことが特徴である。碗には、大きく外反す

るもの (389)、外面に花芯文を描くもの (398)、凡字文を描くもの (IJ) などがある。皿には凡字文を描

いた内湾皿 (399)などがある。

福建 ・広東産 胴部下半や底部が露胎する一群で、破片40点、 20個体を数える。碗は基本的に直口碗で、

円文が描かれ下半が鋸胎するもの (390)や、アラペスク風の文様を描くもの (515) などがある。底部で

は見込みが広く蛇の目釉剥ぎがされたものがある (394)。
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第 4表 中国産青花集計表

合ft/点数 地 区 ／ 層

北区 隋区 不明 小 計 個体数

時代 産地 器影 分 類 翻 位 1 Dつ IVー1 IV-2 I D m JV I 

元 ←攣ヰ ,,..., .. ． 胴 I I I I 
盤 閾 I JI 2 I 

明代 貫日鯛 碗 I 閾 I I 2 I 
I・ll? 属I I 2 3 I 

1皿
I ,旦IIロ一- 2 2 

2 6 7 2 3 ， 
3 I I I 

I ~1] ? ロ

― 

I 
2 I 

I 
I (2) 口 ~ I 

底 I _!  I 3 3 

肩 ,_ I I 3 
ll ~ II I I 

I I 2 I I 5 
n? ロ I I I I 

nll c D 胴ロ＿ 2 2 I 
I I 

1= 閾ロ

I I l 
I 3 4 

nかm 2 2 I 
m I I 2 

厩 I I 2 
1111 I 3 4 

小碩 I? 口 I I I 
疇 I 

＇ I {2) 厩 I I I 
m 口 I I I 

皿 nc ロ I _!_ I 
閾 I I 

_me 品 I I 
2 I I 2 

＂ 
I 馴 I I I I 
I・0'? , ... I I I 

口 I 

＇ 
I 

鵬 霞 I I I 
＇ 

I 

•• Jllil I I I I I 
鴻州 硫 口 3 I I 5 ,,. I I 2 5 

隣 I I 2 
よ璽,... ., 碑 口 I I I 

潰 代 軍臼疇 親 口 I I I I ． 冒目 I I I 
顆 aヽ I I I I 

稔化 碩 ロ 3 

21 」 』2 』8 
2 

I 14 

1!- 14 1 I I 46 9 
14 

2 
IIヽllil 口 I I I 
llll 口 2 I I 4 

4 
l1f I I l 3 

褐建 ・広東璃 ロ

：ヰてI 3 10 2 
,I I _ --i-20 2 ii 

阻鵞’~ 8 I I 
20 

？ 

総計 30 3 15 10 31 80 ， 10 12 200 83 

第 5表 中国産褐釉陶器集計表

合計 ／点骸 地区 ／層

北区 冑 区 不明 lヽヽ計 曇体数

醤影 部位 I ＂ー1 rl・-2 IV-3 'N-3' IV-4 W-5 I D Im IIV I 不明

董 口 6 16 2 1 10 27 81 2 I I 71 

底 I I 3 I I 4 21 3 2 18 74 
耳 I I 

胴 I 1 I I I 3 8 

総It 7 18 6J 2 11 TI I 11[ 34 II 5 3 I JOI 74 

第 6表 中国産色絵磁器 ・瑠璃釉磁器 ・鉄絵陶器 ・黒釉陶器・施釉陶器集計表

合計 ／点数 地区 ／層

北区 高区
小 計

値体数

種類 器形 部位 1 W-1 IV-2 !V-3 IV-3' N-4 I n m IV 

色絵磁醤 碩 ロ I I I 1 

小譲 鯛 I 
I I I I 

舷 I ロ 1 

道填輪磁鯰 小讀

も
2 I 3 3 

舷？ I I I 

鉄絵閾器 董 鯛 I I I I I 1 

黒釉閾彗 天目磯 口 I I 4 2 7 

I- I I 2 7 
—•— 

2 I 2 2 I 8 

その他籍釉陶霧 水注か厖か鯛 l I I 

紅 1111 I I I 

総It I TI I •I sl I 6 5 3 2 27 17 
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4)褐釉陶器

壺が 74個体出土している（第5表）。なお、胴部片は実測したもののみの集計である。胴部片については、個々

にその特徴を示した。

3類 玉緑状の口緑をもつ横耳の大型壺で、口緑部が出土している (520)。

5類 断面方形状の口縁部をもち、大きく府部が張り、下半は窄まり上げ底状の底部をもち、無耳の大型壺で

ある。ロクロ目が顕若であること、胎土は精良であることも大きな特徴である。今回出土したものは口径が

15 ~ 18cm、底径 14~ 16cmのものが大半で、器麻は 40~ 50cm前後と推察される。,174は、口緑が外側に若

干伸び、6類の口緑にやや近い点もあったが、頚部が開く点は 5類の範店である。

その他 上記の分類に該当しないものを個別に述べる。

64は、胴部中位に波状突帯文を付すもので、胎土は 5類に類している。

123ば、訂部に「関0」の刻印がある。235・266・406は、胎上が赤褐色、白色粒が少祉、器厚は5mmと簿く、

ロクロ目が顕著でない点で共通している。

266ば横耳であるが、 3類とは断定できなかった。

31 lは、黒色 ・白色粒を多く含み、磁杜窯と思われる胎土の特徴である。

332は、胎土は橙色、白色 ・赤色粒が含み、口緑がわずかに王緑状となり、訂部に向かって少し開く形態

である。

407は、白色粒を多く含み、内面に祖いハケメがある。

408は、外面に平行タタキがあるのが特徴である。

5)その他の陶磁器

以上のほか、少数なものとして色絵磁器、瑠璃釉磁器、鉄絵陶器、黒釉陶器、その他の施釉陶器がある（第6表）。

色絵磁器 碗、小碗、瓶の破片3点（個体も同数）が出士している。10は赤・緑色で描かれた徳化窯系の碗である。

瑠璃釉磁器 小碗3点、瓶 1点（個体も同数）が出土している。401は外面が瑠璃釉のわずかに端反の小碗である。

鉄絵陶器 1点 ・個体のみの出土である。518は磁州窯系の短頚壺の胴部と思われる。

黒釉陶器 天目が破片 17点、 7個体が出土している。今回出士しているものは、口緑の屈曲がやや弱く (62・

267)、底部は中央がわずかに凹む (233・517)。

その他の施釉陶器 小片のため図化していないが、近世以降と思われる緑釉（壺）のものと薄い紫の透明釉（瓶）

の胴部片が出土している。

② タイ産陶磁器

黒褐釉陶器 14個体、無釉陶器 2個体、黒釉陶器 1個体、士器 19個体が出士している（第 7表）。なお、黒

褐釉陶器の胴部片は実測したもののみの集計である。

黒褐釉陶器 器形はいずれも四耳壷と考えられる。産地 ・分類を向井分類（向井 2003・2012)に基づいて行い、

これに当てはまらないものは類例や特徴からタイ産と判断した。

シーサッチャナライ窯 口緑端部は上下に肥厚し、頸部基部に最小径をもちラッパ状に大きく外反する長頸

壷 (65~ 67・126・127・334・412・414)が主体である。411は口緑の肥厚はなく直線的に窄まる形態で、

頸部中部に最小径をもち口縁部下で水平・斜め上方に外反する短頸函と考えられる。底部には、小型 (476)、

大型 (522・523)がある。胎土は共通しており、やや粗く、断面が灰赤色、混入物には微細な白色粒と暗

赤褐色粒が主で、大きめの褐色粒 ・赤褐色粒 ・白い帯状の物質も混じる。釉は黒色～オリープ黒色。

メナムノイ窯 頸部中部に最小径をもち口縁部下で水平 ・斜め上方に外反する短頸産と、頸部基部から内傾

する短い頸部をもつ無頸壷が存在する。今回、無頚壷は確認されていない。短頸壷は胎士 ・混入物の特徴

によって、 2タイプに分類される。

I類 (71・521) 胎土は精良。断面は赤灰色。赤褐色粒を少址含む。釉はオリープ黒色。

II類 (68・70・410・413) 胎土は粗い。断面は灰白色から灰赤色まで様々である。褐色粒 ・赤褐色粒 ・

白色粒を多址に含む。釉はオリープ黒色。
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産地不明 上記産地の分類には当てはめられないが、形態や胎土などからタイ産と考えた。以下、個別

に説明する。69は、土器に近い焼成で、王縁状の口緑をもつ。128・129は同一個体で、眉部外面に4条

の圏線を巡らし、眉部内面に横ナデ、胴下部内面に回転ヘラ削りを施す。298はにぶい赤褐色の胎土で、

内而に泥釉もしくは自然釉がかかる。

無釉陶器 125・475は内湾する器形で、口緑内側に肥厚するクイプである。まったく同一ではないが、首里

城芯院 ・鎖之間地区赤褐色土（県埋文 2005a、pp.75-76)や大城グスク（吉岡 2011、p.52)などで出土し

ている中国産無釉陶器平鉢に形態が類する。大橋康二の意兄を受け、胎土の特徴が類することからタイ産と

考えた。

黒釉陶器 269はロクロ目が顕著に残り内面は無釉のもので、シーサチャナライもしくはスワンカローク窯系

の長胴形の小壷もしくは小瓶と考えた。類例としては、悪石品保有例 (fl'!.井 1993)や首里城管理用道路地

区4トレンチn府（県埋文 2001a、pp,71-76)がある。

土器 (72・130・131・524) 18個体見られ、全て半純士器の蓋である。

小結 北区IV-4恩 ・IV-3'恩においてタイ産陶器 ・士器は数点出土しているが、一定杖出士するようにな

るのは、北区IV-2庖 ・南区1V府より上荊である。以下、向井の研究（向井2003・2012)に基づき、主に黒褐

釉陶器四耳盃の出土傾向から年代観を整理してみる。南区[V@では、シーサッチャナライ窯、メナムノ イ窯 l

類が出土することから、15世紀中葉の年代があてられる。これは 1453・1459年の失火資料とされる首里城跡

京の内地区SKOJ (県教委 1998a) と同様の傾向である。北区IV-2恩では、15世紀前半以降の移入とされる

シーサッチャナライ窯に加え、産地不明の黒褐釉陶器四耳壷 128・129が出土している。共伴する陶磁器は京

の内地区 SKOJで多く出土するものが見られ、南区J¥I恩と同様に 15世紀中菜と比定される。北区TV- 1附では、

15世紀後半以降の移入とされるメナムノイ窯lJ類が出土しており 、共伴する隅磁器から 16世紀前半までの年

代が考えられる。

注目すべきこととして、北区IV-2層で確認された 128・129は、調整や文様からタイ産黒褐釉陶器四耳壷

と考えられるが、釉 ・胎土ともに向井分類には当てはまらない。15世紀中葉における別産地の存在を示唆して

いるものと言える。

第 7表 タイ産・ベトナム産・韓半島産陶磁器集計表

合計 ／点 数 - ・ ヱ / I 
9『' 直 o ,J、It 偏体 数

•一・ 一量 ~~- 廊 " ' I nt-1 II/ー？ 1¥1-1・ n, —鼻 1

＂ 
m II/ 

9イ霞贔渇霜i陶 置 四且● シ サッチャナライ 窯 口 2 2 I 2 
2 '~ 7 寮 I 7 

胴 I I 2 
メナム・ノイ窯 口 I I ~ 2 且 I I 2 

嗣 I I 2 
匿地不閉 ロ I I 

底胴一
m I I 2 2 
! I I 

畳 シーサッチャナライ11 ロ 2 2 

: m 1__2 I 2 
I 

瓦 2 I 3 
巧 ム・ノイ窯 .. I I 

I- I I I 
I I 

タイ産黒軸駐器
小●か小瓶 スシーウサンカッチローャナクライか JI I I 11 I I I 

タイ匿土醤 嚢 半鑓 111-凪 I I I I 

瀑庇
2 I -， — 

I I I 
2トーf l_!I 19 

I I 
タイ産霊釉田醤

平鉢 a 1 I ,, 
2 2 

ベトナム匿胃化 1ヽ,,蠅 口--- I I 2 
口 I I I I 

顆 Ill I I I I I 
ペトナム度色絵

嬢 舅 I I I I I 

ベ トナム歪白磁

｀ 
胴ロ

I 2 I 
'~ I 2 I I I 

＂半島壼象 嵌青磁
嬢

博多V類
尉 I •l I I 

鯰It 2 111 16 11 2 3 15 sl ， 
“ 

26 

-59-



③ベトナム産陶磁器

冑花3個体、色絵 1個体、白磁2個体が出土している（第 7表）。

青花 小碗2点、瓶が 1点（個体も同数）出土している。

小碗 (I24・525)はいずれも文様を行色、圏線を灰オリープ色と、異なる頻料を用いて描く 。後者は底部が

残存しており 、ベタ底で外底面に鉄銹を施す。同様の特徴をもつ小碗は、首里城二階殿地区落ち込み（県埋文

2005 b、p.75)や、淑順門の南端にあたる御内原北地区A-3・4裏込内（県埋文 2010、pp.184-203) など

で類例が見られる。これらは森本編年第 I期（森本 1993)・矢島分類第一群（矢品 1998)に該当し、 14世

紀中頃から 15世紀初頭のものと考えられる。

瓶 (333)は小片だが、内面に薄釉がかかることややや膨らむ胴部であることから、水注ではなく瓶と判断した。

同様の波滋文風の同心半円を描いた瓶は二階殿地区落ち込み（県埋文 2005b、p.79) でも確認されている。

色絵 碗胴部 l点 ・個体が出上している。小片のため因化は行っていない。軟質の胎上に失透釉がかかり 、内

面に圏線、外面にも文様が見られる。

白磁 外反碗 (409)が確認されている。精良な胎土に透明釉を施す。

④韓半島産陶磁器

象嵌冑磁を 1点確認している。473は、碗胴部で内面に白黒象嵌で蓮華文を描く 。博多分類v類に当たり（森

本 2005)、14世紀中頃~15世紀前半の間に収まるものと考えられる。

⑤本土産陶磁器

出土点数は 30 点と少ないが、産地別にみると肥前・薩摩 •関西系 ・瀬戸などの製品が確認されている（第 8 表）。

ここでは肥前産の染付を 3点図化した。個々の所見は観察表に示す。

⑥産地不明陶器

産地不明陶器は、軟質焼成の蓋で、これまで瓦質土器として報告されることが多いものである。ただ、現

状では産地の特定が難しいことから、産地不明陶器と称した。破片 50点、 6個体を数える（第9表）。

今回は、これまで出土していた平面形は円形のもの (l32・335)の他、方形のもの (133)が出土している。

第 8表 本土産陶磁器集計表

合計 ／ 点数
~ ~ 

、- 云.. ~ "' I IV-4 

門皿― 厖ロ ' 
＇ 

染付 1嚢＿
口

不明 lllll 
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不摩l

汲 馴

躙醤
J:I 胴JIii 

== ,1ヽa 覧

九州？ 大日 lli! 不明

土舷 晨蘊瓜 騎暑
叩ヽ

、口..
＾ 

ロ
コ 戸 ~ ,,, ヽ 叩 I 

;:;M 

＾ 
、.., II 

不明
工"" ,1ヽ 累』 II 

総計 31 

第 9表 産地不明陶器集計表

1合計 ／ 点数 地区 ／層

北区 冑区

鶉糧 l 錦位 N-1 IN-2 I ID Im 
量 Ii I 3 II I 

61 33 21 11 

1総It &j 36I 3j 11 

-~ r "' -~ 
I n IW 

I 
2 
I 
I 

I 
5 
2 
2 

2 
I 

I 
3 
I 
1 
2 

I 
I 

I I 221 2 

Irv 
II II 

•4̀' 1 I 21 

,1 

~-... 小計

I 

I 3 I 

I I → I 
5 
2 

I→ 
I 
I 
3 
I 
1 
2 
l 
I 

＇ 
30 
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＿＿」

2 

I 

2 

I 
I 
I 
I 
I 
I 
I 
I 

18 

⑦土器・土製品

土器は 14個体、土製品 3個体出土して

いる（第 10表）。出土した土器の大半は

グスク土器である。他には少位であるが

貝塚時代の先史土器や宮古式土器も得ら

れている。まず出士土器を大きく貝塚時

代土器、グスク土器、宮古式土器の三つ

に大別し、それぞれ r~m群とした。以

下、 r~m群の概要について述べていく。

個体数は口緑部及び底部の出土数の多い

ものを数え、胴部のみの場合は 1個体と

している。

I群 ；貝塚時代土器

貝塚時代の土器に分類される資料をま

とめた。2個体出土している。出土衰料

は全て小破片で数砧も少ない。グスク期

における混入と思われる。



299は、貝塚時代後期系の口縁部片である。泥質で器面に指頭痕がみられる。

]1群 ：グスク土器

グスク時代に位四づけられる土器群で北倶11地区IV-4・5府を中心に出土している。n群土器は胎土 ・混入

物から a~cの三つに細分した。この中で主体となるのはII-a類である。

JI-a類グスク土器 (74・270・300・301・306・312・314・315)

沖縄諸島在地産のグスク土器である。6個体分得られている。口縁部～胴部の残りが良い資料が1点得ら

れているが、殆どが小破片である。

器形は壺形のみ確認されており、短頸壺 (74)と長頸壺 (301・312)の2タイプがある。短頸壺は頸部が

短く口緑部が肥厄するもので、長頸壺は頸部で立ち上がり直口する。これらは、胎士や混入物の様相から以

下の3つのタイプに分けられる。

①砂泥何で赤色粒や黒色鉱物を多拭に含むもの

②泥質で混入物に白色細粒が多址にみられるもので器面があばた状を呈するもの

③泥笠で黒色鉱物や雲母がみられるもの

この中で、②としたものが多く得られており、短頸壺タイプは胎土①、長頸壺タイプは胎土②に対応する。

器面調整は幅 0.8 ~ 1. 4cmの箆状 ・板状工具によるケズリ ・ナデ作業により形を整えた後にナデ消し作業

を行う。箆状のエ具痕がナデ消されずに明瞭に残るものや、指ナデによる指頭痕が残存するものなど、仕上

げが全体的に雑なものが殆どである。一部丁寧なナデ ・ミガキが施されるものもある。

このように全体的にナデ調整が徹底されておらず粗造なつくりとなる特徴や、共伴して出土した陶磁器の

様相から、宮城弘樹・具志堅亮によるグスク士器編年の第3様式（宮城 ・具志堅2007)の範問と考えられる。

JI -b類産地不明の土器 (300~ 304) 
従来のグスク土器の定義から外れる産地不明の賓料である。 3個体分得られている。胴部や頸部の形態か

ら器形は壺形と考えられる。胎士は泥質で細かく、混入物には赤色粒や石灰質砂粒、裟母などが含まれるが

駄は少ない。全体的に薄手であり、焼き締められたように堅緻で陶質に近い印象を受ける。器面調整は全体

的に租雑なものが多い。板状工具（幅 0.8 ~ l. 5cm) による調整痕がナデ消されずに明瞭に残存している。

横位方向に調整するもの、縦 ・斜め方向に調整するものもある。赤色士粒が混入することから宮古地域の士

器の可能性もあるが詳細は不明である。

]I - C類外面朱塗りの土器 (313)

外面に朱塗りが施される質料で 1個体分得られている。全て小片かつ胴部片で、器形が疫える究料は得ら

れていない。胎土は黄橙色の泥質で細かく、混入物は雲母や黒色鉱物を少批含む。朱塗りが施される外面は

丁寧な器面調整により平滑となるが、内面はエ具によるナデ調整痕が明瞭に残る。阿波根古品迫跡等に類例

がある。

皿群 ：宮古式土器 (478・479)

宮古式土器は南区rn恩において 2個体出土している。器形は壺形で、口縁部は外反し厨部の張りも強い。胎

土は砂泥質で白色細粒や赤色粒を多祉に含む。宮古第一型式の範..,,と思われる。478・479は同一個体の資料と

思われる。

第 10表 土器 ・土製品集計表

1古 JT/点数 鱈9区 ／ 閉

1'Ii< ， IV- Ill/ーツ lnr-ズ TV-1・ .,_・
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2 

• 4 14 4 5 15 91 
Ob ロ 2 1 
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＇ 
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m 口

ー」= ,A-, 鱈コ nr .. 
土四認計 4 21 4 7 20 126 
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土製品 (236・237・307)

土製玉が北区IV-3・4府において 3点

出土している。外面に側面及び両面から穿

孔するもの (236・307) があるが、ともに

未貫通で未成品の可能性もある。類似する

資料が越米城において出土しており、羽子

板の玉とする見解もある（上原 2004)。ま

た外面に成形時の痕跡が残るもの (237) も

ある。



⑧沖縄産陶器

沖縄産陶器には、その焼成や施釉方法により、施釉陶器 ・無釉陶器 ・陶質士器 ・瓦質士器に分けられる。

1)沖縄産施釉陶器

方言で「ジョウヤチ（上焼）」と称される一群で、器の表面に釉薬を塗布する製品を指す。釉薬には灰釉・鉄釉（黒

釉や褐釉を含む） ・透明釉（素地に白化粧を施すものを含む）などがみられ、それに呉須や緑釉で文様を描く

例もある。破片では合計923点、最低 381個体出土している（第 11表）。

以下に図化された器種別の分類概念を記し、詳細は観察表に示す。

碗 (15~ 19・417 ~ 419) 
A類 ：底部から斜め上方に口緑を開くもので、灰釉または鉄釉の単掛け (15・419)。

B類ー 1: 腰部に丸みを持たせ端反口縁を呈する。鉄釉単掛けで内底に鉄絵の文様を施す (I6)。

2: 器形は 1と同様だが、外面鉄釉と内面灰釉（または白化粧＋透明釉）で掛け分ける。前者の坦合

は内面に鉄絵で施文する (17)。

c類 ：器形はB類に似るが端反口緑が強調される。白化粧＋透明釉屯掛けで、呉須で施文するもの (417)

と無文のもの (4.18)がある。

D類 ：艘折の筒形碗で蓋付きと想定される。白化粧＋透明釉単掛けで有文 (18・19)。

小碗 (23・420~ 422・558) 

A類 ：直ロロ縁の丸碗で、灰釉単掛け (42L)。

B類ー 1: 腰部に丸みを持たせ口縁部が端反または直口する。前者は外面を面取りするもの (23) もある。

白化粧＋透明釉単掛けで、呉須で施文するもの (422) と無文のもの (23・420)がある。

2: 器形は 1の端反口緑と同様だが、外面鉄釉と内面灰釉（または白化粧＋透明釉）で掛け分ける。

呉須で施文するもの (558) と無文のものがある。

火取 (22)

A類 ：屁曲した腰部から直線的に立ち上がるもの (22)や、内湾口緑のものがある。前者は白化粧＋透明釉

の単掛けで、口唇部に呉須や緑釉を塗布する。後者は鉄釉と別種の釉薬を掛げ分け、胴部中位に飛鉤

を施す。

火炉 (423・557)

A類 ：屈曲した腰部から直線的に立ち上がるものや、内湾口縁のもの (557)がある。いずれも鉄釉単掛け。

蓋 (25・26・425)

A類：急須の蓋で、設頭形の撮を貼付した庇と袴を持つ。鉄釉または瑠璃釉単掛け (425)。

B類 ：鍋の蓋で、店台付きの皿を伏せた器形を呈する。鉄釉単掛け (25)。

c類 ：碗の蓋で、庇端部を削って袴を設ける。灰釉単掛け (26)。

急須 (424)

A類 ：最大径を胴部下位に持ち、屑部に板状把手を 1対貼付するもの。鉄釉 ．瑠璃釉 ・白化粧＋透明釉など

を単掛けし、線彫り等で施文するもの (424) と無文のものがある。

皿 (20・21)

A類ー 1 : 端反口緑を呈するもの。白化粧＋透明釉単掛けで、呉須などで施文するものと無文のもの (20)

がある。

2: 直ロ口縁で口唇部を波状に成形するもの。白化粧＋透明釉単掛けで、内底に陰圏線を巡らす (21)。

-62-



酒注 (24)

A類 ：、最大径を有する胴部中位に稜を持つものと、胴部を湾曲させるものがある。白化粧＋透明釉単掛けで、

線彫り等により施文する。

鍋 (336)

A類 ：胴部が球形を呈し口緑部を外側に折り曲げるもの。鉄釉単掛け。

第11表 沖縄産施釉陶器集計表
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2)沖縄産無釉陶器

方言で「アラヤチ（荒焼）」と称されるもので、高火度で焼成された焼き締め隅器の一群を指す。基本的に

は無釉を主体とするが、泥釉やマンガン釉が施釉されるものもある。様々な器種が確認されているが、特定の

器種に 「初期無釉陶器（県埋文 2010)」の範店に含まれる製品がみられる。破片では合計 302点、最低 83個体

出土している（第 1.2表）。

以下の各器種の分類概念を記し、個々の所見は観察表に示す。

碗 (27・337・338・426~ 429) 
A類 ：底部から斜め上方に開く器形で、口縁部は端反または直口を呈する。胎士 ・焼成 ・成形等の特徴から

初期無釉陶器と考えられる (337・426・427・429)

B類 ：器形はA類に似るが麻台内奇I]りが浅く、焼成温度も低い (27・338・428)。

鉢 (29・430・431)

A類：口緑部を内側に折り返して鍔縁状に成形するもの。初期無釉陶器と考えられる (431)。

B類 ：器形はA類と同様に鍔緑口緑を呈するもの (29)や、口緑部が内湾するもの (430)などがある。前

者は鍔上面、後者は口縁部外面に文様を施す。

襦鉾 (432・477・559・560)

A類 ：底部から斜め上方に立ち上がるもので、口緑部ぱ外側に折り曲げて肥厚させ、その上に突帯を巡らす。

捐目の間隔は広い。初期無釉陶器と考えられる。 (432・477)。

B類 ：器形はA類に似るが、口緑部は肥肛せず直下に袂りを入れ稜を形成する。梱目の間隔は狭く、重複す

る部分も多い {559)。

c類 ；張りの強い胴部を持ち、口緑部が鍔緑状を呈するもの。揺目は内面全体に施される (560)。

壺 (28・434・435・526)

A類 ：玉緑口縁を呈する大形の有耳壺。初期無釉陶器と考えられる (434・435)。

B類 ：中形の無耳壺で、口緑部は鍔縁状のもの (28) と玉縁状のもの (526)がある。後者は外面に櫛描き

で施文する。

甕 (440)

A類 ：最大径を盾部に持ち、口縁部が鍔緑状を呈するもの。外面に線彫りと貼り付けで文様を描く。

火取 (436)

A類 ：筒形に立ち上がり 、口緑部は内側に折り曲げて肥厚させる。初期無釉陶器と考えられる。

火炉 (437)

A類 ：間部で内側に屈曲し口緑の上面観が三菜形をなすもの。初期無釉陶器と考えられる。

急須 (433)

A類 ：球形の胴部から口緑部を直立させ、口唇部を板状に成形する。初期無釉隅器と考えられる。

蓋 (30・438)

紐状の把手を貼付する円盤形のもの (438) と、浅鉢を伏せた形態を呈する厨子の益 (30)がある。前者は

初期無釉陶器と考えられ、筒形の容器に対応する可能性が高い。後者の内面には扱古が残る。
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第 12表 沖縄産無釉陶器集計表

合計 ／点数
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第 13表陶質土器集計表
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第 14表瓦質土器集計表
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3)陶臼土器

方言で「アカムヌー」又は 「カマグア

ーヤチ」などと称される軟質の土器群で

ある。直接火にかける道具が主体のため

一般に焼成不良であり 、触ると粉末が付

行するものが多い。器種は鍋・火炉・土瓶・

鉢やそれに対応する益などが得られてい

る。破片は合計210点、最低 30個体出士

している（第 13表）。

以下に器種ごとの分類概念を記し、詳

細は観察表に示す。

鍋 (36)

A類 ：胴部が球形を呈 し口緑部を外側

に折り曲げ、口緑部の外面に紐状の把手

を 1対貼付する。

火炉 (34・35・37)

A類 ：頸部がややすぽまり口縁部を玉

緑状に肥肛させ、内面に受部を貼付する

もの (35)や、筒状に立ち上がり口緑部

を三角形に肥厄させるもの (37)、胴部が

球形で口緑部が舌状を呈し、内面に受部

を貼付するもの (34)などがある。

土瓶 (33)

A類 ：腰部に稜を持ち全形が箕玉形を

なすもので、注口は基部から斜め上方に

直立する。

鉢 (38)

A類 ：口縁部が内湾する平底の鉢で、

外面に櫛描きで文様を施す。

蓋 (31・32・73)

A類 ：鍋に対応すると考えられるもの

(32・73)。涵台付きの皿を伏せた器形を

呈する。

B類 ：土瓶に対応すると考えられるも

の (31)。益甲が庇端部に向かって下がる

器形を呈する。

4)瓦買土器

出士点数は 6点で（第 14表） 、図化で

きた衷料は揺鉢の胴部 (439)のみである。



⑨金属製品

本迫跡からは総数で 1107点出土し、鉄製品 999点、行銅及び合金製品 107点、出土した（第 15表）。その

内69点を図化した。出土した金属製品の種類は、甲冑類 ・武器類が多く、鍋 ．錠前等が出土した。以下に各

分類の特徴を記した。

第 15表 金属製品集計表
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種類 四形 ・分類 I N-1 W-2 W-3 W-3'[W-4 不明 I D m w I 不明

鰍形 2 2 1 

中央鰤 I I 2 

鐸葦 I I 

m冑類 覆● I I 3 I 2 8 

賣峠 I I 

鐙 3 I 4 

金物（切子頭） I I 
I 

_,_ 
|— 

” 
I I 

大切羽 8 8 

切羽 2 2 
刀装凡

n釘 I I 

B貫？ I I 

，，銅Jld 柄 I I 

鍵座金具 I I 

鯖金具 八双金具 2 2 

不明 I I 2 I 5 

ジーファー I I 

― 

f-

銅鑽？ z 2 

銅賢惇 I I 

一l
銅釘 I I 2 

鋲 I 3 I 5 

＇ 砲臀片 I I 2 
トー I 

近現代 薬飲 I I 

鉛筆いf一 I I 
' -

不明製品 3 18 I 5 II 3 I I 43 

八双金物 I I I 

八双甑 I I 

青銅製品 三鍬形台 I I 

（鍍金）
甲冑類

笠印付鑽 I I 

覆鎗 I I 

＇ 
金物？ I I 

合位襲品 不明墾品 I I I I I 

小札 4 7 I I 13 

鎖輸子 3 I 2 I 7 
甲冑類 I 

鎖 29 I 30 

不明 2 2 

鉄鏃 I I I I ~ 
トー I 一トー

刀＋ 3 I I 2 ？ 

鉄釘 51 38 208 22 3 I 41 205 32 的 ， 6i0 

鉄聾品 錠前 2 2 

鍵類 2 2 

飲鍋 4 1 II 

把手状 I I 2 

くさび状 I 3 4 

針状 32 I 33 

釣針状 5 I 6 

+明 45 13 泣 4 2 2S 69 10 8 G 2 206 

詑計 105 691 珀 30 51 •I 3 

＂ 
302 “ 82 16 2 1107 
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甲冑類 守銅製品では立物 ・ 金物、鉄製品では小札と 3 つに大別した。 名称については、（山岸 • 宮崎 1997)

を参考にした。

立物 立物は眉庇や鉢に立て、兜を装飾するとともに、威容を示し、沿用者の存在を顕示するものの総称で、

鍬形 (134・I35)、中央飾 (527)、三鍬形台 (40)が出土している。鍬形は 135が 134よりひと回り大きい。

三鍬形台にソケット状に差し込んで、固定するものと思われる。中央飾 (527)は、首里城跡で多く見ら

れるタイプである。三鍬形台 (40)は中央のみで、左右は欠損している。魚々子が粗く打たれていること

から琉球製と考えられる（久保 2010)。

金物 金物とは、実用と装飾を兼ねて甲胄に使用される金具をいい、飾金具と区別するため金物という名称

を用いた。今回出土したものは、篠垂、笠印付錨、投綸、八双金物、八双鋲、峠に分類した。

篠垂 (75) 品を打ち花先形の形状より、鎌介時代後期～南北朝の頃のものと考えられる（山岸 • 宮崎

1997)。天界寺跡（那覇市教委 2000)より 、同種のものが出土している。

笠印付鉗 (480) 兜鉢の後正中に打つ金物で、横長の楕円鍔より室町時代以降のものと考えられる（山岸・

宮崎 1997)。

殺輪 (39・80・139・481) 481は鍍金され、鼻に鋲が残り 、T寧な作りである。

八双金物 (76) 鍍金され、唐草文に魚々子は規則的に打たれる。

八双鋲 (136) 鍍金され、錆が覆い装飾の全体をうかがえない。

峠 百肺 (442)が出土している。

不明 (154) 鍍金された村銅製品で、鋲で留める部分があることから、甲胄の金物の可能性がある。

小札 本追跡から出士した小札は、本小札と伊予札の二種類に大別できる。さらに本小札は平小札 (78・

137) と四目 (77・138)の二つに分類できる。伊予札は、碁石頭 (528)の一点のみである。

不明 (81・82) 細長い鉄板を小札のように重ねることから甲冑の一部の可能性がある。

鉄鏃 矢頭の平面形より 2型式に分類した。

1類 (140・443・482) 矢頭の平面形が直刃ないし弧状の刃を呈するもの。 上原分類（上原 • 宮城2007)I 

-Aに類する。

n類 (529) 矢頭の平面形が剣先状を呈するもの。管見のかぎり沖縄では類例が見られない。

刀子 (155・156・275・531・530) 刀子は全て鉄製品である。全体的に背がほぽ直線的だが、155は切っ先で

やや弓なりになる。156の茎はソケット状で孔はみられない。275は小刀か？

第 16表鉄釘 法呈表 （単位はcm)

北IV-3

北IV-2

北IV-1

層
南IV

位
南m

南II

南 I

北 I

03.0以下

口3.1~4.0 

04.1~5.0 

匿5.1~6.0 

目6.1~7.0 

IIll 7.1 ~8.0 

llll 8.1 ~9.0 

医9.1~10.0

圏 10.1~ 11.0 

Gl 11.1 ~ 12.0 

図12.0以上

゜
20 40 60 80 

個 数(N=402)

100 120 140 
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刀装具 鍔、切羽、緑金物、柄、目釘、その他が出土している。

鍔 (141) 木瓜形で切込み部分に猪の目の透かしを入れる。

大切羽 (142~ 148)鍔の上下にある金具である。木瓜形であるが、その形態には若干の違いがある。142~ 
144は、原さが 2mmで、四方全て丸く仕上げたものである。145---...147は前者よりも大振り で厄さも 1mm

と薄く 、四方の仕上げは緩やかな弧状である。148は上端に透かしと思われる孔があり、端は折り曲げる。

切羽 (149・150) 大切羽の上下にある金具で切羽よりも厚い。

小柄 (151) 小柄の柄にあたる部分である。

目釘 (152) 円筒状の小金具で目釘とされるもので、県内では今帰仁城跡などで出士している（今帰仁村教

委 1991)。

目貫つ (153) 花菱形の飾りに突起部があるため、目四ではないかと考えた。

飾金具 (161~ 163・167・444・532) 全て行銅製品である。

161・162は八双金具で 708は出八双形、 718が入八双形である。163は鍵座金具で下部の折り曲げた部分を

引掛けて閉めるものと思われる。532は鍔座金具で箱などの引き出し把手とおもわれるが、通常のものより小

型である。

鍋 (84 • 533 • 534) 全て鉄製品である。84は原手のタイプで、口緑が舌状になる。533・534は薄手のタイプで、

前者は胴部が直線的にのぴ、後者は口縁が外反する。

錠前(157・166) 157は筒状の鉄製品で、現状では下端が開いているが本来は溶接されていたものと考えられる。

小口であるが、一端は開口しているが、もう一端はその上半だけ別の鉄板で溶接させ塞いだ形となっている。

現時点では、この形状と同一のものは探せていないが、このような鉄板で整形された小型の筒状製品としては

錠前が考えられる。仮に錠前ならその形状より牝金具と考えられ、下半を塞いだ小口は鍵穴の可能性もある。

166も鉄板で薄い箱形にし、上端一方は水平に延ぴる。小口であるが一端は開口しているが、もう一端は上

半が塞がれている。先の 157とは形状は異なるが、やはり錠前の牝金具の可能性が考えられる。

鍵 (158・159) 158は鍵の柄部、 159は先端つまり開錠部、その質 ・厚さより同一個体と思われる。鉄製品。

第 17表銭貨集計表

出土地区 北 南
合計

註樟 1"' I rvー1層
不明

初鋳年 IV-2層 IV-3層 IV-3'層 1層 D層 m層 IV層

唐 開元通賓 I s21 I I I I 3 

祥符通賓 1008 I I 

景祐元賓 1034 I I 

旦宋通賓 1038 1 I 2 

至和通賓 1054 I I 2 

熙寧元賓 1068 I I I 3 
北

元豊通賓 1078 I I 2 
宋

元登通賓（大銭） 1078 I I 

元祐通賓 1086 l 3 I 5 

元符通賓 1098 1 I 

聖宋元賓 1101 I I 

政和通賓 1111 I I 

南 淳熙元賓 （大銭） 1127 I I 

宋 閲藉通賓（大銭） 1205 I I 

洪武通賓 1368 2 I I I I 2 2 10 

明 洪武通賓（大銭） 1368 2 2 

永楽通賓 1408 3 2 3 I 2 10 

a 
寛＊通賓（新寛永） 1697 I I 2 

本

そ
無文銭 2 3 24 2 I 2 6 I 7 2 50 

の 輪銭 I I 
他

銭種不明 6 14 5 I I 13 2 10 2 54 

合計 6 11 60 10 4 1 26 7 28 5 154 

変形 4 10 I I 6 3 13 38 

残存率1/4(布文銭のみ） I 8 3 2 ， 4 I 28 
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銅鏡? (164・165) 164・165ぱ三角緑であるこ と、厄みが2mmであることから同一個体と考えた。共にこの

縁が稜花状となっていることから、復原案として、径 22cm前後の素文八稜鏡ではないかと考えた。ただ、現

時点では類例はなく 、あくまでも一案としておきたい。

鋲 (169・170) 丸頭で、足が二又に分かれる。守銅製品。

鉄釘 鉄釘は頭の形状より 、3つの型式に分類した。

I類 (83・171・239・308): 頭が折れ曲がるタイプ。 今回最も多く出土している。

Il類 (238): 頭と胴の区別がないタイ プ。 少数みられる。

m類 (168): 頭を輪状にするタイプ。ほとんどみられない。

なお、木片の付府は、83・171・238・239に見られた。

完形の鉄釘の全長を汁測し、1cmごとに分類し、各地区の府序ごとの出土抵をグラフにした（第 16表）。南

地区の lI阿がも っとも出上祉が多く、ほぽすべての長さが出上している。全体としては、3.0 ~ 4. 0 cmがすべ

ての履序で出土している。 10. 0cm 以上は北地区の I • IV - 2層、南地区の II·IV陪のみである。

不明鉄製品 (160) 十字状の薄い鉄板であるが、用途 ・形状は不明である。

第 18表骨 製品集計表

芦 IT/S.!ii -ロ~ ／ 層

コrix.... ヲ彎 I WI  :W2 IV 3 IV 3' I 

骨製品 ソケット状

ボタ ン

弧状 I 

薗ブラシ I 

尖匹甚

突起状 I 

署状

半円状

極状 I 

不明 I 

弄？ I 

柄状？ I 

総計 I 2 I 2 I 

第 19表石 製品集計表

芦 IT/点数 -~ I 雇

』 9 ...... 
置 e 分＂ ＇ 

,v_ 1 TI m 
|ロ"'"" 鴫:>;~<:,l¥t I-

I - ―l 石翼 I .., 
I 

不 鴨 I 
石響 たたき石 I 

コ釜 1 
ヽ コエ

鯰It I 1 I 4 2 

第 20表 円盤状製品集計表

1総計

第 21表近代陶磁器集計表

＇置·~

＂ 
m 

I 

I 

I 

I 

I 

3 I I 

，， 叩ヽ 総計
不B~

l_-1 2 
I 
I 
I 
I 
I 

I 10 

総It

I 

I 

I 

I 

I 

＇ I 

I 

I 

I 

I 

I 

12 
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総It

合金 (483) 金と銀の合金と思われる（山

梨県立博物館沓名負彦教示）。顕微鏡で観察

すると 3本 /1 mmの線条痕が曲線や直線で

見られるが、人為的なものか盤理時のクリ

ーニングによるのかは不明。

⑩銭貨

銭貨は中国銭45点、日本銭2点、無文銭

50点、輪銭 1点、不明 52点の合計 150点

山上している（第 17表）。中国銭は開元通

n <初鋳年621年）を最も古いものとして

永楽通n<初鋳年 1408年）まで 15種確

認でき 、唐銭3点、北宋銭 19点、南宋銭2点、

明銭 21点が認められる。

通常銭より大型であるいわゆる大銭は5

点を数える。その内訳は、北宋銭では元監

通在の折二銭、南宋銭では泣煕元窃、開翻

通行の折二銭、明銭では洪武通行の折二銭、

当三銭である。また、洪武通費では「一銭」

の背文字銭もある。

日本銭は寛永通貸で、新寛永である。

無文銭は最大 25.3 mm、蚊少 13.2 mmで、

］ 三；；;Iよ四::~一` ナの~~Iヽと破冒;:.:
J と多い。

11 3d 出土地点では北区81点、南区 68点、不

明が 5点である。附序で兄ると、北区[V-

2恩が50点と最も多く、南区rv恩が 28点、

南区1J町が 26点と続く 。



第 22表 淑順門西地区出土遺物個体数表

地区／層

合計 1種類 北区 南区 不明 重量
(ks) 

n IV-I W-2 IV-3 W-3' W-4 W-5 不明 n m 'N 不明

中国産青磁 11LJ.  13 19 33 17 121 18 66 41 25 

2；'引蕊" 

11. 628 

中国産白磁 2 2 2 3 7 3 14 2 ， 0. 961 

中国産膏花 II 8 14 32 8 I. 446 

中国産褐釉饂題 61 16 2 10 27 8 2 58. 213 

中国産天目

中国産色絵磁器

中国哀増璃釉磁醤 2' 21 41 0. 398 

中国壺鉄絵陶彗

中国震その他純釉闘笛
I 

i 
31 3' 

I 
2 

t ~ t ＋ 

タイ産黒褐釉陶器 I 6 

タイ産黒釉陶彗

t 令• ;- ＋ t t I 12. 510 
タイ産土醤 2 

t 
2 ， l I l ＇ 2 2 19 

： ＋ t ↓ 

タイ産羅釉陶藝 2 

ペトナム産青花

t 
3 

＋ + ＋ + .. 
ペトナム産色絵

I 
I ti 0. 033 

ペトナム産白磁 ＇ 2 2 
I 

輯半島産拿嵌青磁
I 

1 0. 002 .. + + 
本土産陶磁器 3 I 13 18 0. 233 

沖縄産施釉陶器 219 5 2 I 51 70 31 381 7. 912 
＋ 

沖縄産慧釉陶器 14 II 45 2 2 7 83 39. 570 
t .. 

陶質土器 15 5 30 !. 272 

瓦買土器 3 0.158 

土翡 6 2 2 14 
4. 003 

土製品 3 

匿地不明陶醤 I 6 0. 279 
＋ +-

近代園磁翡 82 11 26 12 132 1. 700 

•11暑 Jヽヽtt 372 “ 26 30 2! 132 314 “ 63 6 61 1201 140. 620 

ガラス玉 I I II 4 40 0.001 
+ t + ＋ ↓ + 

骨製品 I' I 2 2 ,, 3 I I 12 0. 051 

碁石 3 0.009 

石 （重量のみ）

一
31. 800 

石器 ・石製品 I 3 2 I. 983 

銭貨 6 i 8 49 10 4 27 6 29 2 150 0. 299 
t ＋ 

青銅製品（鍍金・合金込み） ， 5 51 2 6 22 ， 3 108 
12. 319 

鉄製品 96 64 313 28 s: I 3 68 280 45 79 17 999 

明朝系瓦 （軒丸・軒平） 29 8 62 103 57 • 8 273 
＋ ＋ I 355. 280 

明朝系瓦 （平・丸• 他） 187 5 14 2 166 635 345 13 94 1461 

高麗系瓦 2 6 JO 4. 400 
t 

大和系瓦 8 5•1 3 122 59. 940 

せん 344 2t 3 104 69 1058 430. 080 

漆喰
I 

2 12 155 47. 570 

織tt 1061 8 161 496 146 44 33 2 4 666 1914 699 210 7 269 5599 1086. 068 

※本表の個体数は、各種類ごとで算る出した国体数に合致宜させるように計算層しており、そのため、胴部しか出土していないものは破片が何点あっても 1園体と数
えている.2ヶ所の層序で出てい ものに関しては、便 的に量が多い 序に入れることとした．

※陶磁器以外は瓦を除き、全ての点数．

※瓦の点数は． 簡部以外の集It.なお、近世瓦の軒丸・軒平瓦は別に集It.

※●,・・破片出土あり
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⑪骨製品

骨製品は 12点出土している（第 18表）。各荊より出土している荊ごとに説明する。

I庖からば歯プラシ (43)、箸状製品 (340)、棒状のものを差し込むためか鹿角によるソケット状製品 (341)、

5つ.fLのボタン (342)が出土している。歯プラシ ・ポタンは近代以降の迫跡で多く出土するものである。

Il恩からは、茎部を有する尖頭器(456)が出土している。八重山諸島の遺跡で多く見られるものに類している。

田灼からは、表襄に3条ずつの線刻がある半円状製品 (488)が出土している。

IV-1/r,'jからは、厚みのある弛状製品 (91)、ウシの中手什か中足竹を研店し擦痕が見られるもの (92)が

出士している。

IV-2居からは、長方形の板状製品 (206)が出士している。

IV-3府からは、 一端を細くし何らかの柄状と思われるもの (241)、突起状に加工したもの (242)が出土

している。

IV-3 -恩からは、等状製品 (276)が出士している。骨密度が底いものを丁寧に蒋く加工し、 一端が水平、

もう一端を尖らせている。この形状は、県内では糸数城跡（玉城村教委 1991所収第 50圏 1・2・4)の等と

されているものに類似している。等は本州の中世遺跡、例えば広島県草戸千軒町追跡（広島県草戸研 1993・広

品県歴博2005)や神奈川県千業地東迫跡（神奈川県埋文 1986)などで出土しており、全長や薄さ、先端の形

状は類似しているが、中央部に溝をもつものが多い点では県内の事例と異なる。

IV-1~3'恩は時期幅を広くとっても 14世紀後半~16世紀前半であるので、首里城跡では当該期に等状

製品等を含む様々な骨製品が使用されていたことが明らかになったと言える。

⑫石器・石製品

石器ぱ 2点、石製品は 7点出土している（第 19表）。

石器は、砂岩製の石斧片 (309)、図化していないが敲石がある。

石製品には、石球 ・碁石 ・石碑 ・硯 ・不明製品がある。硯は小片のため固化していない。

石球ぱ 2点で、 44は砂岩（ニービヌフニ）、 487はサンゴ石灰岩で作られている。

碁石は、 339が白色で頁岩か、 562は黒色で粘板岩製である。なお、先述したが青磁片を加工したもの (441)

も、形態 ・大きさの点からはこれら石製のものと類似する。

石碑 (455)は、おそらく長方形で上部の緑帯に半円状の凹みを有する。

454はあまり例を見ない褐色で緻密な石材を丁寧に研磨した不明製品だが、微？の字が内かれている。

⑬円盤状製品 （図版 64・65)

円盤状嬰品は、 31点出士している（第 20表）。素材で見ると、中国産褐釉陶器 13点、沖縄産無釉陶器7点、

タイ産褐釉陶器6点、近世瓦3点、大和系平瓦 1点、沖縄産施釉陶器 1点である（第 63表）。

⑭玉類 （図版 66)

玉類はガラス王で、溶培したものも入れて 40点出土している（第 64表）。水色のものが多い。

⑮近代陶磁器

破片 177点、 132個体が出土している。これまでの首里城跡の調査区に比べると杖が少ないが、 1陪の大半

が前回調査時の埋め戻し土であるため、当該期の追物は前回調究時に採取された可能性も考えられる。小破片

であり今回は図 ・写其を割愛している。 I・II阿より主に出土しており、 IV庖でもわずかに見られるが混入の

可能性を考えたい。種類としては、型紙摺り ・銅版転写などがあり、明治～昭和初期のものである。
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2. 北区出土辿物

北区においてぱ、前節までに述べてきたように、既に前回調査において石段等の迪楕は検出されており、 Il

庖はごくわずかのみの検出、田恩は検出されなかった。umは近世瓦6点、埠2点と極少批出土しているのみで、

説明は割愛する。IVKfjは、石積等の追構が確認できなかった範囲においてトレンチとして掘削した部分に堆梢

していた土である。IV彫は、調査時に取り上げた土的を整理時の検討により迫物の種類等の領向が共通してい

る土陪ごとをまとめて、報告する。以下、中国産陶磁器の各種類について、中国産を省略している。

① I層 ・陪序不明出土遺物 (l~ 44 • 90) (第 30 · 31 · 34 図、第 23 · 24 表、図版 11 • 12) 

グスク時代～近代の追物が出土しており、陶磁器372個体、什製品 1点、石製品 1点、銭投 9点、守銅製品

9点、鉄製品96点、明朝系瓦216点、応麗系瓦2点、大和系瓦4点、瑚344点、合計 1051点出土している。

青磁 (1~5) 1はやや器壁が厚く口縁も玉縁に近いが、腰が張った器形であることから、碗IV-0類とした。

2は皿m・-1類、 3は皿V-1類、4は鏑蓮弁文を有する大瓶の胴部、 5は盤底部で科台をもつ。

白磁 (6) 6は、見込みが露胎しており、印花文が見られるD .-類の碗である。

青花 (7~ 9・11 ~ 14) 7は元様式の盤で、宝相華もしくは牡丹唐草文が描かれる。 8は明代 r②類の碗で、

比較的大ぶりのものである。 9・11~ 14は梢代のもので、福建 ・広東産碗 (9・12)、徳化窯系碗 (11. 

14)、徳化窯系皿 (13)がある。

色絵磁器 (10) 10は消代の徳化窯系碗で寿の字が描かれるものと思われる。

沖縄産施釉陶器 (15~26) 15~19は碗、 20・21は皿、 22は火取、 23は小碗、 24は酒注、 25・26は蓋である。

沖縄産無釉陶器 (27~ 30) 27は碗B、28は壺B、29は鉢B、30は益である。

陶質土器 (31~38) 31・32は器、 33は土瓶、 34・35・37は火炉、 36は鍋、 38は鉢である。

金属製品 (39・40) 39は覆輪、 40は鍍金されている三鍬形台である。

銭貨 (41.. 42・90) 1は屎祐「元」「育」。 2は新立永通賓。90は中国銭だが銭文不明である。

骨製品 (43) 43は歯プラシである。

石製品 (44) 44は砂岩（ニービヌフニ）製の石球である。

② N-1陪出土遺物 (45~ 89・91・92) (第32~ 34図、第24・25表、図版 13~ 15) 

グスク時代の迫物が中心で、陶磁器類 51個体、骨製品 2点、銭貨 8点、行銅製品 5点、鉄製品 64点、明朝

系瓦 22点、涵腿系瓦1点、大和系瓦 1点、埠7点、合計 161点出土している。

陶磁器では近世以降の遺物である沖縄産施釉陶器5個体、同無釉陶器1個体、近代陶磁器5個体、陶質土器

破片8点出土しており、個体数の割合では 13%となっている。さらに近世瓦も 22点見られることから、数字

上では単純に混入とするには躊躇せざるを得ない。 しかしながら、本章第 2節で述べたように、本層の直上に

はI層が投っており、調査者としての感触としては、主体としてはグスク時代の迫物が中心として考えたい。

上記の前提で、陶磁器の時期幅を見ると、上限が冑磁N類、白磁C3群で 14世紀後半、下限が冑磁VI類、

青花明II類D群、タイ産メナムノイ II類で 15世紀後半~16世紀前半のものである。また、個（本数の割合を主

なもので見ると、褐釉陶器 (16個体、 31%)、サ磁 (13個体、 25%)、存花 (4個体、 8%)となっている。

褐釉陶器は壺で多く出土しているため、この時期には例えば貯蔵的な場が近接していたなどの機能 ・性格が反

映されている可能性も考えられる。

青磁 (45~ 53) 碗は、 l¥f-O類 (50・51)、V-1類 (46・49)、V-2類 (45)、VI-0類 (48)、¥IT-1類

(47)がある。特徴的なものとして、 49は剣先蓮弁文が描かれるV-1類、 50は逆三角形の商台をもっN-

0類である。盤は、底部が謀台のもの (52)、口緑ではB類 (53)がある。

白磁 (54) 54は碗C3群である。

青花 (55~ 61) 碗は 55~ 60で、明 l-1類 (55・57~ 60)、明n類D群 (56)がある。60は波涵文が描か

れるもので、今帰仁城跡（今帰仁村 1992)で見られるものである。61は碁笥底の盤である。

黒釉陶器 (62) 62は天目の口緑である。

褐釉陶器 (63・64) 63は壺5類、 64は波状突帯を有する胴部片である。

タイ産陶磁器 (65~ 72) 黒褐釉四耳壺が多い。これらには、シーサッチャナライ窯 (65~ 67)、メナムノイ
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窯 I類 (71)、同1I類 (68・70)、産地不明 (69)がある。72は半練土器の益である。

土器 (74) 74はグスク土器壺IT-a類である。

陶買土器 (73) 73は蓋である。

金属製品 (75~ 84) 篠垂 (75)、鍍金された八双金物 (76)、小札 (77~ 79)、投輪 (80)、甲内の一部と思

われる板状製品 (81・82)、釘 (83)、鍋 (84)がある。

銭貨 (85~ 89) 85 ~ 87は北宋銭、 88は4枚溶沿しておりおそらく北宋銭、89は無文銭である。

骨製品 (91・92) 91は全面研磨した弧状を呈するもの、 92はウシ？の中手骨か中足骨・を研磨したものである。

③ N-2陪出土遺物 (93~ 206) (第 35~42図、第26~29表、図版 16~ 23) 

グスク時代の追物が大半で、陶磁器類49個体、ガラス玉21点、骨眼品 1点、銭貨 49点、廿飼製品 51点、

鉄製品 313点、近世瓦3点、麻OO系瓦1点、大和系瓦8点、合計496点出土している。陶磁器では沖縄産施釉

陶器 1個体、同無釉陶器破片1点が出土しているが、少杖であるため混入と考えたい。

陶磁器の時期幅を見ると、上限は白磁C3群、下限ぱ宵花rr類D群であるので、14世紀後半~16世紀前半

の幅となるが、これらは 1個体ずつしか出土していない。青磁V-2煩、守花明 I-1・2類などが主体的に

見られ、 白磁D群、 タイ産シーサッチャナライ窯壺 • 土器などもあることから、首里城跡京の内地区SK01 

と類似した構成であり、 15世紀中葉を中心とする土肘と考えられる。下肘では見られない冑磁盤B~D類が出

土しているのも注目される。また、多くの金屈製品が出土しているのが特徴で、特にF11南での出土が突出

していた。陶磁器の割合は、脊磁 (19個体、 39%)、タイ産土器 (9個体、18%)、肖花 (8個体、 16%) となり 、

タイ産土器が個体数では目立つ。

青磁 (93~ 109) 93 ~ 102は碗である。93~95はV-2類で線刻の雷文帯をもつもので、 93・94は幅広の

もので下半に蓮弁文をもち、 95は幅狭のもので下半と内面に草花文をもつ。96は下半にラマ式蓮弁文を描

くが、口縁がないためV-2・3類とした。97はV-2類としたが、口縁帯は略化された唐草文が両而に描

かれ、下半も葉脈を表現したような草花文で、典型的なものではない。98はV-0類、99・100はv-1類

で剣先蓮弁文をもつもの、 101は幅広の蓮弁文、 102は叉状工具による蓮弁文を描く IV-1類である。

103 ~ 107は盤で、様々なタイプが見られる。特徴的なものは、106で水平な鍔緑口緑をもっc類で、邸

台があり 、片彫りの京花文が描かれる。104・105は、稜花口緑のD類であるが、サイズが異なる。その他、

103はB類、 105はC類である。

108は酒海壺の蓋で、外面に菊花文の間に「禄」が刻銘され、渦巻状の摘みを持ち、内面には菊花の型押

し文がされる。109は、播鉢で、爾胎した内面に揺目が施される。

白磁 (110・111) 110は碗C-3群、 111はD群の内柄皿である。

青花 (112~ 118) 112 ~ 117は碗で、明 1-1類 (114)、明 1-2類 (113・115~ 117)、明rr類D群 (112)

である。 116は、見込みに水草文の外側に「土王」の字が芯かれ、さらに 2字ある可能性もあり 、珍しい資料

と思われる。117は胴部が直線的に伸びるタイプである。118は鉢で明 I• Il類と思われ、見込みを区画し

宝文を描く 。

褐釉陶器 (119~ 123) 壺が出土しており 、119~ 122は 5類、123は眉部に「関0」のスタンプをもつ。

ベトナム産陶磁器 (124) 124は廿花小碗で、外面に簡略化した草花文を描く。

タイ産陶磁器 (125~ 131) 125は無釉平鉢であまり類例を見ない。126・127はシーサッチャナライ黒褐釉四

耳壺、128は産地不明のものである。

産地不明陶器 (132・133) 132は円形、133は方形の盗である。

金属製品(134~ 171) -~ 銅製品 51点、鉄製品313点と本庖が最も多く出土している。"iii銅製品には、鍬形(134・

135)、鍍金された八双鋲 (136)、投輪 (139)、八双金具 (161・162)、鋲 (169・170)、鍔 (141)、人切羽 (142

~ 148)、切羽 (149・150)、柄 (151)、目釘 (152)、鍵座金具 (163)、目貫と思われるもの (153)、鍍金さ

れており甲冑の金物と思われるもの (154)、八稜鏡と想定しているもの (164・165)、不明の飾金具 (167)、

がある。鉄製品には、小札 (137・138)、鉄鏃 (140)、刀子 (155・156)、錠前 (157)、その可能性があるも

の (166)、鍵 (158・159)、細長い十字型の板状製品 (160)、釘 (168・171)がある。
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銭貨 (172~ 205) 172 ~ 182・186・194・196は北宋銭、 183~ 185ほ明銭、 193・197~ 204は無文銭、その

他は判読不明である。

骨製品 (206) 一端の角を丸めた板状製品である。

④ N-3層出土遺物 (207~251) (第43・44図、第29・30表、図版24・25)

グスク時代の追物が大半で、陶磁器類41個体、骨製品2点、銭貨 10点、胄銅製品 2点、鉄製品 28点、麻

脆瓦6点、大和系瓦54点、 ll!J.3点、合計 146点出土している。陶磁器では、沖縄産施釉陶器2個体、沖縄産

無釉陶器 1個体、陶質士器破片 1点、近代陶磁器破片 1点と見られるが、これも少数として、混入と考えたい。

陶磁器の時期幅を見ると、芹花と，窪磁V-2類がないことから考えると 15世紀中葉よりは古く、古手では

白磁C3群があることからすると、ひとまず 14世紀後半~15世紀初頭の間で考えることになる。ただ、行磁

の主体ぱJ¥I, 類であるので、上限を 14世紀末と考えたい。なお、冑磁盤でぱ上恩で少なかったA類が見られ

るようになる。本恩は、大和系瓦が最も多く出土している恩であり 、先述したように多くの炭が士恩に見られ

るので、周辺にあった瓦荘建物が焼失し、瓦を廃棄した可能性が考えられよう。

青磁 (207~ 230) 碗は、V- 1類 (207・208)、V-3類 (211)、IV-0類 (209・220)、J¥I, 類 (210・

212 ~ 219・221)がある0 .Ill1はrv-o類の見込みが広い直口皿 (222)、内底釉剥ぎしたIV, 類 (222)がある。

盤は、 A類 (224~ 227)、E類 (229)、碁笥底 (228)がある。230は酒海壺の蓋である。

白磁 (231・232) 共に碗C3群である。

黒釉陶器 (233) 天目の底部で外底中央の凹みがわずかである。

褐釉陶器 (234・235) 壺 5類 (234)、胎士が赤褐色の壺胴部片 (235)がある。

土製品 (236・237) 共に士製玉である。

金属製品 (238~ 240) 鉄製品は釘 (238・239)、銅製品は鋲 (240)がある。

骨製品 (241・242) 柄状のもの (241)、突起状のもの (242)がある。

銭貨 (243~ 251) 243 ~ 245は明銭で洪武通貨の大銭、 246~ 249は中国銭だが銭種不明、 250・251は無文

銭である。

⑤ N-3'層出土遺物 (252~ 276) (第45図、第 30・31表、図版26)

グスク時代の迫物が大半で、陶磁器類26個（本、ガラス玉 1点、骨製品 1点、銭貨 4点、鉄製品 5点、大和

系瓦6点、博1点、合計44点出土している。なお、全体の個体数には反映されていないが（第22表）、店麗

系瓦は筒部が4点出土している（第41表）。陶磁器では、閑質士器が破片 1点出土しているが、址的には混入

と考えてよいであろう。

陶磁器の時期幅では、胄磁V-0類がわずかに見られるが、主体は青磁IV類と、白磁白C3群となることか

らN-3恩と大きな差はないと思われる。ただ、青磁J¥I, 類や瓦が少ないことからすると、やや古い可能性

はあるが、下層のIV-4府との違いほどと明確な時期差はないものと考えておきたい。

青磁 (252~ 263) 碗は、 V-0類 (255)、IV-0類 (252・253・256・258)、IV'-0類 (257)、磁姓窯系

(254)がある。皿は、 V-0類 (261)、N-0類 (260)、1¥1-1類 (259)がある。その他、盤の麻台 (262)、

何らかの型物である袋物 (263)が出土している。

白磁 (264・265) 共にC3群である。

褐釉陶器 (266) 横耳の壺である。

黒釉陶器 (267・268) 天1-1で、口縁の屁曲がやや弱いタイプである。

タイ産陶磁器 (269) シーサッチャナライもしくはスワンカローク窯系の長胴形の小亜もしくは小瓶の胴部と

考えられる。

グスク土器 (270) 壺II-a類が出土している。

金属製品 (275) 刀子が出土している。

銭貨 (271~ 274) 271は唐銭、 272は北宋銭、 273は無文銭、 274は明銭の洪武通行である。

骨製品 (276) 等と思われるものが出土しており、時期が分かる重要な演料と言える。
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⑥ IV-4層出土遺物 (277~ 309) (第46・47固、第 31・32表、図版27・28)

グスク時代の辿物が大半で、陶磁器類 30個体、ガラス宝 1点、石器 1点、鉄製品 1点、合計 33点出上している。

なお、全体の個体数には反映されていないが（第 22表）、大和系瓦が筒部 1点出土している（第45表）。陶磁

器では、沖縄産施釉陶器 1個体と、胎士が軟竹なため本士産の可能性がある天目が 1点出土しているが、共に

小片のため具体的には不明である。大勢には影蓉がないと思われ、上屈よりの混入とみたい。

冑磁は、V類の出土がなくなり 、IV類が主体で、 Il類も見られる。白磁はC3群に加え、B・C2群も出土

している。土器は6個体であるが、破片では 126点と最も多く出土している。主な辿物を比率で見ると、行磁(12

個体、40%)、白磁 (7個体、23%)、土器 (6個体、 20%) と、他の庖に比べると、白磁の割合が届い。冑磁

w類と白磁C3群が主体であるため、下限は 14世紀後半にせざるを得ないが、それらより古い白磁B・C2群、

甘磁J]類の出土から考えると、時期幅がより遡る可能性があり 、他事例を考應した厳密な検討が必要であろう。

青磁 (277~ 288) 碗は、 Il類 (277・278)、IV- 0類 (279~ 282) である。皿は、 IV, - 0類 (283・

284)、IV-0類 (285)である。盤は、 A類 (268)、直口であるが口緑が幅広く肥匝する E類 (286) である。

香炉ぱ 288で、釉調からlV類の特徴をもち、良品のものと考えられる。

白磁 (289~ 296) C 3群 (289~ 292)が主体で口緑端部が厚めのタイプが多いが、 290は薄手である。295

はC2群で、今回の調究では 1 点のみの出土である。 ~96 は、 B群碗0)胴部片である。

黒釉陶器 (297) 天目の胴部片が出土している。

タイ産陶磁器 (298) 黒褐釉四耳壺の底部片である。

土器 (299~ 306) 299は貝塚後期士器の口縁片である。他はグスク土器で、壺 II-a類 (300・301)、壺II-

b類 (302~ 305)である。

土製品 (307) 土製玉である。

金属製品 (308) 鉄釘である。

石器 (309) 石斧である。

⑦ IV-5層出土遺物 (310~ 315) (第 48図、第 32表、図版 28)

グスク時代の迫物のみで、陶磁器類が2個体、その内訳を破片数で見ると青磁rr類 1点、褐釉陶器 1点、土

器 26 点である。 この組成は、今帰仁城跡IX~(今帰仁村教委 199 1 ) 、シイナグスク（今婦仁村教委 2004) な

どで兄られ、 13世紀後半~14世紀初頭と考えられている。

青磁 (310)碗1I類が出土している。

褐釉陶器 (311) 白色 ・黒色粒を多く含み磁杜窯と考えられる胴部片がある。

土器 (312~ 315) 壺II-a類 (312・314・315)、外面朱塗りされた器形不明の土器II-C類が出土している。
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3. 南区出土追物

南区においても、 I府除去後迫構を確認しているが、北区では確認されなかったII・III罰の堆積も認められた。

また、後述するがIV附については北区のものと同一のものではなく、また近世の迫物が若干出土するが、上陪

とは異なり、グスク時代の遺物が大半である。

① I恩出土遺物 (316~347) (第49・50図、第32・33表、図版 29・30)

グスク時代～近代の追物が出士しており、陶磁器類 132個体、ガラス杢1点、骨製品 3点、漆喰2点、碁石1点、

銭貨7点、 rr-錮製品6点、鉄製品68点、明朝系瓦228点、大和系瓦3点、 J:t!J104点、合計555点を数える。

青磁 (316~ 320) 碗は、 v-2・3類 (316)、V類 (317)、Vl-1類 (318)、9り類 (319)がある。盤 (320)

はA類である。

白磁 (321・322) 321はD群の小碗、322はE群の端反皿である。

青花 (323~ 331) 碗は、明 r-2類 (323・330)、明田類 (329)、涼州窯系 (325・327)、明Ilと思われるロ

折碗 (326)がある。小碗 (324)は、文様より明 I類と思われる。皿は、明m類E詳 (328)、徳化窯系のも

の (331)がある。

褐釉陶器 (332) 口緑がわすかに至緑状となっているものである。

ベトナム産陶器 (333) 波涛文が描かれる冑花瓶胴部片である。

タイ産陶磁器 (334) 黒褐釉四耳壺のシーサッチャナライ窯のものである。

産地不明掏器 (335) 円形の蓋である。

沖縄産陶器 (336~ 338) 337は碗A、338は碗B,336は鍋Aである。

石製品 (339) 碁石である。

骨製品 (340~ 342) 340は箸状、341はソケット状、342はボタンである。

銭貨 (343~ 347) 南宋銭 (343)、明銭 (344)、寛永通n(345)、おそらく北宋銭 (346)、輪銭 (347)がある。

②n層出土遺物 (348~ 456) (第51~ 56図、第33~ 37表、図版 31~ 36) 

グスク時代～近代の遺物が出土しており 、陶磁器類314点、ガラス玉 11点、骨製品 1点、漆喰27点、碁石

1点、石製品4点、銭貨 27点、冑銅製品 22点、鉄製品 280点、明朝系瓦 738点、大和系瓦 16点、塘 474点、

合計 1914点を数える。なお、全体の個体数には反映されていないが（第 22表）、点麗系瓦の筒部が 2点出士

している（第41表）。最も多く出土している荊序であり 、特に明朝系瓦の出士が膨大である。

青磁 (348~ 364) 碗はI¥f--0類 (348)、V-0類 (349)、V-2類 (354)、VI-0類 (350~ 352)、¥/J.

-1類 (353)がある。皿は、IV, -0類 (360)、IV-類 (361)、VT-0類の内、稜花皿 (356~ 358)、

直口皿 (359)がある。盤は、古手と考えられるもの (355)、B類 (363)、在台 (364)がある。362は鉢の

ロ緑である。

白磁 (365~ 374) 碗は、屎徳鎖窯系で、端反碗 (365)、毛彫りの文様があるもの (367)がある。小碗は、

徳化窯系のもの (371・372)である。皿は、最徳鎮窯系のE群の端反のもの (366・368)、徳化窯系のもの (369)

が ある。その他、娯徳鎖窯系と思われる小瓶 (372)、徳化窯系の厄が直線的に張る袋物 (373)、福建産と

思われる長胴壺 (374) がある。

青花 (375~ 400) 元様式は盤 (375)がある。明代のものは、碗 (376~ 381・388)、小碗 (382・383)、皿 (384・

385)、瓶 (386)があり 、様々なタイプが出土している。また、涼州窯系の碗 (396・393・395) も見られる。

清代のものは、福建 ・広東産の碗 (390・392・394)、徳化窯系の碗 (396~ 398)・皿 (399~ 400)がある。

瑠璃釉磁器 (401) 小碗が出土している。

褐釉陶器 (402~ 408) 壺 5類 (402~ 405)、その他の壺胴部 (406~ 408)がある。

ペトナム産陶器 (409) 白磁が出土しており 、大きく外に開くタイプである。

タイ産陶器 (410~ 414) 黒褐釉四耳壺で、シーサッチャナライ窯系 (411・412・414)、メナムノイ窯系1I類

(410・413)が出土している。
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本土産陶磁器 (415・416) 肥前系の染付は、碗 (416)・Jill(415)が出土している。

沖縄産陶器 (417~ 440) 施釉陶器は、碗A (419)、碗C (4 L 7・418)、小碗A (421)、小碗B-l (420)、

呉須を施した小碗B-1 (422)、火炉A (423)、急須A (424)、盗A (425)がある。無釉陶器は、碗A (426 • 

427・429)、見込みが凹む碗 8 (428)、鉢A (431)、鉢 B (430)、揺鉾A (432)、壺A (434・435・440)、

急須A (433)、火取 (436)、火炉A (437)、益 (439)がある。440は、H 10で検出された埋甕 1とした迫

構の甕である。瓦質土器は、揺鉢 (439)がある。

石製品 (441・454・455) 441は片面が斉緑色で、 -tf磁片を再加工したものと碁石である。454は、褐色の緻

密な石材を丁寧に加工したもので、線刻により「徴？」の字が芯かれる。455は、長方形の石碑と思われる

ものである。

金属製品 (442~ 444) 442は匹峠、 443は鉄鏃 l類、444は鋲が付く版状の廿銀製品である。

銭貨 (445~ 453) 北宋銭 (445)、南宋銭 (447)、明銭 (448・450)、他は銭種が確定できないが中国銭と思われる。

骨製品 (456) 茎部をもった尖頭器である。

③III層出土遺物 (457~ 488) (第57・58図、第 37・38表、図版 37・38)

グスク時代～近世の遺物が出土しており、陶磁器類 64個体、骨製品 1点、石器 ・石製品 2点、銭貨 6点、

存銅製品（合金 1点含む） 9点、鉄製品 45点、明朝系瓦402点、大和系瓦4点、埠52点、漆喰 114点、合計

699点を数える。なお、全体の個体数には反映されていないが（第 22表）、麻閥系瓦の筒部が 2点出土してい

る（第41表）。陶磁器類は、情代行花4点、沖縄産施釉陶器 1個体、同無釉陶器 2個体、陶質土器破片 3点と

近世のものは少なく、グスク時代の青磁が多い。ただ、詳細は後述するように、明朝系瓦が大祉に出士しており、

そのタイプも限定されており、ある程度時期的にまとまった賓料である。

青磁 (457~ 469) 碗では、 VI-1類 (457~ 459)、W類 (461~ 463)、V類 (460)、N-0類 (464) がある。

皿では、 IV-1類 (465)がある。盤は、 C類 (464・467)、D類 (468)、碁笥底で小型のもの (469) がある。

白磁 (470・471) E群の端反皿の口緑 (470)、底部 (471) である。

青花 (472) 見込みが蓮池文が描かれる鉢で、明 I類の範¢と考えた。

褐釉陶器 (474) 壺5類の範店と思われるが、口緑が外側へやや伸ぴており、 6類に近い印象もある。

高麗青磁 (473) 白黒象嵌で蓮華文が描かれた碗胴部である。

タイ産陶磁器 (475・476) 475は無釉陶器の平鉢で、476はシーサッチャナライ窯系の小型壺の底部である。

沖縄産陶器 (477) 揺鉢Aで、焼成の特徴より初期無釉陶器と考えられる。

土器 (478・479) 共に宮古式土器の壺である。

金属製品 (480~ 483) 480は鍍金された笠印付鍔、 481は鍍金された投輪、482は鉄鏃 I、483は金と銀の合

金製品と考えられる資料である。

銭貨 (484~ 486) 北宋銭 (484)、明銭 (486)、銭種が確定できないもの (485)がある。

石製品 (487) サンゴ石灰岩を研磨して整形された石球である。

骨製品 (488) 表疑面に刻みを有した半円状製品である。

④w層出土遺物 (489~ 550) (第59~ 62図、第 38~ 40表、図版 39~ 42) 
グスク時代の迫物が大半で、陶磁器類53個体、ガラス玉4点、銭貨 29点、冑銅製品 3点、鉄製品 79点、

明朝系瓦 17点、大和系瓦 23点、埠2点、合計210点を数える。陶磁器類は、本土産の肥前陶器皿の破片 2点

が出土しており、近世のものがわずかに見られる。

近世の追物も混ざるが、その主体はグスク時代の遺物で、より時期を絞るな ら、北区l¥l- 1・ 2府に近い組

成であるので、 15世紀中築~16世紀前半の年代幅をもっているものと考えられる。

青磁 (489~ 504) 碗は、 [¥T , - 0類 (493)、V類 (496)、V-1類 (491・497)、V-3類 (489・492)、

VJ-1類 (490)、W類 (495)がある。皿は、 [¥T- 2類 (499)、V類 (498)がある。盤は、B類 (500)、碁

笥底 (501)がある。その他、洒海壺蓋 (502)、洒海壺身 (503)、瓶 (504)がある。

白磁 (505~ 510) 呆徳鎮窯系は、口縁が直線的な碗 (505)、胴部中位に段が付くあまり例を見ない碗B , 
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群 (507)、膝折皿EO群 (506)がある。福建産は、 D群皿の中で腰折 (508)、八角 (509)、内湾 (510)の

ものがある。

青花 (511~516) 元様式は、壺胴部 (514)がある。明代では、碗 I-1類 (51l・512)、鉢 (513) がある。

消代では、福建 ・広東産の碗で直口 (515)、外反 (516)がある。

黒釉陶器 (517) 天目で、底部が小さめで外底はわずかに凹むものである。

鉄絵陶器 (518) 白色釉を掛け、その上から黒色顔料で花弁や唐草文などが描かれた壺胴部で、磁州窯系のも

のと考えられる。

褐釉陶器 (519・520) 壺 5類 (519)、壺3類 (520)がある。

タイ産陶磁器(521~ 524) 黒褐釉四耳壺は、シーサッチャナライ窯系 (522・523)、メナムノイ窯系(521)がある。

ハンネラ土器の蓋 (524) も出土している。

ベトナム産陶磁器 (525) チョコレートボトムでベタ底の冑花小碗で、胴部外面には略化された草花文が描か

れる。

沖縄産陶器 (526) 頸がやや長く球胴形の波状文を描いた壺Bである。

金属製品 (527~ 534) 立物の中央飾 (527)、碁石頭伊予札とされる小札 (528)、鉄鏃II (529)、刀子 (530・

531)、菊形の座金具に鉗を通した割りピンが付けられた飾金具 (532)、鉄鍋 (533・534)がある。

銭貨 (535~ 550) 盾銭 (535)、北宋銭 (536~541)、明銭 (542~ 545)、銭種が確定できないもの (546

~ 549)、無文銭 (550)がある。
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4. 地区不明出上迫物 (551~ 563) (第 63図、第 40表、図版43)

北区か南区か限定できない迫物で多くは I陪より出土したもので、陀序不明のものも含めた。

青磁 (551・552) 碗V-0類 (551)、碗VI-0類 (552)がある。

青花 (553~ 556) 碗は、明代では Iー②類 (553)、m類 (554)、涼州窯系 (555)、情代では徳化窯系 (556)

がある。

沖縄産陶器 (557~ 561) 施釉陶器では、火炉A (557)、小碗B-2 (558)がある。無釉隅器では、揺鉢B (559), 

揺鉢C (560)、小ぶりの壺 (561)がある。

石製品 (562) 粘板岩製で黒色の碁石 (562)がある。

銭貨 (563) 北宋銭 (563)がある。
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第 23表 淑順門西地区陶磁器 ・各種製品等観察表 (1)

遺物
種傾

器形・ 口径 底径 醤冨
観繋事項 地区 グリッ ド 層 調査阿土層No. 大分類 分預 （長輪） （短綸） U置さ）

l 中1Ei91-N叫躙 IIV-0 15. 2 5.4 6. t 高台外面まで輪かかり、畳付水平、中央やや突花出．文．輪
は陽く.lb上は灰色．兄込みは小ぶりの咆押の

北 ElO I 石積裏込

2 中国殺冑磁 II III. -I 輪は厚く、色胃は濃U色．外面は厚みのある縞連弁
北 FIO I 撹乱

文．

3 中国西冑磁 II v-1 5. 4 外旺おそらく蛇の11.外面は片彫りの連弁文． 北 FIO I 撹乱

＇ ＇ 
輪は内外に揖り．厚く本来は良好だと思われるが、風

4 中国産青磁 大顧 化ししくは被熱のため色調が純い．大瓶胴郎．外面は 北 FIO I 撹乱
縞連弁文．

5 中国殺胄磁 盤 高台
外底蛇のEl.輪”く、胎土共に精良．凡込みは片彫り

北 F 10 I 慣乱
による伎状の文該．

貨r灰色．歓質．外面下＃露胎き痕、。見込み輪はぎ ・

|北
n 中国返白靡 帆 濯達n・ 4.5, 互?J字印花文 ・重ね焼 外底切り離し、痕あ F.11 

＇ 
揖乱

り．

7 中国産青花 盤 元様式
器面の釉が荒れており被熱の可能性．外面宝相蘇f/f瓜

北 Ell I 撹乱
文？内面牡丹唐庄文．

8 中国穫冑花 蝙
明

外面言文、牡丹唐紅文．内iii匹方鴫文． 北 F 11 I 撹乱
(1-2) 

， 中国殺腎花 燐 清（ほ達） 13. 0 軸灰色．呉須聾色不良． 北 EIO I 撹乱

10 中国税色絵 椀 清（砲化）
外面に緑 ・赤色で着色．円文におそらく「寿J字を描

北 F!O I 撹乱
＜． 

II 中国産冑花 碗 ill C飽化） 9. 7 輪冑白色、光沢:ff.外面梵字文． 1北 FIO I 撹乱

12 中国液冑花 嗣 清（褐建） 14. 4 
輪冑白色、口U端節褐色（鉄鯖） ．外面文ほダミるが

北 FIO I 撹乱
不明．

13 中因陛冑花 瓢~ 情（飽化） 輪 青白色呉須淡い． 北 FIO I 撹乱

14 中国苑宵花 碗 消（飽化） 7.0 輪冑白色、光沢有．外面下績格干文． 北 F 11 I 撹乱

15 
沖縄税

嗣 A 13.8 
外面胴郎～内iii嗣部に鉄軸を崖輪.W; 土は飩泳褐色．

北 F II I 撹乱
施釉閾儲 高台際を水平に削る．

沖縄産施輪
外面霰茄～内面m郡に鉄釉を編紅畳付にアルミナを ＇ 

16 
閾四

嗣 B-1 6.2 塗布．内内底に溶着痕（器物か）あり．飴上は浅黄橙 北 FIO I 攪乱
色． 底に鉄絵で圏線＋丸文．

17 
沖縄産施輪

硫 B-2 5.9 
外面鉄精 ・内面灰輪をllt11分け後、内底を蛇の日状に

北 FIO I 撹乱
綱器 輪剥ぎし、畳付にアルミナを塗布．胎土は鈍貨橙色．

沖縄産鮨軸 全体に白化粧＋透線明彫輪を箪軸後、口行郎～内面口紘部
18 

閾蒻
碗 D 10.0 

一 一
を釉絹ざ．外面に り＋呉須で巌文．船J_は褐灰 北 FIO I 撹乱

色．
•— I I -

19 
沖縄澄緬輪

嗣

゜
6. 2 

全面に白化粧十透剛輪を箪輪後、畳付を雑剥ぎ．鮎七
北 FIO I 撹乱

隕器 は橙色．外面に線彫り＋只須十飴釉で誕文．

沖縄産施軸
全面に白化粧十透明輪を箪輪後、内底は蛇の日状、外

20 JIii A-! 12.3 5.5 4.1 底は畳付成形峙に着輪．剥舶ぎ．土畳は純付にアルミナを塗布．内 北 Fil I 撹乱
輝殻

底にアルミナが付 黄ロ色

一
I 

全面に臼化粧峙＋透に明輪を崖釉後、内底は蛇のEl状、外

21 
沖縄敬施軸

Ill A-2 5.8 底は畳付成形 軸剥内ぎ．底畳に陰付にアルミナを籟布は．浅内 北 FIO I 撹乱
閾器 底にアルミナが付着． 圏綿数条．舶土 沢

色

22 
沖縄産鮨軸

火駁 A 9.1 全面に臼化粧を鯰した後貨橙、透色・明軸を外面に、紐軸をロ
北 FIO I 撹乱

隕器 行部に嵐軸，胎土は鍼

全面に白化粧＋透明輪を蘊軸後．内底は蛇の日状、外

23 
沖縄産緬軸

小碗 B-1 3. 6 底は畳I寸成形峙に輪剥ぎ．畳I寸にアルミナ亀を甑甲布．内
北 FIO I 撹乱

隋認 底にアルミナがわずかに付着橙。色外iii全体に 繋状の
面取りを編す．狛上は浅黄

沖縄程鮨軸
外面に白化粧を鰯した後．透明軸を高台外面まで崖

2ヽI
隕醤

沿注 A 6.6 輪．畳付にアルミナがわずかに付着．舶土は鈍黄阻 北 F 11 I 表土

色．
I ー.... 一 ヒ—

25 沖縄冑徴醤施軸 鍾 B 5.6 外面に鉄輪鈍を崖貨輪匝．色．撮上面（畳付）にアルミナを塗
布．馳上は

北 FIO I 撹乱

26 
沖縄陛施輪

蘊 C 15 0 13. I 
全面に灰輪を篇輪後、庇端部～袴外iiiを輪剥ぎ．船上

北 F II I 撹乱
躙器 は灰白色．

沖縄畜
蒻面は橙色．舶土は橙色で白色位 ・赤褐色拉 ・雲母を

27 
慧釉閾器

碗 B 9. 2 少量含む．高台は貼付後に削り出し．陶質土器の可能 北 Fil I 撹乱

性あり．

28 
沖縄西

彊 B 9.8 
焼成良好で耐面に自然輪か（醤面は灰褐色） ．桑地は

北 FIO I 撹乱
慧釉陶器 褐色で白色位を含む．口緑部は内側折り返しか．

慧沖軸縄閾西器

焼明成赤只好で器面は外面灰褐色 ・内面剛赤褐色．胎土は
29 鉢 B 23. 0 褐色で白色位を少量含むに.陰au線部は外傭折り曲げ 北 FIO I 撹乱

後に内聞折り返し."上面 Ill l条．
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第 24表 淑順門西地区陶磁器 ・各種製品等観察表 (2)

遺物
種類

繕形 ・
分類

口径 底径 彗高
観察事項 地区 グリッド 層 謂査時土層No 大分類 （長輪） （短輪） （厚さ）

沖縄殺 内径
外面に泥輪か（訟iiiは外iii灰褐色 ・内iii明赤褐色） . I 

30 撫釉隕器 蓋 24.3 胎上は明r赤氾色で白色泣 ・赤褐色粒 ．，黒色粒を含む． 北 F II I 撹乱
内面に 大正十年・・、昭和十一年IA・・Jの甍嘗

31 綱質土器 蒼 8 9. 0 6. 2 
器面は橙色飴土は橙色で雲母 ・白色泣 ・赤褐色位を

北 r-10 I 撹乱
多く含む．嚢甲に陰Ill線？を 1条巡らすが不明瞭．

32 綱費J:扮 量 A 
撮み径 駿色は阻色．舶土は橙色で雲母や赤氾色位を含む．嵩

北 Fil I 撹乱
6. 4 台は貼H後に内例りを削り畳付を水平に切る．

33 綱質J:器 上原 A 認色は坦色に．煤船が土は橙色で白色粒や赤褐色粒を少量含
む．注口 付着．

北 FIO I 撹乱

醤色は鈍複色・ 鮎土は鍼橙色で臼色泣 ・赤褐色拉 ・霊
34 鋼質上器 火炉 A 限を含む内．i外面に自土で虜練を数条巡らすが刹轄が苔 北 FIO I 撹乱

しい 面口U郎に受郎を貼/,t・
ー・ 一l

＇ 

35 隕質上器 火炉 A (15. 4) 
認面は鈍貨多祖く含色む．胎上は鈍黄橙色で雲着母．・白色粒 ・赤
褐色拉を 外面全体に煤が付 口紐部は外 北 FIi I 撹乱

憾1こ折り曲げて肥厚させ嵐内面に受郎を貼H.

36 潟質土器 鍋 A 10. 7 
蒻面は鈍恨色胎土は鰭橙色で霊母 ・，白色拉 ・赤褐色
拉を含む．丙面に煤が簿く付着．

北 F 11 I 撹乱

認面は鈍橙色．胎J:は橙色で雲母 ・白色粒 ・赤褐色粒
37 隕質土器 火炉 A 14 0 を煤多く含む． 口紐郎は外傭に折り曲げて肥厚か．内面 北 FIO I 撹乱

にが付着．

器色は橙面色l鮎上は橙色で霊母 ・白色拉 ・赤褐色位を
38 閾質J:器 鉢 A 22.6 含む可．能外 こ陰1111線 l条十 7本櫛の波状文．需釉庫器 北 Fil I 撹乱

の 性あり．

39 青銅製品 金物 覆輪 21.6 0. 5 0.1 
上部の長さが長く切込みがやや深いことから、 fi1庇の

北 F II I 撹乱
覆輪とかんがえられる• 17. I g 

40 青銅金製品
（鍍）

立物 三鍬形台 6. 4 4. I 0.1 
合橘樹文が範文され、魚々子(I一以下）は柑く打たれ切り
いが多い• 15. I g 北 EIO I 撹乱

41 銭貨 景祐「元』 r賓J 0. 14 
孔径0.92c-. 稟書と思われる．背の外紐はやや不明

北 FIO I 撹乱
醸 2.Og 

42 銭貨 寛永通賣 外2.32 内I.91 0 II 孔径0.7貶.. ffi寛永．背の外紐はやや不明改.I. 91; 北 FIO I 撹乱

43 竹製品
債

プラシ 一
4. 05+ 1.2 0.6 麗量I.Sg.破片．全面研磨。プラシ祁の小孔4列． 北 FIO I 撹＆

44 石製品 石球 3. 6 3. 4 1.6+ 重痕量よ2り6.新◄ gし.し径3一の敲tr痕砂が岩全面に残る．一端に敲tr 北
ヽ悧れがあり． （ニーピヌフニ）．

Ell 

＇ 
慣乱

45 中囚殺冑磁 嗣 V-2 16.1 輪なは花貫入多い．外面は片彫りによる雷文、連弁文．内
面文． 北 Fil北 JV-I 貨渇色上

46 中国崖冑磁 嗣 V-1 6.0 
外底蛇の目．輪はガラス費、貫入多い．見込みは型押

北 F 11 IV-I 黄褐色上
の花芯文．

ー，

47 中国税青磁 繭 VI-l 5.1 
高台内途巾まで篇釉． 外底は赤色願mt~. 内面から

北 FIi IV-I 黄褐色土
糾離し亀円羹状にした可能性

48 中囚程冑磁 婉 VJ-0 4.8 軸は高台途中まで掛るが、風化のためか色躙失くす． 北 F 11 IV-1 褐色土

I ーi I >-

49 中因衰青磁 碗 v-1 6.4 
外底蛇の日．輪はガラス質だが、胎上共に情良．外面

北 F II北 IV-I 渇色上はおそらく剣先連弁文．

50 中囚殺冑磁 碗 JV-0 5.0 外庇撫輪、畳H外傾◆輪は濤く、ガラス質． 北 Fil北 JV-I 渇色土

61 中国種青磁 嗣 IV-0 軸は濤＜．舶土は灰臼色外面はロクロ H順l'i. 北 F II南 IV-1 渇色上

52 中国産青磁 盤 高台 8.2 
輪は外底途中まで損り．見重込ねみ焼はき型痕押あでりお． 内面は幅
1.5心の連弁状の凹み． そらく花芯 北 F II北 IV-I 黄褐色土

文．

53 中国西冑磁 盤 B 輪はガラス費、胎士は灰白色内面1が連弁状の凹み． 北 Fllfff IV-I 褐色．上

＇ 
ト―

邸 中国産白磁 繭 福建C3 灰色．硬賞． 口紐端郎やや太めで外反が弱い． 北 F II北 IV-I 褐色土

55 中国怪冑花 磁
明

14. 3 呉須鳩にじむ大．き外面やや簡略化した牡丹1/f"Ji.文、内面四 北 Fil IV-I 貨褐色士(I -I) カ 文． く外反・

56 中国所惰花 嗣 明 光沢有．外面如意頭文． 北 Fil IV-I 貨渇色土
(RO) 

57 中国殺青花 磁
明 貫入あり．外iii唐虹文、内iii牡丹店"J.t文？ 北 F II南 IV-I 褐色土(I -l) 

58 中国種青花 馘
明 呉須やや亮色不良．内面雹文．大きく外反する． 北 F II北 JV-I 褐色土

(I -I) 

59 中国産膏花 箪
明 内外面宝相鱗唐“文。おそらく外販する． 北 F 11 IV-I 0-20 (I -1) 

60 中因疫冑花 碗
明 光沢有．外面波涛文、ラマ式蓮弁文．おそらく外反す

北 F II北 IV-I 貨渇色土(I -I) る．
I I 

61 中国程冑花 盤 明 柘笥底畳付釉はぎ． 北 Fil IV-I 0-20 
（景砲鎮）
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第 25表 淑順門西地区陶磁器 ・各種製品等観察表 (3)

遺物
種類

器影・
分類

口径 底径 器寓
観察事項 地区グリッド 層 謂査時土層

N9. 大分傾 （長輪） （逗軸） （厚さ）

62 
中囚殺

天n 胎上灰白色◆輪は黒色と渇色。 北 FIi隋 IV-I 褐色上
黒釉虞器

63 
中国所

壷 5 16.1 
胎土褐仄色．白色泣少量含む．柚は9青オリ 、プ色．底

北 Fil IV-I 褐色:L•貴褐色
褐釉閾器 部．耐火土2ヶ所． 上+0・20

64 
中囚疫

壷 胎土灰白露色．胎臼色粒少量含む餃．状突輪灰帯オリープ色付1内面 北 F II膚 IV-l 褐色上
褐釉閾器 部分的に ．胴部上位に 文を貼り t. 

鮎上： ＂良．赤焼成：良好．色躙： （断ilii)灰赤色、

65 
クイ産 l!!l耳壷

吋 ttぅィ
18.6 （内面）灰 、色．白混入物：微繍な褐色位とやや大きめ

北 IF ll~t I IV-l 褐色土黒褐釉隕器 窯 の褐色粒が主 色粒はわずかに見られる．釉：瓜褐
色

クイ飛 吋窯けうイ
胎土：精良．焼成： R好．色調： （断面）灰赤色、

66 黙褐饒閾醤
匹耳畳 （内面J灰赤紬色．況人物：微綱な褐色位とやや大きめ 北 Fil IV-l 貨褐色上

のが晃色泣 ：黒褐色．

胎士：精良．焼泣色成・：良好．色潤： （断赤（糧面褐1）)色灰泣オ赤色、
F II北 IIV-1 67 

クイ産
四耳壷

吋ャtぅィ （微内iii)な灰赤 混入物：褐色泣 ． が主、プ他
北 貨褐色土黙褐釉躙器 窯 に 白色 白い帯状のもの． リー昂

色

胎混よ土入り貨物：相灰：い．焼内成：ムラがある色白．.し色鯛：)物〔断iii)外面
68 

クイ歴
四耳壷 けA（］l類イ窯 色. iliiより浅泣貨攪・ （内面 浅質．貿橙釉色． 北 Fil IV-I 貨掲色土黒晃釉閾器 赤褐色泣 ・白色 搭ヽ状の ：オ

リープ黒．

クイ澄 鮎土 ．土認質灰．臼焼成：良物好．：色躙色：拉（断が主面）、 灰白色
69 黒褐紬閾器 四耳壷 疫地不明 13.8 〔内外面） 色．混入 赤褐 他に赤色 北 Fil IV-l 0-20 

位 ・白色粒．紬：にぶい貨褐色． I I 

胎土混よ：入やりや物渇灰＂：赤色良 。色、焼内成面 ： ムラが橙徴あ繍色る．な色DI: [断面災）橙 I 
黒褐クイ紬殺閾醤

”ム1イ窯
外面 より浅黄 （内iii)浅

70 四耳壷 u類 17.8 重色下）に 位 ・黒色粒 ・ 白色11'l.外面軸； 二 北 FIi IV-l 褐色土
塗黄布褐．色。（口紐付近）曙オリープ褐色（ 口紘

クイ疫 Jtム／イ窯 胎土：精］も灰良の．褐・微焼色．成編 ：良好．色躙：色（断面J赤灰色．
北 IF II南 1IV-1 71 

焦褐輌胄醤
四耳壷 l煩 〔内iii 混入物：＂赤褐拉が主• 他に白い 褐色土

帯状の なが色泣．輪：オリープ黒色

胎土 ・観い・．断焼成：良好近．l色●： ［断面芯部）灰色、 貨褐色土♦72 クイ産土器 直 12. 4 控定3.35 〔内外面 面璧面付 にぶい橙色．混入物：赤色 北 Fil IV-l 
掲色土位 ・晟色位 ・微繹な褐色II¥:.

73 閾質土器 返 A 10.2 
岱色は鈍黄橙色．胎土は鍼黄橙色で雲母や白色位を含

北 FIi IV-l 黄褐色土
む．

＂ 
グスク上蒻 壺 IIA 11. 5 俎面頸］鈍壼貨団胎色上．：躙砂整泥：質慣①ナ．デ混で入指物頭：痕多残量存・． 色鵬： （内外 北 Fil IV-l 褐色上

75 ＊銅製品 金物 籍磨 10. 8 0.8 0.1 
花先形． 品（径5-長さ6~5-) は8つ残fi. し．裏I~つぷ

北 FIii帽 IV-l 貨褐色土
してかしめる.8. 5g 

青銅宍品 唐“子文．（猪の目（長6-幅8ミリ）が大きく、規則的に
76 金物 八双金物 3.0 1.7 0. I 魚々 , .. )を打ち、切り合いも少ない・編の孔は後 北 Fil IV-l 汝褐色土（鍍金）

に穿孔されたしのと思われる.2.1 g 

＇ 
77 鉄製品 小札 四日？ 4,0 2, 2 

0.15-
孔径3• 3,6g; 北 F II南 IV-l 貨褐色土

0.1 
トー

78 鉄製品 小tL 平,1ヽ札 3.0 1.8 0. 15 上から5つは孔径4一他は3-.3.6g 北 F II北 IV-l 貨褐色土

79 鉄製品 小~L 3. I I. 9 0. 15 s字状に変形．孔径4.... 3.9g 北 F II北 IV-I 貨褐色土

80 冑銅製品 金物 覆輪 10.8 0.6 0.1 鼻は欠損．やや大きく、 T寧なっくり.8. Jg 北 Fili# IV-I 貨褐色士

81 鉄製品 m冑
不明 3.2 I. 4 0.1 

濤＜綱長い板状のものが、 3枚重なる.82と同一鱈体と
北 Fil IV-I 黄褐色土類？ 息われる,2. 9 g 

82 鉄製品
甲冑

不明 3.5 0. 6 0.1 
薄く綱長い板状のものが、 2枚重なるか.81と同一饂体

北 Fl! IV-1 黄褐色土
類？ と思われる• l. Og 

83 鉄製品 釘 11li 3.2 0. 8 0. 5 
頸が広がり、やや直角に折れ曲がる．ややナナメカ向

北 FIi IV-l 茨褐色土の木目の木片が付着.2. 9 g 

84 鉄製品 鍋 28. 6 5.8 胴部が外反し、口紐が肥厚する• 99. 0 g 北 F II北 IV-I 黄褐色土

85 銭貨 「J 「J元賣？ 外2.45 内）. 96 0. 15 孔径0.75ca. 『元J の字以外、不明瞭• 4. 1 g 北 Fil北 IV-I 褐色土

86 銭貨 元 「tかり賣 「通』 外2.51 内2.08 0. 12 孔径0.87c-.育の外紐がやや太い• 2. Og 北 Fil IV-1 貨褐色上

87 銭貨 （煕J寧元「賣』 外2.45 内2.0!J 0. 17 孔径0.8む..背の外nは太いが。不明諏,2.8g 北 Fil IV-I 貨褐色土

88 銭貨 中日銭 外2.•5 
0. 11(1枚） 孔径0.Sica. 、被4熱枚の溶可着能．元などの文字も見える．全体的 北 Fll IV-I 褐色上0.63(4t女） に変形し 性あり• 12. lg(4枚）

89 銭貨 慧文銭 外2.00 0.08 孔径0.む..孔形はやや円形.1.2g 北 FIi膚 IV-l 褐色土

90 銭貨 r」 り 通り 0.13 豪書の頃Jと思われる.O,Sg 北 F Ill絹 不明 不明
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第 26表 淑順門西地区陶磁器 ・各種製品等観察表 (4)

遺物
種類

暑影・
分類

口径 慮径 暑寓
＂霞畢項 地区 グリ ッド 層 謂董峙土層No. 大分類 （長輪） （短輪） （厚さ）

91 骨製品 弧状 7. 7 1.6 I. I 13. 5g. 弧状~ 全面T寧な研店． 北 Fllltl IV-I 褐色J:.

92 骨製品 不明 10. 7• 1.6 
13. S中g.手liii欠損、他面は研JO.嬬郎に伍い擦痕● ウ
シ？ 骨か中足骨． 北 Flllff IV-I 褐色上

93 中国税膏磁 碗 V-2 14. 0 輪はガラス質．外面は縁刻の簡略化した言文． 北 Fll191 IV-2 晶褐色上
（上層）

94 中因蚕行磁 碗 V-2 14.0 
軸はガラス質．納土灰色．外面は繰絹の簡略化した雷

北 r, II南 IV-2 
黒褐色土

文．下に連弁文． （上層）

95 中国南骨磁 籟 ¥/-2 11. 6 
輪Ii,,.く、ガラス質．外面は線剣のT寧な言文と紅花

北 Flllfi IV-2 焦褐色上
文．内面は広文・ （上層）

96 中閃南青磁 碗 V-2・3 6.8 
外底蛇のH.花輪良好．内外面織刻のJ.t花文．凡込み八

北 Flllfi 
IV- 2• 黒Ill色土（上

宝文風の印文． I 層） 4褐色土

輪良妬外面は唐m文風の慣帯文、下方に紅花文．内 1北 IV-2+ 鳥褐色士（上
97 中国痘骨磁 大碗 V-2 20. 4 Fil北 層） •:Iii褐色土

面も虹花文．片彫りは探め． I ＋褐色上

トー —~ トー
98 中国産青磁 磁 V-0 7.8 おそらく外底蛇の日．釉はJ惇＜只好． 北 F 11南 IV-2 !.II褐色土

（上層）

99 中国租冑磁 碗 v-1 
軸は厚く良好．外面は中央に1!!lみをもつ剣先連弁文. I 北

F II南 IV-2 
黒褐色上

内面はは花文？ （上層）

100 中国西育磁 婉 v-1 輪は”く、胎土共に良好．外面はおそらく線刻會l先連
北 FIi隋 JV-2 黒褐色土

弁文． （上層）

101 中国西冑磁 硫 V-1 5.5 外底おそらく蛇のll.釉は簿く、貫入多い． 幅 2c•の
北 F 11北 IV-2 黒褐色士

連弁文． （上層）

102 中国面冑磁 碗 JV-l 輪は簿くガラス質、紐白色．複線による幅 Ic■ の連弁
北 FLL北 JV-2 黒褐色土

文． （間層）

103 中国窟青磁 盤 B 軸は厚く不透明．内面幅3一の連弁状の櫛描文． 北 FIi雨 JV-2 黒褐色上
（上層）

軸11'1-く．胎土共に精凡外面は縞連弁文風に刻みを
黒褐色上

104 中国税青磁 盤 D 28. 0 いれた上に紅花文？内面は2c霞幅の連弁風の凹みを作 北 Fll北 IV-2 
（上層）

り、紅花文．

105 中国産冑磁 盤 E 28. 0 軸は厚く良好． ロクロ日はほとんどない． 北 F II北 JV-2 黒褐色士
（上層）

106 中国窟冑磁 繋 C 34. 7 16.0 8 
外底おそらく蛇の目心高古畳付に砂付瞥．内外ll!Ji彫

北 Fil北
lV-2+ 鳥褐色,..I:(.t 

りのJX,e文． I 層）→貨褐色土

107 中国税青磁 盤 D 20.0 輪は不透明．内面は不鮮明なは花文？ 北 Fllitl IV-2 黒(褐J:.111色)土

洒濱壺） 袴 釉1'11/.く、舶土共に精型凡押外？面は菊花文と「様J巻刻 黒褐色土
108 中国畜冑磁

（蘊 17. 5 
庇28.2 8 6 銘．見込みの彰花文は 濱みは粘土紐を漏き状 北 F II南 IV-2 

（上層）
に巻いたもの．

I⑲ 中国所肯磁 II鉢 14. 3 輪は濤く、内面露舶．摺fl8本/I c-. 1北 Fll北 IV-2 1,¥1褐色土
（上層）

110 中国函白磁 繭 濯建C3 灰色．硬質．口紐鴻郎やや太め． 北 F 11南 IV-2 昂褐色土
（上層）

111 中国奎白磁 鳳 福紐D 3.6 乳臼色外面下半霞胎．硬質．快り高台、見込み日跡 ＇ 北 Fil南 IV-2 品褐色上
3ヶ所． （上層）

112 中国南青花 婉 明 (llD) 外面波涛文、アラペスク文？光沢布． 北 F II膚 IV-2 晶渇色上
（上層）

一トー

113 中国奎育花 碗 明 11. 9 文呉．須がにじむ．光沢イi.外面簡略化した雷文、 f/j/,t
北 Fil南 JV-2 

凩褐色土
(1-2 ?) （上層）

114 中国章舟花 碗 明 14.8 呉須にじむ、光沢布．外面波涛文、内ool!ll方鳩文． 北 Fll IV-2 
1,11褐色上

(I -I) （上層）

115 中国疫青花 瞬
明 外面需文、牡丹庁な文．子房を格子で表現．内面四方

北 F 11隋 IV-2 黒褐色土
(I -2) 鳩文． （上層）

明 光沢有、只「須淡い．外面2唐字紅あ文る？凡能性込．み圏船2条ない 黒褐色土
116 中国南冑花 磁 4. I 水紅文？狂Jの上に 可 ,1ヽ ぶりの底 北 Flllfi IV-2 

(1-2) 
節．

（上層）

明 ＇ 黒渇色土117 中国和冑花 小碗 (1-2) 2.6 外面牡丹唐互文？見込み震線2条内技文？ 北 F 11南 IV-2 
（上層）

118 中国産宵花 鉢
明 見込み花文より 6区繭配し、女珠 ・剣などの宝文を措

北 Fil南 IV-2 
晶褐色上

( I• ll ?) ＜． （上層）

119 
中国資

il 5 15. 6 胎土永灰色．白色拉少量含む．軸は躇オリープ色． 北 Fil剛 IV-2 
思褐色七

褐釉虞器 （上層）

120 渇中釉国”産器 壷 5 18.4 
胎土赤灰色．白色泣少量含む．軸は灰オリープ色．肩

北 Flllfi IV-2 黒褐色土
節耐火土3ヶ所． （上扇）

121 
中国種

壷 5 16.8 
胎上褐灰色．白色拉少量含む。釉は躇オリープ色．底 北

Flli!I 11'-2 
贔褐色上

褐軸鵬器 郎、耐火土 1ヶ所． ＇ （上屠）

122 
中国疫

壷 5 14.2 
胎士褐灰色．白色拉少量含む．軸は暗オリープ色．底

北 FIi剛 l¥'-2 
屈褐色土

褐釉躙器 郎、耐火土2ヶ所． （上層）

123 
中国殺

壷
鮎上灰色色 白色拉多く含む．輪は外面は灰色．内面オ

北 fll剛 IV-2 
黒褐色七

褐紬鰤器 リープ 肩郷に凸線で囲い r関OJスクンブあり （上層）
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第 27表 淑順門西地区陶磁器 ・各種製品等観察表 (5)

!。物 ＼ 種傾 I器形・ 分類
口径

底径 1 111高 観察事項 地区 グリット・1 層 鱈蒼時土層大分類 （長軸） （短輪） （置さ）

ペトナム殺 鮎線入物上（ ： 歓質編ー．なプ灰焼昂色色 ： R好輪．：透）色Ill圏明 : (浙iii攘リ]ー：灰プ（灰内白面色色）・ ） 混 Ill褐色土） 124 
育花

小碗 JO 0 オ：微リ ）泣．（外面 線輪（文オ 濯、 北 Flllfl JV-2 
（上層

は花文（青色）

125 
クイ西

平鉢
胎土：精良．焼成：良好白．色色躙： （断面 ・内外面）灰

北 Fil北 IV-2 黒褐色土

需釉隕悶 色．混入物：褐色拉 ． 粒 ・白い帯状のもの． U:. 層）
I― 

クイ釈 吋ャサイ
胎土：祖い．焼成：良好． 色調： （断面） 褐灰色

黒褐色上
126 !J褐釉陶器

四耳董
窯 （内面）泳黒灰褐色色泣・混人輪物：微編な白色粒と褐色粒が 北 F II膚 IV-2 

（上層）
主.Ii!! に ：瀑色．

一

クイ蛮 クイ打ガイ 鮎土：やや精良．焼成：良物好．：色●：白（断色拉iii)と灰褐赤 黒褐色土127 
黒褐釉閾醤

四耳壷
窯

19. 2 色．（内iliilが灰色．混入 微繹な 色 北 F 11南 tv-2 
（上層）

陀． 綸：オリープ昂色．
I I 

胎土：粗い．焼成：良好． 色躙・（浙面）灰色． ［内

128 
クイ産

四耳壷 産地不明
iii)にぷい赤氾色．混入物．釉多量の白色泣 ・淡色赤．褐色

北 F 11南 JV-2 黒褐色J:
黒褐釉陶器 拉、やや少な日の黒褐色泣． ：問オ一リ饂ー体プ．灰 鱈 （上）

整：内面に慣ナデ．偏身： 129と

＇ 

・士： 糧．粒ブ考灰い．・： .色●色9躙.●と成輪嶋ロ（内●：：面泣謙ム・、ラ員出が、や色いやあ面,翼る少.. な● •m , r瓢●1灰
色、淡 褐色．混入物：量

129 
クイ畜

四耳壷 疫地不明 の白色 目の黒渇色拉軸多 ： 北 Fil附 JV-2 黒褐色土
黒渇釉閾硲

オリー ：内面に回転ヘラ削
（上層）

り．偏

駈土： fflい．焼成：良好近．） 色讀： （断面芯部）貧灰色
黒褐色土

130 タイ程土船 蘊 ［内外面 ・断面唸面付 淡赤褐色．混入物：赤褐色 北 Fllrfi IV-2 
（上層）

拉 ・褐色泣が主、他に白色fi£.
I トー l 一

胎土：やや粗い．皮焼成：艮好．色● ： （断面芯郎）灰
黒褐色土131 クイ孜土器 蘊 13. 8 色（内外ilii)浅 橙色～橙色．混入物：白色拉 ・褐色 北 Fil南 IV-2 
（上層）

粒．

132 
預地

蘊 円形 21. 0 胎上灰色層状に見え痕る．？白色餃等少量ナ含デむ．器面に 北 Flll+f IV-2 黒（褐上層色）上
不明繭岱 はモミガラのような圧 端部のヨコ はT寧．

133 
疫地

蘊 方形
鮎上灰色、屠状に見える．白色粒等少量含む．蟷郎の

北 Fil甫 IV-2 黙褐色J:
不明躙器 ョコナデはT寧． （上層）

131 胄銅製品 立物 鰍形 9. 9 3.8 0.1 全 体的に湾幽店のflt,,)ヽさく不明厭.15.3g 北 Fil南 l¥'-2 
黙褐色土

（上）

135 青銅製品 立物 鍬形 16. I 6.3 0.1 
706よりひと回り大きい．拷の目も大きく明腺．茎孔は

北 f'II雨 IV-2 品渇色土
なくソケット状1:::望し込む• 24. 8g （上層）

136 
青銅製品

金物 八双鋲 I. 2 0.3 
様に刻みを入れるが、意匠は不明．真ん中に孔がある

北 F II沼 N-2 黒褐色土
（鍍金） とおもわれ、飯で固定するものか 0. 7 g (J:: 層）

137 鉄製品 小札 平,,ヽ札 3. 2 2.0 0.1 一番上の孔は4-と大きく、他は紐"-3.5g 北 F 11北 JV-2 黒褐色上
（上）

138 鉄製品 小札 四n 4. 5 1.9 0.2 孔は3一、木片が付着,6. 7g 北 F II北 IV-2 
昂褐色土

（上層）

139 冑銅製品 金物 覆輪 6. 7 0. 4 0.1 
幅の広いほうの編部は打たれてか頭がつぶれている．

北 F 11南 IV-2 
島褐色上

3.3g （上層）

140 鉄製品 鉄鏃 1頑 6, 1 1.5 0.4 羽ほが扇状に広くなる． 基部が1J1諒に分かれる• 9. 2g 北 Flllfi IV-2 黒褐色上
（上層）

141 冑銅製品 刀装具

” 
4. 5 6.5 0.6 

＊瓜形．耳は玉ほ状で快れた綸所に猪の目の透かしを
北 Fil南 IV-2 

凪褐色土

入れる• 42. 6g （上層｝

142 膏銅製品 刀装具 大切羽 4. 2 4.0 0. 25 木瓜形．凹面は1!!1凸が檄しい.13. Sg 北 F II甫 IV-2 黒褐色上

（上層9

113 冑銅製品 刀装具 大切羽 •.55 4.0 0. 25 木瓜形．凹面はやや凹凸している.19.18 北 F II隋 IV-2 黒褐色 l:
（上）

144 冑銅製品 刀装具 大切羽 4. 4 4.0 0.2 木瓜形．全体的にT寧な仕上げ.20.Sg 北 Flllfi IV-2 黒（褐上層色）上

145 冑銅製品 刀牧具 大切羽 4. 7 2.6 0.1 木瓜形．全体的にT寧な仕上げ.4. 3 g 北 f II南 JV-2 黒（褐上層色土） 

146 膏銅製品 刀貨具 大切羽 5. I 4. 9 0.1 木瓜形． 全体的に湾曲している• 6.8g 北 F II南 N-2 
黒褐色上

（上）

147 冑銅製品 刀装具 大切羽 5. I 4.9 0.1 木瓜形．全体的に湾曲している。5.8g 北 I'Iliff IV-2 黒褐色）上
（上層

148 育銅製品 刀装具 大切羽 5. 2 2. 2 0.1 木瓜形．燐郎を折り曲げる．誼快6れ.Sたg箪所に惰のUの透
北 Flllfi IV-2 黒褐色土

かしとおもわれるが、不明 （上層）

149 冑銅製品 刀装具 切羽 3. 25 1.6 0.9 全体的にT寧な仕上げ,19.2g 北 F II南 IV-2 黒褐色上

（上層）

150 育銅製品 刀装具 切羽 3. 4 2. I 0.5 全体的に作りが阻い.12.Sg 北 F 11市 IV-2 黒褐色土
（上層）

151 冑銅製品 刀装具 柄 4. 9 1.5 0. I 
小柄の柄．打たれて成形されたため、表面が凹凸して

北 Fil北 IV-2 
黒褐色土

いる• 7. lg （上層）

152 冑銅製品 刀装具 日釘 1.7 0.6 0.6 一方の頸は打たれたことによりつぷれている.z. 7 g 北 f 11爾 IV-2 
黒褐色上

（上層）

153 冑鋼製品
刀装

El貫？ l.l I. 3 o. 15 隕文． 彫が浅く、不明阪• El貫の可能性あり,0.9g 北 F II南 IV-2 
屈褐色土

具？ （上層）

154 
青銅製品

金物？ 不明 2. 15 0. 7 0.1 
端部に孔が確認できる。三角状の頭に孔があり。鋲が

北 F 11南 JV-2 黙褐色土

（鍍金） 残るのか?O.7 g （上層）
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第 28表 淑順門西地区陶磁器 ・各種製品等観察表 (6)

遺物
種類

器影 ・
分類

口径 底径 器寓
餞察事項 I地区グリッド 層 鵡蒼吟土層

No. 大分類 （長軸） （短輪） （厚さ）

155 鉄製品 Ill+ I 6.0 1.8 I 。.2 11イ『がプ.匹69.0的gで、切っ先でややウなりになる．匹のク 北 IFll北 IV-2 駄褐色上
（上眉）

166 飲製品 刀子 8.1 3.0 0.4 
茎孔Itみられず． ．ゾケット状に着抜されるものとおも

北 FIi北 IV-2 黒褐d土
われる,32.0g （上層）

問状考、上蟷が1111いているが本来は溶侠されていたもの

167 鉄製品 錠前 牝金A 10. 7 1.9 0.1 
と えられる 小aの一端は開C t, う一嬌はその下

北 Fil北 1¥1-2 晶褐Iii色上
中だけ別の鉄．板で溶撞させ富いだ形となっている． （上）
46. 6g 

158 鉄製品 鍵類 柄郎 3. 5 3. I 0.1 7弁の花形の頭で、紐通し穴 (O.7calがあく.5. 3g 北 Fil北 rv-2 贔褐色土
（上層）

159 鉄製品 鍵類 解錠部 6. 7 1.0 0.2 
爪郎の洞端をたたいているが、 一方を強くたたいて幅

北 FIi北 JV-2 昂褐色）土
を広げるため、阿して鱗錠するクイプか7.2 g （上層

綱長い板状で、頭の突起はいさていると思われる.J: 
屈褐色士

160 飲製品 不明 不明 5.0 0.6 0.2~0.1 郎よりやや下に突起が両方につくが、欠損のため不 北 F'II渭 IV-2 
乳 3.0g

（上層）

161 骨銅費品 鰤金具 八双金共 2. 7 1.9 0.1 I入八双形．猪の目は小さく不明鼠 1.5g I北 F lllfi IV-2 
黙褐色上
（上層）

162 冑銅製品 鯵金具 八双金北 s. 7 2.2 0. I 
出）＼双形.2孔あり．飯などで1i'1めるものとおもわれ

北 Fllltf IV-2 
昂褐色土

る• 8. lg （上眉）

1切 青 咲 品 飾金具 鍵陛金比 3. 4 2. I 0.1 
上部は折り曲げて丸くぎを通して．蘊に取り付ける．

北 Fll南 IV-2 
屈褐色J:

F部は欠損か.6. 3g （上層l

祟文八復 蟷郎は三角紐で、突起とコーナ一部分があり、 1邸と同
黒褐色J:164 ”饗品 銅餃？

伝？
3. 4 4. 4 0. 2 -tll体で、その形状 ・厚さより議文八穫と葺えてい 北 Fil虜 IV-2 

（上層）
る.23.3g 

濤籟文八？洟
蟷綿は三角駄で、鍼角の凹みがあり、 164と同一饂体

黒褐色土
165 青銅製品 銅饒？ J. s 6. I o. 2 で、その形状 ・厚さより素文八捜と芍えている,14. 2 北 I'II消 IV-2 

（上層）g 

166 鉄製品 錠前？ 牝金具？ 2. 3 0.8 0.1 
四角い間状で、繍長い板状の突起がつき、欠損してい

北 fl! 北 IV-2 晶褐色土
る．上面と憫面に半円状の孔が空<.9. 7 g （上層）

167 付銅製品 鰤金具 不明 2. I 4.3 0. 4 
花頗形の頭に紐過しの穴があく．＆金具とおもわれ

北 F llllf IV-2 
昂褐色土

る.11.0g （上眉）

168 飲製品 釘 m頸 5. 6 1.4 0.4 
頭を輪状にする．縫ざPrれ鯖のため隋認でさない,6.4 

北g 
Fil IV-2 船（褐上層色）.t: 

169 宮銅製品 鉱 2. 2 0.25 0. I 722同様、足が二又にわかれる．一方は欠損,1.111 北 f'11南 1¥1-2 昂褐色土
（上層）

170 冑銅製品 鋲 2、8 0.3 0.1 
足が二又に分かれ、折り曲げて因定する．一方は欠 I北 F】1南 IV-2 I.II褐色土
Ill. l. 5g （上層）

171 鉄製品 釘 ＂頂 3.8 0.5 0. 3 角釘付．着頭を直角に折り曲げる．クテ方向の木目の木片 北 F II !V-2 黙褐色土
が する.I. 4 g （上層）

172 銭貨 り元 fjd'J」賣 o. 13 孔径o.s1,-. ffがやや不明瞭.I. 5 g 北 F 11南 IV-2 黒褐色士
（上層）

173 銭貨 1l11元「通J賓 外2.51 内2.12 0. 15 孔径0.83c-. 背がやや不明駁.2.、lg | 北 F 11頃 JV-2 昂褐色土
（上層）

174 銭貨 II¥ r」 r」「J 0.12 付着物が溶着する• 0. 7g 北 Fil南 IV-2 黒褐色土
（上眉）

175 銭貨 ＂淳J符通 r賓」 0. 13 孔径0.57c-. 「符」の字が大きく．長い• 2. I g 北 Fil北 IV-2 
黒掲色土
（上層）

176 銭貨 皇？「』「』 r」 0. 14 寡書の「9.Jとおもわれる.0. 7 g 北 Fil膚 IV-2 黙褐色土
（上層）

177 銭貨 !i! fJ r」「J 0. 15 孔径0.54c-. 貨がやや不明殴• I.Og 北 F 11南 IV-2 黒褐色土
（上層）

178 銭貨
至「和J

0. 14 孔径0.55e._寡書と思われる.I. 5 g 北 FIi南 IV-2 
昂渇色土

r通？」 賓 （上Ill)

179 銭貨 元り辿賣 0. 15 孔径0.69c-. 背の外＆は不明既.2.0g 北 Fil廂 IV-2 
瓜褐色 I-
（間層）

180 銭貨 元畳「通』 『賣J 0. 16 守の内郭はやや不明厭.1.9g 北 F 11南 IV-2 黒迅色土
（上層）

181 銭貨
政「和」「通J

0. 10 サピにより不明誼.0. 7 g付着物が溶着する． 北 F 11南 IV-2 黒掲色土
「賣」 （上層）

182 銭貨 紹「』「J賓 0. II 打の外紐は不明It(.字体は豪書と思われる.I. 3g 北 Fil北 IV-2 瓜褐色土
（上層）

183 銭貨
洪「武?J

外2.38 内19.5 0. 15 孔径0.44c-. やや変形し、付着物が溶着する• 4. 4 g 北 Fil隋 IV-2 I.II祀色土
通「賣J （上層）

184 銭貨 ＊楽iili「賓J 0. 12 孔径0.4貶巳字はやや不明誼.I. 7 g 北 F 11北 IV-2 
屈掲色土

（上層）

185 銭貨 ＊楽通賓 外2.54 内20.5 0.12 孔径0.50cり伽-.背 「楽緑J 「賣内J郭はやや不明誼．孔が隈丸方 北 Fil南 JV-2 屈褐色土
形とな に外 ． が不明瞭• 3.4 g （上層）

186 銭貨
元り

0. 19 孔径0.53ell. サピにより不明鼠 2.6g 北 F II It! IV-2 
黒褐色土

「通J 「賓J （上層）

187 銭貨 r」「』通 r賣J 0.08 字 ・ 背ともに不明厭• 0. 4 g 北 F II南 IV-2 黒褐色土
(I: 層）

188 銭貨 「J 「J 「J賓 0. 13 iiiの外紐にやや高さがあり、明陳• I.Og 北 Fil南 IV-2 黙褐色土
（上層）
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第 29表 淑順門西地区陶磁器 ・各種製品等観察表 (7)

遺物
種類 器形. I 口径 底径

暑寓 I 観察事項 地区グリ ッド 層 1111董跨土層No. 大分類 分類 （長軸） （短輪） （庫さ）

1891 銭貨 『J r」「J賣 I 0.16 I孔径o.53c._ r賣」の下に四孔か?.1.2g 北 Fil隋 IV・2 黒（褐上屈~）..I: 

190 銭貨 『J r」「J賣 0. 13 孔径0.52ca, 面の外紐はやや高さがある• 0. 7 g 北 Fil翔 IV-2 黒褐色J:
（上眉）

191 銭貨 『J り「J賣 0.16 孔径0.52c-. 「賣」の上にか孔か?0.9g 北 FI llff N-2 黒褐色上
（上層）

192 銭貨 『J r」「J賣 o. 12 背がやや不町誼.0.8g 北 F II甫 IV-2 黒褐色上
（上層）

193 銭貨 需文銭 2. 38 0.10 孔径0.61c-. iii・背共にケズ／ら 2.4g 北 Fil隋 IV-2 黒褐色上
（上層）

19・1 銭貨 元祐通「賓J 外2.51 内I.93 0. 14 孔径〇.85c-. 寡嘗と思われるが、字が不明瞭.2. I g 北 Flllfi IV-2 黒褐色J:
（上層）

195 銭貨 『J r」「J賣 0.14 孔径0.Sic-. r賣J以外．不明鰊.I. 8 g 北 Fil虜 IV-2 黙掲色土
（上層）

196 銭貨 元「』 r』賣 外2.27 内18.8 0. JO 
孔径0.77ca, 背に外紐 ・内郭がなく．字も不鮮明.I. 6 

北 Fil附 IV-2 黒褐色土
g （上屠）

197 銭貨 烹文銭 2 44 0 05 
孔径0.85c-. 外紐の端邪が立ち上がる．やや変形す

北 F 11南 IV-2 黒褐色土
る• I. I g （上層）

198 銭貨 熊文銭 0. 18 孔径0.83c-. やや厚い． 嬉部がナナメになる• 2. 7 g 北 Fil隋 IV-2 昂（渇上層色）土

199 銭貨 需文銭 I. 33 0.08 孔径0.73ca, 孔形が隅丸方形• o. 5g 北 F II北 IV-2 黒褐色...t 
（上暦）

200 銭貨 焦文銭 2. 11 
0.08(1枚） 孔径0.59c-. I枚溶着.2枚とも熊文銭と思われる．

北 F II北 IV-2 熱褐色上
0. 18(2校）旦 2枚） （上層）

201 銭貨 需文銭 2. 23 0.12 孔径0.75c._孔形が隅丸方形,0.8g 北 Fil北 IV-2 
黙渇色上
（上）

一202 銭貨 熊文銭 Z. &Z o. 18 孔径o.02 ... 孔J1クが不整形• 3.0. 北 FIim rv-2 黒（褐上層色）上

• 一トー

203 銭貨 需文銭 2. 03 0.11 孔径0.66c-. 孔形がm丸方形• I.Sg 北 F II北 JV-2 黒褐色上
（上層）

20-t 銭貨 需文銭 1.98 0,09 孔径0.72ca, 孔形がやや円形• 0.9g 北 F 11北 IV-2 黒褐色上
（上/Iii)

＇ 
205 銭貨 判餃不明 o. 17 字 ・ 背ともに不明諒• O.Sg 北 Fil隋 IV-2 馬褐色J.

（上層）

一206 骨製品 板状 3. 6+ 0.9 0.3 重量0.8g.ー鳩の角を丸める• I面のみ霰形が謹． 北 FIi北 IV-2 黒（褐色t
上爛）

I 

207 中囚産青磁 碗 V-1 14. 5 輪1文厚く良好．外面は幅s.. の編い片彫り連弁文． 北 FIO IV-3 黒（褐下色，J:
層）

208 中国毅青鐵 籟 v-1 12.8 ロ縁外面片彫り の需縞連弁文． 北 F 11北
IV-3 罰褐•色戴.l:鼻(下
• l 層） e.J: 

＇ ＇ ＇ 
外底愚釉だが所々掛り．中央やや突出、畳付水平．軸

黒褐色士209 中国産青磁 硫 J¥'-O 14. 4 5.0 5.8 は薄く不透明．胎顕上灰書．色．残見存込み不鮮明な型押の広花 北 Fil北 IV-3 
（下層）

文．外面ロクロ日 6劉．--
210 中国甚青磁 瀾 IV --0 16. 7 

胎土は灰色外反が渦く。軸 ．胎土は玉様n紘に近
北 F'll酒 IV-3 

昂褐色土

~-・
（下層）

211 中国産舟磁 籟 V-3 15.8 輪Ii~くガラス質．外iiiは不鮮明なラマ式連弁文． 北 Fil北 IV-3 昂褐色上
（下磨）

212 中国産青磁 碗 IV'-0 輪は薄く、胎土灰色．蟷部が丸い玉紐口紐． 北 F 11北 IV-3 
昂褐色土
（下層）

213 中国産青磁 涵 IV. -0 16. 2 
糟l"t.薄く 、胎土灰色で黙色拉含む。端郎が丸い玉緑ロ

北 F'II IV-3 
黙褐色土

緑． （下層）

214 中国産青磁 嗣 IV鼻 -0 14. 6 輪は薄く｀胎土灰色．蟷部が丸い玉紐口紐． 北 F 11 IV-3 黒渇色土
（下層）

215 中国産青磁 嗣 IV'-O 輪は薄く不透明．鮎土灰色．外面が肥”する玉Uロ
北 Fil南 IV-3 黒褐色上

~ （下層）
—一'--

216 中国産青磁 瞬 IV'-0 軸は薄く、胎土灰色．蟷郎が丸い玉様口紐． 北 F 11南 IV-3 昂褐色土
（下層）

217 中国産冑磁 磁 IV. -0 輪は薄く不透明．端郎が丸い王ほ口ほ 北 Fil附 IV-3 黒（褐色土
下層）

218 中囚程青磁 疏 IV. -0 5. 5 外底慧釉、畳付やや外傾・釉は薄い． 北 Fil隋 IV-3 昂渇色土
（下層）

＇ 

219 中国産青磁 躙 IV'-0 4.6 おそらく外底慧籟畳付外傾．凡込み釉はざ． 北 F 11北 rv→ 3 黒褐色土
（下層）

I 

220 中国査青磁 硫 IV-0 5.6 外庭慧釉、 一郎“台外面も． 昼1-t水甲．見込み小ぶり
北 FIO IV-3 黒渇色土

の屯押し花文． （下層）

輪は匁泡痕多あい．り外底熊輪。中央ざ．やや共突に出、畳付外傾｀ 昂渇色、上
221 中国殺冑磁 籟 IV. -O 5.0 重色．ね焼き ．見込み釉は 霞飴部は赤褐 北 I'10 IV-3 

（下層）

222 中国産冑磁 Ill IV-0 輪は薄く ｀胎土灰色，器唸頑い．見込みは凸状圏線◆ 北 FIO IV-3 昂渇色上
（下層）
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第 30表 淑順門西地区陶磁器 ・各種製品等観察表 (8)

遺物
種類

器影・
分傾

口径 患径 喜冨
観窟事項 地区 グリッ ド 層 綱董時土層No. 大分類 （長軸） （短輪） （厚さ）

223 中m痘＊磁 皿 IV, 
7.2 I 外庇は輪かかる．見込み軸はぎ． 北 F 10 !V-3 昂（褐下屈色）J:: 

224 中国粗青磁 盤 A 鮎上は祖色．内面 IC■幅の連弁状の凹み． 北 F 11北 !V-3 黒褐色土
（下層）

225 中国租冑磁 盤 A 鮎上は灰白色．内面は幅3一の凹線がI.Sea間隔で篇
北 Fil北 IV-3 屈褐色上

す． （下層）

226 中国密冑磁 盤 A 鮎土灰色．内iliil e叫ヽの連弁状の[UJl~. 北 Fil北 JV-3 黒褐色上
（下層）

227 中国粗冑磁 嘘 A 25. l 胎上灰色．内面3一幅の連弁状の纏描文． 北 F 11北 IV-3 黒褐色上
（下層）

228 中因南骨磁 盤 碁笥旺 輪は薄く鈍い．内面s.. 幅の連芹状の櫛描文． ， 北 F II北 IV-3 屈褐層色上
（下）

229 中国疫冑磁 盤 E 輪は貫入多い．内面5一幅の連弁状の櫛描文・ 北 FIO IV-3 愚柑色土
（下層）

230 中国南骨磁
洒淘壺

軸は2一と厚い．外面に文様がある酒濱壺の蘊． 北 F II北 IV-3 I.II褐色士
（蓋） （下層）

231 中国畜白磁 碗 湛建C3 16 8 灰色．硬質．口紐端郎やや太め． 北 F 11北 JV-3 黒褐色土
（下層）

232 中因疫白磁 碗 福建C3 17. 2 灰色．外面下半露舶．硬質．口U端郎緯め． 北 F'II JV-3 I.II褐色土
（下層）

233 
中国種

天n 3. 4 
胎土晴灰色．輪は黒色と褐色．外底中央の凹みわず

北 Fll北 IV-3 黒褐色土
は釉躙醤 か． （下層）

234 
中国種

壷 5 14. 2 鮎上灰黄色白色拉少量含む．輪は瞳オリープ色● 北 Fl! 北 IV-3 昂褐色土
褐釉躙器 （下層）

235 
中国種

壷 胎土赤褐色．白色泣少量含む．釉はオリープ褐色． 北 FIi (¥I-3 黒褐色J:
渇軸躙怜

己 ．I -

23G 上製品 王， t. 45 1.3 I 2 2玉.. 3g. 1/;J:側面:泥か質ら．立混孔入(6物X：泣少■)量．.色躙；渇色．重量 北 F II北 JV-S 黒（褐下層色）上

237 土製品 玉 1.3 1.2 0.95 玉• Ill土：泥質．混入物：少量．色胃：渇色．重量：
I. 4g. 外面に成形峙の痕騎．

北 Fil北 IV-3 黒（褐色土
下層）

238 鉄製品 釘 ll碩 10.1 1.3 o. 5 角釘木．片頭と胴郭の区別がない．嗣祁にヨコ方向の木目
北 FIi北 IV-3 黒褐色上

の が付着する.21.5g （下層）

239 鉄製品 釘 1煩 4. 7 0.5 0.4 
角釘．頭が広がり會やや直角に折れ曲がる．中ほどに

北 F 11北 JV-3 黒褐色J.
ヨコ）］向の木目の木片が付着.4. 3 g （下層）

240 青銅製品 鋲 1.6 0.4 0.3 いびつな頭の丸く損ふ． 足が二又に分かれるとおもわれ
北 Fil IV-3 黒褐色土

るが．二つとし欠 I. 8g （下層）

241 骨製品 柄状？ 7. 2 I. 75 I. 2 重量II.7閲g.． ー端を切断し、その反対傭を編くする．
北 FIO IV-3 黒褐色J:

祖めの研 慣位の切り傷多い． （下層）

242 骨製品 突起状 19. 5 重量0.89s. 全面研膚． 北 F II膚 JV-3 
黒褐色J:
（下層）

243 銭貨 洪武通賣（一銭） 外2.12 内16.9 0. 18 孔径0.6な..背の I一銭J はやや不明ぽ• 3. 4 g 北 Fil IV-3 黒褐色土
（下層）

I 

244 銭貨 洪武通賣（二銭） 外3.0-I 内24.0 0. 20 孔径0.89c-. 折 二 銭 面 ・背共に字は不明瓜 7.8g 北 FIO IV-3 黒褐色上
（下層）

245 銭貨 洪武通賣（三銭） 外3.34 内27.4 0. 28 
孔径!.Ok-.当三銭。面は高彫で明諒、背はやや低く

北 FIi附 JV-3 
黒褐色．上

不明餃 12.0g （下層）

246 銭貨
r」 r」元賣？

0. II 孔径0.諒..."'がやや不明誼. I. 7g 北 F II南 IV-3 屈褐色土
r」元「』 賣？ （下層）

247 銭貨 r」 r」元「J 0. 13 字はやや不明諏.0.6g 北 F II北 IV-3 1,¥1褐色t
「Fliil)

248 銭貨 元「」「』「J 0. 12 稟書の r元｝と思われる,0. 7 g 北 F II北 IV-3 黒褐雇色）上
（下

249 銭貨 r』 r」通賣 外2.97 内24.9 0. 17 孔径I.<Hca. 銭文不鮮明.6.0g 北 Fil北 IV-3 黒褐色土） 
（下層

250 銭貨 需文銭 2.02 0.08 孔径〇.60c .. 孔形が中心よりややずれてい• 0. 9g 北 F II消 JV-3 駄褐色土
（下層）

251 銭貨 需文銭 2.35 0. II 
孔径0.6虻..孔形が虞丸方形。大きく変形し、付着物

北 FIi北 IV-3 
屈褐色土

が溶着する.2.0g （下Ill)

252 中国南冑磁 闘 IV-0 15. 8 輪は薄く不透明．胎上は灰色、黒色拉少し含む． 北 ElO J¥1-3' 躇褐色J:

253 中国税胄磁 Iii IV-0 15.2 
精は薄い．胎土は灰色．口紐外iiiに不鮮明な匿糠2

北 EIO JV-3' 暉褐色土
条．

254 中国税胄磁 碗 磁壮窯 15.0 
軸はIf貨緑色で薄く外面上半より内面泉に損る．胎土は

北 EIO lV-3' 
馬褐色土

灰色で息色位を多く含む．いわゆる 州窯系磁ぉ． （下層2)

255 中国西冑磁 碗 v-o 16. 4 軸は厄くガラス質、良妬外反口駄． 北 FIO IV-3' 黒褐色土
（下層2)

256 中国畜冑磁 碗 IV-0 軸は薄く不透明．胎土は灰色． 北 EIO IV-3' 凩褐色士
（下層2)

257 中日亮冑磁 碗 IV'-O 6.4 
外底需輪、畳付水平．見込み輪はぎ、重ね焼き痕あ

北 F 11南 IV-3' 1&渇色土
り．共に露鮎郎赤褐色．
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第 31表 淑順門西地区陶磁器 ・各種製品等観察表 (9)

遺物
種碩

暑形 ・
分類

口径 底径 覆高
＂察事項 地区 グリ ッド 層 謂査時エ層No 大分類 （長軸） （短輪） （置さ）

258 中国殺冑磁 碗 IV-0 5.8 
外底撫釉、中央やや突出、畳付水平.jl込み大きめの
型押による花文．

北 Fil惰 IV-3' 靖褐色土

259 中国殺青磁 ll IV-I 13.3 輪は付樟色．厚くガラス質．外面線彫り連弁文． 北 FIi北 J¥'-3. 暗褐色上

260 中国潅胄磁 II rv-o 12.8 釉は瀑く、胎土灰色．外反口0. 北 EIO IV-3' If褐色上

261 中国産青磁 Ill v-o 11.6 6. 4 3.S おそらく外底蛇の目．軸tが厚く 、ガラス質で良好． 北 F II甫 IV-3' 9青褐色土

262 中国産青磁 盤 高台 12.0 おそらく外底蛇の目．釉はガラス質で光沢布．内面幅
北 FIO IV-3' •fl褐色土

I c瓢程度の連弁状の櫛撞文．

2鉛 中国瑾青磁 袋物 輪厚2-で良好．外面算木状の文様． 北 f'II北
JV-3 睛褐色土t贔褐
'+3 色上 (T層）

2臼 中国産白磁 婉 福建C3 灰白色．硬質．光沢強い．口紐の外反が強い． 北 FIO IV-3' 黒褐色上
（下層2)

265 中国産白磁 鍼 福l!C3 
灰白色．外面下半露胎．硬質．見込み繹緯の紅花文

北 F'IO IV-3' 黒褐色土
か． （下層2)

266 
中口密

覺 馳上赤褐色白色拉少量含む．讀オリープ也色．損
北 FIi隋 rv-3・ 野褐色J:

渇釉繭悶 耳．
ー ト

267 
中国章

天目
駈土..灰色・輪は黒色と褐色．口紐端部渇色（鉄

北 FIO IV-3. 黒褐色土
屈釉閾器 鯖？） ． （下層2)

268 
中因蛮

天a 胎土浅貝色。輪は褐色、外面下半露胎． 北 Fil膚 IV-3' ＂褐色土黒釉庫器

吋＇”｛窯
飴上：精物良．焼白成：良好黒．色色調： （断面 ・内面）灰褐

269 
クイ畜 小壷か

かス9:rt•-, 色色．． 混入 ： 色拉 ． 拉 ．微繹な氾色拉偏・考釉：黒 北 FIO IV-3' ＂褐色土黒釉躙器 小瓶
窯

釉：淡黄色．躙整：内面にロクロ 9. : 外iii

に明厭な稜をもつ．
ト―

270 グスクjご鯰 壼 JJA 
頸郎片色．r胎土：泥色.質②.．霰混入物：少寧量．な色躙： （「外面］l 
鱗慢 内面l慢 ：「外iiilT 頃ナデ内而 北 EIO 1v-3・ 9行褐色J:
慣ナデ ・ミガキ．

271 銭貨 f開？」元通賣 外2.41 内2.14 o. 13 
孔径0.8釦巳字 ・背の外紐が不明腺やや変形する．

北 EIO IV-3' If褐色土
2.9g ... 

272 銭貨 「J和 [jmJ賣 0. 14 サピのため字は不明訳付着物が溶着する.I. 7 g 北 FIO IV-3會 ＂褐色土

273 銭貨 焦文銭 1.90 0.13 孔径〇.65c-. 孔形が隅丸方形• 0. 7 g 北 F 11111' JV-3' 鰭褐色上

274 銭貨 洪武通賣（一銭） 外20.6 内I.65 0.19 
孔径0.68<:-. f;.J」の右上がマではなく0のように見

北 FIO IV-3. 昂褐色土
える.3. 5 g （下層2)

275 鉄製品 刀子 3.9 0.9 0.2 小刀のクイプか.2.4 g 北 FIO IV-3' ＂褐色土
I 

276 骨製品 芹？ 推定15.5 1.35 0.2 
4. SI 憤g.． 褐色．非常にT寧な全面研訊わずかに弓な
り． 斜位の際痕．骨密度が高い． 北 FIO JV-3' 暗褐色上

277 中図極冑磁 耐 D 16.5 釉はガラス質．外面縞連弁文． 北 ElO IV-4 ＇’褐色 J:
（下層3)

278 中国樫冑磁 碗 a IS. 9 輪はガラス質で比較的良好．外面縞連弁文． 北 F 11北 IV-4 If褐色土
（下層）

279 中国殺青磁 嗣 IV-0 15.8 
輪は薄くガラス質でかなり光沢がある．外面のロクロ

北 F】1北 IV-4 
籍褐色土

日が戴著． （下層）

IV-4+ 噌褐色土 （下
280 中国産冑磁 嗣 IV-0 輪はガラス質で貫入多い．外面ロクロB顕盲． 北 Fil 3. 層）＂睛 褐色珊

況土

一

一281 中囚瑾舟磁 嗣 IV-0 輪は褐くガラス質、口樟嬬部はやや厄い．外面のロク
北 Fil北 IV-4 研褐色上

ロ日が順著． （下層）

282 中国褻州磁 編 l¥'-0 6.3 外底慧ば輪『で畳付水平あ．り韓は薄い．見込みは型押しの花 北 F II北 IV-4 ＂褐色上
文で 」の刻印 ． （下層2)

283 中国産背磁 鳳 IV'-O 12. 4 軸はガラス質．良好．外面はロクロ 9顕蒼． 北 F II南 JV-4 
賞島色プロッ
ク111.じり隋褐
色土

284 中国度情磁 Ill IV. -0 12. I 輪は厚くガラス質、良好． | 北 F II北 JV-4 ＂褐色上
（下層）

285 中国所冑磁 Ill IV-0 7. 4 輪は湯くガラス質．ゃゃ沢めの杯形と思われる． 北 EIO lV-4 籍褐色土
（下層3)

口紐外面は段状に肥厚．おそらく外底蛇の日．内面5 F 11北+ IV-4 + 蹄褐色士（下
286 中国産冑磁 盤 E 27. 4 16 5 15 北 眉）”＇褐色 興一幅の連弁状の櫛鳩文． F 11 3 -

混土

-~-~ 
287 中国西冑磁 盤 A 24. 2 

輪は鈍く不透明、鮎..tl"l掲色でやや飲質．内面は幅2
北 F II北 JV-4 鯖渇色上

..の連弁状の櫛鵜文｀先爆不揃い． （下層）

288 中(lli1/I冑磁 呑炉 JV 12. 8 
輪は青駄色で厚く、ガラス質で光沢あり．鮎士共に＂

北 Fil北 JV-4 睛褐色上

且． （下層）

289 中国疫白磁 鍼 福遠C3 19.3 俎黄橙色外面下半露胎．歓質．貫入多い． 口紘の外反
北 F II北 IV-4 ＇『褐色上

し‘• （下層）

290 中国程白磁 碗 厖遠C3 緑白 色 頚 質．光沢強い．口紘の外反短い． I北 F II北 JV-4 藉褐色上
（下層）
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第 32表 淑順門西地区陶磁器 ・各種製品等観察表 (10)

遺物
種類

器影 ・
分類

口径 底径 器寓
＂繋事項 地区 グリ ッド 層 謂董峙土層No. 大分類 （長輪） （短輪） （厚さ）

291 中国痘白磁 碗 濯達C3 16. 6 付白色◆光沢養い．硬質．外面の1!!1線明餃． 北 E!O IV-4 岬褐色J::
（下層3)

292 中国産白磁 婉 濯建C3 青白色・外面下ヤ霞胎．硬質．内面圏練太い． 北 E!O !V--1 鰭褐色土
（下層3)

293 中国租白磁 婉 福這C3
灰白色◆外面下半露鮎．硬質．見込み11!線内繹線のが

北 Flt北 IV-4 
暗褐色土

花文． （下層）

294 中国密白磁 潤 濯遠C3 17. 3 短貨白色外面下線＊や露舶や．太軟質．貫入多い． 口紐の外反 1 北
ぃ．見込み躙 い．

r, II北 JV-4 岬褐層色上
（下）

295 中国疫白磁 蝙 福追C2 5.8 灰白色◆硬質．外面下半露胎．かんな削り痕明陳・輪
北 Fll北 IV-4 暉褐色土

高台、畳付及び外際水平．外底ヘラケズリ明II(. （下層2)

296 中国粗白磁 碗 景徳鎮B
乳白色◆硬質．光沢強い．内面園線の下に蓮弁状の凹

北 EIO IV-4 瞳褐色土
み． （下層3)

297 
中国疫

天l'I 胎土灰色軸は黒色． 北 FIO IV-4 鰭褐色土
!.II釉虞器 （下層3)

I - ドー

舶士：精良色．焼内底成：良灰好．褐色闘塁：〔外（底断t面）） にぷい赤褐
298 

クイ湮
四耳葦 産地不明 色 ・灰白 （ 面） 色． 面 黒褐か色.日Ill. 

北 EIO IV--1 籍褐色土
黒褐輪膚器 入物：陪赤褐色色・白色拉：外軸； 面しァ．泥軸 然 （下層3)

輯 極 晴 赤 褐 躙監 底面1回 ナ

299 n屈 甕 I 
甕◆納t:泥費．況入物：少量．色讀'(外面］鈍褐色

北 Fil北 IV-4 ＂褐色土
後期 t器 （内iii)鍵橙色躙霰：慣ナデで11l頭痕残仔． （下層2)

顆郷片色．［内舶面土］：，泥質色②．．躙況人物：多量．色調：［外面］ 貿褐色プ鍵黄 飩橙 霰：エ具による慣 ・斜めナデ
300 グスク±器 壼 IJA 

（幅O.Scm) l外面J祖く指頭痕残存l内面j丁凧外而 ・ 北
Fllli! IV-1 ＂ック混じ

に煤
り晴褐色上

I 

長頸色査［内．胎土：泥質色後②．、．調ナ況整デ入：潤物（外し：面［内多J量工．具色調：縦［外・面慣J I 鰭褐色土橙 による
301 グスク士器 壺 DA 15. 0 ケズリ面（幅］鈍l.4質c■橙) 面］上中はT寧Ii慣 北 FIi北 IV-4 

（下層2)
ナデ、下半は11lい慣ナデで指頭痕残存．

302 グスク土器 壺 n B 頸部片［内．胎土：泥質色．． 混入物 ・少量面。慣色調：（外面］飩 北 Fil IV-4 藉褐色土
橙色面］飩貨橙 調整：内外 ナデ． （下層）

胴郎片デ［内．、胎土；泥質色ケ。ズ混入物［；外少面量1．上色＂：［外面］飩
橙色 iii]鈍貨橙 調整： 半はエ具による

贈（褐色上303 グスク土器 壺 OB 胴径25.7 慣ナ 下半は慣 リ（幅0.8~1.2cll)[内面）上半 北 Fll北 IV-4 
は慣ナデ、 T半はエAによる慣ケズリ（幅0.む.. ) . 外

下層2)

面は一部変色．

胴郎片デ（内．［胎土：泥質．混入物（：外少面量J．エ色調：（外面）鍼
橙色 面 貿橙色．調整： 具による縦 ・斜 ＂褐色土304 グスク土器 壺 II B めナ 内1面鈍］工具による慣ケズリ後に縦ケズリ（幅 北 FIi北 IV-4 

（下層2)
I. む■) 外面一郎変色・ 内面に煤．

底郎片．胎土；泥質混入物；少量．色Ill:C外面］灰
晴褐色上

305 グスク土器 壺 n a 貨デ．色外（内面面煤］鈍付貿着．橙色．躙整：内外面ともにT寧なナ 北 F 11 !V-4 
（下層）

底部色デ．片（内．煤iii胎H]土：泥質②．混入物：多量ナ．デ色躙：［外iii］] 鰭褐色上
306 グスク土認 壺 llA 橙ナ 鈍着．田色調整：［外面］縦 ［内面 ・庇面 北 EIO IV-4 

（下層3)

' -
307 .t製品 玉 1.2 I.I 1.25 玉．鮎土：泥か質ら．穿混入物：3-少)量．.色躙：渇色．重I: 北 FIO IV-4 籍褐色上

I. 6g. 阿面 孔 (2X • 煤付積． （下層3)

308 鉄製品 釘 1類 5. 3 0.8 0. 3 角釘. llJIが広がり、丸く折れ曲がる• 4 8g 北 Fil北 IV-4 
lfj褐色土
（下層）

309 石澁 石斧 5. 3• 5.2+ 重量50g.石斧片．研窮は関iiiがT寧。砂岩． 北 FIi北 l¥'-4 瞳褐色J:
（下層）

310 中国崖冑磁 碗 D 輪は淡くガラス質．外面縞連弁文． 北 EIO !V-5 褐色粘費土

311 
中国預

壷
胎上灰色黒色 ・白色粒多く含む．輪黒色．磁仕窯の

北 EIO IV-5 褐色粘質上
褐釉霞器 胎上と思われる．

長頸壺．胎土叶兒質②．混入物：多量．色調：［外面）
312 グスク士詮 壺 DA 13. 7 鍼貨色［よ内る面慣］鍼ナ黄デ橙後色．躙整：（外iii)慣ケズリ［内面J 北 FIO JV-5 褐色粘質土

エAに 、ナデ惰し．

313 グスク土蒻 不明 nc 胴錦デ（内片i1'1面．し］胎士黄（内祖：di泥色)質．エ．鯛共混入物る［外ナ：面少デ］．量工．外具色Ill: ナ(外デ面後J慢色 鈍 整： による 、 1北
ナ ？ によ 面に朱塗り．

FIO IV-5 褐色粘費上

頸部)褐片灰．胎土：泥］鈍質赤③褐．混入物：：少内量外． 色調：（内外
314 グスク土認 壺 !IA 面 色［断面 色．胃塁 面と bにT寧な 北 FIO IV-5 褐色粘質上

ナデ ・ミガキ．煤付着． I 

315 グスク土器 壺 IIA 16.8 
年片黄［外．色底胎［J内土工面具：）鑢泥ナ質貨デ③橙［内．已面混・入調内物整底：：J少丁［外寧量面．なl 色DI: [外iii]I 暉灰 工具による縦 北
ナデ ナデ．煤付

FIO JV-5 褐色粘質土

着．

316 中国奎膏磁 碗 V-2・3 6. I 外底蛇のEl,花輪は厚く、胎土共にm.a.兒込みは翌押
の格子状の芯文． 南 I 9 I 石積裏込
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第 33表 淑順門西地区陶磁器 ・各種製品等観察表 (11)

遺物
種傾

器形・ 口径 底径 醤冨
観繋事項 地区 グリ ッド 層 調査阿土層

No. 大分類 分預 （長輪） （短綸） U置さ）

317 中n:lil!#叫碗 IV 5.8 外底おそらく蛇のH.胎上灰白色．見込みは小ぶりの
型押文．

渭 Gll I 石積裏込

318 中国殺骨磁 嗣 VJ-I 4.6 高台内一部まで輪揖は型な押輪文．は濤く不透明．外面は線紺
繹連弁文、見込み．

渭 1111 I 撹乱

319 中国税冑磁 碗 V1 4. 5 輪は高七外面途中よで横る．輪は111.化のため色鱈を
ill II 11 I 撹乱

失っている．

＇ ＇ 

320 中国産冑磁 盤 A 26. 7 軸11序く、不透明．内面は幅5mの連弁状の凹線． 濱 I 9 I 石積裏込

＇ 

321 中国陛白磁 小碗 福建D 8. 8 乳白色．貫入多い．軟質．風（ヒのためか光沢なし． 膚 IHI I 石積裏込

322 中国殺白磁 鳳 景徳鎮E 6.8 貨白色．畳付輪はぎ．硬質端反鳳． I Ill 1111 I 撹乱

323 中国渚肯花 帽
明 13. 4 外面言文．雲文． 内面隠船2条・ 渭 19 I 石積裏込(1-2) 

324 中国濫青花 小碗 明 (I?) 外面唐互文？、内面雷文． 口折． 南 I 11 I 撹乱

325 中国西青花 碗 明（潰州） 輪灰白色．呉須亮色鍼い．外面文様不明． 南 Hll I 撹乱

326 中国葱青花 碗 り！（＂？）
輪＊白色、兵須亮色やや不良．外面やや表現が甘い庁
な文．蟷反口紐．

清 G 11 I 撹乱

327 中国穫青花 嗣 明（濠州） 輪灰色虹．文．口紐端郎やや禿げ重ね焼き痕．外面簡略化し
た序

清 Gil I 撹乱

328 中国液冑花 Ill 明 (IIIE) 蒻面が荒れ被熱か？内面四方鳩文．内湾lll. Ill Hll I 撹乱

トー I 

329 中国隆青花 嗣 明（田） 凡込み線繍き、ダミる． 芙苔手．底郊． 濱 I 11 I 撹乱

＇一トー

330 中国産背花 編
明 4.8 外面は木文？．見込み躙線2条、褐技文．内底やや凹 ＊ 19 I 石潰裏込

(1-2) む．
I 

331 中閃意冑花 圃~ 情（徳化） 14 輪骨白色、光沢:tr.内面仙芝祝寿文？ lfi' MIO I 撹乱

332 
中国租

壷 20.0 
鮎上橿色白色 ・赤色粒含む．輪l:t褐色．口緑燐郎が

111 HIO I 撹乱
渇釉閾澁 わずかに肥厚し、上方に向かって窄まる．

I 

ペトナム預 飴上：飲貿（．外焼ilii成)半：透良好明．釉色（調内： （吋面 ・内輪面）灰白
333 

付花
瓶 色．輪； 面）濤い透明が一部 渭 HIO I 撹乱

かかな文様： （外面）波讀文風の日心半円．青色．

クイ租 吋ャtぅィ 貼上：やや粗い．焼成：ムラがある．色II:C断面）

334 四耳壷 20. 6 赤灰褐色 ・淡赤慢色．混入物：白色拉 ・渇色拉が主、他 清 Ii II I 撹乱
黒褐釉陶器 窯

に黒 色位 ・白い帯状のもの．輪：オリープ黒色．

335 
壺地

逍 円形 19.0 1.3 鮎J:橙色會灰白色がマープル状．赤色拉少量含む． I 隋 C9 I 石積裏込
不明冑器

336 施沖紬縄隕租器 鍋 A 15.2 
外面及び内面胴郎に鉄韓を編輪黄．橙内面口紐部（薩受
部）に溶着痕あり．胎上は鈍 色 I隋 GIO I 石積襄込

沖縄釈
碗

焼成良好で器面は灰褐色．胎上は明褐色で白士が層状 1 
撹乱337 

慧釉陶岱
A 12.6 4.6 16.0 に混ざり．白色位や赤渇色位を含む．高台は貼付後に 州 Hll I 

削り出し．

338 
沖縄密

籟 8 
醤面は明褐色．舶土は明患色で白色泣や赤褐色泣をわ

隋 IHI I 石積裏込
熊釉躙澁 ずかに含む．高台は貼付後に削り出し．

339 石製品 碁石 2.1 2. I 0.4 2. 7 g面.． 白色でわずかに昆色．平坦面とわずかに一方に
傾く 頁岩？

南 HIO I 撹乱

ド

340 骨製品 冑状 3. 9 0.3 0.4 g. 先端郭鍾状．全面研唐． rll HIO I 石積裏込

341 骨製品
ソケッ

2. 2 1.1 
1.4g, 一郎欠損・全面研帽． 穿孔饒長l.•1、径0.4c-. 

渭 19 I 石積裏込
ト状 底面きり傷あり.II! 骨製

342 骨製品 ボクン I. 2 I. 2 0.3 0.3g. 全面研店. 5つ孔疇 渭 HIO I 石積裏込

343 銭貨 1l11蒻通賣 外3.00 内2.39 0. 22 
孔径I.Ole-. 折二銭。背元？孔がきれいに抜かれてい

渭 1110 I 石積裏込
ない.6.8g 

344 銭貨
「洪J武

0 18 
孔径0.44c-. 外Uは高さもあり、明諏．背はやや不明

虜 HII I 撹凡
「通』「賣J 諒 I.lg

345 銭貨
「寛J水

G. l• 背がやや不明瞭.o. 7 g 膚 G9 I 石積裏込r通』 r賓J

346 銭貨 r」寧り「J 0. 12 稟書の f寧Jと思われる.0.8g 渭 1111 I 撹乱

347 銭貨 輪銭 0. 78 0.07 孔径0.5lca. ややいびつな円形• 0. 07g 膚 Gil I 石積裏込

［ 

348 中国種青磁 磁 IV'-0 15. 4 5.6 6. 7 
外旺霞胎、畳付外傾・釉は剥離が見られ、鮎土は白

南 19 
＂ 

藉渇色礫混

色、歓質．大きめの玉縁口緑箪． 土
I 

349 中国濱冑磁 婉 v-o 16. 2 輪1士厚く亀胎上共に情良．外反口駄． 渭 H9 
＂ 

籍褐色礫混

土

350 中囚陛冑磁 編 Vl-0 13. 2 駈士は灰白でやや款質．内外i!iiは慧文． 渭 Gil U+I a況褐色上
＋裏込
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第 34表 淑順門西地区陶磁器 ・各種製品等観察表 (12)

遺物
種類

器影 ・
分類

口径 厩径 彗高
＂察事項 地区 グリッド 層 謂査時土層No. 大分類 （長輪） （短輪） （厚さ）

351 中国碩冑磁 閾 Vl-0 12. 0 輪は薄く、鈍い．貫入も多い．直口口紐． 渭 I JO a 瓦混.,褐色
上

352 中国税膏磁 碗 Vl-0 12. I 軸1お疇く、胎土は灰色、白色粒含む． 渭 Gil u 瓦混褐色上

353 中円密冑磁 碗 ,~- 1 13. 8 軸湯く、ガラス質、光沢あ弁り．と胎土は灰白色、軟質
外面は縁灼編連弁文で、花 弁先が一致しない．

隋 CII 

＂ 
瓦混褐色土

354 中国南冑磁 磁 ¥1-2 胎土は灰白色、軟質．外面は線知雷文． I iW C II 

＂ 
瓦況褐色土

355 中国産青磁 盤 C?  釉は濤内く、ガラス質．外面幅2caの汗き彫りの連弁
文． 面、劃花文風のな花文．

南 GIi 

＂ 
瓦混褐色土

356 中日密青磁 Ill \~-0 12. 2 湯簿く、鮎上は灰白色、歓質．穫花鳳◆ 隋 c,1 

゜
瓦混褐色J:

357 中国窟育磁 Ill Vl-0 12.0 湯簿く、胎土は灰白色、軟質．穫花鳳． 清 G II 

＂ 
瓦混褐色土

358 中国畜冑磁 鳳 ,~-0 釉は薄く．貫入多い．胎土は灰白色．歓質．稜花鳳． 南 Gil 

＂ 
瓦澁褐色土

359 中国税冑磁 皿 ,~-o 8. 5 5.3 2. 7 輪は畳けまで掛る 釉は厚く、不透明．直01111, 隋 G II 

＂ 
瓦混褐色土

360 中国奎冑磁 鳳 IV'-0 7.0 外底慧軸、高台の快りが弱く、碁笥底状となる．表iii
南 HIO 

＂ 
瓦混褐色土

が荒れており、被熱の可記性。履折鳳。
I -

361 中国租青磁 璽l IV. 6.0 外底は部分的に輪揖る．見込み輪はぎ．軸薄い． lff 1110 u 瓦混褐色上

362 中国酎冑磁 鉢 輪は簿<.It白色内面口紐おそらく店卒文． l胄 1110 

＂ 
瓦況褐色J::

363 中国殺冑磁 蜃 B 24. 2 
胎上は灰白色軟質。内面は幅3一の連弁状の櫛描さ l 隋
文．

Hll D 瓦混礫層

364 中国西青磁 盤 高台 8.6 
外底にも部分的に軸掛る．見込みは稜が漏巻状に見え

南 Gil 

＂ 
瓦混褐色土

る．

啜 中国西白磁 碗 景徳鎮 冑白色．口紐躙郎尖る．大きく外反． 南 I 10 

＂ 
瓦混,,褐色

土

366 中困痘白磁 Ill 景徳鎮E 乳白色．硬質． 口様嬬郎大きく外反．蟷反碗． Jtf lllO u 瓦混褐色J:

367 中国函白磁 嗣 景徳鎮
乳白色．外ilii一部躇胎．硬質．線彫りによりうろ.:.状

清 MIO 

＂ 
靖褐色礫混

の表現 ± 

368 中国蛮白磁 JII. 景包鎮E 20.0 乳白色．硬質．口紐部外反．蟷反鳳・ 南 G II 

＂ 
瓦混褐色上

369 中国産白磁 飢 徳化 5.8 乳白色．畳付紺lはぎ．ガラス質．硬質． 隋 ~111 D 
瓦況鰭褐色
± 

370 中田亮白磁 小碗 缶化 8. I 乳白色．ガラス費．硬11{, 口は溢反． 南 1111 

＂ 
瓦混1畜褐色

.l: 

371 中国疫白磁 小嗣 徳化 3.2 乳白色．外旺わずかに霞胎．ガラス費．硬質． 南 Hll u 瓦混鴫褐色
土

372 中国畜白磁 瓶 景徳鎮？ 2 8 青白色硬質．小型と思われる． 南 H9 

゜
藉褐色礫混
± 

373 中国税白磁 袋物 憾化
乳白色ガラス質．硬質．外面ざらつく．用部が直角 l南 HIO 

＂ 
瓦混畔褐色

に棗る． ± 

374 中国粗白磁 壷 娼建？ 5. 7 
緑白色で透明輪．外底霞胎、褐色．肩郎が屈曲する器

南 H9 

＂ 
暗褐色礫混

形．内面ロクロ目顕苔． 土

盤の口緑の屈曲郎．内面胴郷聞が呉須で盪られている
瓦混鰭褐色

375 中因税青花 盤 元様式 ので．荒白れ抜きによる牡丹唐は文などの可能性がある． Ill' I 10 

＂ 及面が ており、被熱の可能性・ 土

... 
376 中因税青花 碗 明 外面言文、牡丹庁庄文．内面匹方鳩文 ltl 19 u 瞳褐色亮浪

(1-2) ± 

377 中国南＃花 閾
明

4.6 胎上仄白枝色．文．，，，台内由途中まで輪はぎ．外由五花文'! lff 1110 u 府褐色棟浪
(1-2) 見込み檀 上

ー'—-
378 中国者冑花 椀 明 (0) 6.0 外面下蟷蓮弁文．見込み法螺只文・高台内傾． 南 CIO 

＂ 
鰭褐色．礫混

土
I _,_ 

379 中国窟賛花 綱 明 (DD)
呉須は不鮮明．外面は上位慣帯、下位が漏紋、簡略化

ltf I 10 a 瓦混褐色上
したアラベスク文か．

380 中国南冑花 闘 明 (llC) 外面蕉槃文． I lff Gil u 瓦況褐色上

381 中国税胄花 翫 明 (UD) I兵須はやや飩い．外iii下位が渦文で簡略化したアラペ I m 
スク文か．見込みは十字文か．

BIO u 瓦泣褐色土

382 中国釈冑花 小婉 剛 cm> 醤厚2-.蟷反ロ0.呉須の発色はRい． 南 Gil 

＂ 
瓦混褐色上

383 中国租青花 小碗 明 (I?) 呉須の溌色良好．外面が盾は文か． 南 HIO 

＂ 
瓦混躇褐色

.I: 

384 中国粗青花 Ill 明 (IIC) 外面隕線2条、然葉文．見込みIll線 2条． 1軒 Gil u 瓦混褐色土

385 中rn!i'!冑花 Ill 明 (mE) 6. 7 
畳付輪はぎ．砂付着．外面1S,花文、内面折枝文？内湾

南 MIO 

＂ 
瓦混褐色土

鳳9
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第 35表 淑順門西地区陶磁器 ・各種製品等観察表 (13)

遺物
種碩

器形 ・
分類

口径 底径 彗高
観寮事項 I地区 グリッド 層 Ill査時土層No 大分類 （長軸） （短輪） U置さ）

386 中国殺冑花 顧 明 呉須はにじむ．内外ともに篇釉外面は花鳥文？ 渭 Ii 11 

゜
瓦混礫屠

（景徳鎮）

387 中国産青花 鍼 消（福建）
輪は青白色で飩い．蟷部は鉄鯖か褐色を望す．現状で

清 HIO 

＂ 
瓦混褐色土

は文様慧．

388 中閲殺青花 婉 明 (ID)
器厚2-外面線播き ・ダミのl',t花文、内iiil/9方鳩

南 GIO 

＂ 
If褐色礫混

文． 上

389 中国程冑花 碗 渭（惚化） 醤厚2一 光沢 あり．外面!¥,花文か？蟷反口松・ 渭 1110 

゜
If褐色礫混
土

390 中国聖青花 碗 清（娼建） 14. 2 見込み露胎．釉は青白色．外面円文、内郷ダミる． 南 1-19 

＂ 
籍褐色礫混
土

391 中国所冑花 絹 明（漬州） 軸オリープ灰色◆呉須発色不良． 清 HIO 

＂ 
暗褐色礫混
土

392 中国産青花 碗 渭（娼建） 15. 0 軸冑白色。呉須淡い．外面文該不明． 南 HIO D 
研褐色礫混

上

393 中国西育花 硫 明 11.8 軸は灰白色で飩く、呉須もやや鈍い．口紐端部方形． 南 1-liO 

＂ 
瓦混褐色土

（潰州？）
I - トー

39,1 中国積肖花 綱 清（福建） 8.6 
畳付釉はぎ • 砂少量付蒼、凡込み蛇の日． 胎:i:賞白

隋 19 

＂ 
硝褐色礫洪、

色． 土

395 中国殺宵花 嗣 明（潰州） 6.9 外面下半露胎、見込み蛇の目軸はぎ．呉須亮色不良． 南 HIO 

＂ 
＂褐色 礫混
土

396 中国税胄花 小碗 情（徳化） 8. 3 
外面上蟷ダミるが文攘不明．光沢焦し．破片断面全て

渭 HIO 

゜
＂褐色礫混

に渇色付着物（鉄分？） 土

397 中国疫#"lE 嗣 情（徳化） 外面蔓“文。 清 HlO 

＂ 
野褐色礫混
土

398 中国税胄IE 繭 情（徳化） 外面花芯文．光沢イr. 南 HIO u Jf渇色礫混

.t 

399 中国彦青花 鳳 渭（徳化） 15.0 内面比字文か．破片断面全てに渇色付着物（鉄分？） 南 H!O 

＂ 
瓦混9『褐色
土

400 中国産冑花 II 清（徳化） 11.6 見込みをダミり、空白部に花芯文． 南 HIO 

＂ 
瓦混If褐色
土

401 
中国税

小碗 9. 4 外面瑠隋精.Qほ端郎丸い． 膚 HlO JI 培褐色礫混
瑠璃軸磁蒻 ± 

402 
中国南

豪 5 16 6 
胎土褐灰色．白色拉少量含む．輪は隋オリープ色．ロ 南 19 D 

岬褐色礫況
褐釉綱沿 籍：J:.面に石灰（漆喰？）付着． 上

403 
中国密

壷 5 16.2 胎上褐灰喰色？．）白色控少量付含着．む． 輪は陪オリープ色• 石 隋 Hが 19 D + I 
., 褐色碍混

渇軸閾器 灰（楳 が断面に ..I:♦裏込

404 
中国産

壷 5 16. 7 駈土灰白色・白色粒少量含む．釉は＂オリープ色 ・肩 清 Cl! 

＂ 
瓦混褐色土渇釉閾器 部II火土3ヶ所．

405 
中国巫 -5 14. 4 船上褐灰土色・2白色杓少量含む．精f;llfオリープ色．底 1ft' HIO ll 

岬褐色礫況
渇釉綱器 郎、耐火 ヶ所． 土

406 
中国釈

覺
馳土赤褐色白色拉少量含む．輪浅黄色． 内面露鮎．

渭 CIO 

＂ 
瓦混褐色土

渇釉躙器 外面一部黒変、被熱か＞

407 
中国産

壷 胎土灰色．白色/泣I多t●く)含む．輪オリープ屈色．内面粗 隋 HIO ll 瓦混褐色土渇釉虞器 いハケメ (2本 ． 
-.- ,--トー

408 
中囚ll.l

壷 胎上灰日色(．4混入物微量．細はオリ ープ褐色．外面平 隕 GIO ll 
籍褐色躁況

渇釉綱器 行タクキ 本/I c●)． 土

ベトナム湮
21.6 

胎gぶ土：歓質．=焼)透成：鼠良好．文色躙： （年）灰白色． I 靖褐色礫混
409 白磁 碗 明 様： （外ilii)口駄下に三条 南 CIO 

＂ ± の文攘は不明．

111.t: Illい．焼成：良好．色躙： （断iii)灰白色．
I 

410 クイ担陶 l!!I耳董
JtAIイ窯

18. 4 ［内iii)にぶい赤褐プ色．黒混入物：褐色口縁粒上. ,ff. 褐色粒 ． Ill HII D 瓦混褐色上黒褐釉澁 0類 白色正輪：オリ一 色偏身： 部に長さSc●| 
幅I.Seaの溶着痕が残る．

飴上：やや粗：微い．繹焼成： R好。色調： （断面）灰赤 I 
411 

クイ度
四耳壷

シ-ffャナうイ
17.6 悶色：混入物 な渇色拉 ・白色位．輪：黒褐色 ・浅 11( Gil u 瓦混褐色土黒褐釉陶器 窯 調整：口＂＂吐の内外面に回転ヘラ削りで段を

I I 

クイ西 Hftサイ 胎土：やや粗囲い．赤焼成： R好．色鱈： （断面J灰赤
412 四耳豪 20.8 泣色。 ［内面l 灰色。混入物；微編な白色粒 ・褐色 膚 1111 u 瓦況礫員

黒船釉陶澁 窯
輪：瓜色．

胎土： fflい．焼成：良好．色躙： ［断面J 灰赤色•

413 
クイ租

四耳壷
け~,イ窯 ［内面）明褐灰色プ．黒混色．入物：褐色粒 ・赤褐色粒 ・臼色 隋 Gil 

＂ 
瓦混褐色土

黒褐釉閾器 D類 拉け町軸：オリー 鯛竺：胴郎内面に耳郎貼り付
の指頭圧痕．

クイ税 シ--ttrtうイ 胎土：やや粗い．焼色屠成。：： R好．色躙： （断面）拉・灰赤
414 

黒褐軸陶器
1!!1耳壷

窯 灰色．オ （内外面J灰 混入物：褐色泣 ・白色 軸 ： 市 Gil u 瓦混褐色上
リープ色鑽 被熱の可能性．

＇ 

415 
本土套

IL 染付
直口口Uで内面を花弁状に成形（型成形か） ．口柑部

南 HIO 

＂ 
瓦混褐色土鵬磁穀 に口紅• 17世紀後'I'-.

本閾上磁産器
丸碗で詑輪役畳付を輪絹ぎ．畳1-tに砂が少量l・t着．外

吋褐色礫混
416 嗣 染付 4. 4 iii胴部に圏線 1条、内旺に二重圏緑も呉須の発色不 南 I 9 

＂ 土a. 11世紀後半．
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第 36表 淑順門西地区陶磁器 ・各種製品等観察表 (14)

遺物 器影・
分類

口径 底径 器寓
観繋事項 I地区

グリッ ド 層 謂葦時土層No. 種類 大分題 （長軸） （足輪） （厚さ）

全面に白化粧鼠＋9透に明軸にをぎ．編付畳輪着後付、内底1-1蛇のn状． 外

417 
沖縄痘篇軸

碗 C 5.8 底は畳付成形 輪剥 にアルミナを塗布．内
消 I 10 u 瓦混闘褐色

冑船 底にアルミナがわ黄ず橙か ．外面に呉須で巴文と鉄 J: 
班か．胎士は鈍 色．

嵐沖釉縄m瑾骰 全面に白化粧十透着明輪．拭軸胎をぎ．編土畳輪は後． 内底l'i蛇の目状． 外内 瓦況畔褐色
418 婉 C 12. 7 5.6 6.6 底は畳l•t成形内に 付にアルミナを塗布． 渭 1111 a 

上
底にアルミナが付 鈍貨恒色．

419 
沖縄障

醜 A 13 4 6.8 6.6 
内面胴郎一外面胴郎に灰軸を篇輪鮎上は浅貨橙色．

渭 MIO 

＂ 
瓦混If褐色

蘊釉鵡器 高台に煤が付著.illi台際を水平に削る． 上

沖縄税
全面に白化粧＋透明輪を鮨輪後、内底1'1蛇の日状、外

瓦況鰭褐色
420 

崖釉虞器
小椀 B-l 3.8 底は畳1寸成形巧に輪ず剥に紀付畳着．付にアルミナ色を懃布．内 南 Hll 

＂ 土
底にアルミナがわか 胎土は淡女

421 誕沖釉綱躙障器 小碗 A 3. 7 内底～外面慶的に灰繭輪を綸輪両面に石灰が付着．飴
隕 MIO 

＂ 
暉褐色礫況

土は灰色＊土産器の可能性あり． 土

422 
沖縄産

小碗 B-1 全面に灰釉を篇輪後、呉須？で文様を嗣面に描くが最
膚 HIO 

゜
瓦混鰭褐色

施釉“器 疼が苔しい．胎土は灰白色． 土

423 誕沖釉縄閾産器 火炉

＾ 
11,2 外面に鉄地釉を篇鍼貧輪橙（篇色．釉範囲は不明だが高台内にも鯰 南 I 10 D 

瓦混9音褐色
布） ．素は ± 

沖縄種
全面に白化粧を篇線彫した投．透明輪を内底～外面●部ま

瓦混鰭褐色
424 

蘊釉閾器
岬 A (6. 0) 黄で蘊色鼠外面に り＋兵須で文ほを這＜．胎上は灰 LTL !111 

＂ 土

卜＿＿

425 
沖綱旧

量 A 6.3 4.5 
五甲に鉄軸を綸鼠蓋甲蟷部に陰圏線 1条 袴外 面に

南 1-110 u 瓦混1音褐色

施釉鵬器 煤がわずかに付着．胎士は浅貨橙色“ 土

沖縄税
焼成良好で器面は灰褐色◆胎土は灰渇色で白士が層状

426 
需釉”器

婉 A 13.5 4.8 5. 7 に混ざり、白色拉や赤褐色拉を含む．高台は貼I寸後に 南 HIO 

＂ 
瓦混謁色土

削り出し．

焼色成）．良好で外面に泥軸（苫面は外面黒渇色、内面灰色褐

427 
沖縄唖

編 A 6.6 
胎土は褐色で白土が層状に少量混ざり、白 粒

南 HIO 

＂ 
瓦混褐色土

焦紬鰤岱 や赤褐色位を残多く含む．高台は貼付後に削り出し．畳
付に目跡？がる．

428 
沖綱障

躙 B 5.0 
焼成R好で両面に0然軸か（器面は渇灰色） ．り胎土は

南 I 10 

＂ 
瓦混褐色土

撫釉綱器 褐色で白色位を多く含む．高台は貼付後に削 出し．

沖縄産
焼成良好で器面は外面明褐色 ・内面澄色．胎土は祖色

429 
需釉鵡器

廓

＾ 
6. 4 で白土が1i1状に混ざり、白色拉や赤褐色泣を含む．高 清 HIO 

＂ 
瓦混褐色土

台は貼付後にnりり出し．

沖縄産
嘉面は明赤褐色胎土は明赤褐色で白色泣や赤褐色位

＂褐色浸混430 
慧釉虞器

鉢 B 22. 0 をわずかに含む．外面に陰閏線 1条十 6本纏の波状 隋 MIO u 
土

文．

沖縄葱 焼成良好で認面は白灰色褐や色．赤胎褐上色は黒褐量色含で白上が層状 瓦況鰭褐色
431 鉢 A に少量混ざり、 色粒 位を少 む．外面に lff I 10 

＂ 熙輪”硲
陰11!1線 1条．

土

焼色成良好で外面に泥釉（器面は外iii黒褐色 ・内iii褐灰

432 
沖縄湮

慣鉢 A 9.4 ）褐．色胎土は噌褐色で白土が層状に混ざり、臼色拉や
南 19 u 瞳褐色礫混

需軸園器 赤 位を含む出．す外．面観部にサンゴ目が残り｀外底際 土
を垂iitに削り 内面に15本単位の慣日．

133 
沖縄産

急須 A II, 0 焼成良好で両面に泥輪（器面は黒褐色） ．胎土は褐色
南 19 

＂ 
陪褐色礫混

慧釉囚器 で白色粒を少量含む． 上

焼成良好雇ほで状両部面に泥軸 （醤面は黒色拉渇や色）赤．褐狛色粒上は褐色

434 熊沖釉縄躙瑾器 壷 A 16.6 
で白上が に少量溌ざり、白 を多く

LFF I 9 u 藉褐色覆混
含む• n は外側折り曲げ後に内冑折り返し• n布 上
郎にサンゴ目？が残る．

沖絹lBi 焼成良好で外面に泥輪（器面は灰渇色） ．胎士は褐色

435 
熊釉繭器

壷 A で白土が層状に成に少量混ざり、白色粒や赤褐色粒を多く 清 HIO D 瓦混褐色土
含む．内面 形痕（ククキ？）が残る． I 

沖縄森 焼圏色成線良好で両iliiに泥輪（講面は黒褐色）肥．広胎土は褐 I 晴褐色礫混
436 火取 A 12.6 ロ縁部は内側折り返しで玉縁状に 外面には 隋 I 9 

＂ 態釉閾器
を 1条巡らす．

土

437 
沖綱1.§i

火炉 A 
焼成R好で両面に泥軸（器面は讚褐色） ．胎上は曙褐

南 HIO 

＂ 
瓦混鰭褐色

需釉綱器 色で白士が層状に混ざり、白色位を少量含む． 土

沖縄程
焼成良好で外面に泥釉（醤面は黒褐色） ．胎土は褐灰

438 
焦軸Pf(lg 蘊 色で白土が層状に混ざり、白色位を少量含む．内面に lff MIO 

＂ 
瓦況褐色土

成形痕（ククキ？）が残る．

439 瓦質上器 II鉢
蒻色は祖とも灰色を3し．胎土は灰白色で黙色鉱 I 
物 ・白回色鉱転躙物 ・ガラス質り鉱、物内を少量9本含む単．位外の面に指頭鮪
跡及び 竪痕が残、面に 榔gを 隋

Gil ll 瓦況褐色上

す．
->-

440 需沖釉縄綱没器 甕 A 30.1 
器面は外面橙色 ・内面鈍褐色．胎土は檀色で白色位を
少量含む．外面底郎付近や襲部に石灰が付着．

It! MIO II 埋甕l

441 冑磁製品 荘石 2. 1 1.9 0. 6 3.ぼSg白平色坦）面（青緑色、篇輪面）と大きく嘘り上がる面
南 HII ll 

瓦況鰭褐色
あり． .l: 

<142 四製品 金物 責峠 I. 4 1.8 0.4 やや小阪りで褐手のつくり．たたいて成形か.2.0g 渭 1110 u 瓦況褐色上

443 鉄製品 鉄鏃 1項 5.8 I. I 0.6 羽紐が扇状に広くなる．鏃夕が茎より俎い.9. I g | 南 Gil u 瓦況褐色土
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第 37表 淑順門西地区陶磁器 ・各種製品等観察表 (15)

遺物
種類

羞影 ・
分類

口径 底径 繕高
観察事項 地区 グリッド 層 鵡査時土層

Ho 大分麺 （長輪） （短軸） （厚さ）

444 付銅釈品 飾金具 不明 3. I 2.5 逆涙形の冑銅阪に、足が二又に分かれる銅紙がつく． iti I 1110 

＂ 
瓦混褐色上

4. 2 g 

445 銭貨 且宋「通J賣 外2.49 内1.85 0.16 孔径0.72ca. 字 ・背はやや不明煎.2. 2 g 南 G!O II 
暗渇色礫混
上

446 銭貨 「』寧「」 r」 0. IS 孔径0,50t-. 豪書の「寧Jの字と思われる。 I.Og ~ HIO u 瓦況褐色上

I 

447 銭貨 淳熙 r元J 「賣』 0. 12 孔径0.72ca, 折二銭．背に「卜？』の字と思われる． 附 1110 

＂ 
瓦況謁色上

0.9g 

448 銭貨 洪武通賣 外2.41 内2.07 0. 19 孔径07面3<:にa,付サピが11つて不明絞変形して、折れて 南 GIO II 
晴褐色礫混

いる． 着物が溶着する• 4. 1 g ± 

449 銭貨 「J り元賣賓？？ 
「J元り

0. 14 
孔径0,SJc-. 字は不明諒だが、つくりはT寧．やや変
形する• I. Sg 

jfi HIO 

＂ 
瓦混褐色土

450 銭貨 ＊「楽」通「賣J 0. 14 孔径0.4lc-. 字はやや不明諒． やや変形する• l.Sg 南 H!O II 瓦況褐色土

451 銭貨 り和「通J賓 0. 20 孔径0.52c-. 稟書とおもわれる．付着物が溶着する． 南 HIO II 瓦混褐色上
I. 7 g 

452 銭貨 r』り元 I」 0. 09 字は不明腺稟書の「元」か?O.Sg lfi HII u 瓦混畔褐色
.t 

453 銭貨 判酬不明 0. 14 孔径0.邸,.. 字はやや不明瞑.I. 5 g 南 I IO 

＂ 
瓦混If褐色
土

454 石製品 不明 I.I 
全面T寧な研店がされている．凸面には「蠍 ？」の線

南 19 u ＂褐色礫混
刻あり.l!!liiiには線条あり．褐色の繊底な石材． 土

455 石製品 石韓 16. 9+ 13.8+ 6. 3 

重量1670作憾g,面る．段に彫裏石りにより区●を設け、 上方にキ円形
の在みを 面は不整形だが、厠面はノミ痕顕
暑．裏 ・ 灰（沫喰？）付着．砂岩（ニーピヌ

南 HIO D 瓦況褐色土

フニ）．

456 骨製品 尖頭器 5.6+ 0.6 1.2s. 先端欠捐．基郎1.9cm.全面研謂． !ti 1-110 

＂ 
瓦混褐色土

457 中国産青磁 嗣 V卜］
輪はガラス質飴上は灰白色で．白色粒含む．外面は

南 I 10 

＂ 
オリープ褐

線刻綱連弁文で．弁先との間隔を空ける． 色上

458 中国匿青磁 禎 VI-I 釉は薄く 、ガラス質．外面幅 Ic■ffJ弁先が一致する線 南 Ii 10 m 
オリープ昆

刻繍連弁文． 色土

459 中国南青磁 碗 VI-I 4. 7 
輪は薄く 、高台途中まで、中央わずかに凹む．胎上は lfi HIO ID 

オリープ褐
橙色． 色上

460 中国孜冑磁 醜 V 5.6 外底蛇の日．輪は風化のためか色躙失くす． 南 IHlO m オリープ褐
色上

461 中国産青磁 碗 \~ 5.4 輪質．は薄く．高台内途中まで掛る．胎土は灰白色で軟 南 HIO ID 
オリープ褐
色士

4G2 中囚毅青磁 碗 \~ 4. I 
軸は高台外面途中まで掛る．輪は風化のためか、色躙

南 1111 

＂ 
瓦だまり1ii1

を失う．胎上ば灰白色、白色粒を含む．

463 中国程青磁 碗 \~ 6.1 外底まで薄く輪が揖る．畳付水平．内iliiから打ち欠 南 Hll ID 瓦だまり11i1
き、円盤状とする．

464 中国産青磁 碗 IV-0 5.3 軸は簿く・高台途中まで、中央わずかに凹む．胎土は 南 HIO ID 
オリープ褐

灰色． 色上

465 中囚度＊磁 llD. IV-I 輪は厚く、ガフス買で、百紐色外面は幅 Icmの縞連
弁文．口ほ靖部を俎く外反させる．

南 HI! w 瓦だまり層

466 中国毅青磁 盤 C 30. 2 輪は厚く．胎土も＂良 ．内外面共に片彫りによる簡略 南 HlO m 
オリープ褐

化したLt花文． 色1:

外底蛇の日．輪良好だが全体的に摩誡。内面I5cm幅の I IO+H m+n+ ti-プ褐褐色色土土＋＋裏
467 中囚産冑磁 盤 C 24. 6 11. 4 5.6 南 瓦浪

連弁状の凹み． IO+Hll I 込

468 中国産青磁 盤 D 
輪はガラス質．胎土は灰白色．表面が荒れ、被熱のた

南 I 10 m 
オリープ褐

めか、 色土

469 中囚程青磁 盤 碁笥底 10.0 
外底おそらく蛇の日．軸は厚い．内外面の文様は片影

南 Hll m 瓦だより眉りによる．

470 中国庄白磁 JID. 景抱鯛E 乳臼色。親質。 P駄端郎肥序。藩反鳳。 附 110 皿
オリープ褐

色上

471 中国密白磁 JIil 景徳鎮E 6.4 黄白色・畳付軸はぎ．硬質．端反皿． 南 1-lll ID 瓦だまり層

472 中国産冑花 鉢 明 (I) 貫入多い．呉須は1こじむ．見込み蓮池文． 南 I IO m 
オリープ褐
色土

緯半島疫
胎土 ：祖い．焼成：良好．色躙： 〔断面）灰色。混入

オリープ褐
473 

象嵌骨磁
碗 博多v類 物：褐色粒 ・風色粒白．象輪：灰オリープ色蓮・縁文様：外面 南 I 10 Ill 

色上
に白象嵌で輪郭、 嵌で内筋を描く 文．

474 中口西
董 5 15.0 胎土灰臼色白色拉少量含む．釉は暉オリープ色．＂ 隕 110 m オリープ褐

渇軸隣塁 部耐火上3ヶ所． 色土

胎土 ： や微面や）繹灰粗な赤い白．色色焼・成赤 ： 良好．色Ill• C断面））変灰化回．転色．混ナ
475 

クイ殺
平鉢 （内外 灰色 ・にぷい憧色〔まで

甫 HIO Ill オリープ褐
需輪躙器 入物： 位 ・昂色位を.梢1111整： 内面 色J:

デ． （外面） T寧に調整痕 している．
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第 38表 淑順門西地区陶磁器 ・各種製品等観察表 (16)

遺物
＂類

器形 ・
分類

口径 底径 器寓
観繋事項 地区 グリッド 層 調査時土層No. 大分類 （長輪） （冠輪） （厚さ）

胎上：比較的精良．色焼成（： R好）リ．貸ー灰色プ躙潤色 ： （断面）灰赤
476 

ダイ殺
匹耳壷

シ寸うィ
13. 4 色［内iii)灰白 外面 関色．色．混入物：褐色 隋 ! 10 Ill 

オリープ渇
汎渇紬珈器 窯 粒 ・日い帯付状遭．0)もの．紬：オリ 備考：外底 色土

面に砂が

焼良好だが火ぶくれが言しい（四面は外面灰褐色 ・

477 熊沖釉縄閾澄器 渭鉢 A 内面灰色）位．を胎J:は灰紘色で白上愕が層折状りに浪ざり、 白色
拉や昂色 含む，口部は外 曲げ．内面に 7 Iii 1111 田 瓦だまり層

本単位の纏日．

壼．胎土：砂泥質．混入物： 多量．色躙．（内外面］橙
靖質灰土貨色粘478 宮古式土器 壺 m 24. 6 色●整：［外面］慣 ・斜めケズリ（蝙0.5c饂）後．ナデ 南 Hll m 

梢し • 一部ミガキ？［内面］慣ナデ．

479 宮占式土器 壺 DI 17. 0 
旺部片．色胎［内土iii：]砂泥色●費．鯛混入：物［内：外多ili量ll．色調：［外面］
灰デ．黄褐 拉 整［ ］慣ナデ［外底］ナ rff Jill m ＂灰貨色粘

質土

... I ,-

青銅製品 八重菊円頭形で固定のための切込みが二つみられる。慣長
靖質灰土黄色帖480 

（鍍金）
金物 笠印付鐙 2.0 2. 5 0. 25 の惰 の鑽．中央の孔は鋲による因定のためか,3. 8 南 Hit m 

g 

481 青銅製品
金物 覆輪 5 0 0.6 0. I 鼻に小飯が残り｀恨を裏で折り曲げて留める．そこに

南 I110 m オリ ープ褐
（鍍金） 金具廻りの一部1が残る• 5. I g 色土

482 鉄製品 鉄鏃 I煩 4. 6 I. 5 0.4 羽駄が1i1状に広くなる．鏃夕は欠損.8. 7 g 隋 1111 Ill 瓦だまり屠

483 合金 不明 不明 3. 95 2. I 0.6 
金と銀の合金と思われな顕微鍾了真では、 3本ハー

雨 I IO m オリープ褐
の線条痕がある,7, 5g 色土

484 銭貨
「至?J 「和」

り賣
0. 12 諌孔径0や.9や2.変形豪書とおもわれる．字 ・村の外紘が不明

する. 1.6g 
南 HII m 瓦だまり層

485 銭貨
「東?J 「J

外2.45 内I.97 0. 14 
孔径0.74. 裏書とおもわれるが、不明誼．付着物が溶

南

＂＂ 
ID 瓦だまり層

「通J賣 清する,2. 2 g 

486 餃貨 水『楽J通「賓J 0. 17 字 ・ 背ともに不明諒。やや変形する• I. I g 附 1110 m オリープ褐
色土

487 石製品 石球 3 2 3 0 3.02 
19.4 g. 一辺0.5~1.0c mの不明瞭な面で情成研閉

雨 1111 M 瓦だまり1i1
によるか？サンゴ石灰柑．

I 

488 骨製品 半円状 3.4 1,3 1.3 
I. Sg, 半円状．全面研閏．汲裏面に 3条ずつ線絹あ lfi I JO 田

オリープ褐
り． 色土

精は厚性く、駐J.:縦も精良だが、表面が荒れており被熟の 暉褐色混礫
489 中国程青磁 碗 V-3 16. 2 可能 外面は方向の孤状の表現が見られるが文復 南 H9 IV 

土下部
不明．

490 中国産青磁 碗 VJ-L 14. 0 
外面は幅5mlJ)線刻繍連弁文、弁先は凡そ連弁2本に

隋 I 10 IV+ ll 
黒褐色.I:+瓦

一つ． 混渇色土

外底1:1:illi台畳Hまで範輪、中央部は突出．内面1況型押 1i9+ I 9+ IV+ D + 晴褐色霞漑土
491 中~fJ,.ilr磁 茄 V-l 5.4 市 下郷＋鼻込4暉

しの小さめの花文． 19 I 褐色.II滉土

49Z 中囚産冑磁 碗 V-3 輪は序く、出J;共に111fl.外面はおそらくラマ式連弁 ttl H9 IV 
陪褐色泣礫

文．内面は双花文． 土下糀

493 中国煮村磁 碗 IV―-o 11/J土は灰白色．端部が丸い玉緑n縁． 膚 I IO IV 黒褐色土

494 中国疫冑磁 Jill V-1 5.0 
外底蛇の目．見込みには不鉗明の凹凸があり、文様が
ある可鮨性

膚 110 IV 黒渇色上

I 

495 中国陛付磁 碗 11 釉はガラス質で、青白色で白磁に近い．口紐蟷部を刻 ill H9 IV 
,, 褐色況礫

み、 輪花状とする． 土下部

496 中閲産肯磁 碗 V 5. 7 輪は高台内まで掛り、 ニJll掛けか、”ぃ． 南 H9 IV 
暉褐色混礫
土下部

497 中国西青磁 碗 v-1 外底おそらく蛇の目．釉は”く胎土共に＂良．外面は
南 I I 10 IV 黒褐色土

釧先連弁文か．

498 中国殺冑磁 JIil v-o 釉は序いが、表面が荒れており被熱の可能性．口駄靖
甫 II 10 IV 黒褐色土

部が少し折れる内湾鳳・

外底焦軸。中央がやや突出．畳付水平．輪は鈍く、胎
隋閏色Ill!混土

199 中旧歴冑磁 皿 IV-2 II. 0 4. 4 4. I m H9+HIO IV+ D 下郎惰畜褐色"
土は灰色．外面は外郭が広めの片彫り連弁文． 況土

如 中国iii'ltlll 嘘 R 25.9 軸はガラス質で、光沢あり．口紐は稜花．内面は幅5
膚 19 IV 靖褐色混礫

一の凹みを Le羅間隔で配する． 上下部

501 中困産冑磁 嘘 碁笥底 10. 0 
軸は外庇途中まで讃る．内面幅2一の連弁状の榔撞き

ffl I 10 IV 黄褐色土
文．

洒漏壺 釉は口紐内面屑辺以外揖り．内iliil士鴻く外面は2ーと 晴閉色噸況J:
502 中国産冑Ill

（蘊）
V 26.5 16.0 

厚い． it/ J 9• H 9 JV• U 下郷渭褐色霞
謁士

503 中国産青磁
洒海壺

V 
釉は2mと厚い．柑漬壺の胴諏外面は貼り付けによ

南 I 10 IV 黒褐色土
（身） る文煤．

504 中国産育磁 瓶 V 外面の精が1!1-<、船上共に情良．球型の瓶胴部．外面 南 I 10 IV 黒褐色土
はs.. 幅の決い連弁文．

505 中国疫白磁 碗 景紺鎮 青白色硬質．口緑端部丸く、内面は面取り． 肖 H9 IV 
靖褐色混礫
土下祁
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第 39表 淑順門西地区陶磁器 ・各種製品等観察表 (17)

遺物
種頚

器形 ・
分類

口径 底径 醤寓
観察事項 地区 グリッド 層 調査睛土層

No. 大分翡 （長軸） （短輪） （厚さ）

5⑯ 中囚種白磁 II 景徳鎮EO 12. 2 灰白色．硬質．塵折鳳と思われる． 清 119 IV 
研褐色浪礫
上下部

507 中国殺白磁 硫 景徳鎮B― 5.5 
乳白色．外庇需輯I,硬質．外面中位に段あり．畳付水

RFI I 10 IV 黒褐色上
平．

508 中国程白磁 Ill 福建D 8.9 3.3 2.95 
黄臼色・外面下半露胎、見込み蛇の日．歓質．慶折

膚 I 10 JV 黒褐色七
鳳．

＇ 

509 中国瀬白磁 IL 羅llD 7, 4 3. I 3 
貨り白色．外面下半露胎．貫人多い．軟質．八角II.快

高台．
清 I 10 IV 黒褐色J:

610 中国殺白磁 JII 福達D 8. 7 3.9 2.6 貨白 色 全 軸．軟質．内湾鳳．快り高台． III H9 I¥' 
研褐色混礫
土下部

明 外面やや簡略化した仄花文．内iii梵字文．見込み抽象 119+ I 9• 睛褐色謁贋土
511 中m税肖花 碗 (I -I) 12. 2 •.8 5. 75 

的で不明．蟷反で罐部丸い．
北 1110 

JV+ II 下郎9睛褐色II!
涎

― 

, — 
512 中国疫情花 碗 明 （推定）

6.0 
（推定） 外面笞文、店互文、運弁文？内面簡略化した梵字文、

清 110 JV 黒褐色上
(1-1) 15.0 8.5 見込み江文？

513 中国殺紆花 鉢 明 外面簡略化した梵字文.it(線的な翡形． llf 110 JV 焦褐色上（景飽鎮）

514 中国産青花 壷 元様式 器面が赤変泡立ち被熱。外面唐な文． 南 I 10 JV 黒褐色土

515 中閃嚢青花 磁 清（福建） 14.6 
軸貨白色、 頁入'H,外面簡略化した1,!:/E・アラペスク

南 H9 JV 
藉褐色況礫

文？ 土下部

516 中国唖冑花 蝙 消（編違） 輪黄白色．見込み露胎。外面円文．端反口紐◆ 渭 119 IV 
研褐色混礫
土下部

517 
中国租

天日 3.5 
飴上浅黄色．輪f:;t黒色、外面下半露鮎．外底中央l!!I

iii H9 IV 
研褐色況礫

黒釉躙器 み、蟷郎外傾.R. 込みわずかに膨らむ． 上下郎

618 鉄中桧11'1閾窟器 壷 磁州窯系 鮎上黄橙黒色釉．外面白輪を描け鉄給で花文等を構＜．内
面上tに

渭 I IO rv 凩褐色土

f- -

519 渇中釉国躙麿否 '1! 5 16.6 駈土褐灰色． 白色粒少量含む． 釉は•llオリープ色· 隋 119 I¥' 陪褐色部況碍
土下

520 
中国粗

量 3 12. 4 鮎上灰白色白色泣少量含む．輪は瑾オリープ色・ LFF HlO IV 貨褐色土
渇釉閾器

鮎J::Ill良．焼成・ムラがある．色調： （断面）明氾

クイ西 JtAIイ窯
灰色 ・赤灰色． （内面）赤灰色 ・灰赤色．混入物：微

521 四耳壷 繹な明赤灰色粒が主、他に隋赤褐色 ・白色に拉軸カ 釉：オ 南 I 10 IV 黒褐色土黒Ill釉閾器 1類
リープ黒色．備考：外面で泣入物を中心 ；爆ぜて
いる．

胎上：粗い．灰焼：ムラがあ晴褐る．赤色灰粒色◆躙色．輪： （断面）灰赤
522 グイ度陶 四耳戴

シけうィ
27.0 

色 ・橙色 ・ 色。 （内外面） 混入物：白色
渭 110 IV 黒褐色J:

黒褐釉器 窯 拉 ．睛赤褐色粒が主、他に赤 ；黒色．躙
整：内面にヘラI¥IJり 素地がケパ立つ．

胎土：惰良．焼成：良色色．粒好．が（色讀： （断iii]灰赤色色・

クイ套 た什けうィ
［断iii,芯郎］陪赤灰 内外iii)にぶい赤褐 混

523 l!!I耳壷 入物：暗赤褐色 ・渇 主、他贔に白色粒 ・白い帯状 ill HIO IV 拭褐色上
黒褐軸隕訟 窯

のもの．軸：黒懸色．蝙身：胴 下部に指あと．外底
面に砂が付着．内底面に釉が数瀾硲ちる．

胎土：粗い〔．内焼成：良好．色躙 ：（断面芯部）にぶい

524 クイ殺土器 蘊 4. 0 
黄橙色 外面 ・断面璧面付近〕浅黄渇色．混入

渭 110 IV 黒褐色上
物：赤褐色拉 ．咽赤褐色拉 ・黒色泣 ・白色11t.調整 ・
天井部裏面に擦痕．

I l 一
鮎土：軟質-#．Ill焼色成： R好色色．拉）。色（霞釉外 ： （浙面）灰白色．混 暉褐色況礫

ベトナム産 入物 ：明 泣 ・褐 ： 明 文様 ； （内
525 lヽヽ翫 9. l 4.8 4. 0 面）圏線（オリープ灰色） 外面透）鷹輪線。ぼオリープ 1 1fi H 9•G 10 IV+D 土下部＋瑶褐lf1E 汽混合

色）、は花文（青色）備考：チョコレートポトム．

9.6 I 
焼成R好で外面に泥輪か（器面は外面灰褐色 ・内iii町

526 
沖縄疫

壷 8 
赤渇色） ．胎土は明赤褐色で白色泣をわずかに含む．

南 H9 IV 
If褐色混礫

撫釉閾器 口n部は外傭折り曲げで玉紐状に肥”・外面に6本櫛 土下部
の波状文．

527 青銅製品 立物 中央飾 5.4 8.4 0.1 
祓立台に入る中央の立物．下部に因定する覧の孔が残

南 I 10 IV 貨褐色土
る• 12. Sg 

528 鉄製品 小礼
苓石頭

7.0 2. 7 1.5 2列14孔とし、上6孔は約油霞、下8孔は約2 -15.3g 附 110 IV 黒褐色土伊予札

529 鉄製品 鉄鐵 0類 7. 2 1.3 0.5 
刃緑は直繰的で矢頭が創先状になる．基郎はやや不明

Ill Ii JO lV 貨褐色土
餃.11.4g 

530 鉄製品 刀子 5.0 3. I I 背が虹線的で、やや大き日か.22. Sg 南 19 IV 
藉褐色況霞

土下郎

＇ 

531 鉄製品 刀子 8. 4 2.0 0.6 編打のクイプ.23. 6g 南 I 10 IV 奴褐色土

632 冑鋼襲品 飾金A 不明 2. 2 1.3 0.2 平面的な驀形の座金具に引ピンと鐙がつながる.2.0g IW I 9 IV 
1/f褐色混剛

土下部

533 鉄製品 鍋 16.6 .5.6 胴郎から口紐までやや直線的にのびる,25. 7 g 1≪ 110 IV 黒褐色上

534 鉄製品 鍋 25. 2 10.6 胴郎がやや心的にのび、頸部が内湾し口緑が外反す I清
る,81. I g 

I 10 IV 凪渇色土
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第 40表 淑順門西地区陶磁器 ・各種製品等観察表 (18)

遺物
＂類

醤影., 口径 賎伍
醤高 1 観察事項

No. 大分碩 分類 （長輪） （短輪） （厚さ）

535 銭貨 開 「元」這』賣 0. 17 打はやや不明瞭 2.2g 

536 銭貨 「元」豊通賣 外3.01 内2.13 0.17 孔径0.6如.. 折二銭．やや変形する.5 7 g 

537 銭貨 「元J畏通「賣J 外2.40 0. 15 
孔径0.73ca。背の外緑はやや不明II<.やや変形する．
2. 5g 

538 銭貨 元祐通賣 外2.41 内I.94 0.14 孔径O.84cm. 背の内郭 ・ 外紐が太い• 3. 9g 

539 銭貨 元符 r通J 「賣J 0. 14 
孔径0.65ca, 内郭が繍く、背の外紐が不明ぼ．やや変
形する• I. I g 

6-10 銭貨 竪宋 r元J 「賣J 0.09 背の外籍は不引譲 I.7 g 

641 飲貨 熙？寧f賣r万-J 』 0. 17 孔径0.77ca. 豪書と思われるが、不明誼.I. 9g 

臼2 銭貨 洪武通賣 外2.35 内I.98 0.15 
孔径〇.79ca. 面の外紐がやや高い．背に付着物が溶着
する.3.1 g 

臼3 銭貨 r永J楽通「賣』 0. 12 孔径0.54ca. iii・ 背としに明餃.I. 7 g 

討4 銭貨 「＊」楽通「賣J o. 15 孔往O.Hc-.面 ・貨ともに明瞑やや変形する,2.3g 

引5 銭貨 「水J楽「通J賓 0. 15 孔径0.52ca. 字はやや不明諒.1.9g 

546 銭貨 r』「J元 r」 0. 13 孔径0.50<-. 字はやや不明諫.I. 2g 

臼？ 銭貨 元「」r「通J 0. 13 
孔径O.42c島サピのため字はやや不明l((.変形する．

賓J l. 2g 

引8 銭貨 元り「』賣 0. 14 孔径0.45<a. 字 ・ 背ともに不明瞭• I 7 g 

549 銭貨 r」元？通 r賓J 0. 13 字はやや不明瓜 I.I g 

邸0 銭貨 慧文餃 外2.16 ． 0.08 
孔径0.認,.. 孔形がやや情円．被熱のため、破損か．
I. 2g 

551 中国湮冑磁 嗣 v-o 5.5 外艇蛇の目． 凡込みは型押の花文．

652 中IESi宵磁 碗 Vl-0 4, 7 輪は高台外面途中まで掛り、中央は快れる．軸は薄
く、舶土I諏 色．

553 中国疫青花 碗
明

外面雷文~ 社丹fli'/3.文．内面四方欅文・表現がT寧．(I -2) 

554 中国唖冑花 碗 IJl (IIl) 器厚 1-.燿反口紐。内外111線 2条．

555 中国疫青花 碗 明（渾州） 輪は色、呉須不良．

556 中国税冑花 碗 清（徳化） 4. 6 輪付白色、光沢:tr.外旺不明字款、内外文該不明．

557 
沖縄疫

火炉 A 22.0 全面に鉄輪を編釉．胎土は灰黄色．鮨釉膚器

沖縄殺 内面白化粧認後．外面鉄輪 ・内面透明輪を揖It分け．畳
558 施軸閾器 小嗣 B-2 8.2 3. 6 4.8 付は軸剥 にアルミナを塗布．内底に呉須で花文．

胎土は鑢 色．

― 
沖縄密 焼成良好で詞面にB然輪（器色は鈍黄含橙色） ．a鮎部土は

559 渭鉢 B 鈍赤褐色曲でか白．色粒内やぷII褐色位を多く む．口 は外熊釉陶器
億 折 り げ 面に a.

沖縄死
器面は明赤褐色．胎土は明赤ll'l色で白色位を少量含

560 無軸隅器
漕鉢 C 25.6 む条．． 口紐郎1が外憾折り曲げか.n上面に陰Ill線を 1

内面に密な濯El.

邸1 慧沖釉縄陶殺醤 壷 7.6 焼褐成a好で固面に泥軸（蒻面は曙赤褐色）折．り胎土は瓜
色で白色位を多く含む．口U郎は外債 曲げか．

562 石製品 碁石 2.1 2. 0 0.5 3. 3g. 黒色．両面と b平坦．粘板岩．

563 銭貨 'il r宋J通「賓J 0. 12 孔径0.6lca,, 字 ・背ともに不明誼 I.Sg 

凡例

I. ーは分類ではU当なしのもの｀法量では計測饂所がないもしくはしていないものを指す．

2. 銭貨の銭文は「』は欠損を指し、その中に字が書かれている湯合は措定のいのである．

3. 法鼻l:l別に示していない湯合は、 CII単位である．

-1. 器高（序さ）の襴は、 111ii磁器が器高、その他の製品は厚さを示している．

5. グリッド ・層 ・調査＂上層の＋は、接合 1l11係を示す．
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地区 グリッド 層 鵡憂時土層

附 1-JIO IV 貴謁色土

南 HIO IV 黄褐色土

m 110 IV 黒褐色土

南 I 10 IV 黒褐色上

南 110 IV 屈褐色土

＇ 

!if HIO IV 貨昆色土

南 I 10 IV 黒謁色土

隋 110 IV 黒褐色土

I 

雨 I 10 IV 黒褐色土

ffi J 10 
I 

IV 愚児色上

雨 I 10 IV 黒謁色土

南 I 10 IV 黒褐色土

南 I IO IV 黒褐色土

南 I 10 IV 黒褐色土

南 110 IV 燻褐色土

隋 II 10 IV 瓜褐色土

不IJl 不IJI I 表土

不明 不明 I 表土

不明 不明 I 及土

不明 不明 I 表土

不明 不明 I 及土

不明 不明 I 沢上

不明 不明 I 表土

不明 不明 I 表土

不明 不明 I 表土

不明 1 不明 I 表土

不明 不明 I 良上

不明 不明 不明 不明

不明 不明 I 及土



5. 瓦 ・地 ・漆 喰

瓦は、グスク時代の「高開系瓦」、「大和系瓦」、近世の「明朝系瓦」がある。

芯麗系瓦と大和系瓦は、大川清、上原静の分類概念 ・用語に原則的に基づくものとする（大川 1962、上原

1996・2000)。両瓦を再検討した山崎信二の研究（山崎2000)、涵艇系瓦については浦添ようどれ（浦添市教委

2005)、大和系瓦については崎山御嶽遺跡（那覇市教委 2005)の両報告も適宜参考にした。なお、両瓦の凹凸

両面に見られる細い筋状の痕跡は、粘土を切り出す際に付いた道具の痕跡とされ、瓦の学術用語である「コビ

キ痕」を使用した（石井 2010)。

なお、出士点数は、邸麗系・大和系は全ての破片を数えているが、明朝系瓦は筒部のみのものは数えていない。

ただ、全体の出土個体数（第22表）は近世瓦と合わせて、筒部以外の点数としているので注意されたい。

①高麗系瓦 (564~ 579) (第 64・65図、第41・42・47表、図版44)

平瓦34点と有段式平瓦1点が出土しており、丸瓦等は見られない。以下、既往の研究を参考に、特徴を述べる。

平瓦 (565~ 579) 端部が分割破面のもの、凹面に布目痕を有するつまり桶巻造りの痕跡をもつものであ

る。従来、指摘されているどおり、凸面の羽状文叩きが指標となる。羽状文の枠幅には、差があり 3.5、4.0、

5.5cm前後に集中しており、その叩き板の幅が推定できるものとして 7cm (566) と8cm (567)が考えられた。

凹面は、コビキ痕が顕若であり、筋の幅が 0.L ~ 0. 2cmのものが多いが、 0.5cmと太目のもの (572・574) も

ある。色調で分けると、灰色系 33点、褐色系2点である。厚さは、 2.0 cm前後が多い（第42表）。

これらの平瓦について、分類が可能なものは浦旅ようどれの分類に従い、説明する（浦添市教委2005)。

打捺文 1類 (566・573・575) 「癸酉年店脆瓦匠造」銘をもち、斜線状の叩き目いわゆる羽状文の端部の上

方に 2条の横線があり、また部分的に横線と方向が逆向きになり鋸祖文状となっているものである。羽状文

の斜線の間隔が 2mm前後のものが多い。

打捺文3類 (576) 「大天」銘をもち、羽状文の下端が逆向きの斜線となっているものである。

有段式平瓦 (564) 平冗に宝緑がつくもので、筒部と宝縁部との境部分が 1点出上した。色調は褐色系。

②大和系瓦 (580~ 618) (第 65~69図、第 43~ 48表、図版45~ 47) 

軒平瓦 1点、丸瓦38点、平瓦426点、雁振瓦3点、鬼瓦1点である。以下、既往の研究を参考に、特徴を述べる。

第 41表 高麓系平瓦集計表

合計 ／点数 地区 ／層

北区 冑区 不明 合計

色鱈 種類 邸位 角 I [N-1 IN-2 IV-3 [W-3' n m [w I 

灰色 平瓦 広靖部 角 1つ I I 2 4 

角なし I 1 2 

狭罐綿 角 1つ I 

＇ 角なし 1 l 2 

讀綿 角なし 4 2 6 4 3 I I l I 23 

褐色 平瓦 狭靖綿 角 1つ 1 

＇ 篇郎 角なし I I I 

有段式平瓦 狭燿部 角なし I I I 

合計 6 3 7 10 4 

＇ 
2 1 I 35 

障部以外の点数 2 I I 6 I I II 

第 42表 高麗系平瓦厚さ集計表
ー・ . -. . . - - - . . . 

合It/点数 地区 ／層

北区 甫区 不明 合計

色’’ 種類 綿位 厚さ 1 ＂ー1
'N-2 IV-3 IV-3' n m 

＂ 
I 

灰色 平瓦 広遭邸 (2) I. 7~2. 0 I I 3 5 

(3)2. 1 -2. 3 1 1 

荻遣綿 (I) -1.6 I I 2 

(2) I. 7~2. 0 I 1 

篇輻 (1)~1.6 1 I I I 4 

(2) I. 7~2.0 I I 4 2 3 I 12 

(3)2. 1 -2. 3 3 I I I 6 

(4)2.4- I 1 

渇色 平瓦 狭罐綿 (2) I. 7~2.0 I l 

薗部 (3)2. 1-2.3 I I 

有段式平瓦 狭罐綿 (3)2.1~2. 3 I I I I l 

合計 6 3 7 10 4 I 2 I I 35 
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軒平瓦 (580) 瓦当は完存、平瓦部は約8割残存している。瓦当の文様は、全て細い凸線で表現され、中心に

5花弁を配し、唐草文は左に6回、右に6回反転しており、大川分類崎山2頬（大川 1962)、山崎分類崎山11類（山

崎 2000)に該当する。瓦当の外区上縁は面取りされ、顎梃面はタテケズリである。平瓦部は、両面に離れ砂が

顕著に見られ、凹面にコビキ痕は残る点は、後述する平瓦と同様の特徴をもつが、側面を始め整形は丁寧である。

丸瓦 (581~ 594) 側面はケズリにより整形がなされるもので、凸面の叩き目が縄目文もしくは羽状文のもの

である。また、平瓦ほど顕著ではないが離れ砂も見られる。以下、羽状文と縄目文に分けて説明する。色調で

分けると、灰色系341点、褐色系 85点である。

縄目文 (581・582・585・586) 凸面は縦位の縄目文で、凹面は山綺が指摘する九州タイプの横方向の吊り

紐が見られる崎山 I群と考えられる。ただ、 585・586は小片でもあり格子状の吊り紐にも思われる。また、

581・582は離れ砂が両面に毀著に見られる。

羽状文 (583・584・587~ 594) 凸面ぱ羽状文で、凹面は格子状の吊り紐が見られるもので、山崎分類の崎

山ll群と考えられる。羽状文はナデ消されるところも多い。縄目文のものと比ぺると、離れ砂の付府は少批

である。588・590・592・594は、羽状文の中央に四角形を堕ねた文様、端部に三角形の文様があるもので、

浦添ようどれ分類の羽状文 1類となる（浦添市教委 2005)。また、591は吊り紐が縦方向のものも見られるが、

横方向のものが目立つ点で他のものとやや異なった印象もある。

平瓦 (595~ 614) 離れ砂が顕著で、側面はナナメケズリの後、ナデを施したもので、 一枚造りによるもの

とされる。両面にコビキ痕が顕著に見られるものが多く、側面にもナデ消されずに残されるものもある (599・

604・608)。コビキ痕は 0.3cmと0.5cmのものが多く 、方向の変化点が見られるものもある (598)。

また、匝さで次のように分けて集計したところ、 (1)~ l. 6cmが95点、(2)l. 7 ~ l. 9cmが213点、 (3)

2. 0 ~ 2. 2cmが 106点、 (4)2. 3cm ~が 19点となった。どこでラインを分けるかは難しいが、 l.5cm前後の薄

いものと、 2.0cm前後の匝いものという意識はあったものと思われる（第 46表）。

側而形態は上原分類を参考に次のように分けた（上原 i996)。

a)ナデ整形時に余った粘土を凹面側に押し上げたもの (605・612)。31点。

b)側面下方が強く削り取られ二面の様になるもの (596・598・600・601・604・606・608・610)。70点。

C) {Jlll面全体が斜めに削り取られるもの (595・597・599・603・607・609)。34点。

以上のように、側面形態はb類が多い。また、605は側面のナデが丁寧にされ、端部が鋭角に仕上げられ水

平面をなしている。

614は、膨らんだで変形しており、おそらく被熱によるものと思われる。

雁振瓦 (615~617) 中央部が丸く盛り上がり、正面から見ると凸状を呈するものである。丁寧にナデ整形さ

れる。小片であるので断定できないが、 615・616は中央部、 617は中央部と側部の境のところである。

鬼瓦 (618) アーチ部を持つことから、崎山御嶽遺跡の大和系とされたもの（那覇市教委2005) と形態的には

似ていると考え、鬼瓦の一部と考えた。ただ、離れ砂ぱほとんど見られず、大和系としてよいかは不安が残る。

コビキ痕が残る面を鬼面と考えると、裏面は凹凸が激しく、突起部が剥がれたものであろうか。

第 44表 大和系丸瓦集計表

合It/点数 地 区 ／ 層

北区 南区 合計

第 43表 大和系軒平瓦ほか集計表 色鱈 饂位 角 W-3 JV-3' 1 n m IV 

灰色 玉縁麟 角 1つ I 2 3 

角なし 5 I I 1 

合計 ／点数 地区 ／層 燿郎 角なし I I 2 
北区 隋区 合1t

色1J11 II類 IV-3 m 
＂ 灰色 軒平 I I 

Ill撮瓦 I I 2 

鬼瓦 I I 

渇色 謄撮瓦 I I 

合計 2 I 2 5 

薦部 角なし I I 2 2 12 17 

褐色 玉縁鶴 角1つ I I I 2 

角2つ I I 

角なし I I 

角なし属綿 2 1 2 5 

合1t 6 2 I 8 3 18 3S 

爾鵠以外の点数 6 I I 4 

゜ 、＇
16 

-131-



第 45表 大和系平瓦集計表

合tt/ 点 戴 増 区 ／ 層

北区 南 区 不 明
饂体 最慨

合計 計算 II体歓

色Ill 郎位 角 I N-1 IV-2 IV-3 IV-3・ IV--4 I D m N I 不 朝

灰色 角 1つ I ， I 2 I 3 

＇ 
18 ， 

広蟷郎 ← -
角なし I ~ 18 2 2 I 5 I 35 

角 1つ I ， 2 4 16 8 ， 
覆蟷郎

角なし I I 5 2 2 5 I 17 

簡綿 角なし 13 ， 23 81 10 I 3 27 14 74 お5

褐色 角 1つ I I 

゜広嬬郎 ト一

角なし 2 2 2 6 

狭蟷部
角 1つ I 2 I 2 6 3 3 

角なし 2 z 3 2 ， 
＇ 1lll郎 角なし 3 3 ~ 6 ， I 24 5 ， 63 

合計 20 13 36 135 24 I 6 63 23 102 2 I 426 20 12 

鶴螂以外の点数 4 I (() 48 5 0 2 12 4 19 2 I 108 

第 46表 大和系平瓦厚さ集計表

合It/点叡 鳩区 ／層

北区 11118 不鴫 合計 犀さ9
合It

色. 鶴位： 瓢さ ●薗”鶴 I IV-I IV-2 IV-3 IY-3" IV-< I 

＂ 
m 

＂ 
l 不鴫

灰色 広嶋• (1)~1.6 1(鮎土＂し..tl1) I I 

b Cニill I I 
12 

C (-ii) I I 

不疇 I 6 

＇ 
I ， 

(2)1.7-1.9 1(船土＂し上げ ） 2 

--2 ~ 8 b (;ell) s 3 
2, ',-..) I -----2 

不" ＇ 
3 3 I ， 11 

' (3)2. 0~2. 2 1(帖±"し.t.11) I I 2 

b (二躙） I I 

＇ 
3 

17 
'(-ii) I I 

不鴫 I 5 I z I 

＇ 
II 

艘纏• (l)~I 6 C (-ii) ， I 2 
6 

不鴫 I I 2 • 
(Z)I 1~1.9 o(お土"l,.tlf) ．．．  z 2 

b C二●） I ， 

一
17 

0 (-■) 2 I 3 

不疇

' I 2 I 8 

(3)2, 0-2. 2 ● (Ill土＂し上げ） 2 2 

b (二霞） 2 

＇ 
3 ， 

C (-Iii) 

＇ 
I 

不鴫 I I 

＇ 
3 

<•>2. 3- 不鴫 I I I •e (1)~1.6 ●（帖土＂し.t11) 2 I • 7 

b (;:: 鵬） 2 2 • 
“ 0 (-ii) 

＇ 
3 2 

＇ 

一
不鴫 3 3 ？ 10 ， • 1 6 

“ (2)1,)-1,9 ■(貼土＂ し上げ） I • ＇ 
6 

b (—躙） 2 I I • 2 2 8 21 

0 (-ii) I 2 2 I I 7 
II● 

不疇 3 I 8 36 I l 7 I 27 鯰

(3)2 0~2.2 ol帖土．糟し上げ） 3 3 

b Cニill

＇ 
I 2 I 3 8 

61 
C (-ii) I I I 3 

不鴫 ， ？ 
＂ 

， 2 ， 2 15 看7

<•>2 3- b (ニii) I I 

＇ 
3 

C (-ii) I I 13 

不鯛 I I 7 ， 
II色 広嶋• (1)~1.6 b (ニii) I I 

2 
不鴫 I I 

(2)1,7-1.9 不鴫 2 2 2 

(3)2. 0~2. 2 不嶋 2 2 2 

＇ (4)2.3- 不囀 I I I 

狭鴫● (1)~1.6 I(貼土＂し上げ） l I I 

(2) I. 7~1.9 b (ニii) ， I • 
不Ill 2 I ' 

． 
I 

(3)2.0-2.2 
Ib (砧(C:土ill＂)し上げ）

I 
I -----; I 

I ← ？ 

不綱

＇ 
I I 3 

<•>2 3- 不鯛

＇ 
I I . ., (1)~1.6 ■(給土＂し上げ） I I 

b '((二-國ill）) 
2 

I 
2 

12 
I 

＇ 
2 

不鴫 I 2 2 I I ？ 

(2)1.7~1.9 ●（帖±"し上げ） I I 

b (:'.:1111) 

____! 一
I 

＇ ,---2 ---2 お

C 不疇(-ll) I I 

3 

＇ 
I I 15 2 5 唸

(3)2 0-2, 2 b (ニill I I I 3 
12 

不鴫 2 

＇ 
I 2 ， 

<•>2 3- ●（砧土＂し上げ）

＇ 
I 2 

I 
不鴫 2 2 

合tt
” 

13 ％ 1:IS 24 1 6 

゜
23 102 2 l “ 426 
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第 47表 高 麗 ・大和系瓦観察表 (1)

遺物 種類 邸位 色鱈 観察事項 （敷字はca) 地区 グリッド 層 鱈査峙土層Ho. 

564 高麗系瓦 '≪ 段式 伯郎 褐色 厚みJill郎1.0、偽祁2.2. 凸面tt'、凹面布U痕、コピキ痕（幅0.2) • 北 EIO IV-3' 晴褐色土
平瓦

665 高舅系瓦 平瓦 広嬬郎 灰色
厚み1.8.凸iliiiA状文（枠幅5.5)• 広嬬”・t~5.0, 凹面布0痕不剛鮫．コピキ

北 FIO IV-3 黒渇色土（下鳩）
痕（幅0.1) • 決爆iii敗り 1.0,tt・切2.5.厠面切り込み0.6,

5邸 高麗系瓦 平瓦 広端郎 灰色
厚み2.0.凸iii羽状文（枠幅3.5、11f1き板帷定7.0)、慣緯あり、打捺文 1氣凹
iii布日痕（幅0.I) • コピキ痕（幅0.3)不明瞭、広端10.0..tに編紐圧痕．布継 北 Fil北 IV-3 黒褐色土（下眉）
ぎ日あり．広端面取りI.o. 広嬬面圧痕（幅0,7)あり．憾面切り込み0,7, 

667 高麗系瓦 平瓦 広嬬郎 灰色 厚み1.9,(凸iii羽状文 01<幅4.6、叩さ板帷li!S.O)8)、広嬬よでし凹iii布n痕、コ
ピキ痕幅0.2)、広嬉iiiOり0.8、廿Jtt・ (幅0. 部分的あり

北 Fil IV-I 褐色上

568 高麗系瓦 平瓦 広端郎 灰色
厚み2.o. 凸iii羽状文（作幅4.Sl • IT探文1頚か．凹面布日痕、コピキ痕（幅
0. I) • ttJサ・ （幅0.8)節分的あり．傷面切り込み0.6. 北 FLL I 慣乱

邸9 高麓系瓦 平瓦 広端郎 灰色
厚み2.0. 凸面羽状文広靖まで見られるがtデりされる.I!')面布目痕、コピキ

北 Fil隋 l¥'-2 黒褐色土（上雇）
痕（幅0.1) • 広鳩面敗り I.II.

570 高翼系瓦 平瓦 広蟷郎 灰色 厚み2.I 凸面＝ピキ痕？凹面コピキ痕（幅0.1) • 広蟷面じり幅I.o. 北 FIi北 IV-3 黙昆色土（下層）

571 高麗茶瓦 平瓦 閃詞 仄色 厚みI.7. 凸面羽状文凹面布目痕、コピ中痕（幅0.2)• 側面切り込み0.9. 北 r11m JV 3' IIJ褐色土

＇ ＇ 
572 高麗系瓦 平瓦 筒郷 灰色

厚みI.7. 凸面羽状文（枠幅3.5)、凹面布日痕、コピキ痕（幅0.5)• 側面切り
北 Fil隋 IV-I 渇色上

込み0.5.
I 

573 高麗系瓦 平瓦 閉郷 灰色 厚0.みI)2.噸公蕩．凸面羽状切文 (It,幅4.5) , f舅瓦J• tr掠文 1氣凹面布〇痕 (!Ill隔
鴨面り込み0.5、 北 Fil北 IV-3 黒褐色土（下層）

574 高麗系瓦 平瓦 挟罐部 灰色
厚み1.6.凸iii=>ピキ痕げクな 凹iii布!l痕、コピキ痕（幅0.5) • 挟嬬げ炒

北 EIO I 石積裏込•. 6. 
I 

575 高翼系瓦 平瓦 筒部 灰色
厚み2.0.凸面羽状文、慣練あり.tr狐文 1頚.l!!liii布B痕・コピキ痕（幅

北 Fil南 J¥f-2 黒褐色土（間層）
0.2) , ffけデ （幅0.8)あり．

576 高翼系瓦 平瓦 筒部 灰色
厚み2.0. 凸面羽状文（枠幅3.3)、 f大天J (遅続するか？）、打探文3稟．
凹面布日痕、::,ビキ痕（幅0.3)• tr'りあり

北 EIO I 石積裏込

I 

577 高麗系瓦 平瓦 狭端郎 灰色
厚みI.3. 凸面羽状文、上鋼3>tデケな 凹面布11痕、コピキ痕竹・ケ;..狭嬉面取り

北 Fil北 IV-3 屈児色土（下層）3.0. 

678 高翼系瓦 平瓦 侠端郎 灰色
厚みI.80狭濯凸面羽状文（枠幅5.0)• 挟嬬”・ケ沼.o.I!!)面布日痕、コピキ痕（幅
0.5)、 iii駐り3.5. 鋼面切り込み0.3. 

北 FIi北 IV-3 黒褐色士（下編）

579 高麗系瓦 平瓦 狭罐l郎 褐色
厚み1.9,凸iii羽状文（枠幅5.3)、狭嬬廿・朽2.7, 凹iii布日痕、::,ピキ痕（幅
0.5) • 挟嬬面厄り4.s. 綱面切り込み0.9. 北 Fil北 IV-3 Ill褐色土（下鳩）

全高10.5、瓦当（幅2a.2、高5.2) , 内区（幅26.0・高3.2)、顎帽Jズ.3リ, 平瓦厄
濶 大和系瓦 軒平 広端郎 灰色 み2.0、残1,長さ23.5.痕重量2276&.外区J:lliilrtり．顎裏面クテケ ．平瓦 北 Fll~t IV-3 訊児色土（下雇）

傭面b、1!!1面鱒コピキ残る 洞面雇れ砂．

581 大和系瓦 丸瓦 筒郷 灰色
厚み1.8.凸面綱日文（紐幅0.2. 撚り目畏0.6) • 凹面慣吊り紐（幅o.6) • 111 

北 EIO JV-3・ If甍色J:
れ砂IJl瞭

582 大和系瓦 丸瓦 端節 灰色
厚みI.7 凸iii綱日文 (Ill蝙0.2. 撚り日畏0.5),l!!liii慣吊り紐（幅o.3)、纏

北 FIO JV-3' 靖褐色土
れ砂明餃．

I 

583 大和系瓦 丸瓦 玉紐郷 褐色
厚み玉駄郎1.0、間部2.廣2, 凸面羽状文（枠幅3.7)、慣饒あり｀羽状文1項．凹
面霞れ砂少量｀コピキ （幅0.5) • 南 ＂， IV 晴褐色況躙上下部

トー ドー一トー

584 大和系瓦 丸瓦 玉紐郎 灰色
序み玉縁部I. I.~郡1.8.凸面羽状文、 1f・仇 凹面格十吊り紐（間隔2.6. 紐

北 Fil北 IV-3 黒褐色土（下層）
1110. 3、撚り l1艮0.6)• 1111れ砂不明殷．

585 大和系瓦 凡瓦 玉紐部 褐色 厚み玉駄罰1.0、間部紐幅I.07. , 凸面縄n文（紐幅0.2、撚り U長0.6)、凹面格子吊
り紐？（間隔2• .5、 5)、霞れ砂顕暮．

隋 旧 IV 鰭褐色況躙上下部

586 大和系瓦 丸瓦 玉紘郎 褐色 厚み玉ほ郭1.0.間部1.6.凸iii縄B文?tデりか．凹iii吊り紐？霞れ砂少量． 北 FIi北 IV-3 黒褐色土（下鳩）

587 大和系瓦 丸瓦 玉駄郷 灰色
厚み玉紐釦.1、日蔀I.7. 凸面羽状文、 朽•松格子吊り籍（間隔u、紐II

南 119 IV 晴懇色況”土下節0. 4、撚り 0長0.6)、離れ砂不明瞭．

588 大和系瓦 丸瓦 間郎 灰色 厚み2.0.凸面羽状文．慣線あり．羽状文1項離れ砂少量．凹面ナ9・ク,. 隋 H9 JV 晴褐色況晟土下部

589 大和系瓦 丸瓦 筒部 灰色
厚み2.2, 凸面竹・,.,3. ) 凹面格子吊り籍 (1'111隔2.0~3.0、紐幅0.2、撚り日長
0.6) • 釘孔（径I • 離れ砂極少量．

渭 HIO II 瓦認靖褐色土

590 大和系瓦 丸瓦 閉部 灰色 厚みI紐6.幅凸面材状文、長横0線.3)あり離~羽れ状砂文 1類．凹iii格干吊り紐（間隔2.0"'
3. 0、 0. 2、撚り ll • 少量．

南 119 IV 鰭褐色混礫土下部

691 大和系瓦 丸瓦 筒部 灰色
厚み1.6.凸面羽状文、 ザ 仇6) 凹面コピキ痕（蝙0.S)、慣吊り紐（間隔2o~ 
3.0、Ill幅0.3、燃りn長0. • 上方竹9シ、離れ砂少量． ，＂ ＂， IV 鰭渇色混礫土下部

592 大和系瓦 丸瓦 問郎 灰色 厚み22. 凸面羽状文格-,..ありし羽状文 1項、,,行へ耀れ竹砂りな不 凹iii格子吊り紐
(!Ill隔3.5、横紐幅0.2. 縦紐幅0.3、撚り目長0.5)• 明諫．

隋 119 IV 暉渇色況霞上下部

593 大和系瓦 丸瓦 蟷郎 灰色 厚み1.6.凸面羽状文、 atf'艮0抄..5 l!!liiiコピキ凩（幅0.5)、格子吊り紐（間悶2.0
~3.0. 紐幅0.3、燃り ）、上方汗 t,、霞れ砂極少量．

南 19 ll 晴褐色礫浪土

fi94 大和系瓦 丸瓦 liD郷 灰色 厚み1.4. ..,, 面羽状文、横縁あり、羽状文lfll.(Ill面げクシ、霞れ砂少量． 南 119 IV If褐色襲礫上下郷

595 大和系瓦 平瓦 広端部 灰色
傭iiic,厚み1.3.凸面コピ躙キ痕盲不明瞭、 ,m・.ユt・朽・・l!!liiiコピキ痕不明鯨、
”・クな 霞れ砂凹iii.聾端面 ． 

北 Fil北 IV-3 黒渇色上（下層）

596 大和系瓦 平瓦 広端郎 灰色
冑iiib、T寧なサ．． 厚みI.4. 凸iiiコピキ痕（蝙o.3) , 凹iiiコピキ痕不明瞭、

北 Fil北 IV-3 駄褐色土（下Iii)
”・クシ． 離れ砂凹面順蓄．

597 ＊わ系瓦 平瓦 広燐郎 灰色 0傭.3iii)c. 広厚罐み不1.S.凸面コビ霞キれ碩砂（幅0.5)比較的順蓄．凹面コピキ籟（幅
、 搬底のザ． 凹面少量．

北 Fil北 IV-3 黒褐色土 <TIil

598 大和系瓦 平瓦 広蟷部 灰色 m痕み1.8.側面b.凸面コピキ痕 ．（幅層0れ.5)砂網l!!IU残顎る．挟澪圃げグ.l!!l面コピキ
店干あり、 ,,サ＼側面側9竹9・ 面胃、凸面 ・広端面少量。

北 Fil北 IV-3 駄昆色土（下鳩）

599 大和系瓦 平瓦 広端部 灰色
傭iiic、上方コピキ痕．厚み2.0.凸面阻い抒へ凹面T寧9よ”・・ 広嬬面にヘラ

北 FIO IV-3' 9音褐色土
記サ「一J.霞れ砂両面あり．
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第 48表 高麗 ・大和系瓦観察表 (2)

遺物 種類 撼位 色讀 ll察事項 （散字は01) 地区 グリッド 層 謂董峙土層No. 

600 大和系瓦 平1i. 叩 I灰色 債面b,J'1. み2.I. 1!11面、胃面コピキ痕顕fl,庫れ砂州曲順膏． 北 Fil渭 1¥1-2 黒褐色上（上層）

601 大に系瓦 平瓦 広躙郎 灰色
傭面b.霞れr,. み2.1.凸面コピキ痕 (WI゚,I) • 1t>t'tt・ 凹面コピキ成不明鼠，
”デ． 砂両面鵬惰．

北 Fl l~t (¥1 3 黒褐色上 (f肩）

602 K和系瓦 平瓦 広鳩冑 灰色 mみ2.I コピキ痕 ．鴫れ砂両面あり.(I!)面クテ方向の板状圧痕（蝙5.0)• 北 FIO IV-3 昂褐色上 ('FM)

603 人和系瓦 平瓦 狭蟷祁 灰色
憾面C • J'1-み1.6.凸面コピキ痕不明駁.,m・. 凹iliT車な打廿へ挟嬬面取り
幅2..... 纏れ砂,~i函少量 北 Fl I JV-3 贔褐色上（下層）

604 大和系瓦 平瓦 挟躙節 灰色 傭面b傭, W. み2.L)II面コピキ痕（蝙0.3) • 雇れ砂共に戴訊凹面挟鵡面取り
3. o. 面上方糸切？

北 Fl l~t IV-3 黒渇色上（下層）

605 大和系瓦 平瓦 間部 灰色 憾面•、削llllりが鋭角．＂み 1.9、凸面コピキ痕仔・,,、9テュt・tテ. ll!l面抒・切．層
れ 砂 両 面 祖 北 Fll IV-3 黒褐色.J:(下層）

606 大ru系瓦 平瓦 間節 灰色
側iiib、コピキIi(ありか.,,_みt.6,丙面コピキ痕明瞭 (1110.2), 層れ砂両面

北 Ell I 撹乱
あり．

I • I I 

607 x.fll系瓦 平1[ 狭娼爵I 灰色 憾ナデlil幅c3)'/. み2.3. 凸面コピキ痕ナデil'Iし．凹山袂嬬山駐り幅4.0、T寧なクテ
.o. 霞れ砂凸面少量。 北 Fl I隋 IV-3 黒褐色上（下層）

切8 大和系瓦 平瓦 狭端祁 渇色 傭挟iii端b.面厚み2.o. 雨面、鋼面上方コピキ痕（幅0.3)顕甚．層れ砂も議暑．凹
面 取り4.s. 北 Fl I IV-3 黙褐色土（下層）

609 大和系瓦 平瓦 狭蝠郎 灰色 虹傭!ti郎c.ザ厚儘み2.3. ~~Iiiコピt直キ取痕: 蝙（幅3.. 15. ) 9サテ炒．凹由コnピ陀キ巴痕面（幅顕〇惰.6． ) 、 北 Fll IV-3 鴫褐色＋（下層）
I. 5) • 快漏 り幅．、決漏面不霞形．戴

←― 

610 大和系瓦 平瓦 袂郎 渇色 憫面b I'/. み2.1. 渇面、傭面1::方コピキ痕（幅0.3)頗畜．離れ砂も顛lf. 北 FIL北 IV-3 黒褐色上（下層）
... 

611 J-111系瓦 平瓦 狭蟷郎 灰色 ”みI.I 嗣面コピキ痕 ・離れ砂あり 挟珊面駄り幅I.3. 北 FIO JV-3' 昂褐色土 (1'層2)

612 大和系瓦 平瓦 狭端郭 灰色 憾面•雇•れ”砂み顛2.0. 凸面コピキ痕サ・ケな 凹面コピキ痕（幅0.2)、広嬬面むり暢
2. 5" 吝．

北 Fl l~t IV-3 昂褐色1:(下層）

613 X和系瓦 平瓦 狭罐郎 灰色 四 I7. i",iiitm' l!!liiit汁デ．狭罐面止り幅2.3.戴れ砂両iiiあり． 北 FLO IV-3 昂褐色上（下層）

614 大和系瓦 平瓦 広端郎 灰色 li,.嬬げみ2.,. 歓熱のためか大さく変形． 北 ELO IV 3 黒褐色上（下層）

615 大和系瓦 廉級瓦 筒郎 灰色 ”みI5 .. 凸iiiげ、凹iiiコビキ痕（幅0.5) . 霞れ砂少量 被熱のためか一綿隕
剛 119 IV 噌褐色涎鍔上下郎

変．

＇ 
I 

616 大和系瓦 履もi瓦 端郎 仄色
耳みI.6. 凸面縄IJ文かコピキ痕? T寧なザ・.l!!l面綱U?嬬瓢面取り5.0、霞れ

北 Fl I清 IV-3 昂褐色土（下層）
砂顕惰．

617 大わ系瓦 雇駄瓦 間郡 褐色 ”み1.8.凸面羽状文？、凸面9升テ・ LFF H9 IV ＂褐色混尺土ド需

ト端部 ”み2.1部. 鬼面にはコピキ痕（幅0.5)、と上郎に円弧状の凹線（幅0.8)あり．
618 K和系瓦 鬼瓦

右側
灰色 アーチ はT寧にiii{(り．賣面は突起物がはがれた猷、また木整形なのか凹凸 膚 lLO Ill オリープ褐色土

が檄しい，層れ砂不明．

③明朝系瓦

明朝系は、まず色調により大きく灰色系、赤色系に分けられ、おおまかに前者から後者に移行するものとさ

れており、その分類については後述する。一方、瓦当の分類は、上原詐 (1994・2008) と石井龍太 (2006a・b) 

の研究を参考にして分類したところ、その多くは該当するタイプであったので、両分類を併記してその特徴を

述べる。また、今回、近年の喜名窯産の瓦が報告されたことにより（上原ほか201L)、該当するものを一定批

抽出することができた。そこで、喜名窯系瓦についてはまとめて述べることとして、その他主体的なものにつ

いて説明していく。なお、筒部のみの破片は集計していない。

色調 ・燒成 色調で見ると灰色系、褐色系、赤色系の 3つに分けられる。それに、焼成の違いとして前 3者よ

りは硬質で、後述する喜名系とは異なるものを隅器質として、計4つに分けた。

灰色系 灰色のものである。ただ、本来なら陶器質に入れるべきものも含まれている可能性がある。

褐色系 灰色と赤色の中間的なもので、鈍いものは黄褐色、明るいものは黄橙色のものまでを含む。

赤色系 赤色、橙色のものとした。なお、マンガン釉と呼ばれる黒色の薄い釉が掛けられるものもある。

陶器質 焼成が堅緻で沖縄産無釉陶器に近くなっており 、表裏面の色調とは異なって、断面が赤色であるの

が特徴である。

軒丸瓦 (619~ 655) (第 70~ 73図、第 49・55・56表、図版48~ 51) 

瓦当は、石井分類では大別 5タイフ、上原分類では大別3タイプとなるが、それぞれ細分類により対応でき

るものである。ただ、一部、該当しないもの、完全に同一とは言えないものや区別できないものもある。以下、

分類及び細分類ごとに特徴を説明する。なお、石井は生産地の一つである涌田古窯跡で出土した軒丸瓦を明確

にしているので、該当するものは「湧田古窯跡出土」と記しておきたい（石井2007)。
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A-1-1 (石井）・側視 1型 IA式 （上原）

石井分類では、 (A) 瓦当接合角度が直角で灰褐色、(1)隅苑で衷面側縁の苑バリが未整形、 (r)花芯が

丸く花弁の先端がやや屈曲する表現でデザイン化された牡丹文様 Iのグループである。また、牡丹文様ではな

いが、 (A) と (1)の特徴を有するもの (650) も本グループに相当するものと考えられる。上原分類では、

牡丹の茎 ・子葉 ・花の側面鋭が表現された側視 1型の内、上段の花弁が兎の耳状に大きく長い IA式とする。

天界寺C (石井）・首城下 IAb 01式 （上原）(624) 花芯は丸く格子目が入り 、花弁は輪郭を強調し、茎

は直線的に伸び笈が一対表現されたものである。涌田古窯跡出土。

浦添城A (石井）・首西 IA e 03式 （上原）(619) 花芯は上向きの 3本の太線、花弁は細線で左右を挟む

ように描かれるが左上端と両下端は閉じず、蔓と茎の区別は不明瞭で珠文と接するような線状の表現と

なるものである。i勇田古窯跡出土。

西のアザナ I (石井）・首西 IA e 04式 （上原）(620・621・623) 花芯は 1本の長い線、花弁は本来花芯

であった線と漁合し左右の先端がアーチ状に接し、経 ・茎の表現は分からなくなる。石井によると、浦

涼城Aのものと箔傷が一致するので、その彫り直しとされる。湧田古窯跡出土。

仮称く御内原北A> (石井）．＜首御北 IAd 01式＞ （上原）(622) 花芯は西のアザナ Iと同様だが、花

弁の先端が開いていることは浦添城Aと類しており 、両者の中間的なタイプであり、まさに彫り直しで

あることが裏付けられる。本資料は、既に上原により首里城跡御内原北地区の報告で、オウチ IAd 01 

とされているものに該当すると思われる（上原 2010)。石井分類では報告されていなかったので、その

用語法に基づき最初に発見された遺跡名をとり「御内原北A」とし、上原分類でも「首御北 I.Ad 01」

と仮称しておきたい。

天界寺A (石井）．湧田JIA 01式 （上原）(650) 牡丹文様ではなくかなりデザイン化された花文で、楕円

形の花芯に、その上方に複線による経状、花弁と築は先が尖った表現がなされる。先述したように、文

様以外は本グループと共通している。涌田古窯跡出士。

A-2-ll (石井）・側視1型 IB式 （上原）

石井分類では、 (A)瓦当接合角度が直角で灰褐色、 (2)木苑で度面側緑の苑パリを整形、(II)花を斜め

上から見た表現の牡丹文様I1のグループである。上原分類では、側視 1型の内、花柱を備え花弁が瓦当面全体

に広がる IR式とする。

浦添城D (石井）．湧田 IBa 01式 （上原）(625 ~ 627) 最も写実的な牡丹の表現と言え、花芯は上部が

やや突出し横に長く、細かな格子目で雌しべが表現され、花弁は上に4枚、下に3枚配され、茎は下へ

直線的に伸ぴ一対の葉が付され、その築脈が凸線細かく表現され、緑辺の鋸歯も細かい。全体的に焼成

が良好、胎土も精良であり 、外緑や裏面のナデ調整も丁寧である。涌田古窯跡出土。

天界寺D (石井）．湧田 IBa 02式 （上原）(628 ~ 630) 浦添城Dとほぽ同様であるが、花弁が 2枚増え、

築も大振りとなり、全体的に不鮮明である。また、浦添城Dに比べると、裏面のナデ調整はやや粗い。

i勇田古窯跡出土。

浦添城C (石井）・浦城 IBa 01式 （上原）(631・632) 花芯は小さく逆三角形となり 、上方の花弁は細長く 、

下方は小捩りのものとなる。梃面のナデ調整は粗く、指オサエの痕が顕著である。631は、文様は鮮明だが、

中央付近に水平方向の箔偏が見られる。湧田古窯跡出土。

天界寺 E (石井）．湧田 IBa 03式 （上原）(633 ~ 635) 花芯は上緑が水平となった半円形のもので下方
がく

には芽の表現がなされ、花弁は4対となり 、その下方は茎と築が融合したのか、かぎ状の文様となる。

文様はやや不鮮明で、裏面のナデ調整は粗く、指オサエの痕が顕若である。勒田古窯跡出土。

B-2-ll (石井）・側視1型 IB式 （上原）

石井分類では、 (B) 瓦当接合角度が鈍角で灰褐色、(2)木苑で襄面側緑の完バリを披形、(a)先の牡丹

文様11より花弁が長い表現のグループである。上原分類では、側視 1型 IB式の中でもやはり花弁が長いもの

とする。
がく

湧田古窯R(石井）・首木 IB b 01式（上原）(636 ~ 638) 花芯は天界寺Eと同様で、邦の上方の花弁は左 5枚、

右 4枚、下方は小振りの築もしくは花弁のような文様が 3枚見られる。裏面はタテナデが顕著なものも
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多い。全体的に文様は鮮明であるが、 636は、文様がやや不鮮明で、上半に水平方向の箔似が 2ヶ所ある。

悌田古窯跡出土。

旧中城御殿A (石井）・（近似）湧田 IBa 04式？ （上原）(64 l・642) 花芯と花弁は天界寺Eと同様であるが、
がく

l界の下方の花弁状の文様が 2枚となる。文様は鮮明だが、右側の花弁の間に粘土がたまったような盛り

上がりがある。上原分類では、洒田 IBa 04式に近いものと思われる。
がく

湧田古窯u(石井）．湧田 IBa 04式 （上原）(639・640) 花芯は天界寺Eと同様で、花弁は芍より上方は

幅太のものが4対、下方には花弁なのか菱形状の文様が3つ配される。裏面はタテナデも見られ、文様

は不鮮明である。湧田古窯跡出士。

内間御殿B (石井）・円覚 IB b 02式 （上原）(644 ~ 646) 花芯は半円形であるが格子目が施され、これ
● I( 

までよりも下方に位骰する。花弁は長細く表現され、左が 5枚、右が 6枚で、専は横線となり、その下

に1点の突起が見られる。下半右側に水平方向の箔傷が顕著に見られるが、645は若干だが短い。

天界寺 F (石井）・（近似）円覚 IB b 01式 （上原）(647) 花芯は内間御殿Bに比べると上縁が丸みを帯ぴ、
がく

花弁は5対となり、？夕の横線が若干長い。上原分類では、円鈷 IB b 01式に近いものと思われる。

C-2-Il (石井）・側視 1型B式 （上原）

石井分類では、 (C)瓦当接合角度が鈍角で赤色である点以外は、 (2)・(I])は共通している。上原分類でも、

先の側視 1型 1B式の花弁の長く赤色系であるとする。

北殿① （石井）・（近似）御茶 IB b 01式 （上原）(643) 花芯は格子目が見られず、花弁は全体的に小振りで、
がく

堺は「へ」字状となっている。上原分類では、赤色系である御茶 IB b 01式に近いものと思われる。

C-2-IV (石井）・側視2型m式 （上原）

石井分類では、 (C) 瓦当接合角度が鈍角で赤色、 (2) 木箔で裏面側緑の箔バリを整形、 (IV)花を上から

見下ろした表現の牡丹文様IVのグループである。上原分類では、花のみ大きく描く側視2型式の内、隅丸方形

状の花芯をもっm式とする。

内間御殿D (石井）・円党ma01式 （上原）(651) 花芯は隅丸方形状でその中央には凹線が 3本である。

内間御殿E (石井）・内間ma01式 （上原）(652・653) 花芯は隅丸方形状でその中央には凹線が4本である。

巴文く新資料> (649) 胎土 ・色調等は琉球近世瓦（明朝系）の褐色系で、いわゆるグスク時代の大和系瓦ま

たは近世大和瓦とは異なる。珠文は推定 13個、 巴文の頭部は丸めやや尖った形で、それぞれの頭部は若干接

する。外縁の箔バリは丁寧に盤形され、一方裏面は粗いナデがなされる。今のところ、この巴文の類例は探せ

ていないため、新汽料として捉えておきたい。

654・655は、瓦当は欠損しているが、側面端部が丁寧に整形されていることから、軒丸瓦の瓦当部とした。また、

655は焼成前に筒部に釘孔とされるものが開けられており、先述した瓦当を有する 645にも見られた。

軒平瓦 (656~ 677) (第74~ 76囮、第49・56表、図版52~ 54) 
瓦当は、石井分類では大別 4タイプ、上原分類では大別4タイプとなっているがその対応関係は一部整合し

ていないが、細分類では対応している。なお、先述したように、 i勇田古窯跡出土軒平瓦（石井 2008)はその旨

を記した。

a-1-I (石井）・側視1型 IA・II式 （上原）

石井分類では、 (a)瓦当裏面接合粘土が厚く、灰褐色、 (1)陶箔で箔バリ未整形、瓦当裏面のナナメナデ、 (I)

花芯が丸く花弁が上中下の 3段に配された牡丹文様 Iのグループである。また、牡丹文様ではないが、(a)(1) 

が共通している 666も本グループに相当する。上原分類では、牡丹の茎 ・子築 ・花の側面観が表現された側視

1型の内、花芯を中心に花弁が 3段に配された TA式と、花が上下に展開する II式が相当する。

西のアザナB (石井）・首西 IA a 02 (上原）(656) 花弁の裂け目が全体的に小さく、薬は細長く伸び、葉

脈が中心に 1本のみ見られるものである。湧田古窯跡出土。

湧田古窯 I(石井）(657 ~ 659) 花芯は円形で表現され、葉は菜脈が中心だけでなく縁辺にも向けており、

茎は右側へ伸びる。現在知られている瓦当文様の中で一番近い本タイプとしたが、小片で、文様も全体

的に不鮮明なため、今後の検証が必要である。なお、上原分類では同一のものぱ提示されていない。挽

田古窯跡出土。
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湧田古窯 p (石井）・首西 II01 (上原）(666・669) 花芯が横長の楕円形で上方の花弁が扇状に表現され、

策は幅広のものである。拓本では文様が比較的鮮明に見えるものもあるが、全体的に摩滅が激しい。i勇

田古窯跡出土。

a-2-II (石井）・側視1型 IB・illA・illB式 （上原）

石井分類では、 (a) 瓦当裏面接合粘土が厚く、灰褐色、 (2)木箔で苑パリ整形が不徹底、瓦当襄面のナナ

メナデ、 (II)花を斜め上から見た表現の牡丹文様1Jのグループである。上原分類では、側視 1型のうち立体

的な花芯をもつ lB式、写実的な花文の田A式、抽象的な花文のIDB式に含まれる。

右被門①（石井）・首右 IB 01 (上原）(660) 花芯は横長の楕円形で細かな凹線で表現され、横方向には細

い蔓が緩いカープを描きながら伸びる。文様は鮮明で肉厚的な表現で、全体の調整は丁瑕である。

浦添城A (石井）・首西illA 01 (上原）(661 ~ 665・667・668) 花芯はやや小振りの楕円形で、それを中心

として 5枚の花弁が配され、築は緑辺の鋸歯が大きく表現されている。文様は比較的鮮明なものが多い。

湧田古窯跡出土。

湧田古窯R (石井）・天界msa 03式 （上原）(670 ~ 673) 花芯は円形に近くなり格子目で表現され、花

弁は不整な円形のものを 5枚配し、菓の内部は平坦で緑辺の鋸世が先端を向き、下方にはV字状の文様

となる。全体的に整形は丁寧である。670や672は水平方向の苑偏が数ヶ所見られ、長く使用された瓦

当箔であることが分かる。670~ 672など瓦当裏がヨコナデされているものもあること、色調が明るい

ことから、a-2-IJとb-3-Ilの移行的な瓦当文様であることも考えられるのではないか。湧田古

窯跡出土。

湧田古窯s(石井）・首木msa 01式 （上原）(674) 文様の大半は湧田古窯Rと共通するが、中央下方の

花弁の下端が尖っている点が異なる。湧田古窯跡出土。

b-3-II (石井）・側視1型ms式 （上原）

石井分類では、 (b)瓦当裏而接合粘士が簿く、灰褐色、 (3)木箔で箔バリ整形が不徹底、瓦当裏面の横ナデ、

(II)花を斜め上から見た表現の牡丹文様IIのうち花弁が小さくなったグループである。ただ、本賓料はあま

り明瞭な横ナデではなかった。上原分類では、抽象的な花文のIDB式に含まれる。

木曳門C (石井）(676) 花芯は隅丸方形で、左右の花弁は横方向、下のものはアーモンド形で縦方向にそ

れぞれ5本の線が入る。菓の鋸歯は葉脈から伸び輪郭を飛び出して表現されている。

仮称 1く淑順門西A>(石井）(677) 文様は木曳門Cに類するが、菜の鋸歯は線となり外緑際まで伸ぴる

ように描かれる点が異なっている。本筏料は、石井によりこれまで出士迫跡が不明なものとして「仮称 l」

とされていたが、本人の用語法に基づき、今回初めて出土した資料として 「淑順門西A」として報告し

ておきたい。上原分類では、同一のものは提示されていない。

c-3-II (石井）・側視1型ms式 （上原）

石井分類では、 (C)瓦当裏面接合粘土が薄く、赤色、(3)木箔で箔バリ整形が不徹底、瓦当裏而の横ナデ、 cn) 

花を斜め上から見た表現の牡丹文様nのうち花弁が小さくなったグループである。上原分類では、抽象的な花

文のIDB式の赤色系が相当する。

天界寺C (石井）(675) 花芯は隅丸方形で、左右の花弁はそれぞれ横方向に 4本、下のものはアーモンド

形で縦方向に弧状の線が入る。裏面は明瞭な横ナデがなされている。色調は赤色で、本賓料はマンガン

釉が掛けられる。上原分類では、同一のものは提示されていない。

なお、軒平瓦の平瓦部の調整については、残存状況がよい 672で見ると、接合部の長さ 4cmは丁寧なヨコナ

デを行い、側縁は上緑1cmの所も含めて丁寧なユビナデを行っている。

丸瓦 (678~ 686) (第 77~ 79図、第 50・51・52・58表、図版55・56)

端部が確認できない筒部は除外して集計し 553点を数える。色調で見ると、灰色系 228点（内マンガン施釉

1点）、掲色系 202点、赤色系 118点（内 43点はマンガン施釉）、陶器質5点となる。

整形 ・課整 砲弾形の模骨（カーラパコ）に粘土を巻きつけて整形し、乾燥させた後 2つに割って作られた

とされる（上原 1994・石井2010)。凹面には粘土が張り付かないために模骨にまいた布（瓦衣・カーラチン）

の布目痕が残り 、布目側端が縦方向で交差状に見られるものもある (678・681・684)。模骨の構造に由来
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第 49表 明朝系軒平 ・軒丸瓦集計表

合計 ／点殻 地区 ／層

種類

軒丸

軒平

北区 隋区 不明 合1t

石井分類 上原分類 色鱈 I D 'IV-1 IV-2 I n m IV I 不明

天界奪C 苔城下 IA bOI 灰色 I I 

渭添鑢A 口洒 1Ae03 灰色 2 2 

＜鐸内属北A> <'If鐸北 IADO!> 灰色 I I I 
A-1-1 

否のアザナ 1 首西 IAoい
戸渇色— • I 

＇ 2 ？ 4 

天界寺A 湧田DAOI 灰色

＇ 
II ＇ 渭添馘D 湧田 IB aOI 灰色 2 2 

渇色 I 

＇ 
A-2-D 

天界等D 湧田 IB● 02 褐色 I 3 3 

清涵誡C 湧IBIBe03 褐色 I I 11 

＇ 
I 4 

天界奔E 湧田 IB a03 

芦褐色— ― I I 

I I 2 

IB中誡欄殿A （近似l湧田 IBa04 灰色 I 11 I 

鴻色 I TI I 

湧111古嘉R 湧田 IB・“ 褐色 2 2 

苔木 IB bOI 赤色 I I 
B-2-0 

湧1B古窯u 湧田 !Boい 渇色 1 II 2 

天界寺F ぽ 似）円覚IB bOI 褐色 I t I 

内間馘殿B 円覧 1Bb02 灰色 2 l 

褐色 I I 
＇ 円寛 IB b03 I 壽色 I I 
c-2-0 

北殿① ＆ 似）鶴茶IBbOI I II 壽色 I 

内間鐸殿D Pl覚mbOI 卵色 2 I 2 

C-2-IV 内間鐸殿E 内間m.01 訴色 4 I I 5 

木曳l"IB 苔胃mBbOJ 壽色 I I I 

巴文く衝資fl> 巴文＜翫賣料＞ 褐色 I I I 

牡丹n 不疇’ 卵色 I I 

不鴫 不明 灰色 11 I 

褐色

＇ 
I I' 2 

諏色 2 1 3 

瓦当なし 瓦当なし 灰色 2 8 121 '6 I 四

褐色 I 4 32 10 ， 5 61 

赤色 2 12 2 16 

湧田古窯A 百吾 IA a02 灰色 I I 

i!!iのアザナB 官i!!iI A a02 灰色 I I I 

湧111古窯P ti西 IA a02 褐色 I I I 
a-1-1 

湧田古嘉 I 灰色 I I 

喝色 I I 

湧1B古鵞 I? 褐色 I I I 

右!illl"l(j) 百右 IB01 鴻色

＇ 
I I 

渭添械A 百l§mAOI 灰色 I 1 3 4 

渇色 1 I ~ 4 

o-2-D 湧田古窯R 天界mBa03 訴色 +- l I 

渇色 2 I I I 6 

湧111古窯S 苔木me.o, 褐色 I I I I 

溝添撼c 百西mo2 灰色 I 11 I 

＊曳門B 首管msa02 灰色 If I 

b-3-0 渇色 I I I 

仮称1く淑順門百A> me式 灰色 I TI I 

e-3-D 
木曳!"IC 灰色 I I I 

天界寺c 賽色 （マンが9輪） I I I I 

不明 不明 灰色 3 I I I 6 

褐色 I I 

奔色 6 I 6 

瓦当なし 瓦当なし 灰色 2 12 ~ 16 

褐色 I 6 16 7 30 

陶II貫 I I 

賽色 •I I 2 1』 I 8 

合計 22 I 8 

゜
50 62 44 、 I 7 199 

されると思われる横方向の幅 ・深さ 5mmの凹みが、主に玉緑側に見られる (679・680・682)。凹面下端は、

ナデによる面取りがなされる。

凸面の調賂は、樅方向のナデの後、王緑側と端部側に横ナデを行うものが多い。ただ、680のように王

緑側の横ナデが見られないものもある。側緑は分割したままで調整しないのが基本であるが、先述したよ

うに軒丸瓦の丸瓦部はT寧にナデ調整されるものと考える (654・658)。

玉縁 その形態を上原の分類に基づき、以下のように分類し、集計した（第51表）。

a類）玉緑端部が平坦に整形され、平面形が台形状のもの (684・685)。19点。
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b類）縦断面が玉録頂部に平面が残

りやや斜めになり、平面形が湾曲す

るもの (678~ 683・686)。97点。

c類）玉緑頂部と側面の税界が不明

瞭で平面形が丸みを帯ぴるもの。 6

点。

一方、玉緑の長さは 4cm以下 (44

点）、 4~ 5 cm (61点）、 5cm以上 (40

点）となっている（第 51表）。

ヘラ記号 94点確認できた（第 52表）。

王緑に横線を 1本引くもの (678)、

斜線 1本引 くもの (685)が多かった。

他に、 X印のもの (681)、縦に 3本

線 (683)があった。

全長では、約 30cm(679・682・684・ 

686)、約 32cm(678・681)がある。

平瓦 (687~ 692) (第 80・81図、 第

53・58表、図版 56・57)

端部が確認できない筒部は除外して集

計し 854点を数える。色調で見ると、灰

色系 350点、褐色系 233点、赤色系 221

点（内 43点はマンガン施釉）、陶器ff50 

点（内4点はマンガン施釉）となる。

整形 ・調整 桶巻状の模骨粘土を巻

きつけて整形し、乾燥させた後 4つ

に割って作られたとされる（上原

1994・ 石井 2010)。やはり 、凹面には

布目痕が残り 、布を継ぎ合わせた糸

綴じ痕が狭端側に見られるものもあ

る (687)。また、これも模骨の構造

に由来するのか横方向の凹みが広端

側に見られる (689)。桶板綴じ痕と

呼ばれる横長方向の凹みは広端側に

見られ、5ヶ所 (687)、 6ヶ所 (688

~ 690)、推定4ヶ所 (691)がある。

凸面は、縦方向のナデの痕、両端

側に横ナデを行うのが基本と見られ

る。

全長では、約 23cm(687)、約 25cm(691)、

約 26cm(688 ~ 690)がある。

役（道具）瓦(711) (第 85図、第53・58表、

図版 59)

71 lは赤色系で、 1面は平坦に整形さ

れ、裏面は盛り上がっており雲形であろ

うか。

第 50表 明朝系丸瓦集計表

合It/卓ll
亀区層

北区 ”“ e● ,~~ 負 I D I., ーI I D Im 

灰e lコ,.... ,,,, つ

8 一~ 
6 72 2< 

角2つ I J 4 

角なし 13 S 

玉●● .... 負 1つ I 

働2つ l 

鴫●
負負な9つし

I I 5 蕊 ． 
• 3 23 13 

灰色 (t:鳴．層 ）
12ー一 負 1つ I I 

Ill! I""  賽鱈 I 

I-"•• 負 9つ 2 3 16 36, 30 

負2つ I 3 I 

負なし 2 13 3 

玉●● .... 角2つ・角 1つ

― 

..,!_ 
負2つ 2 

I疇瓢i 負 1つ I ~ 10 21 ” 負なし 13 12 ． 
壽~ (わ｀漬） 玉... 負 9つ 6 I 

角負な2•し:, I 

8 I I 

鴫● 負 1つ

｀ 
負なし 5 I 

壽色 玉●● 負 1つ 18 I 12 • 
角負な2つし

I I 

5 I 3 

罐● 負 9つ s I ？ 

負なし

｀ 

,1 I 

●●賣 玉縁•
負負な1つし

I 

I 

鴫鯵 負なし 2 

●名轟 1111●貫） I"'•• 負 1つ l 

＇ 負2つ I I I 

角負な9つし ・負2つ
2 

玉II■・●● I 

鴫● 働9つ 2 

負なし 2 

●名畢 （載貫縄色〉鴫● 角 1つ I I 

緯計
＂ 

21 ？ 63 263 120 

第 51表 明朝系丸瓦玉縁部長さ集計表．． ...  
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' ヽ
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" 
17 

鼻e ~Cl下 o(●，，） I 

不＂ I ~-... ・（負●） I 

＇ b{鯛，，） I 
2 ＿ 

不囀 I 1 ,,_,._., • (JI●） I 

b (鱗＂ ）
, I 

不鴫 不鴫 II I I! I 

・色 er,;・漬 I ..... .,. 不・ I ~-... b (.I)) I 

ヤロj, ,(大》 I " 不囀 • <••> I I 

不疇 12 I 

●●● .. .,.., 
"'" I 

不II b (atil I 

"'" ．｀墓 （●●●） し心下 ・（負●）

＇ b (鱗め） I I 

~-如 b t•l'J> 

零" 不鯛
,, 

•I 
8lt “ I ． 3ll 16: 

＂ 

-145-

不畢l 鱈針

” ＇ 3 I I 115 

6 

3し

＇ I 

I~ 
43 

I I 

I 

2 I 的

5 

l ,. 
, I 2 I 

5' 

” s 12 

I 

• ＇ ,. 
3 1 

3 ， 
” ,---3 

~ II 

し 13 

' ＂ 
［ 

弓I 2 

, • 
I 

2 

I 

2 

2 

2 

6 32 561 

不鴫 倉計 員,tさit鯛， 
• 
E ,o 

I ， 
， 
" ,. 
＇ I ' 
' I I< 21 ， 
' 
• " 

I 3 1l 

I 

＇ ＇ 
＇ 1 I! ， 

" ' 
＂ I 2 

' I 

＇ 
' " ＇ 
＇ z ., 

I I IC 

＇ 
＇ 

， 

＇ ---; . 7 

＇ ， 
' 2 la 謁

I I 

＇ 
I 

： < 

＇ I Zl 
.. 

＇ 
I 

＇ I I • 
＇ I , • 

’’ 
I 

' 
， 

t :0 .. , ... 



喜名窯系瓦 (693~ 710) (第82~85図、第 50~ 54・57表、図版58・59)

諒谷村喜名窯系で生産されたと考えられる一群で、発掘調査で得られた資料が報告されている（上原ほか

2011)。焼成 ・色調は、橙色を呈する軟質のものと、赤～褐灰色を呈する陶器質のものがある。なお、瓦当の

表面については、他の部位よりも色調が暗くなる傾向があり 、軟質は褐色、隅器質は褐灰色となっている。また、

オリープ色が斑状に見られるものがあり 、自然釉が掛ったものと思われる。胎土は、石英等の白色粒を多く含み、

大きな場合は中礫サイズのものまで見られる。また、断面を見ると 、石英等の混入物が溶けたのか、白色の庖

が帯状に見られるものも多い。

瓦当については、引き続き、石井及び上原分類で説明する。

軒丸瓦 (693~ 698) B -2 -II (石井） ・側視1型 CB式（上原）の内、1種のみが出土している。

湧田古窯u(石井）．湧田 IBa 04式 （上原）(693 ~ 698) 文様構成自体は、先述した 639・640と同じ

であるので、同筍もしくは同型と考えてもよいと思われる。なお、その文様は全体的に鮮明であること

から、同箔であれば、先に本資料が生産されたと考えられよう。ただ、右下の花弁と外緑の間に粘土の

盛り上がりが見られるが (693・694・696)、先述の資料には見られないことについて、検討の必要がある。

軒平瓦 (699・700) a -2 -II (石井） ・側視1型 IB・illA ・filB式（上原）の内、下記の2種が出土し

ている。

湧田古窯R (石井）・天界msa 03 (上原）(700) 文様栴成自体は、先述の636~ 638と同じであるので、

同苑もしくは同型と考えてもよいと思われる。なお、その文様は全体的に鮮明であることから、同箔で

あれば、先に本資料が生産されたと考えられよう。

湧田古窯 T (石井）・首淑illBa 01 (上原）(699) 先述した涌田古窯S(647) と比べると、下3つの花

弁が大きくなり 、葉の鋸歯は花芯の方に向けるようになり、花弁の下方が直線的なV字となるものであ

る。

なお、699は9割残存と良好であるため、平瓦部の濶整も観察でき 、接合部のヨ＝ナデは不徹底で凹凸が

残り、｛則縁もケズリで若干平滑にしているのみ、上緑は全く末調整のままである。これは、先述した湧田古

窯Rの瓦当をもつ672に比べ非常に雑な調整といえ、生産地の違いが表れているものと考えたい。

丸瓦 (701~ 704) 端部が確認できない筒部は除外して集計し 14点を数える。焼成で見ると、軟質2点、

陶器質 12点である。

盤形・調整は、先述のものと同様であるが、凹面の幅5mmほどの凹みが 703・704のように端部側に見られる。

玉縁はb形態が多く、長さは3cmが多い。焼成のためか、全体的にゆがみが多く見られる。

全長は、玉緑のみ掛けている 703の筒部長が 24cmで、王縁を4cmとすると 、28cmが推定される。

701は、釘孔を有するもので、王緑側に見られる。702は、玉緑に横 1本線のヘラ記号を有する。

平瓦 (705~ 710) 端部が確認できない筒部は除外して集計し 39点を数える。焼成で見ると、軟質6点、

陶器質33点である。

凹面に布端部がX状に交差するものが見られている (706~ 708)。桶板綴じ痕は、推定であるが 705・706

のように 5ヶ所見られる。

705・710のように、凸面中央部に横方向で長い1本線のヘラ記号が見られるものもある。

全長は、705が約24cm、707が約26cmを測る。狭端は、705が 19cmを測る。

出土状況

南区田層において 、 石井分類で軒丸瓦A- 1 - 1 類 • A-2- II 類 • B - II -2類、軒平瓦 a- 1 - I 類 ・

a-2-11類、新賓料である巴文と喜名窯系軒丸瓦B-Il-2類 ・軒平瓦a-2-Il類が共伴している。今後

の検証が必要だが、喜名窯系と同箔と考えられる軒丸瓦の悌田古窯Uと軒平瓦の歯田古窯Rが見られており、

同時性を補強するものと忠われる。
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第 52表 明朝系丸瓦ヘラ記号集計表
合計 ／点数 斜鰊 纏緯 損 繰 交皇

その他 合It
色謂 部位 ／ //  ///  ヽ I I I I I I ＝ = X 

灰色 玉縁郎 4 I I 6 

＇ 
6 I I 8 27 

玉縁郎・罐饂 I I 

罐部 'Z I 3 

簡部 I I 2 6 10 

褐色 完形 2 2 

玉縁部 3 2 4 2 I I 8 3 6 30 

玉縁部・蟷邸 I I I 2 4 

靖部 I 2 3 

簡部 I I 2 I 4 ， 
赤色 玉縁饂 I I 2 

簡部 I I 

喜名系（陶彗質） 玉縁饂 2 2 

合計 10 3 I JO 41 2 I 23 ~1 I 6 28 94 

第 53表 明朝系平瓦集計表

合計 ／点徽
亀区／層

北区 胃区 不"' 合tt
色贋 鬱位 角 I n IV-I IV-i I I I 111 

＂ 
I 不鴫

灰e フ・フ 賽融 I I : 
伝疇纏 負 1つ 3 2 II ” ” ~ 3 112 

角2つ I I 

負aし

＂ 
5 

” 
2● • I .. 

広罐編・狭鴫●~ I I 

負 1つ I I 
震●● 負 1つ 8 

］ 
12 

｀ 
32 I 訪

負2つ t 
＋ T 

2 I 3 
＋ 

V ＋ 14 負なし 6 I 2 3 2 2 認

鳩色 X 畢 賽州 f ＋ 
2 2 

広鴫● 角 1つ ． 15 

2~1 - 2310 1 
2 54 

＋ 
角2つ

＋ ' 
I 

負なし I 
＋ 

｀ 

I • ” 広鴫●●狭嶋● 角3つ 1 
i 

I ... j 
負 1つ

'・ ' 
I 

襲纏●
+ 

角 1つ 'e ＋ ＂ ” 1,s2t ' 
51 

負aし 3 I 

” • I 嶋9

．．貫 広●●
"'つ f ＋ 

6 • ,, 
" 角なし I 8 :: II 

広●麟・観嶋鶴
"'つ I I I 

鋏fti• 負 1つ I 2 • 5 2 I 
＂ 角2つ I I l 2 

負なし I 3 ' ●●賃 （わ,・,纏） 鰊蝙鶴 負 1つ I I 3 • 
壽色 広鴫● 角 1つ 12 2 It 6 7 

f---39 “ 負なし 12 2 ,. ． ？． 頁.. 負1つ 7 l6 ， a 35 

角2つ I I 

負なし 幻 2 u ， • 5' 

壽色 (l>t・ンII) 広鴫● 負 1つ ． 3 8 

員なし

＇ 
2 5 

広纏● 9 挟編● 負なし 「 ＋ T 

1 
＇ 艮II●

＋ I 
負 1つ I I s 7 

角なし 10 
,-

3 • 7 22 

壽e遍具瓦 負なし I I I I 

●名棗 （軟貫褐色）~~- 負 1つ

l 
I 

:i 

2 

負2つ

f 

t 

＋ 
I I 

負なし
＋ 

I 
I 

I 
艘鴫嶋 負 1つ I 

~ 
2 

●名轟 （冑霧貫） U躙• 負 1つ ·~ 2+ S' 1 
t I 

角なし ． • 2 10 
広嶋● 9 鋏鴫●

＋ ず I 
負3つ I I 

畏鴫• 働 1つ s 5 8 

負“し 2 I J l l 

合計 113 3 7! 2 103 '172 ::?SI 7 

“ 
2 釦

第 54表 明朝系喜名窯系軒丸 ・軒平瓦玉集計表
合計 ／点数 地区 I層

冑区 合計

種類 石井分類 上顕分類 色鱈 I ID m 

軒丸 湧田古窯u 湧田 JBA04 軟貫 ti I 

B-2-D 陶鱈貫 21 2 4 

湧I!!古窯U? 湧83I B A04 1111霧貫 I I I 

瓦当なし 瓦当なし 軟貫 I 2 2 

閾霧貫 11 3 I s 

軒平 湧田古窯R 天界mBA03 繭聾賃 I I I 
a-2-D 

湧田古窯T 首瀑mAOI 鰤鰭讐 I I I 

瓦当なし 瓦当なし llli彗貫 I 4 4 

合1t 4[ 12 3 19 
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第 55表 明朝系軒丸 ・軒平瓦観察表 (1)

遺物
種類 色鯛 石井分類 ..1:鼠分類

鱈葦時

淑
法量 観霰事項 （数字はcm) 地区 fhf・ 層

土層

619 ff丸 仄色 A-1-1 河添城＾ 倒視 1-'l'I tj・ 西 1Ac03 (13. 7) 筍パリ整形がい f-分．瓦当外絨上郎が低く二 itl二 Tm
•ff~ 黄色

， 
傾している． 枯貫土

620 軒丸 渇色 A-1-1 西のアザナ I 閲視 1咽 n―酉 IA e0-1 (14. 0) 瓦"1'1-み2_0_互当賽ユピオサエ謳言．互"l'lr ＂ 1111 m 蹄灰俎伍

楳は小さな平行練や凹凸の笥傷n立っ． ＇ 枯質土

621 ff)し 渇色 A-1-1 西のアザナ 1 関視 1咽 mりIA e0-1 (1-1. •) 瓦当mみ2.s. 瓦当夷指頭圧痕順浴．瓦当文 TI 
様、小さな平行線の笥傷n立つ• I I 

1111 Ill 晴灰黄色
粘質上

622 軒九 灰色 A-1-1 く御内尿北A> 傷炭 J'¥'I
く6鐸北 !Ad 瓦"1'1-みと左3.2,.'I' 瓦勺文GI~'ナT-I1,JIこがt浦添A.Iと弁 1&灰貨色
01> 

(14. 0) の弁先 が西のアザ 、煩しており、 ILL 1111 ID 
粘質土i,1j名•の中間クイプ

— | 

623 軒丸 灰色 J¥-1-1 西のアザナ l 聞視 1咽 11・ 西 IAc0-1 《13.6)
瓦"11'1.み1.8十 瓦5文様は事の崩れが大き

南 HI! Ill 
籍灰黄色

し‘・ 粘質土

624 軒丸 仄色 A-1-1 夭界,'l'C 関視 I~ む城卜 IA bOI 1i.ロ/'1.3,o+. Ji."I文ほはやや不tfi,Jか H'/ 1110 
[I 瓦況褐色

上

62., 軒)1, 仄色 A-2-11 河四n 閲視 1型 湧JlllIヽ•01 (14. 4) 用バリ T寧に整形．瓦芍賽l事なナデ 瓦当 lti 1111 瓦だより
Jl.様lllJl.

HI 
雇

626 ff丸 仄色 A-2-U 河添城：D 関視 1隈 湧田 18●OJ (14. 4) 瓦当厄み1.5+. It! 1111 Ill 
陪灰貨色

粘質土

627 軒丸 褐色 A-2-U 謂添城D 聞視 1界 湧田 IB oOI (11. 7) 瓦ヨ厚.o.瓦当文ほは比較的鮮明だが、 ド方
1tl 1111 Ill 

災色枯貿

が不明瞭． 土

628 軒九 渇色 A-2-U 天界、ヤD 聞視 1型 湧IllID a02 15.0 筍バリ整形．瓦う裏やや粗めのナデ．瓦当中 Iii 1111 III 
瓦だまり

央の文ほやや不鮮明． 層

629 軒丸 渇色 A-2-U 天界-:;,o 園視 1"'1 湧田 IB 002 (13. 7) 筍パリ整形．瓦当賽やや精めのナデ 1肖 1111 Ill 瓦だより
層

630 軒丸 褐色 A-2-0 天界手D 傷視 1型 湧田 IB 002 (15.0) 笥パリ整形． 瓦勺裏やや摺めのナデ．漆喰丸 ltl 
H11 I m 瓦だまり

瓦側端部付.Q.サンゴ愧浪入• I 層

631 tf丸 褐色 A-2-U 洞添城c 側視 1咽 湧田 IB aOO 《15.0) 瓦当/7.2.0+.瓦名文様は鮮明だが、中央付近 lff 
に水平方向の窪傷あり

1110 I a 瓦況氾色
1士

632 ff丸 渇色 A-2-0 濶添城c 傷視 1咆 湧田 IB a03 (14. 2) 筍パリ整形．瓦当裏指オサエ躙吝． I付 1111 

＂ 
瓦だまり
層

633 軒丸 仄色 A-2-U 天界；ヤE 傭視 1型 湧IllI 13 a 03 瓦当裏やや祖めのナデ． I軒 1111 III 
瓦だより
層

6:W 軒丸 褐色 A-2-U 天界令E 側視 1和 湧田 IB aOO 
瓦当'1.3.0.瓦当文楳はやや不鮮明．瓦当裏は

柑 II 10 a 氏況褐色

,tt,・ ・ 土

635 軒丸 渇色 A-2-0 天界寺E 園視 1叩 湧田 Ill• 03 
瓦当~:1,2.o, 瓦当夷ユピオサエ頴甚．瓦占文

陪灰黄色(M.0) ほはド干がやや不鮮剛 桜喰は瓦名賽 ・筒郎 膚 l 10 m 
外面に恥訊付沿．

粘貫上

I ＇ 
瓦当nみの2陪.0傷.直量720やgや.不瓦鮮巧明文様上卜に水

636 軒丸 赤色 B-2-U 湧田古!9.iR 傭視 l'rl t木 IB bOI 1-1.5 
平方向 2ヶ所。 瓦芍裏ユピ I 10 IIl 陪灰貨色
ナデ躙害渫喰筒闘外面 ・Ji.当賽の左偏に付 南 粘貫上
着．

637 軒丸 渇色 13-2-U 湧Ill古窯R 傭視1咽 Ii'木 I13 bOI (14. 0) 筍パ リ整形．瓦当夷f;ltデ．瓦当文ほ鮮剛． IW "''I , I撹乱

638 軒丸 渇色 ll-2-D 湧田古窯R 信l視 1や 打木 IB bOI (1,1. 5) 笥パリ霰形．瓦当裏中央は,m・.瓦当文ほ鮮
消 1111 隣II!色

I I 
明．瓦当員辺やや昂変．平四み1.5.

639 tf丸 褐色 B-2-U 湧Ill占窯u 聞視 l!¥'l 湧f!lI B o0-1 
瓦当厚2.2十．瓦当文様1-:摩滅U)ためか不釘

,ti II IO IJI, 瓦当賣は,rn・.ユt・村項い~. ,.t 

610 軒丸 褐色 B-2-U 湧田占烹U 聞視 1咽 湧田 IDa~ (12. 2) 厄パリ霞彫，瓦当賣抒．．瓦当文ほやや不ll
紺 1111 I 111乱

明．

611 tf丸 仄色 13-2-U 旧中城御殿A 側視 1型
（近似） (14. 4) 瓦当1'1,t.5十．瓦当文様は比較的鮮剛だが、左 ttl 瓦混褐色
湧田 I13 aい ドの花弁間に縦方向の粘土たまりがある．

1110 il 
土

612 軒丸 渇色 13-2-U 旧中城御殿A 関視 1型
（近似） (14. 0) 瓦当厄2.0+.瓦当文様は比較的鮮明だが、右

南
瓦混褐色

湧田 I13•~1 傭の花弁間に粘土たよりがある．
1110 II 

上

613 軒丸 赤色 C-2-U 北殿① 側視 1型
（近似） (15. 4) 瓦当1'/.2.s. 瓦当文様は比較的鮮IJI.瓦当裏tt 南 ll 瓦浪褐色
鐸茶 IB bOI ltr. 

1110 
よ

644 ff丸 灰色 B-2-U 内間鐸殿13 傭視 1喧 円覚 1Bb02 (15. 0) 瓦j/7.み1.5十． 瓦5賽 l軍なナデ• F'f-右端
ltl 1110 ＂ 瓦泣褐色

に水平方向の厄傷（長1.0)• 上

瓦~'1-の1.s.水重量1003笥g.傷瓦当文様は鮮明、下

n I型血 色645 軒丸 灰色 R-2-D 内間鐸殿B 傷視 1咽 1り覚 Illb02 1•1.1 
屯右嬬 平方向の はμさ0.8と他例より

1110 
短い．瓦ゞ裏ttltt・後、郊分が）9サデ 瓦当と 惰
平瓦の接合はやや粗いサ・釘孔あり．

616 軒丸 渇色 13-2-U 内間鐸殿13 聞視1型 円兌 IDb02 (I~. 5) 瓦当/'1.2.5+. ドキ右端に水平方向の笥傷あ
1¥1 1111 a I瓦士況褐色

り

647 軒丸 渇色 B-2-D 天界寺F 厠視 1咽
（近似）

(15.0) 
瓦当l'f.1.8十．瓦当文はは鮮明．瓦当賣はサJt 瓦況氾色

円党 IB bOI ケ・、 •t·tt1顕吝． 漆喰は瓦う賽外繕にH ヽ． 南 CII a 
土

648 軒凡 赤色
A・13 2 

関視 1型 ＂ 瓦況9針褐
-n (14. 6) 瓦;'j~J.5十． 瓦サ賓面Ill頭圧爪顕If. 1# I IO 

色土

瓦当文様新例か．珠文残存9、撞定平13滑鮨．1.:巴

649 軒丸 渇色 巴文く新資ff> (JS.S) 文の順邪は九めず快する.l!iバリは な
ill 1111 Ill 氏だより

るよう 1軍に整重形量．9~瓦6内賽粗いナデ.l.11変． 層
•jt瓦”み2.0. 11,, 
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第 56表 明朝系軒丸・軒平瓦観察表 (2) ※654・655は軒丸瓦だが瓦当がないので第58表に記載

遺物
種類 ell 石井分隕 上原分韻 法量 霞霞事項 （散字はMl) 地区 n,r 層

鱈査峙
Na. 土層

A-1-1 1むう/11.2,0. Ji. 当文ほは令体的に人めのA現． t＂ 瓦訊●色. 

650 •r九 仄色
相廿か X界・''A 関視 l'¥'! 湧lllUAOI (14. 6) 不鉗明なところもある． 筍バリ人霰形， l(~ 191 G 11 

賓の凹凸躙浴．ほ喰は瓦芍賽に付-li.

651 軒丸 赤色 C-2-IV 内間鐸殿D 傭視2幣 円覚lllbOl (14. 5) 瓦当l'/.2.0+.Ji. 当文様は鮮IJI. 北 F 10 

I 

652 ff)し 赤色 C-2-IV 内間褥汲E 傭視2咽 内間m.o, (16.0) 瓦当1/.1.6十瓦．.瓦ヨliiiれ柑面頗・圧賣爪面躙"f~)j-マ~i-~軸 rfl I 10 
煉成硬質． 当夷 ． 

6印 ＂丸 赤色 C-2-IV 内間鐸殿E 傭視2咽 内間Ill •01 (14. 3) 瓦"lf'1.2.s. 裏 ・瓦筒勺綿茂凸・面夷に・付横着合．郎にマ~-·ン輪． 北
滋喰1む1 I 

FIO I 撹乱

（裏12.8) 瓦切如.3. 瓦年文ほは右頃がわずかにズ 1
粘騎灰質黄上色656 軒平 灰色 •-1- 1 西のアサナB 聞視 1屯 -ii"i'!i I An 02 (1123. 2) 合レ．郎瓦は勺r賽寧面なff"1・寧な(幅廿1け.0デ) 瓦当と平瓦の接 It! HII 

＂ 
Ji. "117, 誡I・とし 瓦芍文煤は拓本では比較的剛mだ

667 ＂平 褐色 n-1-1 湧田&-窯 I 聞視 1咽
（轟13.2) が．摩 て凡えにくい接．瓦芍裏ttJH・、北・ I tlf 1110 a r青褐色剛（幅お.2) ttエ順嘉．瓦当と平瓦の 合は上部から粘土で 祖J:

覆う．

658 軒平 仄色 a-1-1 湧田古窯 I 側視 1咽
瓦ヨ厚み"不ぜ鮮十ヰ唄．瓦ヨ:.:i;●tt:w,tt―・ .応-.―ぷ·~よ● 

1110 a 瓦沿褐色

形．文煤 土
I 

瓦"1'1-み
瓦だまり

659 車f平 褐色 a-1-1 湧田古窯 I? 聞視 1咽 は不鮮IJI • 1111 m 
肩

る，

660 軒平 旧色 a-2-IJ 右絞1"11]) 111J視 1咽 It右 I801 
（裏13.0) 瓦~'fl.み2.0十 瓦当筍バリ ・賽面r寧な塁

渭 1111 lfl 
瓦だまり

(1124. 9) 形．文ほも鮮1J1で肉”な表現◆ 層

邸 I 軒平 灰色 a-2-n 1it1添城＾ 傷視 1咽 官百m AOI 瓦芍只み2.7十．瓦当文ほ不lYIJl・瓦芍喪ttlt 附 f-110 I! 瓦品旧色
.7 • ± 
瓦'!!t/.3.5. 瓦当文煤やや鮮明．瓦力賓iiiJ>t

ID I瓦だより邸2 軒平 灰色 a-2-U 補涵城A 側視 1屯 廿西m AOI ，．．瓦勺と平瓦の技合問はffがr寧~ ややfり lff fl II 
直が1!!lむ．

層

663 軒平 褐色 •-2- 0 i111添城A 1J11視 1'!'1 E丙IDAOI
瓦"l1'1-み2.s. 瓦5裏面 1軍なが、一郊m

屑 1111 田
瓦だまり

変 I 層

664 軒平 迅色 n-2-Il 捕添城A 側視 1咆 r洒IDAOI 瓦"l'/1.．み2瓦.s. う 瓦当文ば鮮剛．瓦5賽面r寧な ＇ 附 Jill 

＂ 
瓦だまり

ttl竹． と・V-瓦の復合祁、凹面が凹む． M 

必10.7 や瓦や"!1'1,不3u.引I,平訊LS.ll量8・18瓦g当, 瓦力文様
臨 ＂平 褐色 n-2-11 捕鋲城A 鋼視 1咽 t'il!imAOI 

幅23.5
． 瓦廿裏面サけテ．． と平瓦の I肖 1111 I 揖乱

技合祁はやや凹面が凹む． ＇ 
磁 "平 褐色

a-1 -l 
湧田b~P 側視 l咽 な西001 瓦"l'1.み全3体.s. 的 瓦う文様は拓本では比較的明II(I," 111 I Ill 

硝仄貨色
l!l当 だが. Iこ摩誡した印象． 粘質土

瓦"l"-3.1. 瓦当文煤やや鮮明．瓦当喪iiiJオ
瓦だまり

667 ff平 灰色 a-2-0 捕添城A 倒視 1咽 t酉llfAOI r・. 笥バリ整形不徴底．瓦円と斗瓦の接合部 南 1111 IIJ 
層

はサ．がTl!ヽ、やや凹面が凹む．

（轟11.3)
瓦芍J?.3.0 瓦芍文ほは明1ll.瓦芍賽はナナメ

玲褐色閃
磁 軒平 渇色 o-2-U 糀添城A 側視 1咽 lri'!i川AOI （幅22.0) ナデ、やや凹凸あり．瓦当と平瓦の接合祁は 州 1110 

＂ 況土
段となる、ナデ輻3.0 

I 

瓦"!'1-1sィ.r. 瓦当文様不鮮明、 flltlとの平間瓦が部接

669 粁'¥ 褐色
a-I -I 

湧1!1占窯P 開視 1咽 甘il!iDOI
（高12.0 する部分 瓦当夷面r寧11:ttけデ．

1111 lil 
瓦だまり

IH!':i 幅2~.o 瀑変．瓦ヨと平瓦の接合郎l;I:粗いザ（幅 渭 層
5. 0) • 

（高12.2)
瓦当~3. 5. 瓦当文様はやや不鮮明、水平方向

Ill 1~ だまり670 軒平 渇色 a-2-U 湧Ill古窯R 側視 1屯 天界1118a 03 の笛傷3筐所．瓦当裏,,ザ．仝体的に整形はIi•I 1111 (11123.8) 
T寧．

瓦当'1,3.5. 瓦当裏面は,,抒・後、左汁けデ．
671 軒平 渇色 a-2-U 湧Ill古窯R 側視 I!¥'! 天界ill13 a 03 瓦当衰面に石灰質の博膜が祁分的に見られ 紺 1111 1 I 揖乱

る．

＇ 
672 軒平 褐色 a-2-0 湧田占窯R 厠視 1型 天界ID8 a 03 

（高12.4)
（幅24.0)

瓦当11124.0、釦1.2.瓜量1281も 温み は瓦 I
当43, 平瓦1.6.瓦当文楳はや 明、平
行練の笥傷4酋所．瓦ヨ裏ヨ>tt・。全体的に墜 I軒

1110 a I瓦土浪褐色

形はT寧．

673 軒平 褐色 a-2-U 湧Ill占窯R 傭視 ll¥'1 天界田Ba03 
瓦如1.平瓦厄1ぷ、瓦つ文様は左傭端 I 
が潰れている．瓦当 は.l!!liii側に三角 州 Hit I 撹乱
形の粘土をJV.<貼り付け．

674 9『平 渇色 11-2-n 湧田古窯S 潤視 1型 tj•,t-m r1 "01 瓦当m.9.瓦当文様は十bl中央に平行の筍傷 紺 Jill I 撹乱
あり．瓦ぅ賽は柑頭圧賓が日立っ．

赤色 瓦 血3.3. 瓦切文煤l;l鮮剛だが、平行線のm l

675 ＂平
(7,)・ン c-3-U 天界てヤC 倒視 1屯

（高11.2) 傷が中央にの4接ヶ所合．郷瓦芍賣は筋が残る9オ;・.瓦 北 F 10 I 撹乱
輪）

（幅公.3) 瓦当と平瓦 Ii罰いナデ（幅2.O) 
当及 ・賽の 一部に切・:,隷

（高10.6)
瓦"1-,,.2.s. 平瓦1111.7, 瓦ぅ文楳は全体的に ＇ 

676 軒平 灰色 c-3―" 木曳l"IC 閲視 1型 鮮明だが、やや潰れている所あり．瓦芍裏面 Iii Jill I I 撹乱（幅23.8)
のナデは祖い．

677 •t平 灰色 b-3-11 仮称 I
関視 1屯 lllB式

（裏II.I) 瓦当＂み陪 3傷.0. （ 瓦当文様鮮1J1・肉m ド半左に it! 1110 II I 瓦況渇色
＜椒順門l'iA> (ll2Ul 平行の 長0.5) , 瓦当賣サItデ． 1土
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第 57表 明朝系喜名窯系瓦観察表

遺物
種 類 綿位 石井分1'1 .t麟分類 煉 咸 観霰事項 （数字 はcm) I地区 f'hf・ 層 鵡査峙土層

No. 

693 軒丸 瓦当 B-2-D 湧田古窯u 厠視 1型 湧田 IB a04 繭捻貫
瓦当径12.8裏、"み3.5,瓦当鋼紘昴分的に面 渭 I 10 D 

瓦 況If褐色
取り．瓦当 9竹,・. 土

694 ff.:ll 瓦当 B-2-D 油田古窯U 関視 l'I! 携田 IB a04 軟賣
瓦当径 (13.2)、厚み2.2. 瓦当裏中央然や輪や付
T着寧．な廿Jげ ．瓦当沢面オ,-,・色のg 屑 Hll I 撹 は

一695 

“”し
瓦当 8-2-rt 湧田古窯U 側視 1型 湧田 I8• 04 膚蒻質 瓦当厚3.0.雄瓦し当べ裏輪9サf:tデ近．に瓦当文攘は比較り的

鮮剛だが． 水平のIIIflあ ． 
用 1-110 

＂ 
瓦況渇色土

696 軒丸 瓦当 B-2-D 湧田古窯u 側視 I!I! 湧田 1B・“ 繭謬賃 瓦当径デ．(14. 2)、厚み2.5,瓦当裏ややT寧
なナ

If! HI! 1 攪 乱

＇ ＇ 
697 軒丸 瓦当 B-2-U 湧田古窯u 厠視 l喧 湧田 IB● 01 躙器質

瓦当径 (125)、厚み1.6十．瓦当襄ややT
寧なナデ．

膚 Hll I 撹 乱

698 軒丸 瓦当 8-2-ll 湧田古窯U? 関視 l型 湧田 IB e04 閾臼質
瓦当径 (IS.0)、mみ1.9+,瓦当裏ややT

帽 HI! Ill 瓦だまり
寧なナデ．

全長24.3、広蟷2.0幡・2幅3.5、24挟.9嬬)幅19.S、狭端序
1.5, 瓦当高I ( ・/f.3. 5, 璽塁

699 軒平 瓦当 a-2-U 湧田占窯T 側視 1型 も訂泊flaOI 陶器賃
r18. いと凹iii瓦の当横文合蝶部比の較ヨ的コ鮮ナ明デ．は瓦粗当く裏、tt綱lt縁を 1f1 

1"110 

＂ 
瓦混褐色土

ケズリで平坦にしているが、上．U狭は蟷未は貫布霰目・ 
凹面広嬬の桶阪圧痕（幅3.0) • 
糸痕あり

700 軒平 瓦当 a-2-U 湧田古窯R 鋼視 1喧 天界m8 a03 冑臼賃 瓦当厚み（3幅.6. 2. 瓦当裏ヶサ所．けデ．平瓦凹面に桶
板圧痕 0) 3 膚 1111 m 瓦だまり

701 丸瓦 五紐節 - 鵬蒻賣
玉紬●．長3.3. 厚 I.6. 釘孔あり（径
z. 5) 

隋 HID ll 瓦浪褐色上

702 丸瓦 王縁部 虜醤質
工ラ縁記号●、「一長3J.3.~l.!i. エ紘節に積力 的向のヘ

あり．凹面。側端に郎分 に 漆 不IJl 不剛 I 表 土
喰残る．

玉駄節 ・ 残存畏公.7、端郎mみ0.8,侠灌面取り”•帽 Ill Ii 11+ 
瓦だまり＋

703 丸瓦 躙蒻質 OJ 靖灰貴色枯
蟷郎 3. 5, 110 

貫 土

一70,1 丸瓦 端郎 歓質
溢綿厚み1.~. 狭溢面取り幅4.~. 益胎の間際
が多い．

隋 HII 1 撹乱

全長23.8、狭蟷幅19.0.狭 鳩T寧な竹．．凹

705 平瓦
広蟷謁 ．

閾鯰買
面狭蟷傭に布目糸痕、広蟷偏に桶板圧痕間は

膚 1111 Ill 瓦だまり
狭嬬郭 3.0、撹定5冒所．問瓢凸面にヘラ記サ

r-」あり．

嬬郎厚み1.8.広端面不饉形、焼成不良なの
706 平瓦 広爆部 冑器質 か付着もしくは突出物あり l!!liii布両罐が圏 憎 1-111 m 瓦だまり

嬌鱒に交基状に残る．

全長26.2. IJみは釈端1.6、広端I.2. 凹面狭
707 平瓦 広端部 躙笞貫 嬬 鋼1こ布B糸1JJ.、広嬌憫1こ桶板圧痕間は 隋 HIO n 瓦混褐色J:

2. o. 1!!1面布阿嬬が爛蟷爛に交差状に残る．

鳩郎厚み比・ 瓢節凸面に浅い況う圧痕？広端 1 
708 平瓦 広蟷郎 綱塁賣 面は不整 l!!liii市所罐が綱嬬鯛に交差状に1隋 Hll M 瓦たまり

残る．

709 平瓦 広鳩部 I 軟質 厚みは蟷部2.5、笥部1.8,広lliiiは不Ill~. I膚 11-111 Ill 瓦だまり

塩郭厚み1-S.叩年1こヘラ記号『一JわI
710 平瓦 挟嬬部 繭器貿 嬌り．鱒広に燿面はT寧 なtt・、へ9圧痕？凹面に広 膚 lill 

＂ 
瓦だまり

布n糸痕．

④填 (712~723) (第 86~88図、第 59・61・ 62表、図版 60・61)

埠は総破片数 1058点出土している。上原静の分類 (2011)を参考にして、形態により大きく 4つに分けた。

なお、ヘラ記号があるものは、65点見られ、 1本線のものが多い（第 62表）。

方形 (712~ 714) 灰色系 58点、赤色系 82点が出土している。長さは、一辺 23~ 25cmである。ヘラ記号は、

下面に横線 1本に見られる (713)。

三角形(720・721)、灰色系49点、赤色系 38点が出土している。ヘラ記号は、三角形のもの (720)、十字のもの(721)

があり、どち らも長辺に側面に見られる。

長方形 (718) 灰色系 2点が出土している。短辺を除いた4辺全てに漆喰が付府。

噛み合わせ式 (722・723) 灰色系 17点、赤色系 1点が出土している。

722は下面に L状突起を有するタイプで上原分類IV式A類である。723は、盗状のもので上原分類m式A類

である。

その他、破片が小さく形態は確定できないが、ヘラ記号などの特徴がある肉料について図化 した。

715は、漆喰が上面に回状に付苅している。716は、側面一方に 「x」字状のヘラ記号あり。717は、下面に

コビキ痕なのか凹線粂痕、側面には「K」字状のヘラ記号あり。719は、丸囲いされた 「大」字印がある。
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第 58表 明朝系平 ・丸 ・役瓦観察表 ※654・655は軒）し瓦だが瓦当がないので本及に記故

~ 種類 I 腿位 色鵡 観察事項 I地区Iゲり,vI層 Ill蒼時土層

654 ＂丸瓦 玉紐部 褐色 玉紐●｀畏4o. 厚 みI5. 霞部厚みI.4. 問端部が面取り．石灰質が順状に間部凸面に付着． 隋 HII I 撹且

655 、f丸瓦 問節 灰 色 憫部厚3.5. 釘孔径2.4. 漆喰は凸面左厠、凹iii中央に付着． 隋 MIO u 晴褐色礫溌土

678 丸瓦 完形 褐色
全畏32.3、幅15.6,玉縁b、長さ6.7, 嬬郭厚みl.2. 狭鳩iii敗り竹・幅3.6.重量1710≪.玉紐
郎にヘラ記号「一Jあり．凹面に布西端が残る．石灰質が襲状に筒郷凸面に付着．

隋 MIi I 慣乱

一679 A瓦 玉・緑蟷部部 迅色
全長30.3、全高8,0,広蟷幅15.0、序1.5.重量1710g.玉紘b、艮3,3、幅9.4, 下蟷面敗り11

＂ 
HIO u 瓦況隋褐色土2.5~4.0, 

680 丸瓦 玉部 褐色
玉緑b、長4.7. 上蟷幅9.2、下蟷幅11.2.厚2:.o. 凸面の"クn<幅3.0)剛厭・1l!1面上部に横
方向の圧痕あり．

甫 HIO 

＂ 
瓦況褐色土

I I I-

681 丸瓦 屯E褐色 全艮32.I、憤上蟷幅13.5.玉ほb、長5.5饂、幅9.5.下蟷重量9こ布158U0嬬g.玉It郎1こヘラI面記敗号り 「XJあ
り謀喰問鶴仝面t-t曹凹面駁方向の布じ痕、 痕あり． 下濯 幅1.5,

膚 1110 

＂ 
曙褐色礫混上

I 

682 丸瓦
玉駄部

渇色
全長30.I, 厚みI.5、玉絨b (長4.o. 上熔幅9.0.下燐幅11.2) • 日部（上燐幅13.4、下端幅

膚 HlO a 瓦記褐色上．嬬部 15. 5)、重量1730g.凹iii下嬬iii駐幅i.s.サンゴ漬泥入◆

683 丸瓦 玉縁部 褐 色 玉緑b、畏5.0、幅14.2書厚I.1. 玉紐郎に縦”向にヘラ記号「 II I」あり． 隋 HIO 

＂ 
瓦況暉渇色土

I 

684 丸瓦
玉は部

灰 色
全長30.9,玉紐• （長3.'・.I:蟷幅8.5、下端幅12.I) • 間部上蟷幅14.ヽI・厚3.2、下嬬厚

甫 HIO 

＂ 
瓦浪褐色土

・端 部 I. 2)、重●I. 9k巳凸面上郎はT寧なJ>tr.'[!!J面に布Uの両鴻あり、下蟷面m幅3.o. 

685 凡瓦 玉縁部 灰 色 玉縁•．長3.5. 幅 1ヽI.4、Tf.1.4,玉紘郎に縦方向にヘラ記~r 11 あり ． 隋 1110 

＂ 
瓦沢If患色土

I-

686 丸瓦 玉罰 灰 色 全り．長30潔.喰1.凸面玉狭紐嬬b、中長央4、.1惰.郎端ー節的厚にみ付1.着5．cm. 決靖面mり蝙1.5.王紐廊にヘラ記号「一」 あ 南 H II m 瓦だまり屈

687 平瓦 完形 灰 色 全畏23.2桶、広板嬬圧痕（幅(2II3. 5・厚I.7. 高6.0)、(峡ヶ所蟷（幅・り18）.5・厚I.2. 高~.5痕) . 条重尋量1370g. I!!) 
面広燿の 1.5)は憧定6ヶ所 1 。狭濯の布0糸 2 南 HII I 撹it

688 平瓦 ・広狭端燐部郎 褐色 全長26.0、蝙は広嬌26.5、狭端撞定21.0、厚み1.整1.形重量、ヘ182ラ0k圧g.濱l!!l面広端の禰板圧痕（幅
2. 6)で6ヶ所．飴上に瓦,Jヽ片況入．広端iiiは不 で 多数． 南 HIO 

＂ 
瓦浪褐色土

689 平瓦 広嬬部 迅色
全長26.3、広蟷帽24.5、挟編暢21.5、広罐厚2.0、狭靖厚1.6.凹面広蟷の桶板圧痕 （幅2.0)

隋 1-l 10 

＂ 
瓦況昆色土

6ヶ所．

690 平瓦 完形 褐色
全晨26.2広、幅は広燐25.形8．. 狭端22o. 厚みI.7, 重量1780g,凹面広嬬の桶板圧痕 (1112.5)で
6ヶ所． 端面は不整

渭 1-110 u 瓦混褐色士

691 平瓦
広端郎

渇色
全艮2◄. 7、厚~>は広蝙1.8、択燐I. 3. 凹面広嬬の橘仮圧痕（幅6.S)撲定4ヶ所、広燐面取りナ

隋 I 10 a 瓦混褐色土
・狭端郎 テ・（幅3.5) , 漆喰は凹面、凸面四贋蟷郎に付着．

692 平瓦 狭嬬鰐i 灰 色
狭躙幅21.0、凹面の布日痕粗い (0.2) • 凸iii寮嬬tllT寧Iょナデ（幅3.5)、不明線条あり．謀

喰右燿付珊．
南 I 10 田 暉灰黄色枯質土

711 
役瓦

赤 色 最大序2.5.凸面は行 ．、北・tt:i.もう 1面は平滑．雲形？ 隋 HIO a 瓦混褐色土
（道具瓦）

⑤漆喰 (724~ 734) (第 89・90図、第 60表、図版 62・63)

漆喰は 155点出土しており、その大半が南区H11のm陪瓦溜から近世瓦と共に出土している。これらの漆

喰は、瓦もしくは湖が付培していたと思われる痕跡が見られるものである。

この内、732のみは断面が半円状を呈するもので、凹面には突帯が見られる破片で、丸瓦を通常に瓜ねた時

の連結部を投ったものと思われる。

それ以外は、どのような用途で瓦に漆喰が付府していたのかは不明であるが、瓦の付府痕面の裏が平滑に整

形されているので、何らかの構造物の一部であったことは確かと思われる。特徴が類するものにまとめて、説

明する。

平均的な肛さが4~5cmで、付杵痕面の裏が平滑に仕上げられたものは、丸瓦と平瓦と付沿痕が見られる

(724・725・727・730・731・733)。通常の瓦奸きではなく、瓦で何らかの構造物を作り 、その上に漆喰を投っ

たものと思われる。匝さが2~3cmとやや薄いが、同様の特徴をもっているものもある (729・731)。

726は肛さが2~6cmのもので、丸瓦と域が付沿していたものと思われる。

728は明確な瓦の付舒痕は見られるが、匝さが5cm前後で、凸状に盛り上がった平滑な面があり、側面は弧

状に整形されている。これらの特徴は、上記のものと類した印象がある。

734は 1cm前後の厚さで、付滸面には突帯が見られその左右に平瓦の側面を差し込んだような痕があり 、裏

面は水平に平滑である。この特徴は、他のものとはやや異なった印象を受ける。
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第 59表 填観察表

図版ぬ 平面影 分類など 餞察事項 （数字はcm) 地区 f!J,f' 層 鱈査時層名

712 正方形 灰色系（褐色）
上r1ii長（長俎23.5)、下iii艮（長俎23.0) 、”み23.5、2.960取りg.'Ii, 漆喰か石灰
竺的に燐わずかにJ::ilii、i!llooI方のみ付着．下面 1辺端部にoo Olloo全体

な整形．
北 FIO I 撹乱

713 正方形 灰色系
上ilii長25.8、下ilii長25.0、厚み5.6、3,020g. 亮色良好だが、中央赤褐色疇
下面にヘラ記号「+J. 南 GIi 

＂ 
瓦混褐色土

714 iE方形 灰色系（褐色）
上面長25.0、下面尺24.3、序み4.1. 2.220g. 下面に幅0.5の凹線状痕（コピ 膚
キ？）が聾t((};向で一節残る． I 10 II 瓦混褐色上

715 不明 灰色系
”み4.6、1,330g.上面に漆喰がl'f.さ0.8~l.8c11で1!!l状に付着．下面は摩滅

隋 I 10 
＂ 

瓦況研褐色土
が顕~-
.... 一

716 不明 灰色系（褐色）
”み3.6、I,180g, 調整が比較的T寧なため上下iiiの差が分からない．鐸iii
にヘラ記がx』.

隋 I 10 DI 陪灰黄色帖質土

I 

717 不明 灰色系
印み4.4、800g,本下而は輻0.5の凹線状痕（コピキ？）が垂直方向であり．側
面にヘラ記号4 綽の fK」字状 北 r-10 I 撹乱

718 長方形 灰色系
上面長（長24.9・短II.5)、下面長（艮241.5・ 俎11.0)、厚み4.1. I. 950 

南 19 
＂ 

陪褐色茂混土
g, 偏面長俎2i!lを除き、 4面に漆喰が全体的に付看．

-
719 不明 赤色系 ”み4.5、290g .l: 面にヘラ記号丸囲いの「大」字あり． lff lllO 

＂ 
瓦混野迅色上

720 三角形 灰色系（褐色）
推定長辺長36.0、短辺長25.0、mみ1.I、2.010c.長辺側面にヘラ記号
[I>< Jあり． 北 F'10 I 撹乱

721 三角形 灰色系
厚み3.8、I,IOO辺側g •面長辺の立ち上『がりが60'.上面と側面上キに石灰質の薄
躾が付存．長 にヘラ記号＋』あり ．

膚 I 10 II 瓦況研迅色土

722 かみ合わせ式 灰色系 ”み3_0,類突IV起式郎A”類み）4_ 1. 7切 g.傭面に段．下面にL字状突起を有する．
（上原分 ． 

北 FIi南 IV-I 渇色土

.... 

723 かみ合わせ式 灰色系 ”み4.7、下面段郎＂み 5.7、1.550g,益状． （上原分類川式A頂） ． 南 Hll UI 
オリープ氾色礫屈

（瓦だまり）

第 60表漆喰観察表

図版No.
重量 厚さ

観察事項 地区 ＇・リ,f' 層 鵡査時層名(g) (cm) 

7公 4,000 7. 8 
上面には左半に丸瓦 1、右半におそらく平瓦4つが付着の痕跡あり．下面は、わずかに凸状で、平滑
に整形．

庫 HII W 瓦だまり層

725 5,000 8.6 
上面は中央郎と左半、右端に丸瓦が3つ、右半に平瓦2つ、不明瓦が 2つの青茶ウコン布．下面はわ

南 HI! m瓦だまり屠
ずかに凸状で、平滑に整形．

726 160 6. 5 サンゴ塊 ・焼上（瓦？）片を含む．鳩 ・丸瓦の玉紐部のf-t着痕が凡られる． 渭 1111 W 瓦だまり層

727 1.060 6. 6 
上面には左半におそらく丸瓦が2つ．右半に平瓦の付着痕あり．下面はわずかに凸状で、平滑に整

渭 Hll m瓦だより層
形．

728 1.510 5. 5 左面は凸状に整形され、下面は未整形．側面はコーナー状に整形されているところもある． 頃 Hll ＂ 瓦だより眉

729 450 3. 6 上面には左半に平瓦、右半に扇状？の付着痕あり．下面は全体的に波打つが亀平滑に整形． 渭 Hit m瓦だ土り層

730 2,190 7. 0 上面には平瓦が付着しており、丸瓦と、不明瓦の付着痕もあり．下面は凸状で、平滑に整形． 南 HII m瓦だより層

731 710 3. 2 上面にはおそらく平瓦4つの付着痕あり．下面は、やや祖く仕上げられている． 渭 Hll ＂ 瓦だまり層

732 120 2. l 丸瓦間の上面を覆った漆喰と考えられる． 市 HI! m瓦だまり層

トー

733 200 4. 0 上面には平瓦がわずかに(•t着. 3面にやや平i1tな面があるが、付着痕等は不明． 渭 HII ID 瓦だまり層

734 120 3. 4 サンゴ塊含む．上面は、平瓦を蚕直に立てような痕跡が 2つあり．下面はT寧に'fl-111に整形． 南 Hll m瓦だより層
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第 61表 壌集計表

合計 ／点数 地区 ／層

北区 "'区 不明 lヽ、It ・体 ●体

総It 計算 数1t
色讀 影状 厚さ“ 被熱 沿鴫 負 I n JV-I N-3 IV-3・I n m 1¥/ 1 不胴

灰色系 三角影 5~6 鑽 鑽 1 I I 

一3~4 鑽 鑽 I 14 IS 10 I 
I I 

41 

4 9 1 3 ゥ一I 2 16 2 3 

3 2 2 ． 2 2 

正方形 5-6 鑽 ． I 3 I II 15 

2 I I ＝ 鑽 I 

＇ 3~4 ． 賓 ． I I 
IC 68 ． I II 2 6 I 

＇ 
6 公I 7 

2 2 2 直
ヽ 1 

＇ ~ ． I 7 8 

組み合 5-6 畢 Ill I I 3 2 6 ~ 
わせ式 鑽 I 

＇ 3~4 ． 鑽 I s 5 1 7 ヽヽ 12 

鑽 I 3 4 

＇ 不疇l ． ． I I I I 

長方影 3~4 瓢 賓 4 I I ＇ 2 I I 
鑽 ． I I ＇ 不明 5~6 ． 賓 ． I I ＇ ． 1 3 12 • I 20 

• I 6 17 2 26 

賓 鑽 1 I I 

5~6 鑽 鑽 I I 

＇ 
494 

J-4 撫 青 鴛 I I ． I 21 I I 7 

＂ 
12 2 晒

鑽 41 I I 2 I 41 244 20 3 3 357 

不哨 ． ． ． I I 

赤色呆 三角影 3~4 ． ． 
2 1 

27 27 ．ヽ 
I 

• I 5 

38 一I 

12 
3 I I 2 ． I 3 喝

正方形 5~6 ． ． I I 

.1 ＇ 
（ 

3~4 ． 育 1 I 2 

一． I 

＇ ． 1 42 6 13 61 82~ 1e 

2 2 3 5 

一
． 10 10 

不疇 鯛 ． 1 2 2 

繕み合 3~4 畢 鑽 艤 I 

＇ ＇ わせ式

不明 5~6 鑽 鑽 I I 

＇ ． 4 4 

5~6 畢 ． I 2 2 

3-1 糧 青 鱈 1 2 e 
317 ． I 67 4 17 認． 100 3 23 75 6 

一
—l 

已賓 • I l 

不疇l 鑽 ． ． I I 

合It 3-1• 2 7 3 I 104 474 52 2 60 9 1058 10認 61 

第 62表 填ヘラ記号集計表

合 計 ／ 点数 一本線 二本線
三本織

大
その他 合 計

色1111 影 状 位置 ／ I 他 //  ＋ ＝ X 他 （円圏）

灰色系 三角形 側面 I I I 2 I 6 

正方形 鋼面 2 I I I I I 3 ， 
裏 ti I 

不明 表 I I I 2 
トー

I 
ート

働liii ， I I I 3 2 3 20 

赤色累 三角形 側面 I l I I 3 

＝側面 I 2 2 

正方形 表 I I I 2 

鴨面 4 2 I I 7 

二剛iii 1 I I 2 

不明 畏 I I 2 3 

側面 2 I I I I I I 7 

側面と裏 I I I 

合計 18 3 3 4 4 21 6 4 8 ， I 3 65 
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1-10瓦13(D騒）
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第86図 填 1
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I 

715 
1-IO瓦褐 (In騒）

饂
£二込3

] ヘ

L 
I -(! ..... N 

718 
臼靖レキ (U層）

r ' ,  ー・ r I CJW,- •• ~, • l 

>
716 

HO 暗粘（田騒）

一
ー
ー
ー
ヽ

ーロロ訊

＼

717 
F-IO カクラン (I眉）

ーーロー一
719 

H-10瓦暗 (D層）

゜
IOc量l

1 .... 1,,.,I 

第87図填2
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＼ ヽ

720 
F-10 カクラン (I眉）
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／
 

I I 

721 
1-10瓦 (ll層）

ーーロ〗 722 
F--11 (南） 褐 {IV-)層）

723 
It-II 瓦沼 （皿屈）

0 10cm 

h, II 1--t.-サ l

第88図墳3
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725 
IHI 瓦溜 （皿層）

r~~ 匁
L乞0.1：付着していた瓦の想定位置

726 
H-11 瓦 （田層）

いい
裔
叙
終
屯

吼¥
 

、S
/

727 
11-11 瓦溜 <m層）

0 10cm 

h,,,1, nォ l

第89図漆喰1
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~ 728 lt-11 瓦褐（皿）

、I

色二）
729 

lt-11 瓦褐 (m層）

730 
lt-11 瓦褐（田暦）

｀
 

ー[
〗732 IHI 瓦褐 (ID層）

731 
H-11 瓦褐（田層）

~
憂

刷旧
733
碑

氣
渤
炉

z
y

ト

門聾”
734 

lt-11 瓦（匹） 0 10cm 

11111111111 

第90図漆喰2
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第 63表 円盤状製品観察表

図版
素材

縦 横

” 
重量 地区 ,. •J, ド 層

Ill葺峙 図版
素材

縦 槙

＂ 
璽量 地区 ゲ •i,r 層

Ill査鯖
No. (1111) 

(g) 土層 Ho. (1111) （ヽ） 土層

735 中国函
5. I 5.6 I. I 42.5 北 FIO I 撹乱 751 クイ澄

3 4 3.3 0.9 15.6 I何 GIi u 瓦混褐色上
褐軸躙器 褐軸閾醤

736 
中国釈

2.3 2. 4 0. 7 6.4 北 FIi IV-I 貨褐色J: 752 
クイ噸

3.3 3.6 0.8 14. 7 Ill Gil ll 瓦混褐色上
褐軸閾芯 褐輪閾悶

737 
中国章

2. I 1.8 0. 7 4.0 北 Fil IV-I 黄褐色上 753 クイ童 4. 2 4. 9 0.9 26.2 南 HIO IV 黄褐色土
褐釉閾認 褐輪綱醤

738 
中国濫

2. 7 2. 5 0,8 7. 9 附 110 

＂ 
瓦況1青渇色

754 崖沖縄釉産虞器 J. 3 I, 5 o. 6 I, 4 北 F 10 I 撹乱
褐軸潤路 J: 

I I 

739 
中因置

2.8 3.0 0.8 10. 5 北 E 11 ＂？ 上面覆上 755 需沖縄輪滋繭器 6.8 4.4 1.3 46. 8 北 FIO I 慣乱
褐釉閾監

740 中国章
1.9 2 0 0.8 4 9 北 F 11隋 IV-I 渇色土 756 慧沖縄軸章閾器 2 9 3. 3 1.0 15. 1 北 PIO I 撹乱

褐釉隕器... I I 

741 
中国章

2.5 2. 5 0. 7 6.8 南 Gil 

＂ 
瓦況褐色土 757 

沖縄種
3. 7 4. I I. 2 31.1 北 EIO I 撹乱

褐軸閾鯰 需輪虜匹

742 
中国産

3. 4 2. 9 0.8 13. I 渭 Ii 11 I 撹乱 758 
沖縄湮

3. 7 4. 0 0. 8 17.5 清 Gil I 撹乱
褐釉綱l器 慧軸隕器

743 
中国産

3.5 3. 2 0.8 12. 6 南 HI! I 撹乱 759 沖縄産 4. 3 4. 2 1.0 22.3 南 HIO n 瓦滉褐色土
褐軸閾器 需軸鵬彗

744 
中国産

3.3 3.6 0.6 II. 2 渭 110 田
オリープ氾

760 慧沖縄軸産隕訟 3. 2 3.1 1.0 16.0 清 Ii 10 II 
鰭褐色礫混

褐釉閾沿 色上 上

745 中国醜 2 5 2 9 0.5 6. I 隋 lllO w オリープ懇 761 沖縄度 3 I 3.0 0.9 12.8 渭 HIO 

＂ 
瓦混褐色土

褐釉閾器 色土 需輪廣鰭
I I I トー I 

746 中国嚢閾 2.0 I. 7 0.9 4.1 ILL 110 田
オリープ患 762 大（灰和糸色）平瓦 6. 2 6.1 2. 2 96.9 北 Flt北 IV-3 黒褐色土） 

褐軸悶 色土 （下層

747 中国猛 2. 4 2. 5 0.8 7.1 不明 不明 I 衷土 763 近怜丸瓦（褐 5.8 5.9 1.9 83.4 北 £10 I 撹乱
褐軸躙硲 色）

748 クイ濫 3. 4 2. 9 0.9 13. 2 南 HIO 田
オリープ氾 764 ili:11!: 瓦 • .. I 4. I I I. 5 27.5 南 GIi a 瓦滉褐色土

褐軸閾認 色上 ぼ色）

749 
クイ政

3. 4 4. 0 1.0 20.5 南 G 11 I 石積裏込 765 近世瓦 3.9 6.9 2. I 63.2 隋 HIO n 瓦混褐色士
褐釉虞器 （赤色）

760 クイ葦虞
褐釉器

3.8 3. 7 1.3 25. 2 隋 1-lll I 攪乱

第 64表玉類観察表

t吋 色鱈
最大径

厚さ 1 孔径 1 重量 （ヽ） 観察事項 I 地区 り· •i,f I 層 I 鱈査時土層(11111) (m) (111) 

766 黄紐色 2. 5 I.I I. 4 0.01> 完形 北 F II南 IV-2 黒邑色土（上層）

767 水色 2 I 2. I 0.8 0.01> 完 北 F II膚 IV-2 瓜褐色土：（上層）

768 水色 1.9 3.2 1.5 o. 64※ 藁熱のためか13饂溶着．※重量は合計． 北 FIi層 IV-2 隕褐色上 （上層）

769 水色 1.8 2、8 I. 4 o. 14※ 被熱のためか」饂溶着．磁重量は合計． 北 F II清 IV-2 黒褐色士 (J:lil
I 

770 水色 2. 5 I.I I. 7 0.01> 一郎欠損 北 FIi北； IV-2 黒褐色土（上扇）

771 水色 2 4 I. 2 1.4 0.01> 完形． 北 f'10 IV-3' 鳳褐色土（下雇2)
I 

772 白色 6. 9 4.9 3. 7 0.25 完形 北 f'II北 IV-4 陪児色土（下騒）

773 水色 3. 2 1.8 1.6 0.01> 一郎欠損 北 Fil南 IV-2 黒褐色土（上層）

774 紐色 4.0 2.8 I. 4 ,o.09 完形 南 I 9 I 石積裏込

776 水色 2.8 1.2 1.3 0.01> 完形 隋 Gil D 瓦況褐色上

776 水色 2.9 1.5 I. 3 O.Ot> 完形 南 Gll u 瓦混褐色上

777 水色 3. 5 2. 7 I. 3 0. 02 完形．ー編いびつ． 隋 Gil u 瓦混褐色士

778 紐色 0.01> 歓片 南 HIO a 瓦滉lfle色土

779 a色 4. 2 2.6 1.8 0.08 完．形 隋 1-110 

＂ 
瓦混陪患色土

780 
·~ 色

3. 7 2.8 1.9 0.06 完形 隋 1110 D 瓦況靖褐色土

781 ＇ふ色 3.1 2. I 2.0 0.01> 半欠 膚 1110 

＂ 
瓦混暉褐色土

782 u色 4.0 3.8 1.8 ,o.os 完形．ー蟷いびつ． 隋 HIO u 瓦混渇色上

783 水色 4. 7 3.0 2. 0 0.07 完形．西嬬いびつ． 隋 lilO n 瓦混患色士

784 紐色 3. 3 I. 7 2. 4 0. 01 キ欠

＂ 
~I 10 u 瓦混掲色上

785 水色 3. 7 3.0 I. 7 0.05 完形． スプリング状に巻き上がる．

＂ 
1110 

゜
瓦混褐色上

＇ 
786 水色 4. 3 2.6 1.9 0.03 半欠 隋 HIO IV 貨褐色上

787 冑緑色 0.01> 蔽片 南 HlO IV 黄褐色土
I -~ 
788 白色 2.8 2.0 0. 4 0.03※ 2饂溶着．※重量は合計 隋 I 10 JV 黒褐色上

789 水色 2. 8 2.1 1.6 0.01> 一部欠損 不明 不剛 I 表土
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第4章 奉神門埋甕地区 調査の方法と成果

第 1節調査の方法

第2章でも触れたように、既往の奉神門周辺の発掘調査により、その基坦と西端に取り付く階段が確認され

ている（貼教委 1998b)。この階段は4~5mの間隔を空け、南北方向に3基確認されており、 3つある門の

開口部へ繋がる位骰にある。また、階段を下りた下之御庭といわれる揚所では、部分的ではあるが石敷、階段

の各両端に埋甕がその下半が残された状況で検出されており、全部で4基確認された（第91図）。この調究では、

埋甕は検出時点で調査終了しており、甕内の埋土は掘削しておらず、甕の形状、辿構の構造、構築時期などに

ついては把掴されなかった。そこで、今回はこの埋甕迫摺そのものを現地の復元するために、4基のうち一番

南側のものについて迫構確認調究を実施することになったのである。

今回の調査は、埋甕 1基のみ、最小限必要な範囲について調査することになった。そこで、前回調査の平面

図を基に、復元された石敷を取り外し、その下庖の造成土 ・保護砂を掘削し、前回で確認されていた埋甕を検

出することになった（図版 69-1 ~ 4)。これらの作業は、当然一般公開されている楊所でもあり、仮囲いを

設四した中で、全て人力で行うこととなった。その結果、最終的には l.8 m四方の調査区を設定することで、

埋甕を検出できた。

辿構は埋甕とその東半には石敷が検出され、前回調査の平面図と対照させ、改変を受けていない状況である

ことを確認した（第92図）。その後は、第 1迂第3節で触れたように、甕内の埋士を半栽して掘り下げ、甕が

埋まっている状況、その時期を確認するために、石代が確認されず堆積土が露出していた西半についても、甕

の底部付近まで掘削した。その後、甕内の埋土を完掘し、記録作業を行った後、破片で出土した上半部分の接合・

復元を行うために、甕は最終的に取り上げることとした。

第 91図 昭和 63年度調査奉神門地区平面図
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第 2節 層序 ・追構（第93図、図版67~71)

先述したが、前回既に検出された追構を再度調査することになったので、埋甕及び石敷の上面には、埋め戻

された保護砂と造成土が堆積していた。調査区の東半は石代、中央部には埋甕、西半には堆租土が見られた。

層序 迫描検出面までは、造成土として0恩とし、埋甕内を 1~4府、埋甕外の堆栢土を 5~8恩とした。甕

外つまり調究区西半の堆和士については掘削途中であり、地山は検出できていない。

埋甕内の堆禎土には、サンゴ礫がどの府にも多く混入しており、周辺にはサンゴ礫が多く見られたと考えら

れる。迫物の出土状況でみると、 1府には埋甕自体の破片が多く見られ、この逍構が甕上半が破壊された状況

で廃絶したことが想定される。2~4層には埋甕以外の沖縄産陶器が少数出土しており、まだ甕が破壊される

以前の堆積の可能性もある。また、土色も暗灰黄～オリープ褐色で、腐食が進む1恩よりも、若干水の影咽を

受けた色調のように見えたu

埋甕外の堆和土は、掘削途中であるが、 5~8恩が相当するが、特に甕を据えるために土坑を掘ったり、礫

を敷き詰めたりするような状況は、調査区内では確認できなかった。ただ、 5~7/f1は甕の胴部に接するよう

に堆梢し、サンゴ礫が混入していることで共通性が見られる。一方、 8層は埋甕底部より下に堆梢しており、

埋甕より古い堆栢と考えられる。前者の5~7/f1については、甕を据える際の埋土の可能性が邸い。

石敷 埋甕の東半に見られ、 一辺 20~ 30cmで、肛さ flcmの扁平な石灰岩礫を敷き詰めている。埋甕の周辺の

礫を見ると、甕を意識して同心円状に配するように見られ、埋甕と同時に敷かれたものと考えられる。

この石敷であるが、今固調査の埋甕の西半だけでなく、その他の埋甕周辺にも見られなかったようである。

首里城廃絶後から明治 4!5(1912)年に首里尋常謀等小学校が落成移転されるまでに撮影されたとされる古写真

には、埋甕と共に石敷が写っているように見える（写真39)。

埋甕 埋甕であるが、現状では石敷より胴部下半45cmほど埋まった状況にあり、甕自体の裔さから考えると、

い応

...、.. 
； 
5 

3̂ °̀ c
o
 第 92図 今回調査対象埋甕昭和 63年度調査平面図
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写真 391明治期の奉神門前 （国営沖縄記念公園首里城地区案内板） ※囲いは埋甕

その上半の約40cmの部分が外に出ていた状況が考えられる。

下層遺構 この埋甕より古い迫梱として、今回の調査で確認された迫栂として、調査区北西にある東西方向に

続くと思われる石栢である。一辺 30cmほどの切石で租まれているようである。その段数については掘削途中

のため、全く不明である。

第 3節迫物（第94~96図、図版 72)

奉神門埋甕地区からは、中国産閾磁器（青磁 ・白磁 ・青花 ・褐釉隣器）、タイ産褐釉陶器、ベトナム産闘磁器、

本土産陶磁器、沖縄産隅器、近代磁器、銭貨、ガラス玉、石製品、近世瓦、埠が出土している。埋甕である沖

縄産陶器以外は、小片が大半であった。以下、函化 ・写真撮影を行った迫物について、説明する。なお、出土

点数については集計表にまとめた（第 65表）。また、迫物の詳細は観察表にまとめた（第 66表）。

1は、埋甕である沖縄産無釉陶器の甕である。法址ぱ、口径 97.0cm、底径29.0cm、邸さ 84.5cm、胴部最大

径 96.◊Cillo 上半が 4割残存、下半が完形で、部分的に石行を入れて約 8 割が残存している状態で、 60. 5kg、推

定すると 75kgとなる。色調は、外面は上（半が橙色と発色が良く、下半と内面は赤褐色とやや暗い。

その器形は、鍔縁口緑で、胴部はその頸部がわずかにくびれ、上方に膨らみ、そのまま直炎的に底部に至る

形態である。外面上半に 5条部分的に 6条の沈線、その下方に推定4ヶ所の直径 5.8 cm、匝 1.0 cmの円文、さ

らに幅4.8 cm、厚 0.8 cmのカマポコ状突帯をもつ。胴部内面にはロクロ目が顕著に残り、見込みは一定方向の

ナデを施している。

また、見込みに 10ヶ所の焼成前の穿孔あり、焼成後に漆喰で充填している。この穿孔は、焼成時に内部ま

で火回りを良くするための工夫であろうか。穿孔部の漆喰は 7ヶ所は残存しているが、 2ヶ所はそれが外れて

いる痕があり、 1ヶ所はその痕跡もないように見える。

2は中国産存花碗、消代の福建 ・広束産。甕外6府出土。

3は中国産白磁小碗、清代の徳化窯系。甕外6・7附出土。
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第 93図 奉神門埋甕地区平面 ・断面図
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第 65表 奉神門埋甕地区出土遺物集計表

合計 ／点数
層序

甕内 甕外 総計

種類 器形・分類 部位 澤 I2層 3層 I4層 I不明 6層 7層 6・7際

中国産付碗 碗 ロ I I 

朋 I I 

盤 ロ I l 

中国産白磁 小碗 ロ I I I I I 2 

皿 ロ I I I 

中国産胄花 碗 ロ I I l 

底 I I 2 

胴 I I I 3 

小碗 ロ I I I I 

Jill 底 I I 

胴 I I 2 

中国産褐釉園器 大鉢？ 胴 8 3 4 15 

壷： 胴 I I 3 I 5 

ベ トナム産隅磁器 器種不明 胴 I 1 

本t産園磁器 碗 ロ～底 I I I I 1 

小碗 ロ I 1 

沖縄産施釉園器 碗 ロ 4 2 3 ， 
底 I I 

胴 I 13 ， I 2 25 

小碗 底 I I 2 2 

滋 I I 2 

急須 ロ I 1 

注口 I I 

胴 l I 

沖縄産無釉淘器 甕 ロ～底 I I 

梱鉢 胴 I I I 1 

壷 胴 3 TI I 3 I 7 

鍋 耳 2 2 

胴 I I I 3 

隅質土器 碗 胴 1) I 1 

火炉 胴 I I I I I I 1 

器種不明 胴 I I 21 3 5 I 2 12 

銭貨 乾経通衣 I 1 

新冗永 l 1 
I 卜＿ 一l I 

克永鉄銭 4 I 5 
I I -

無文銭 l 1 

ガラス玉 I I I I 

石製品 I I I ,1 I I 2 

麻OO系平瓦 広端部 I I I I 21 2 

近世軒丸瓦 灰色 不明 I I I I I 1 

近世軒平瓦 褐色
木曳門B ＋ -++ →→―: 

1 

不明 I 

灰色 玉緑部 I 1 

近世丸瓦
赤色

玉粒部 l 4 5 

端部 l I 2 3 

灰色 広端部 I 1 

狭端部 l I I 2 5 

近世平瓦
渇色 広端部 I 1 

狭端部

土,"
I 1 

赤色 広端部 l I 1 3 

狭端部 I I 2 2 8 

堺 sl I I 8 2 15 

総計 13 3 4 6 35 51 ， 47 168 
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4は本上産陶器碗、京系のものである。甕外6・7恩出上。

5は近代磁器碗、印判手。甕外6・7陪出土。

6は沖縄産施釉陶器急須の身。甕内 1恩出土。

7も沖縄産施釉陶器急須の身。甕外6・7附出上。

8 は沖縄産施釉陶器急須の益。 甕外 7~出土。

9は寛永通費である。甕内 3層出土。

10は夷面のパスパ文字から消銭であることは確かで、表面は銭文が不明瞭であるがおそらく乾隆通育（初鋳

1736 年）と思われる。 甕外 6 · 7 ~出土。

11 は石製品、勾欄の一部と思われる。 甕外 6~出土。

12は石製品、持ち送り石である。甕外6・7府出土。

13 ~ 17は、鉄銭である。甕内は4点、甕外は 1点出土している。鉄サピで投われているが、現在知られて

いる鉄銭は党永通汽鉄ー文銭（初鋳 1739年）のみである。

図化していないが、近世瓦の軒平瓦c-3-JJ木曳門B (石井分類）が甕外6・7陪より出土している。

これらの迫物の多くは、甕外部の6・7庖から出土している。この層の迫物の主体的な年代は、陶磁器が 17

~ 18世紀代のものが多く、銭貨は 18世紀中頃である。ただ 1点ではあるが、近代磁器 (5)も出土しているが、

調査面籾が狭いこともあり、混入と考えたい。

一方、甕内の埋士 1居には埋甕上部の破片が多く出士しており、埋甕が埋められた時期のものと思われる。

その他は、中国産冑花や沖縄産陶器や瓦等が数点出土しているのみで意識的なものとも思われない。また、甕

内には鉄銭が出土しているが、残念ながら詳細な肘位が不明のため、いつの時期に入れられたかは明確に出来

なかった。ただ、銭貨を投げ入れるもしく風習があったかは言えないが、銭貨がこの埋甕周辺に見られるよう

な状況であったことは考えられよう。

第 66表 奉神門埋甕地区出土遺物観察表

遺物 種類 彗形 分類など 口径 底径 塁裏 観察事項（数字1:1:caJ 出土層序
No. （厚さ）

上卜が4窮残仔、的下半が完形 鍔は憧口縁定・4鯛廊の最大径96.0厚. 外

I 沖昂衰慧軸隋器 費 A 97. Q 四.0 訊.5 
面上半に5条部分 に6条の沈線、 ヶ所の直径5.8・ 1.0 唖甕本体十甕
lf)l'l又．幅4.8・8゚ .8のカマポコ状突驀．見込みに10ヶ所If）焼成 内J屠
前の穿孔あり、焼成後に膝喰で充填．

2 中国茂胄花 嗣 清（逼鳩） 6.9 底郎．凡込み蛇の日輪剥ぎ．外面高台途中までと外底に篇軸． 甕外6層

3 中国壼白磁 小編 清（徳化） 8. 2 乳白色・ガラス賃．硬質．口緑漏反． 甕外6・7層

4 本土死冑岱 躙 京系 13. 4 5.0 、1.9 外底懲輪．輪躙a白色．胎土は灰白色でtu.t-球型． 甕外6・7.111

6 近代霞器 躙 印判 8. 4 輪躙は青白色口緑編郭II織あり． 甕外6・7Iii 

6 沖縄壼崖軸膚器 急須（ク）

＾ 
5. 4 頚色．鱈慧輪、外面は白色、内面は透明輪．鮎士貨白色．兵須は青

鉄片付着．
甕内 1鱚

7 沖縄壺施軸隕器 急須 (M A 黒褐嵐胎埠色注口部． 甕外6・7眉
I 

8 沖縄陸鯰軸瀾器 急須（最） A 8. 2 6.0 透明な駄軸．鮎上白色 甕内2層

， 銭貨 寛りく通賣J 非常に薄く、 0.1以下． 甕内3層

10 銭貨 乾「隆J過 r賣J 2. 74 裏面にあり．孔径0.54. 0. 8g. 甕外6 • 7 層

II 石製品 勾襴の一部か？ 5. 8令 3.!>+ 2.9令
何らかの角郎分で、コーナ一部に段あり．砂岩（ニーピヌフニ）

甕外6層
製．

12 石製品 持ち送り石 20.2• 16.3+ 8.S• 左上中のコーナ一郎分あり．彫り込みにより唐庄Illの文攘石灰 甕外6・7層
岩襲．

13 銭貨 鉄銭（寛＊通賣か？） 2.2g. 孔は方形．厚さ0.1. 外は郊あり． 甕内

14 銭貨 鉄銭（寛永通賣か'?) 2. 43 2. 3 g. 孔は方形、径．“・厚さ0.14, 外U郎あり． 璽内

16 銭貨 鉄鯰〇水通賣か？） 3. 4g. 孔は方形．径4.s. 厚さ0.25, 外縁郎あり． 甕内

16 銭貨 鉄銭（寛永通賣か？） 2.4g. 孔は方形．厚さ0.IS. 外紐部あり． 甕内

17 餃貨 鉄銭（寛永通賣か？） 1.8g. 孔は方形．厚さo.18. 外駄部あり． 甕外6・7層
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第95固奉神門埋甕地区埋甕 (2)
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第 5章 自然遣物の報告 ・分析

第 1節 自然辿物のサンプリング方法

平成 22年度の首里城跡淑順門西地区において、堆積状況を確認するために掘削した北区E・F10トレンチ、

F 11北 ・南トレンチでは、これまで首里城跡の調究では報告が少なかった炭化種子をはじめ、多くの微細な

自然迫物が含まれることが現場調査時で判明した。そのため、士自体を士襄袋に入れて、現場事務所周辺でフ

Jレイを用いた水洗作業を行うことにより 、通常の迫物取り上げでは困難な微細追物も採取することとした。た

だ、サンプルとした土杖も記録しておくべきであるが、不注慈のためその記録は正確には取っていなかった。

そこで、作業時の記憶と残っていた士嚢袋の数から推定のものを箕出した（第 67表）。今後は注意したい。

水洗作業は、士を容拭 14I前後のパケツに入れ水につけかき混ぜながら溶かし、そこから浮いてくる炭化

種子や微細な貝類・trなどを網目 0.1 mm程度の網で掬った。その後、65trの大型バケツにフルイ目が 5mm、2.5 mm、

1 mmの3つのものを上から順に重ねて、先ほどのパケツに入った土を入れて、ホースで水を流しながら土を洗

い落とすことで、それぞれのフ

Jレイに自然迫物が残された（写
第 67表 淑順門西地区における土壌水洗を行ったサンプル醤

真 40)。 これらを乾燥させ、出土 層序

グリッド ・土層ごとにユニパッ JV-2層

ク等に収納した。 また、各サン JV-3屠

プルは、今後の検証用にいくつ IV-3'/iii 

か保管している。 このようにし JV-4屠

て得られた貝類辿体、脊椎動物 IV-4層

迫体、炭化種子について、後節 JV-G層

謁査時土層名

黒褐色土（上層）

黒褐色土（下層）

黒褐色士（下層2)

睛褐色土下暦

陪褐色士下層 2

褐色粘費上

で詳細に報告を戴いた。 ※士嚢袋 l袋をIOUと推定

写真 40 土壌水洗状況
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グリッド 土嚢数 合計 （＇は）

F-11北 ・南 72 720 

E-10、F-ll北 ・南 18 180 

E ・F-10 23 230 

F-11北 5 50 

F-11北 5 50 

F-10 10 



第 2節 首里城跡淑順門西地区および奉神門埋甕地区の発掘調査で得られた貝類追体

黒住耐二 （千葉県立中央悼物館）

首里城では、長年にわたる発掘調査が行われており、貝類追体も詳細に検討 ・報告されている（大城，

1988 ; 山本， 2007;羽方 ・（中座， 2007;黒住， 2010a; 金城ら， 2010等）。出土貝類迫体のまとめは、今後の

課題であるが、アラスジケマン ・ カンギク等の内病城 • 河口干渇の小形種が優占すること、ヤコウガイの多い

こと（上原， 1989;金城， 2007等）、サラサバテイラ ・大形シャコガイ類の少ないこと等を指摘する ことがで

きる。

一方で、これまでの発掘調究の多くは｀遺樅面を破壊しないことが発掘の条件であったため、ある程度の時

間幅の存在する資料が多かった。今回、淑順門西地区の発掘調査において、13世紀後半から 16世紀前半の未

撹乱荊から貝類迫体が得られた。年代的に興味深い淑順門西地区および奉神門埋甕地区から得られた貝類迫体

を検討する機会を与えて頂いたので、ここに報告したい。

貝類追体の内容と方法

今回対象としたのは、本迫跡の調査によって現地で採集された（ヒ°ックアップ法 ：現場資料）貝類迫体を対

象として、土壌サンプルから抽出されたものは含まれていない。貝類迫体は、グリッドの附ごとに分類されて

いた。報告者は、抽出されていたほぼ全ての種の同定確認 ・再同定を行った。賓料は、完形 ・殻頂部 ・破片等

に区別し、 グリッド/~ごとに集計して頂いた。この集計を元に、解析を行った。

なお、それぞれの調査における陪序に関しては、第4・5章を参照願いたいが、淑順門西地区において、北

区では戦後以降の造成土 (IJ¥!i)とグスク時代の堆積肘が見られ、後者は詳細に分恩され (IV-1 ~ 5恩）、

南区ではグスク時代のもの (IV恩）として一括して取り上げられる一方、近世 (ill附）、近世～近代 (Il形）、

戦後以降の造成土 (f附）までサンプリングされている。また本地区の考古年代の決定された各阿は、必ずし

も貝類迫体廃棄陪のみではなく 、各庖の出土数に大きな相違の存在することにも注意が必要である。

結果および考察

l. 淑順門西地区

淑順門地区では多くの貝類迫体が得られ、その詳細を巻貝類等は第 69表に、二枚貝類は第 70表に示した。

表 1 · 2 をまとめ、 グリッド/~ごとの姑少個体数 (MNI) とした（第 68表）。表 3では出土グリッドが不明

なものは除いた。ただ、ヤコウガイ等では、破片は多いものの、完形はなく 、殻頂等の最小個体岱出部位も稀

であったために、その出土数は過小評価になっていると思われる。以降の解析は、この第 68表に基づいている。

1)種組成と生息場所類型組成

海産貝類の種組成を第97図に示した。 この回では、陸産貝類 ・化石等の種 (VI)および明らかに食用となら

ない小形種（ムカデガイ科 ・ホウシュノタマ ・フトコロガイ ・ノシガイ ・アワムシロ）は除いた。また最下恩

である 13世紀後半から 14世紀のIV-5庖からは、佃かにマガキガイ 1個体のみの出土であったので（第68

表）、第97図には示していない。

造成のための礫府である 14世紀後半のIV-4屈での出士個体数は少なかったものの、カンギクが約20%と

最も多く、クワノミカニモリ ・アラスジケマンと 10%以上で続いていた。14世紀末~15世紀前半のIV-3/

3 -庖（炭化物陪）でも貝類は多くなかったものの、f¥T-4層と同様な種が俊占しており 、イワカニモリやリ

ュウキュウウミニナも目立っていた。約 4700個体を確認した 15世紀中頃のlV-2層ではカンギク ・クワノミ

カニモリの割合が増加し、さらにイワカニモリも 10%以上となり、他の府位と異なっていた。北区のグスク時

代では、 J¥T-1陪でマガキガイの割合が増加していたこと等があるが、グスク時代を通しては、 14世紀後半か

ら16世紀前半まで種組成に大きくは変化 していないと考えた。北区のグスク時代全体としては、出土址が極

めて多かったIV-2庖の割合と同様になっている。下部のIV-4陪やIV-3/3-爵の少数の貝類迫体は、廃
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棄の極めて多いlV-2庖からの落ち込みや混入の可能性も想定されるが、 IV-2陪と種組成が異なっていたこ

と、いずれも食料残滓廃棄府ではないことおよび各府で出土隅磁器の組成が相違することから、出土した貝類

迫（本の混入は少なく各附に帰属するものと考えた。

一方、南区のグスク時代では、北区と組成が異なり、アラスジケマンが全体の70%を占める程、優占してお

り、他のものは少なかった。南区では、近世およぴ近世 ・近代の貝類迫体も確認されており 、優占種はアラス

ジケマン ・カンギク等であるが、マガキガイの割合が近世で商くなっていた。これらの附位では造成等でグス

ク期の追体を含んでいることも考えられるが、撹乱杓の I/Mでも俊占種に大きな変化は認められず、グスク期

から近代まで、およそ類似した貝類組成を示していると考えられる。

貝類の生息場所類型組成には陸産貝類を含めて表し（第98図）、 IV-4庖で陸産貝類の割合が邸かったが、

北地区のグスク時代の各府は近似した組成となっていた。イソハマグリやクワノミカニモリの含まれるサンゴ

礁域の岸側潮間帯 (1-0/ 1)が 30%程度、サンゴ礁のイノー内 (1-2: マガキガイの生息場所） ・下瀬 (1

-3: チョウセンサザエの生息場所） ．礁斜面 (I-4 : ヤコウガイの生息楊所）はIV-l層で20%を超えて

いたが、他では 10%程度と少なく、カンギクの得られる内湾域 (II)が最も多く 30-50%、アラスジケマンの

生息する河口干親域 (III)は20%前後であった。

南区ではアラスジケマンが悩占することにより、河口干涅のものの割合が最も多く 、内浩域は20%程度と減

少し、サンゴ礁域のものが 1/3程度となっていた。

2)首里城での淑順門西地区出土貝類遺体の特徴

沖縄本品各地のグスクの発掘調査から、出土貝類は貝塚時代後期のサンゴ礁城の中 ・大形貝類から、グスク

時代にぱ内湾域のカンギクや河口干潟ーマングロープ域のアラスジケマンの中 ・小形種が優占する組成に劇的

に変化することが知られている（例えば安里， 1974 ; 比嘉， 1983; 黒住， 2011等）。今回の淑順門西地区の

種組成（第97図）もカンギク ・アラスジケマンが條占する組成であり 、他のグスクと大きくは相違しなかった。

北区では、グスク時代になると増加することが知られているクワノミカニモリ ・イワカニモリ ・リュウキュウ

ウミニナ等の塔型巻貝（黒住 ・金城， 1988 ; 古品， 2001)の割合が比較的商いのに対し、南区ではアラスジ

ケマンが大半を占めることが認められた。両区の相違は、廃棄の場としての意味が異なっていた可能性が麻い

ように思われる。南区にアラスジケマンが多かったということは、今婦仁城跡における城外東斜面 (16世紀～

17世紀初頭）にアラスジケマンが極めて多く廃棄されていたという状況（黒住， 1991) と類似した現象なの

かもしれない。

また、本辿跡は首里城という王府でありながら、前述のように内湾性の中 ・小形種が優占し、他のグスクと

基本的に相違は認められない。この結果は、これまでの首里城の各地区の結果でも同様である（大城， ]988; 

山本， 2007;羽方 ・仲座， 2007; 黒住， 2010a; 金城ら， 2010等）。つまり、日常的に食用として利用される

貝類は、カンギク ・アラスジケマン ・カニモリ類であり、マガキガイ ・サラサバテイラ ・シャコガイ類等の中 ・

大形種ぱかなり少ない（第68表）。ただ、ヤコウガイは、破片として、ある程度出土している（第69表）。ャ

コウガイを除く中・大形種の少ないことは、以前にも謡論したが（黒住， 2010a)、冊封使に対するものを含め‘‘宴

会の残滓”としての貝類遺体が本地区でも確認できておらず、中 ・大形貝類と中 ・小形種では、日常的にも殻

の廃棄／城外への持ち出しによる相違も存在していた可能性も邸い。首里城内の各地区の発掘調査結果を比較

することにより、この問題も明らかになっていくものと思われ、また同時期の首里城以外の地域での貝類辿体

との比較も今後の課題である。

今回、北区で 14世紀後半から 16世紀前半にかけての連続的な堆栢層からの貝類迫体を検討できた訳である

が、前述のように、下部のIV-4陪で陸産貝類の割合が裔い他は、大きな変化が認められなかったと考えてい

る（第97・98図）。グスクにおける貝類遺体の組成変化として、今帰仁城跡では 13世紀末ではサンゴ礁のマ

ガキガイが多い組成から 14世紀と 15世紀にアラスジクマンが増加するというものに変わっていくことを報告

した（黒住， 1991)。一方、勝連城跡では、貝塚後期後半にアラスジケマンとカンギクがそれぞれ約 25%であ

ったものが 13世紀と 14世紀にアラスジケマンが 40%を超え、カンギクも 25-35%に増加し、15世紀には前

種が 65%、後種が 20%と、アラスジケマンの連続した増加の顕著な組成変化が認められている（赤硲 • 黒住

, 2011)。勝迪城跡においては、今帰仁城跡のようなサンゴ礁域の種の減少は僅かに認められるものの、迫跡
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第68表 淑順門西地区出土貝類追体の最小個体数
地区 北区 冑区

グリッド E-10 ! E-11 Fー10 F-11 臼 !0-10 I 0-1 t I H-10 I 1+-11 , ... G-t I 0~10 c-11 H-9 H-10 I圧 11 1-9 1-1(1 け 10I M-t 1 I HO  M-0 
／生鳥 I ll Ill '/II 

イシダタミアマオノ・ィ 1-0-. I I I 

ゴマフニナ 1-0-• I 
ヒザうガイ(f)―棟 Iー1-1 I I 
クワノミカニモリ 1-,-・ I I 

＇ 
4 I 2 

＇ 
2 7 4 2 2 23 

ハナピラダカラ I -1-t I I I I 4 I I 

＇ キイロダカラ I - I一• I I I 
／シカイ I -1-暑 I I I I 
マダライモ I ー1-• I I I 

＇ サヤガタイモ I -1-・ I I I I I 
ハナワイモ 1-1一• I I I I 

エガイ I - 1-• I I 1 1 I 

りュウキュウt:バ') I., .... I 1 2 4 
ミドリアオ') I - 1-• I I I I 1 1 8 

オハグロガキ Iー1-曇 I I I I I I I I 
カヤノミカニモリ 1-1-b I 

＇ ウネレイシダマシ 1-1-b I 
イモフデガイ 1-1-b I I 

イソハマグリ I -2-c 2 I I ＇ 2 1 1 
リュウキュウナミノコ I • l '"'c I 
ニシキウズ 1-2-. I I I I • 2 
コシタカサザエ 1-2-. I I 2 
ヘビカイH 1-2—• I 

ガンセキポラ 1-2—• I 1 
コオニコブシ 1-2-• I I I I I 
イトマキポラ 1-2-• I I I 

＇ ヤセイモ I -2-・ I I 
キヌカツギイモ I -2-• I 
メンガイ類 1- 2-• I I 
アラヌノメガイ 1-2-b I I I 
＊ニノツノガイ 1-2-e I I I I 
マガキガイ 1-Z.c 2 2 2 3 2 3 1 1 I 5 8 5 1 3 10 2 
クモガイ 1-2-c 
アワムシロ 1-2-• I 
ヒレジャコ I -2-c I I 1 
サメザう I -2-c I 
ッタノハ 1 -3-• I I I 
チョウセンサザエ 1- 3-• I I I I I 1 3 I 1 1 I 2 I I 6 2 I 2 2 ＇ 

8 2 
ァッキクスズメ I -3-• I I 
ムカテガイll 1-3-• I I I I 
ハナマルユキ 1-3-• I I 1 2 1 
ツノレイシ I -3-• I I I 

シラガザル I -3一• I I I I I 
ギンクカハマ I-•-• I 

”サバテイ I -•-• 1 1 I 

＇ 
I ？ 1 2 

ヤコウガイ I -• -• 1 1 1 1 1 I 1 4 1 1 R t 2 1 1 1 3 2 1 
ホラガイ I - • · • I 1 
コイワーシ D-1-a I I 

＇ 
I 

オ9ヽグロガキモドキ D- 1-• 

＇ オキナワイシダタミ． D-1-b I 2 1 
カンギク D-1-b I 1 I 1 1 3 6 I 8 I 7 4 1 2 7 1 30 
マルアマオプネ D-1-b I I I I I 1 I I I 
アマオプネガイ D-1-b I I I I 
イワ（ウミニtl1Jーモリ D-1-b I I I I 2 I 2 I I 3 I I 4 I 2 15 
リュウキュウウミーナ D-1-c I I 1 I I 2 
ホウシュノタマ D-1-e I I 
シマベッコウバイ D-1-c. I I 

＇ 
I 

マスオガイ D-1-c I I ＇ リュウキュウマスオ D-1-c. I I I I 

ホソスジイナミガイ D-1-c I 1 I I I I I I 4 2 7 

イオウハマグリ D-t-c I i I ？ 

t:メアサリ D-1-c I I 1 1 2 1 I 2 3 
スダレハマグ') D-1-c:. 

シュモクアオリ D-2-• I I I I 
ノコギリガキ D-2-• I I I 

クロミノエガイ D-2-b I I I I I 
リュウキュウサルポオ D-2-c I I I 1 
ウラキッキガイ D-2-c I 1 I 2 10 1 4 

＇ 
18 

リュウキュウザル D-2・c I I I 

カワラガイ D-2-e I I I I 
リュウキュウシっ卜り 1-2-• I I I 
卜ュドュマリハマグリ D-2-c I I I I 1 
ハマクリ類似II D-2-c 1 1 1 1 I I 3 5 1 1 1 7 
ヌノメガイ D-2-o I I 2 I 1 4 
ュウカゲハマグリ D-l-e I 
オイIカガミ 〇-2-o I I 
フにコロガイ D-2-d 
シレナシジミ m-o-c I I I I 3 
フトヘナタリ（イトカケー型） M-0-d I I 
マングロープアマガイ m-1-11 I I I 
ヘナタリ m-1-c I I 
カワアイ m-1-c I I 
シマ（ミtミマ）ガキ？ m-1-c I I I 
アうスジケマンガイ m-1-c I 2 I 2 4 I 5 I 9 18 38 ， I 45 142 10 I 57 3 13 3 17 383 
ダテオキシジミ m-1-c:. I I I 3 3 1 1 I 
カワニナ W-5・6 I I i I I I I I I 
オキナワヤマクニシ V-8 2 I 1 I 2 

＇ 
I I l 1 

ツヤギセルガイ V-8 I I I 14 2 2 I 4 1 
シュリマイマイ V-8 I I I 
バンダナマイマi.__V-8 I I I I L 
ジャノメダカラ Vl-11 

カシバン傾 Vl-12 I I I I 
イタヤガイ傾 Vl-12 I I 
t:ナキンチャク類 VJ-12 ， I 

＇ tナノヒオウギ彊 Vl-12 1 I 

＇ ヤマトシジミ？ VI I 

＇ タマキガイuの一ll VI I I 

＇ フタオピザル VI 
キンギョ VI I 
クカラガイ1lの一環 I 

, I • 10 I 14 :, I 14 ヽ 15 ,. 
＇ 

13 I 1 18 •• 21 I ●ヽ 12 34 ,, ,. 518 
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池区 冑区 北区

グIJ•.1ド H-10 I 1....g 1ー10 F-11 F--11躙 F-11北 F-1 I lF-11疇 F-tI :t: f ... 10 F-11 IF-11冑 F-11:It E-to F-to I F-11 F-11冑1Fー11彙 F-11:tl:I F-lt E-10 合計

I I ＂ ＂ー1 llf-2 IV-3 W-3' IV-4 ＂一5
イシダタミアマオフ子 -o-. I 

ゴマフニナ -0-1 I I 9 I I ， I 1 I 2 22 
ヒザラガイの一積 ー,-. I 2 2 
クワノミカーモリ ー,... ， 1 12 :!6 I 1149 70 I 

＇ 
13 1 I ~ 6 1347 

ハナビラダカ9 ー,-. I 3 • 1 
＇ 

1 I I 14 
キイロダカラ ー,-. I 1 I 
ノシガイ ー•-· I I I 1 1 
マダライモ -•-· 2 1 3 
サヤガクイモ ー1一• I l I 
ハナワイモ -•-· I ＇ I 
工ガイ -•-· I I I ＇ 2 
リュウキ•ユウt:バリ ., .. 1 2 I ＇ 10 
ミドリアオ＇） ー,-. 3 7 • I ＇ 21 
オハグCガキ ー•-· I I ＇ I 
カヤノミカーモリ -1-;, I I I 57 6 I 63 
ウネレイシダマシ ー1--b I I 4 I 4 
イモフデガイ -1-b I 1 

イソハマグ') -1--c 1 3 4 92 14 1 I 122 
リュウキュウナミノコ -, ... 4 1 5 
ーシキウズ • 2·• 1 2 1 2 1 18 2 2 1 1 35 
コシタカサザエ

- 2—• ？ 

ヘピカイ籟 -2-. 1 ＇ I 
ガンセキポラ - 2-• I I 

コオーコブシ - 2-• I I I • I I 2 
イトマキポラ - 2-• 1 I I ＇ 4 
ヤセイモ 2. I I 2 I ＇ 2 
キヌカツギイモ -2-. I I I ＇ I 
メンガイ頑 - 2-• 

＇ 
アラヌノメガイ -2-b I I I I ＇ 2 
オ＿ノツノガイ - 2~ I I 1 I I 7 I I ？ 1 16 
マガキガイ -2-e 3 3 17 I 117 10 1 I 1 I 

＇ 
204 

クモ；；ィ -2-e I I I I I I 
アワムシロ -z-., I I I 1 
ヒレジャコ -2--c 1 I I 4 
サメザラ -2-e I I 1 I I ＇ 
ッタノハ -3-• I ＇ I 
チョウセンサザエ -3-• 1 I 6 1 L I 6 1 1 1 ＇ 54 
アッキクスズメ -3-. 1 I 21 3 ＇ 25 
ムカデガイ類 -3-• I 15 15 
ハナマルユキ -3-• 1 I 1 I I ＇ ？ 
ツノレイシ -3-a 

＇ 
1 ？ 

シラガザル -3-• I ＇ I 
ギンタカハマ --4-• 1 ？ I ＇ 4 
サラサバテイ -•-· I 13 1 10 33 
ヤコウ；；ィ 一ー・ 1 I 5 1 1 n 1 I 1 1 1 I 47 
ホラガイ -•-· I I I I ＇ 1 
コイワニシ II ー•-· I I I 2 
オハグ0ガキモドキ n - ,-• I I I I I I ＇ 
オキナワイシグクミ n-1-b I 4 1 I I 8 
カンギク D-1-b 3 10 I 7 I 11 n 24 I 947 82 1 1 I 12 I I 1 3 7 1184 
マルアマオブネ D-1-b 2 I 5 4 I I 13 
アマオプネガイ D-1-b I 1 I 1 I I 2 
ィつ（りミニt)1)二モリ Dー1-b I I 3 I 11 15 I 583 99 3 1 ＇ 746 
リュウキュウウミーナ D-1-c t I t 13 I 244 24 1 5 1 293 
ホウシュノタマ D-1-c I I I 3 ~ 

シマペッコウパイ D•l•c I 2 2 47 5 58 
マスオガイ n-1-e I I 2 
リュウキュウマスオ D-1-c I I 4 2 I 8 
ホソスジイナミガイ D-1-c I I 1 2 24 2 1 47 

イオウハマグリ Il-1-e 4 I ＇ 7 
t:メアサ') Il-1-e I I I I 13 
スダレハマグリ D-1-e 1 1 2 ＇ 4 
シュモクアオリ n-2-. 1 
ノコギリガキ n-2-. I ＇ 
クロミノエガイ D-2-1> I I 2 I 2 
リュウキュウサルポオ n-2-. I 2 
ウラキッキガイ U-2-o I 1 2 1 24 4 

＇ 
1 I 74 

リュウキュウザル nー2-c I I 
＇ 

カワラガイ D-2-,, 
＇ 

リュウキュウシラド） D-2-o I 1 2 
トュドュマリハマグリ n-2-., I 2 1 n I 3 10 
ハマグ＇｝隕似積 n -2•• 2 I I I 8 I 2 I I 16 4 I I 1 I I I 63 
ヌノメガイ ll-2-c 1 2 1 I 8 1 I I 1 I 25 
ュウカゲハマグI} D-2-o I I 1 I I 
オイノカガミ ll-2-c I I I I 1 
フトコ0ガイ n-2--.1 1 I • I ＇ 2 
シレナシジミ m心 1 I I 6 
フトヘナダ｝（イfM m心 I I I I I 1 
マング0ーブアマガイ m-1-1> 1 1 I 26 I 28 
ヘナタリ m-1-c I I I I I I ＇ 
カワアイ m-1-c 1 I I I 

＇ 
シマ1ミtミ•>ガキ？ m-1-c I I I 

＇ 
アラスジケマンガイ m-1-c 11 58 I 38 15 I 18 3 12 I 689 91 1 I 3 10 3 1 I 2 2 5 5 I 1727 
ダテオキシジミ m-1-c 1 I 2 I 12 
カワーナ IV-5・6 I 1 I 8 I ， 
オキナワヤマクーシ V-8 ~ I 7 ~ I 11 1, 

ツヤギセルガイ V-8 I I I n 1 I ~ 4 I ~ ＇ I ＇ 40 
シュリマイマイ V-8 I I I 1 ＇ ？ 

バンダナマイマイ V-8 I I ＇ 2 
ジャノメダカ9 Vl-11 I 1 I I ＇ ＇ 
カシパン" Vl-12 I I 1 I I 1 
イタヤガイ類 Vl-12 I 1 I I ＇ I 
t:ナキンチャク類 Vl-12 I I I ＇ 2 

tナ/tオウギ" VI-12 I I I I I ＇ 1 
ヤマトシジミ？ VI I I 1 I I ＇ 2 
クマキガイ科の一II VI 1 I 
フクオピザル VI I 1 I I 1 
キンギョ V1 I I I I I 

゜... I I I I I I 
73 1• I ~, ,, ., 

" I • ., 7 I :< ~s K ' " 47 s 
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の立地楊所に起因するが、全体に占めるサンゴ礁域のものの割合が極めて小さく、勝連グスク周辺における採

集場所の変化とは捉えられない。

今回の北区における 14世紀後半から 16世紀前半の出土貝類組成に大きな変化が認められなかったというこ

とは、今帰仁と勝連の 2つのグスクとの比較からも、首里城では食用としての貝類の種選択が決定し、その供

給体制もほぽ確立していた、と結論付けられよう。14世紀後半から 15世紀前半の貝類遺体の組成は、建造物

の様式には言及できないが、権力者の居住域としての首里城が確実に成立したと考えられる 15世紀中頃 (IV

-2附）と同様であったと理解できよう。ある種単純な結果ではあるが、支配者附への食物供給を行う漁拷集

団や首里城への搬入過程の実態が、他の考古学汽料や文献史学からほとんど明らかにできていない現状におい

て、このことは、研究の方向を含め意義あるものだと考えている。

また、廃棄の場としての立地 ・性格によるものであろうが、本地区では、‘‘おはじき様の遊具”を想定して

いる小形のタマガイ類やタカラガイ類（黒住， 1993 : しかし立証はできていない）、あるいはヤタテガイ類の

出土はヒ°ックアップ賓料と言うこともあり 、極めて少なかった。明瞭ではないが、これらの種は御内原地区の

シーリ迫構内のヒ°ックアップ資料中にも少数ではあるが、今回よりははるかに裔い割合で得られている（黒住

, 2010b、第 109表）。また、これまでと同様に、食用とはならない琉球列品以外から持ち込まれた種や美腿種

等は、本地区でも確認できなかった。

2. 奉神門埋甕地区

この地区では、門の両側に設四され 第 97図 淑順門西地区における食用貝類遺体の種組成変化

1層9虜鼠●（庄,.. , 

．．近代・近置(H---411111 

ていた大形の甕の内部と周辺から貝類

迫体が得られている。その出土数は少

ないものの (39種）、首里城内の空間

利用／娘祓を考える場合には、興味深

い資料と言えよう。得られた貝類遺体

の出土状況を甕内外およびそれぞれの

層位でまとめた（第 71表）。

重・退置(N 10, !Ill 1 二==I

その結果、甕周辺からは食用貝類の

みが少数認められ（第 71表 ：最上部の

囲み）、陸産貝類も得られていない。一

方で、甕の内部からは下部を中心に比

較的多くの陸産貝類や小形の種が抽出

されている。そして、甕内の小形種では、

"● ,,..""道'llll

＂層 1''1(H }(〇北〗

.,,_, ●'"凜IIC胃(Na1'3北l
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•アラスジケマンガイ ロその鰭

馴m

イトカケツクシやネジヒダカワニナの 第 98図 淑順門西地区における食用貝類遺体の

ような食用とは考えられない種も存在 生息場所類型組成変化

していた。

これらのことから、下記の状況が考

えられる。

（ア）甕周辺の食用貝類迫体の密度は低

く、当然廃棄の場所ではないもの

の、 小規模な造成等により城内の

食用貝類迫体を含む土壌が動いて

いることが分かる。

（イ）また陸産貝類が見られなかったこ

とから、 6・7府は開けた空間で

あり 、消掃等が行われていた可能

性も想定される。
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第 69表 淑順門西地区出土巻貝類等の出土詳細
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第 70表 淑順門西地区出土二枚貝の出土詳細.. .... 
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第 71表 奉神門埋甕地区出土貝類遺体の組成

●鼻 科名 和名 学名
. ~ 喜Pl2層 覆 内4層 • 外6・7層 一 ~6111 

｀ 
外7Jlt

合劃
生＂晨 ■g N N N .. N N 

學2リュウテン科 ヤコ ,nイ Tu, 加 (t.,,natiealmormonitus 1 -4一• I I I If 1 lu I Ir 3 
學 13スイショウガイ科 マガキガイ Strombus (Conomurex) luhuanns ！ー2-c I lu 1 la 2 

3ツキカイu ヒメッキガイ Eo,cO<!•kia bell● I -2-c 1 la/la 1 
鋼 18ァッキガイ科 ツノレイシ M畠neincllatubeぺis.a I -3-• I If I 
-a マルスクレガイu アラスジケマン Ga~ 面 umtumidum m-1-c I 111u/0 I 0/lu 1 la/0,lf I 0/lu 4 

.... ,2 スイショ ，.. オヽ ワヽロカ4 Strombus (Cananum) urceu.s 0 -2•c 2 2. I I 1 la 3 
纏 19オニ,:,シ科 9オニ,:,シ Vasum lutb西 11um 1-3-. I lb I h 2 
-2ツ ...,,, ッ，ベ Cod● k; ● 〇●vtenon,m I 4-c 1 0 la 3 33/1● 4 
31 鳳ヽ・： ，＂ land snail V 11● 7 7● 8 
28 ヤマタシ科 オキ・ワヤマタシ Cvcloohor¥Js tufaidus tur<idl』S V-8 3 2●, lu 3 3a 6 
JO 1ナンハンマイマイ科 シュ’ マイマイ Satsuma (S•tsumol mercatorill V-8 2 la lu 2 
29 一マルガイu ＂ヤ セル Luchuohaedu.sa or-aeclar-a V-8 I I I& 1 
101ウミ—...霊: リュ 干ユ ~· ミニ＋ Bat,llaria Aoetosiohonata 0-1-e 11● 10 10. II 

鎌 91コマフーナ科 コマフーナ Planaxis sulac.atus I --0-a I If 

＇ 亭 1ユキノカサ柑 リュ,... ユ,.ノアシ Palelloida .. oehuaふ• I - 1- • 1 1u 1 
晃24イモガイ科 マダライモ Co.nus (Virroconus) e:braeus I -1 一• 111• I 
轡21イトマキポラ科 キイロツノマタモドキ Ponstem;., us-tulata luchuana 1-2-b I 3 2a.1f 3 
轡4リュウテンれ カンギクのフタ Lune恥 mon睛ormis(ooereulum) 0-1-b , ,. 

＇ —, マルスダレガイu ホソスジイナミ Gafrarium o"ctinatum D-1-0 I 1 0/1● 1 
-7 マルスクレカイu ヌノメガイ Pori•lvota""又,,.,.,. 0-2-0 1 0/lu I 
-5 マルスタレカイn ヽヽマ """""這 Me『..,; 買 ,o,cf, k.osoria D-2-e lllf I 
51イソシジミ科 OJ, '"'°'ウマスオ As, 叫 isviol● •o• ns D-1-o 0/la I la/0 1 

巻3リュウァン科 カンaク Lunella moniliformis D-1-1> 1 lu.11 2 laJu 3 
轡5アマォつネ科 マル マォつネ Nerita CTheliostvta sauamul●ぃ D-1-b I la 1 1• 2 
-4 チ•ドリマスオ科 イソハマグリ Atactodea striata I 1-e 11● 1 

―’ 
1ウミギク柑 メンガイ閥 1$oond-,k s so. I 2-a 111 1 

●8 ォニノツノガイ科 クワノミカニモIJ Clvo● om<>ru< chomnftぷ●na I -1-b I 2f I 
17タマガイf. ホウシュノタマ N轟tic轟慶ualterian轟 D-1-c 2 2• 2 
15タカラガイ1:1 ハナビラダカラ C--•• (Erosan●) annulu• I -1-a I ldl I 
22フデガイ科 コシマヤタテ Striutclla zebra I -1-a I lu 1 
25イモガイ科 シロセイロンイモ Conus (V,rroeonosl nanus I -1-昌 I la 

＇ 聾6I~ ニノツノガイ科 カヤノミカニモリ Clvoa""'°"" bif書sciata I 1-b I If 1 
嘩 26 モガイ科 キヌカツギイモ Conu● (Viroiconusl flavidus I 2-a I la I 

＇ 珊-16 カラガイ科 ハナマルユキ Cvt匹 co(Ero:w,rio) 00血 ,crocnti, 1- 3~ I IR 1 
夢 14 ミフv""" マメ~=~ C・loumus{P,oeoloumns) I● cteu● 1-4一• 11● 

＇ 攀 7 ノツノガイ科 ，，ワ（ウミニt)カ モ’ C畑•omびus batalanaeformos D 1-b I If 1 
轡23ミノムシカイ,1 イトカケックシ Costell● no sem,f●● ciata 11-2-c 11● 1 
應30トウカカタカワーナ科 ネジヒダカワニナ S.rmvla rioueli m-o-e 11● 1 
珊 11フトヘナタリれ フトヘ が"~トカケーこ Centhidea rhizoohorarum m-O-d 1 lb 1 
ー.,,to I I .,( ・:=i バイお .,, .. ノテムシロ Pfi● ,cul● ria ballula m一1-r 11● I 

古●T 25 3 3a 6 ｛ 3 56 
左／右 ；Nは最少饂体鼓 詳紀 ・：成貝（完形で、大形幼貝を含む）. b; 体層.dl: 背面欠.dp; 背面部のみ,I;破片.ii・内響.ol;外響.u; 鮫頂．

（ウ）甕の内部では下部に陸産貝類が多く 、4陪が堆積した時点では甕内に水はほとんどなく 、周辺は多少植

物が繁茂する最観になっていたと考えられる。

（エ）甕内の貝類には、一部に周辺上壌由来の食用貝類迫（本も含まれるが、小形の非食用種も多く 、これらは

海岸の“砂利"に由来する可能性が硲いように思われる。

（オ）ある時期、甕の周辺には海岸の砂利が敷かれており 、その後に甕内に、この砂利が入れられたと考えら

れること等が示される。

このように奉神門における甕の埋設時期と考えられている 18世紀頃には、甕の周辺は管理されたある程度

開けた空間であったと考えられる（イ）が、一方、木立等は存在していたようである（ウ）。海岸の砂利を甕

周辺に敷いていたと想定したが（オ）、これはヤマトの神社でよく見られるような白砂を惹識したものかもし

れない。この砂利を敷いていた時期は明確ではないが、甕は石伐が敷かれる際に埋められたと考えられており 、

石旺以前には砂利敷きであった可能性も考えられよう。

小面積の発掘ではあるが、今回の結果は、詳細な貝類迫体のサンプリングによって地点の尿観が復元できる

可能性を示せたものと思っている。

謝辞：興味深い資料の検討の機会を与えて頂いた沖縄県埋蔵文化財調査センターの瀬戸哲也氏および労力のか

かる貝類迫体の分類 ・集計をして頂いた同センクーの方々にお礼申し上げたい。本報告の一部には、科学研究

巽 (21101005)を用いた。
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第 72表 貝類の生息場所類型

生息場所類型

大区分

外洋ーサンゴ礁域
内湾一転石域
河口干混ーマングロープ域
淡水域
陸域
その他

小区分

a
b
c
d
f
 

-I
I
I
田

l
V
V
V
I

底質等

岩礁
転石
砂／泥
河川礫底
植物上

10
 

l

2

3

4

 

潮冊帯上部
[ -0 ノッチ
川一0 マングロープ

潮問帯中 ・下部
亜湖間帯上緑部

I -2 イノー内
干瀬
礁斜面

-5
6
7
8
9
1
0
ll12 

且
林内 ・林緑部
林緑部
海浜部
打ち上げ物
化石
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写真41 淑順門西地区 貝類遺体 1 巻貝 （番号は第 69表と一致）
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写真42 淑順門西地区 貝類遺体 2 巻貝 （番号は第 69表と一致）
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写真 43 淑順門西地区 貝類遺体 3 二枚貝 （番号は第 70表と一致）
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写真44 奉神門埋甕地区 出土貝類遺体上 ：巻貝 下 ：二枚貝 （番号は第 71表と一致）
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第 3節 首里城跡淑順門西地区から出土した脊椎動物迫体

樋泉岳二 （早稲田大学）

はじめに

平成22年度に沖縄県立埋蔵文化財センターによって実施された首里城淑順門西地区の発掘調査では多数の

布椎動物追体（骨類）が採集された．ここではその分析結果について記載し，本地区における布椎動物迫体群

の特徴について考察するとくに城壁下の堆栢恩（グスク時代= 13世紀後半~16世紀）から出士した竹類は，

首里城成立期における城内での動物賓源利用の様相を示す賓料として重要である．

1. 分析毀料と分析方法

(1)分析資料

調査区の位骰は淑順門の西側で，淑順門から正門に向かって伸ぴる城壁の一角である．調査区は大きく北区

(E-LO ~ 11, F-10 ~ 11の各グリッド.F-11グリッドは F-11北と F-11南に区分されている）と南区 (G-9~ 
11, H-9 ~ 11, I-9 ~ 10の各グリッド）に分かれる．

骨類を出土した恩準と年代は，下位からrv層（グスク時代：13世紀後半~16世紀）， 頂層（近世）， 0庖（近

世～近代）， I附（現代 ：琉球大学建設以後）である．これらのうち， IV陪は城壁の下荊に約 1.5mの厚さで堆

梢した土層であり，北地区では，下位からIV-5層 (13世紀後半~14世紀前半）， IV-4層 (14世紀後半）， IV

-3'恩 (14世紀末~15世紀前半）， IVー3層 (14世紀末~15世紀前半）， IV-2恩 (15世紀中薬）， N -1層 (15

世紀後半~16世紀前半）に細分されている南地区ではIV庖の細分はなされておらず，「IV庖」として一括さ

れている．

分析資料は，その採集方法によって，「ヒ°ックアップ汽料」と「水洗選別賓料」）の 2種類に分かれる．

ピックアップ資料；発掘現場において目視確認され，手で拾い上げられた賓料である．なおIV-2吊， IV-3庖，

IV -3'居の資料には，以下に述べる水洗選別賓料の 5mmメッシュ回収安料と思われる比較的小型の骨が多数含

まれていたが，他の阿ではこうした小型資料はまれであったそこで全体の汽料のサイズを統一するため，上

記の小型骨を含むサンプルについては，他の層のピックアップ資料の最小サイズ（約8mm程度）を目安として，

これより小型のものは除外した．

水洗選別沼料：IV庖の堆積物サンプルを水洗選別して回収された沼料である．堆栢物サンプルはIV-2陪(F-11

北）， IV-2庖 (F-11南）， IV-3府， IV-3'荊， 1'f-4J,':!i (暗褐色土下庖）， IV-4府（暗褐色土下庖 2) の計6

箇所から採集され（第 73表）， 5mm, 2. 5mm, Immのメッシュを用いて水洗選別された．水洗後の試料のうち，

2.5mmメッシュと 1mmメッシュ回収資料の中から，微小骨の分析を目的として，その一部を抽出し（サンプル

第 73表 首里城跡淑順門西地区か ら採取された水洗選別用堆積物試料の一覧

グリッド地区
水洗後 水洗後 分折試料 分析率（％）

層準 メッシュ 給体積 紀重量
Ccc) (g) 試料No. 袋No. 体 (cc) 直量(g) 竹重量<c> 体積比 菰量比

2.5mm 6000 6000 620 500 600 3.3 8.3 + 10.0 IV-2 屈上 f'-11 北 S」W-1 一 ト ー

Imm 5500 6000 &13 1000 1250 1.7 18.2 20.8 

南
2.5mm 13500 13500 563 1000 1000 54.5 7.4 7.4 

IV-2 黒上 F-11 SJW-2 

― 

トー トー

-― 
Imm 13500 13400 638 500 450 20.0 3.7 3.4 

IV-3 黒下 F-11 北
2.5mm 6000 6000 

SJW-3 
549 1000 1000 27.2 16.7 16.7 

Imm 5000 5000 558 500 500 8.5 10.0 10.0 

2.5mm 3500 3600 551 500 400 9.4 14.3 II.I 
N・3' 黒下2 F-10 SJW-4 

Imm 2500 1750 554 500 500 5.5 20.0 28.6 

IV-4 暗下 F-11 北
2.5mm 500 400 

SJW-5 
538 500 400 5.7 100 100 

Imm 500 500 534 500 500 5.3 100 100 

2.5mm 500 550 627 500 550 4.6 100 100 
IV-4 暗下2 F-11 北 SJW-6 

so.o I 60.0 Imm 1000 750 642 500 450 3.1 

合計 58000 57450 7500 7600 1祁.8 12.9 13.2 
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番号SJW-1~ 6. 詳細は第 73表を参照），これらの中から1t類を抽出 ・同定した．以上の作業のうち，サンプ

ル採取，水洗および骨類の抽出は沖縄県立埋蔵文化財センターによって行われた．

(2)分析方法

同定対象部位については，魚類は主上顎fr.前上顎竹・・歯骨 ・角骨 ・方骨 ・椎骨を必須部位とし，それ以外

にも分類群に応じて同定可能な部位を適宜同定対象資料とした．魚類以外については，部位の判別可能な資料

を同定対象としたただし鳥類と哺乳類の四肢骨骨幹破片のうち，骨幹の全周を残さないものは対象外とした．

同定方法は原則として現生標本との比較によった。比較に使用した栢本は筆者の所蔵標本のほか，沖縄県立埋

蔵文化財センターおよび国立歴史民俗博物館西本豊弘氏の所蔵表標本も参照させていただいた．

2. 分析結果

同定結呆を第 75表～第 79表（ピックアップ賓料），第81表～第82表（水洗選別安料）に示す．また同定

標本数 (NISP) と最小個体数 (~!NI) による組成を第 80 表（ピックアップ賓料），第 83 表～第 85 表（水洗選

別汽料）に示す．

(1)脊椎動物遺体群の概要

採集佼料からは，魚類，両生類，爬虫類，鳥類，哺乳類が確認された（第74表）．

出土数： ピックアップ資料（第 99図）では北区のIV-2恩（とくに F-11南）が突出して多い．他の陪準で

ははるかに少なく ，かつ上下に向かって漸減し，最下翔のIV-5 Jf!iではごく少ないまたIV府でも南区では少

な い水洗選別沢料でも，骨の包含密度（単位サンプル絨当たりの検出数）でみると ，Wー2層（とくに F-ll

南 =SJW-2) が突出しており， IV-3恩 (SJW-3)でもやや邸密度だが，その他のサンプルでは低く，ビックア

ップ賓料と基本的に同傾向である．以上から廿類の陪位的 ・平面的な分布状況は，北区のIV-2庖~IV-3庖で

多く，とくにN-2層のF-ll南付近に集中しているのに対し，北地区の他の庖準や南区では骨の埋蔵屈は少な

かったと推定される．

第 74表 首里城跡淑順門西地区から採集された脊椎動物遺体の種名一覧

軟骨魚綱 CHONDICHTI IYES 硬骨魚綱（つづき） OSTEICHTIWES (coat.) 

メジロザメ科 Care佃rhini曲C ペラ科（シロクラペラ型） Labrid.,c cf. "Cherodo11 sl,oenleinii" 

トピエイ科 Myho切11didne ペラ科（クキペラ型） ~~bridne d. • Bodi am、spe』·dirio•

硬骨魚綱 OST日CHTI-!YES ペラ科B しnbrid:le13 

ニシン科 Clupe,dae ペラ科（その他） J~;bn血c(others) 

オオウナギ ,l,igヽヽillaman,ior(J(a アオプダイ属 Scanり

ウッポ科 Muracrudac ソウダガツォg A10:is 

アナゴ科 Congndae スマ E111/t_m11s oflims 

コイ科 C')'Prinidae クチウオ科 Tnchiuridae 

ダツ科 Rclonodae ニザダイ科 Ac血 thnmdac

サヨリ科 Hemiramphidae アイゴ属 Sigamu 

トピウオ科 Esococ11d加 コチ科 Plntyc叩hnlidne

イットウダイ科 Holocentridac モンガラカワハギ科 R,ilosudae 

ポラ科 Mugilidae 両生綱 A↓¥、CPIIIBIA

カマス科 Sphyr~enidae カエル預 油lientia

ハク科A Sermoodae A {cf£pmcphe/11s) 爬虫綱 RRPTIUA 

ハク科B ふrrnnid.,c8 (cf. Plutro1,om1ヽ•> ヘピ類 Ophid, ● 

キス科 S1llaginidae アオウミガメ C加l011/0mydas 

ギンガメアジ属 Coronx 鳥綱 AVES 

アジ類（小型種） Ca血 gicL1e(small) ニワトリ Ga佃 gahis

シイラ属 Co,)plwena 哺乳綱 ~1AMMALIA 

クロサギ科 Gcrrc油 c ジャコウネズミ Srmr:1u nmnm、S
ヒメジ科？ Mullidae ネズミ亜科 Murin●e 

イスズミ科 Kypbosidoe イヌ Conis/on11/ions 

フエダイ亜科 Lu1janinae ネコ Felisca/Us 

クカサゴ亜科？ C訳$10nmat? ウマ £qw,;Jercs 

コショウダイ亜科 Pomnd.1syiMc イノシシ／プク SrtSserofa 

マダイ亜科 Pagrinae シカ科 C<:"idae (middle) 

ヘダイ S匹 n1ssar如 ヤギ Coprahirc:1,s 

クロダイ属 ぶanrl収,gn,s ウシ Bos 1011nis 

ヨコシマクロダイ Monot心 rsgrand心 Iヽl,s ジュゴン o, ヽgo11gd11gon
フエフキダイ属（アマミフエフキ型） Letlmm,s cf. L.. Amamヽamヽs イルカ類 CcL,cC1¥ (Smnll) 

フエフキダイ属（ハマフエフキ型） Lethrin11s cf. L. 11eb11losus クジラ類 Cetacea (large) 

（右段につづく）
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脊椎動物遺体群全体の組成：ピックアップ狡料では魚類が最も多く，哺乳類（おもに家畜類），島類（ニワトリ）

がこれに次ぐ．爬虫類は少ない．魚類ぱ姻I比で約 50~ 70%, NISP比では庖位的な変動が大きいが， 30~

70%前後を占める（第 100図）．ただしIV-4府では魚類が少なく，哺乳類が多い．水洗選別賓料では，検出数

が多いSJW-2(N -2 @  F-11南）と SJW-3 (N -3 @)では魚類が圧倒的多数を占めるが，他のサンプルでは魚

類は比較的少なく，とくに下序の SJll'-5・SJIV-6(IV -4陪）では小動物（カエル類，ヘビ類，ネズミ類）がま

とまって検出されている（第83表）．以上をまとめると， (I)全体的に魚類と哺乳類 ・鳥類（おもに家畜とニ

ワトリ）が大半を占めており，個体数では魚類が卓越する (2) ただしIV-4庖では魚類が少なく， ,Jヽ 動物が

多い点で傾向が異なる．

(2)魚類

①同定記載

軟骨魚綱 2分類群，硬骨魚綱 41分類群、合計43分類群が確認された（第 74表）。以下、同定結果に注釈を

要する分類群について記載する。

ニシン科 ：頭部竹格はいずれもニシン亜科のものであり． ミズンまたぱヤマトミズン屈の可能性が強い．

トビウオ科・サヨリ科 ：水洗選別資料から椎骨が検出された． トピウオ科とサヨリ科の腹椎は側突起や腹面

の隆起線の特徴で区別されるが．判別が難しい汽料も多く ，これらは「トビウオ科／サヨリ科」とした．

ハタ科 ：前上顎骨，歯骨，前鯰蓋骨にはマハタとスジアラに近似するものがあり，前者を「ハタ科 AJ, 後者

を 「ハタ科B」とした．椎骨はフエダイ科等との判別が確実でないことから「ハタ型」とした．

アジ科： カスミアジの現生標本に近似するものを暫定的にギンガメアジ屈，アジ科の小型種と思われるもの

を 「アジ科（小型種）」とした後者はムロアジ類に近似するものが多い．

フエフキダイ科 ：歯骨でヨコシマクロダイ，前上顎骨 ・方骨 ・ロ蕊骨でフエフキダイ属が同定された．フエ

フキダイ屈の前上顎骨にはハマフエフキに類するタイプ（「ハマフエフキ型」とした）とアマミフエフキに類

するタイプ（「アマミフエフキ型」とした）がある．上記以外の部位はフエフキダイ科として一括したが，腹

椎の後半～尾椎はタイ科などとの判別が難しいため 「タイ型」とした．

ベラ科 ：咽頭骨には 「シロクラベラ型」（菅原 2008), 「タキベラ型」．「ベラ科 B」（金子 1996を一部修正．

樋泉 2005)およぴこれら以外のタイプがみられた椎骨については形態変異が著しく，確実な判別基準を把握

できていないが，コプダイやシロクラベラの椎骨はそれぞれ特徴が比校的明確であり，前者に近似したものを

「コプダイ型椎骨」，後者に近似したものを 「シロクラベラ型椎骨」とした．

ブダイ科： 咽頭骨 • 前上顎骨 ・歯骨はすべてアオプダイ屈に同定された．

アイゴ属 ：水洗選別賓料から幼魚の骨が多数検出された．これらの中には 「スク」と思われる稚魚の骨・（前

頭骨を主として，前鰊蓋骨 ・擬鎖骨 ・椎骨）が多数確認された．同様の例は今帰仁城跡周辺迫跡でも確認され

ている（樋泉 2007).他に，ピックアップ資料からは比較的大型の個体も検出されている．

未同定真骨類： 末同定真骨類のうち..IV庖 H-9出土の左歯骨は大型で歯がみられない（写真 46-58).同種と

思われる資料は今帰仁城（樋泉ほか2009) と勝連城（菅原 2011)でも確認されている．

② 組成

ピックアップ斑料（第 LO I 図）では， IV~~ J 層を通じて，フエフキダイ科，ハタ科，プダイ科， ベラ科，

アイゴ属が多い陪位的には， W爵でプダイ科がやや多く，フエフキダイ科がやや少なく， m陪でエイ ・サメ

類（板鰊類）がやや多く，ベラ科 ・プダイ科が少ないなど，若干の変動はあるが，明確な傾向的変化は認めら

れない北地区IV恩内部の詳細な変化をみても ， ニザダイ科はIV -3'~3~ . ベラ科・アイゴ屈はrv-2 ~ 1 ~ . 

ハタ科はIV-1陪で多いなどの変化はみられるが，主要種の構成は変わらない．

水洗選別賓料が得られているのは北地区Nicのみで．その中でもまとまった資料が得られたのは SJW-2(N 

-2 /RF-11南）と SJ¥V-3(IV -3陪）のみである.2. 5mm賓料（第 103図）ではトピウオ科 ・サヨリ科，アジ類，

カマス科，アイゴ属プダイ科，ハタ科．ボラ科，タチウオ科，ニザダイ科，クロダイ屈などが多く．多様な

種が混在している.1mm資料（第 104図）ではアイゴ屈が最も多く，他にアジ科，ニシン科．ボラ科が優占する．

2.5mm資料と 1mm資料を統合して全体的な組成を求めるため.2. 5mm資料と 1mm資料のそれぞれについて，
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検出された賓料数を分析率（サンプル総杖に対する分析試料の比率．第 73表）で除してサンプル全体の包含

址を推定し，これを合箕した（第 85表）．その結果をみると, NISP (第 105 囮）， ~INI (第 106医）ともにアイ

ゴ属が最も多く．アジ科， トビウオ科 ・サヨリ科，カマス科がこれに次ぐ．その他にもエイ ・サメ類ニシン

科，ボラ科，ハタ科，プダイ科，フエフキダイ科，クロダイ属タチウオ科なども普通であり，多様な魚種が

混在している．府位的にみると， IV-3恩 (SJW-3) ではアイゴ屈とともにアジ科が優占している点が特徴であ

る．メッシュ別にみると ，2.5mm資料 ：1mm資料の比率は全サンプルの合計値 (NISP.未同定 ・保留 ・同定不

可密料を含む）で 2487: 1701 (60% : 40%) で．全体的に 2.5mm賓料が多いが.SJW-3では 390: 480 (45% : 

II層(N=55)

m層(N=26)

IV層合計(N=999)

IV-1層(N=36)

IV-2層(N=805)

IV-3層(N=81)

IV-3層 (N=36)

口エイ•サメ類

図ブダイ科

゜`

ロポラ科

ロニザダイ科

2°' 

ロハタ科

ロアイゴ属

NISP% 

40¥ 

■クロダイ属

口回遊魚類

姻 80-. 

■フエフキダイ科 図ペラ科

口その他

第 101図 首里城跡淑順門西地区から採集された魚類遺体（ピックアップ資料）

の組成 (NESP比） ＊回遊焦類 ：カマス科 ・アジ科 ・シイラ屈 ・カツオ類

IIOO't 

()', 20ヽ

NISP% 

4~ 60ヽ 80¥ 100ヽ

「
1層(N=57)

II層(N=25)

m層(N=23)

w層合計 (N=600)

N-1層(N=88)

'N-2層(N=365)

N-3層(N=66)

N-3'層(N=19)

N-4層(N=32)
亡

口イヌ 口ネコ ■イノシシ／ブタ 日ヤギ ■ウシ aウマ 図ニワトリ

第 102図 首里城跡淑順門西地区から採集された烏獣類遺体 （ピックアップ資料）の組成

(NISP比）
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0¥ 20ヽ

2.5mm資料(NISP%)

40¥ 

SJW-2(N=104) 

SJW-3(N=38) 

SJWl~6合計(N=ISB)

60¥ 80¥ 100¥ 

図トビウオ科・サヨリ科

ロアジ科

■タチウオ科

ロポラ科

ロフエダイ科

ロニザダイ科

四カマス科

■クロダイ属

ロアイゴ属

ロハタ科

13ブダイ科

ロその他

第 103図 首里城跡淑順門西地区から採集された魚類遺体 （水洗選別 2.5mm資料）の組成

(NISP比）

0¥ 20ヽ

1mm資料(NISP%)

40ヽ 四 80', 100¥ 

SJW-2(N.: 叩）

SJW-3(N=29) 

SJWl~&合計(N=70)

ロニシン科 ロポラ科 ロアジ科 ロアイゴ属 ロその他

第 104図 首里城跡淑順門西地区から採集された魚類遺体 （水洗選別 1mm資料）の組成

(NISP比）

2.5mm+1rnm資料（惰正値に基づくMNI%)

()', 20!, 4~ 紐 訊 100'1 

=』
-

ロエイ・サメ類

ロハタ科

■タチウオ科

ロニシン科

121アジ科

ロアイゴ属

曰トピウオ科・サヨリ科 Dポラ科

ロフエダイ科 •クロダイ厖

ロその他

図カマス科

図プダイ科

第 105図 首里城跡淑順門西地区から採集された魚類遺体（水洗選別 2.5mm・1面資料）

の組成 （各メッシュの分析率による補正値の合計.NISP比）

0¥ 20¥ 

2.Smm+lmm資料（補正NISP%)

40¥ 

SJW-2 (N=2220) 

SJW-3(N=518) 

SJWl~6合計(N二2908)

60'I 訊 100'¥ 

ロエイ・サメ類

ロハタ科

■タチウオ科

ロニシン科

aアジ科

Clアイゴ属

曰トビウオ科・サヨリ科 ロポラ科

ロフエダイ科 •クロダイ属

ロその他

図カマス科

図プダイ科

第 106図 首里城跡淑順門西地区から採集された魚類遺体（水洗選別 2.5mm・1面資料）

の組成 （各メッシュの分析率による補正値から求めた MNI比）
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55%)で逆に Imm狡料が多くなっているこれは，このサンプルの Imm狡料でアイゴ屈 ・アジ科が多数検出さ

れていること（第 85表）が主な原因と思われるまたアイゴ属は全体的に Immメッシュでの回収率が高く（合

計値で 192: 458. 30% : 70%), そのサイズから 「スク」に相当する稚魚が主体であると推定される

(3)両生類 ・爬虫類

両生類ではカエル類，爬虫類ではヘビ類 ・ウミガメ類が同定された（第 74表）．ヒ°ックアップ資料（表 8)

ではJV-2荊からヘビ類の椎骨 70点がまとまって検出されているが，人為的に廃棄されたものか，自然迫骸か

は不明であるウミガメ類はごく少ない．水洗選別汽料ではカエル類，ヘピ類が検出されている．いずれも少

数だが，下恩のIV-4恩 (SJW-5・6)ではややまとまって検出されている．

(4)鳥類

種類を特定できたのはニワトリのみである（第 74表）. 1V -3' 府以上で出土がみられ， I恩を除き， NISP

比で、烏獣類中の 20~40%前後を占める成届が大半だが，若、梼も若干混じる部位の偏りはとくに認められ

ない．

(5)哺乳類

12分類群が同定された（第 74表）．以下，同定結果に注釈を要する種類について所見を記載する

① 同定記載

ジャコウネズミ ピックアップ賓料[V-2恩から上顎破片が 2点検出された（写真 49-23).これらは顎骨 ・

歯の形態および単尖歯が4本であることから，阿部ほか (1994)に従ってジャコウネズミに同定した．

ネズミ科 顎骨 ・臼歯はすべてネズミ亜科で，比較的小型の種である．自然の迫骸である可能性が裔い．

イノシシまたはブタ I¥惰出士の下顎件には家畜種（プタ）の可能性が考えられる毀料が4点確認された（写

真 47-93~ 96). これらの賓料には，下顎体の湾曲がやや強いこと，あるいは下顎体の肥厚が認められること

など，家畜化の兆候が認められる．いずれも M2は萌出完了しており， M3は萌出中が 2点，萌出完了が 1点，

不明 1点であるまた中手骨 ・指骨には明らかな短縮化傾向からプタと判断される資料が4点 (IV恩 3点， I 

陪 1点）確認された上記以外の資料については野生種か家畜種かの判別が困難であったため「イノシシ／プタ」

とした部位梱成は全身の骨格がみられ，著しい偏りはないようである（第 75表）．

シカ科 IV層から膝蓋骨と中足骨破片， I層から頭蓋骨の後頭顆～頭蓋底破片が確認された（写其 48-110

~ 112). いずれもシカ科の特徴をもち，ニホンジカ CervusNippon程度の中型のシカである．九州以北また

は大陸からの搬入品と推定される．

ウシ カットマークやスパイラルフラクチャー（写真 48-120~ 122・124)などの解体痕が普通であること

から，その多くは死後に解体 ・食用とされたと推定される．

ジュゴン JV荊~III附で頭益骨，椎骨，肋骨，訂甲骨が確認された．頭益骨と椎骨が多い点が特徴である．

以上の他に，イヌ，ネコ，ヤギ，イルカ類，クジラ類が若干確認されている．

②組成

ピックアップ沢料では1¥1眉~ I恩を通じてイノシシ／プタが主体であり， W恩～田陪ではウシ， m陪以上で

はイヌもやや多いただしIV-4荊ではイノシシ／プタが少なく，ネズミ科，ネコ，ウシが多い．また， JV-3

庖ではヤギ 10点（すべて同一個体の上顎臼歯），ウマ 9点（このうち 8点は歯）がまとまって採集されている．

海獣類では，ジュゴンがN-3'陪~nr屈で少数ながら述絞的に出土している．イルカ ・クジラ類はごく少ない．

水洗選別汽料からの検出数は少ないが， SJ¥1'-6(JV -4荊）で自然迫骸と思われるネズミ科がまとまって検出

されている．

3. 考察

(1)首里城淑順門西地区の脊椎動物遺体の性格

骨の出土依は， IV-3' 恩付近を坑としてこれより下位では少ない．なお、 IV-3'培の最下部は、迫物がほ

とんどなかった礫阿が庫く見られ、造成土と考えられている．また，組成をみても人為的な廃棄物と思われる

迫体（とくに魚什やイノシシ／プタなどの食税残滓）が少なく，自然辿骸と思われる小動物（カエル，ヘピ，

ネズミ）が多いこれに対し，礫附より上位では人為的廃棄物が増加し，これに伴って骨の出土位も増加する．
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このように本地区における脊椎動物迫（本群は， 14世紀後半頃の造成（礫陪の形成）を炭として，その性格が変

化 したと推定されるまた，造成削には廃棄物などの人為的影響が比較的小さく，カエル ・ヘピ ・ネズミなど

が多く生息する哀坑が存在したのに対して，造成後には廃棄物の増加に伴って，これらが生息しにくい哀度に

変化 した可能性が考えられる．

(2)首里城淑順門西地区の脊椎動物遺体からみた動物資源利用の特徴

上記の通り ，造成罰より上位の脊椎動物迫体の多くは人為的な廃棄物と推定される． したがって，その内容

は首里城内での動物汽源利用の様相の一端を示すものと考えられる．

迫体の大半は魚類およびイノシシ／プタ ・ニワトリ ・ウシを主とする家畜 ・家禽類である．

魚類はIV-2恩を中心に出士仇が多く， 43分類群以上におよぶ多様な魚種が利用されている．サイズ的にも

ピックアップ笠料にみられる大型魚に加え，水洗選別が行われたlV恩では小型魚も多く検出されており ，様々

なサイズの魚が利用されている．これらはグスク時代 (15世紀）の城内における魚食の活発さと多様さを示し

ている大型魚では，フエフキダイ科，ハタ科，プダイ科，ベラ科，アイゴ屈など，サンゴ礁やその周辺に生

息する沿岸性種が主体である小型魚ではアイゴ屈の幼魚（スク）が最も多い．特定季節に集中的かつ大祉に

来遊するスクの生態からみて，これらは貯蔵品であった可能性が商く，現在の「スクガラス」と同様の塩蔵品

であった可能性も考えられるまた，アジ科， トビウオ科 ・サヨリ科，カマス科，ニシン科（ミズン類？）と

いった外海域を中心に生息する回遊魚類が多いのも特徴である．

凡獣類はイノシシ／プタ，ニワトリおよぴウシが主体である．

以上の様相は，少なくともビックアップ没料に閥する限り ，II層でウンが減少するのを除けば，lV-3'眉 (14

世紀末~15世紀前半）から Il層（近世～近代）まで大きく変化することなく継絞していたと推定される．薩

摩入りなどの社会変革の影響を示唆する変化は，本地点の状況をみる限り認められない．

なお，シカ科については九州以北または大陸からの搬入品と推定されるが，出土賓料はいずれも断片的（頭

蛮底破片，膝蛮骨，中足骨破片）であり，具体的にどのような形態で持ち込まれたかは推定困難である．

第 76表 首里城跡淑順門西地区から採集されたイヌ下顎骨の詳細

＊残存範囲・侑種の凡例は第77表を参照

層 地区 グリッド出土No一 部位 左右 残 存範囲・憎種

tv-1 北 F-11南 35 下 顎 骨 右 [Ml M2M3x筋突起］

tv-2 北 F-1 I南 37 下 顎 骨 左 [P3xP4 M Ix M2xJ 

第 77表 首里城跡淑順門西地区から採集されたイノシシ／ブタの上顎骨・遊離歯の詳細
•C lは顎骨の残存範直（記載のないものは遊•菖）.xは説荘饂．（）は納出中の債を示す．

分類群 層 地区 グリッド 出土No.I 郎位 1 左 右 I 残存範囲・檜賃 I 数 編 与

I 隋 I c-11 61 I J1:顎遁霧繕 I R C I I メス

清 H•IO 
6“ 7 

切櫨骨 し Olx 12x 13x) I I 

n 

←← 
H-10 切蠣骨 R 迎 1213,]_ I 

H-10 “ 玉白遵霞帽 R II I 

北 F-11 24 上顎遍霧饂 し II I 
IV-I 北 F-11隋 35 上冒遍軍笛 L II I 

北 F-11 41 上顎骨 I R ([,.3MJ] I I 

北 F-11南 38 切僧骨 L Olx 12x 13x) I 

北 F-11隋 38 上讐骨 L [Pix ml m2 m3) I 
北 F-11隋 38 上讐遊麓t11 L II 2 

北 F-11隋 38 上讐遊霞虜 L 13 I 

北 F-11膚 38 上讐遊竃譜 し m2 I 

イノシシ／プク
北 F-11隋 38 上冒辺軍鑽 L P2 I 

北 F-11隋 38 上顎避霞鑽 L P3 I 

JV-2 
北 F-11北 50 上顎遊離• L M2 I 

北 F-11隋 38 上顎骨 R CPI• ml P12xl I 

北 F-111!1 38 上顎遊疇欝 R It I 

北 FーII附 鵠 上顎送重州 R C I メス

北 F• II隋 38 上顎道竃饂 R m2 I 

北 F-11膚 38 上顎遊霞欝 R P3 I 

北 f・II 28 上顎遊霞償 R Ml I 

北 F-11隋 38 上顎遊霞鎗 ？ 13 I 

北 F-lllll 38 上顎遊霞僧 ？ Pl I 

弓
F-11隋 お 切鱒骨 R Ob 12, 13ll I 

IV-3 F-11隋 祁 上鴨遵疇償 R II I 

北 F-11北 48 上胃匹欝 R ¥ti I 

-224-



第78表 首里城跡淑順門西地区から採集されたブタおよびイノシシ／ブタの下顎骨・

遊離歯の詳細

分霞鯰 層 建区 グリッド 出心o.I 郎伍 左右 ，，＂詭薗 ・償II I 耽
饂芍 写真

北 F II北 50 TI11骨 I. (¥IIヽ 12] I I 47啜

ブク IV-2 北 F-11膚 38 下讐骨
I. llxl I I 

左右遍合 47-93 
R II• (12) 13x C Pix P公 P3xPi• ヽ tlxヽ12,C¥13)] I 

北 F-11附 38 下讐行 R [(Pl) (P<) MI 1ヽ2~tl)x) I 47→5 
IV-3 北 F-11北 48 下鴨骨 L (Cx P2x PJx P-tx MI置ヽ12M3下讐角］ I I メス I 41咀

北北
E-11 ， 下1111"

_!::...,_ L 饂12d 
I カットマークあり

E-11 10 下嘱遊霞讀 I 

北 FーII 29 下曹這霞纏 L Ml I 

I "' l岱 83 下燻 L 、t I 

"' 1-09 83 下鴨骨 R un3• Ml) I 
隋 1--09 83 下●鍾 R p~ I 

北 F-11 ” 下蝙 R Ml I 

Ill 1-09 83 下鬱 R ~12 I 

II 
iii H如 62 下●編 R 12 I 
膚 H-10 67 下顎遁霞僧 R C メス ＇ 
北北

F-11北 47 下鴨骨 L [Cx P2x P3x P4x MI置~,I叫 オス

F 11111 3J 下青 L 下讐角

北 F-11 26 下顎遠霞儘 L II 

北 F-11隋 35 下額骨 R L¥H Mと］

IV-I 北 F-11111 35 下讐骨 R 関鰤突起

北 F• ll 24 下燻 R 12 

北 F-11111 35 下顎逼霞饉 R 11 

北 F-11 26 下 R 13 

北 F-11隋 お 下顎骨 ? I下顎角 I I 
北 F-11剛 38 下鴨骨 L [Pixヽ11置ヽ12Cヽ 13)•1 I 
北 F-11隋 38 下讐骨 L 下顎角 I 
北 F-11"' 鰈 下顎骨 I. 下＂負 ＋閏鰤突起 I 

北 F-11111 38 TI11骨 L Ill鰤突起

北 F-11北 49 下lltt L 閲鰤突起

北 F-11北 50 下燻 L 12 I 

北 F-11北 50 下顎這薗傷 L II I 

北 F-11111 38 下顎遵霞虜 し 12 I 

イノシシ 北 F-11111' 38 下覆辺霞虜 L C I オス
／プク 北 F-11111 38 下噸近鴫111 L C I オ入

北 F-11111 38 下這燻 L ml I 

北北
F-11111 38 下蝙 L m3 I 

F-11111 38 下顎還雇纏 L P3 2 

北 F•IIIII 38 下璽遊霞鑽 L Ml 2 I 

北 F-11111 38 下蠣 L 、13 2 

＇ IV-2 北 F-11111 38 下ll1t R 四 ,11¥IZI ¥131] I 

北 F-11111 38 下●骨 R L¥11 ¥12 Cヽ13)] I 

北 F-11北 50 下纏 R i2 I 

北 F-11111 潤 下櫨 R II I 

北北
F-11北 50 下下璽置霞傭績 R R ~ 13 

l 
F-11111 38 I 

北 F-11111 38 下讐遍霞偽 R C I オス

北 F・IIIII 箕 下●懺 R C I オス

北 F• lllll 38 下• R P2 2 

北 F-11北 50 下顎遍霞燻 R P4 2 

北 F-111!1 38 下信 R Ml 2 

北 F-11北 ~9 下離樋 R ¥II I 

北 F-llltl 38 下轡 R MZ I 

北 F-11111 38 下“ ? ml I 

北北
F-11膚 38 下顎遊霞燻 ? Pl I 

F-11 28 下顎避霞信 ? P2 I 

北 F-11膚 36 下顎這竃鱈 R i2 I 
IV-3 

ー可北
F-11北 48 下冒遺霞蠣 R 11 

_!_ I F-11北 “ 下顎辺渾燻 R 12 
IV-3' 北 F-11北 42 H駈匿耀憤 R P3 I I 

不明 不北明 不明 IOI -f顎遥霞蠣 R C I オス I 

F 114t 51 下信 ？ヽt I I I 

斑凡例は笥77表を参l!il

第 79表 首里城跡淑順門西地区から採集されたウシの顎骨 ・遊離歯の詳細

残{i-範囲 ・侑種の凡例は第77及を参照

層 鳩区 1グリッド 出'lo上. 郎位： 1左右1残存範囲・鱈櫂 誼 • I地区 カ ッドI翌 1 郎位 1左右 '存鑓11!1・慣糧 -It 

＇ 
冑 IH-11 80 _I: 顎葺疇(II L IM I 北 F-11北 50 下饂 R Ml I 

l¥'-1 it I F• II 2• I 上顎遊Ill儀 IR )Ml I 北 F-11北 50 下lli暉編 R 1ヽ2 I 

IV-2 北 P-11北 50 上顎遵霞僧 R IM 2 

IV-3 北 IP-11隋 36 I上顎遵霞償 IR IP4 I 
IV-2 北 F-11北 50 下• R 、13 I 

北 Fー11北 50 下骨 R 下顎角 I 

1¥1-4 
北 IF•II北 43 上讐遊層tiI R IP2 I 

北 F-11 23 J:顎逸●薗 R IMl<rl12 I 

北 F•II膚 I 38 I 下讐骨 I ? 筋突起 I 

北 F-11北 50 下曹骨 ？ 厄突起 I 

IV-5 北 F-10 I• 上顎沢霞憎 IR Iヽ1 I 

＇ 
北 F-11 匹 ↑顎骨 I L IIJII節突起 I 

北 F-11北 48 1'11骨 R 筋突起
_!,_ I IV-3 北 F-11北 樟 ..  遊霧鍾 R I 

IV-I 
北 F-11 26 下讐骨 R 先罐郎 I 

北 FーII北 47 下顎骨 R 先嬬郎 I 

北 F-11北 48 下鬱匹• R i I 
IV-3' 北 F-10 1& I下讐辺霧鑢 R I I 

北 F-11北 so 下・遍竃憶 L Mlort,12 I 北 F-11北 44 卜顎返纏饉 L P4 I 

北 f'-11北

” 
下顎遵霞位 L ¥I I 北 l'-11 23 下・遵霧編 R P3 _ I 

IV-2 北 F• IIIII 38 下讐骨 R 先罐郎 I 

北 FーII北 50 下•骨 R Lヽ11翼 Mなヽ 13,】I..!.. 
北 F-11北

” 
下璽l青 R [P2 P3] I 

IV・4 北 F-11北 43 卜瓢最層• R P4 
...!.. I 

北 F・ll北 43 下編 R 1ヽ1

北 FーII北 44 下蝙 I I It 

北 F-11北 so 下僧 R P3 2 

（右段につづく）
IV-S 北 F-10 14 下顎遊璽鑢 R 1ヽ1 I I 

北 F-10 14 I下鴨苅竃鰭 R 1ヽ3 I I 
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第 80表 首里城跡淑順門西地区から採集された脊椎動物遺体 （ピックアップ資料）の組成

• IV/Iの贔小鯛体数の合計fl[は.IVー1層-IV-5層および詳繍な所●層mが不明なIV層資粁を含，，，た1V層全資料の合tt値に基づいて算出した．

1-1定慎本数(~ISP) 蚊小偵体款(MNI)

分類訂
W層 吋Iii Jiil IV-3 Z!, IV-I IV-S IV層1層 IJ膚 m.111 IV層-I 1¥1眉-2 1¥Iii 1-3 IVII-3'1¥1● --t IV層-5 IV屈 合計

不明 絶計 I JI u層 ． 層 . 層 合計

メジロザメ科 I I I 

サメ類 I J 2 7 2 I I 13 17 I I I I I I 

トピエイ科 I I I 

エイ日 2 I 3 3 I I I 

オオウナギ I I I I 日ウッポ科 3 3 3 I 

， アナゴ科 I l I I I 

ダツ科 I 3 3 4 1 I 
十：イットウダイ科 I 1 I I 

ポラ科 IS I I 17 17 2 I I 2 
カマス科 I 5 6 6 1 I I 

ハク科A 2 4 20 3 I 蕊 30 I 3 6 2 I ， 呂ハクf.t-B I I I 2 4 5 I I I 

ハク科 2 I 2 2 22 2 3 I I 31 36 I I I <6> 

ハク翌 3 4 3 7 72 2 3 I 5 90 100 - I -

アジf.l()(~II)--- I I 2 I 33 

゜
I 2 37 I 42 I I 1 I 2 I 2 

シイラ属 I I I. 

゜イスズミ科 I I I ’ I I 

フエダイ科 3 2 I 6 6 I I I 2 

クカサ::1董科？ I I I I I I 

コシ•ウグイ頷 2 2 2 I I I 

マグイ亜科 2 2 2 I I 

ヘダイ I 3 I 4 5 I 2 I 2 

クロダイ属 I I 33 3 3 40 

＂ 
I 1 ， 2 l ， 

クイ型 I 6 I 1 Iii 5 7 I j 135 113 

ヨコシマクログイ I 1 I l I 

7エ7キダイ属(Tマミ7工7令翌1 I 2 l 3 4 I くI> 2 
?Y? キダイ鼠（^マフ元9キ型） 2 

2 ＇ ＇ 
2 lヽ 2 2 4 24 認 <I> くI) I 2 <7> く!) <I> 15 

フエフキダイ鼠 I 3 29 5 2 2 38 44 2 く13)

フエフキダイ科 8 15 7 3 96 10 4 I 8 122 2 154 3 2 11 2 I て而
ベラ科（シロクラペラ型） 2 ， II II 2 く3> s 
ペラ科（クキペラ型） I I I 

゜ペラ科B I I l 2 I <I> I 
ペラ科（シロクラペラ型帷骨） 3 I 4 18 2 2 86 90 I I 

ペラ科(::,プダイ型椎骨） ， I 10 10 I 

ベラ科 I 5 “ 
I I I 37 43 5 I <S> 

アオブダイ鳥 I 7 2 I 10 II l く4> 2 (l> く7>

ブダイ科 4 II 2 7 加2 30 8 I 5 313 330 2 I I 15 2 I 16 
ソウダガツオ属 I l I 

丹5 5 スマ 5 I 

カツオ／マグロ類 3 3 3 

クチウオ科 rz-2 3 I 6 6 I I I 

ニザダイ科 3 8 5 2 15 18 I I I I I 

アイゴ瓢 12 2 l 15 15 I I I 

コチ科 I 1 I I I 

モンガラカワハギ科 2 I 3 3 I I I 

真骨頑木問定 I 

＇ 
I I 6 

＇ 
I I I II 

＂ 真骨類保留 4 3 I 102 5 I I I I 112 119 
真骨類同定不可 5 I 2 10 5 5 I 83 89 - I -

ウミガメ広 I I I I 3 I 5 I I I I I 

ヘピ類 70 I I 72 72 I I I I 

ニワトリ I 8 10 16 134 ， 6 ~ 169 2 190 I. 2 2 2 13 2 2 13 

、8煩同定不可 3 5 I 10 68 3 I I 83 位

ジャコウネズミ 2 2 2 2 2 

ネズミ亜＂ I 2 7 3 2 17 31 32 I I 2 I I 3 5 

イス 4 2 2 I 3 2 2 8 16 I I I 1 I I I I 

ネコ I ， 10 10 I , 2 2 

プク I 4 I I I 7 8 I (2) (!) くI> く3)

イノシシ／プク 21 14 7 50 1邸 23 ， I 16 281 2 328 z I I 3 5 2 1 I 7 

シカ I I I 2 3 I I I I 

ヤギ I 2 10 I 13 

＂ 
I I I I 

ウシ 2 4 19 34 12 3 18 6 1 93 3 102 L I 2 3 I I I I 3 
ウマ I 2 2 ， I I 1 16 17 I I I 2 I テ 2 

ウシ／ウマ 4 4 I 24 37 II 6 ， 6 93 102 

ジニゴン 3 4 3 I 8 11 1 I 1 1 I 

イルカ顕 I 3 I 4 5 I l I I 

クジラ頌 I I I I I 

イルカ／クジラ類

＇ 
I 

鴫乳類同定不可 10 II 5 66 239 38 7 6 I 14 371 1 404 

鳥煩／哺乳煩保留 I I I I I I I I I I I I I 

合計 77 118 65 I磁 1890I 222 90 I 1• 8 I 89 I 2611 18 I 2総9 18 19 14 23 LOS 33 23 15 I 1お
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第 81表 首里城跡淑順門西地区における水洗選別試料 (2.5mmメッシュ）検出骨の同定結果

拿く＞のついた値はNISPに算入していない．

ll曝 露a “ヽ`I 只・2
'11¥、3 .s.f\\~I 幻5 I 11"1 合＂ 霞糧 翼 SJ¥¥ I 珈- SJ¥¥. , I SJ¥¥ 1 枷 5 >JI'. 合It

すメ● I ． I l I I 1 

エイ" ● I I 

ニシン" t鑢" I I /・

9イ'II ． 

I 
2 2 

・イコ ●籠 J I 

9イ” 尾帽
' 

， 

一ニゥウiツシ・ifン囀H a ＂ 心慮9

I 2 • 
I 

I I 

I I 

コイ" ●骨 / l O I I 

”リ科 ■It I I • 

ベブ"ダイ"II ． ”員’骨 J_l -- O I 

I " 0 '  
ブダイ＂ ，，曹 • I 'I  o 
ブダイM 朧帽 I I ' ブダイM 畢鴫 I ＊ I ． 

比ウオ＂ ●糟 ． ' I ， タチ・HR 讀II ' 
， 

比ウオII 尾帽
' I I 1 タテクオII 尾縄 2 

｀ 
， 

).t'? オ0/會.,.. ・" I ． ． ,:4fltイn ●會 ， 0 • 

ポ"' 名●脅 I / I / 0 ニ≪ダイ‘’ ta• 骨 I I 0 ポ,11 上量1ft I / I / 0 二＂ダイII ●鴫 I I 

"''II 順櫂 ヽ ． ""ダ-<I! 尾穐 I I 

ポ"' 嶋II I ， ， アイゴ鵬 n11 I / I / I I , 

カ.,.,. ヰ●脅 2 / l I/ 

’‘’ 
アイ,,. 石●脅 / I 0 I 

'1vスH '111 I / I / O アイ，，麟 皇•骨 I / I 0 

カマ"" 方＇ I / I 0 アイゴ• 疇1櫂胃 I I 

・・"" 口●骨 I I 0 I アイゴ● ●鶉 ． ， 
＇ 

， 

ヵ・"" 讀帽
｀ 

I ． 
,,.., スH? 亀ll ヽ ヽ

アイゴ● 尾糟 ， I 
I ， I o アイゴ鳳・ユ.,,,イn 鑽●脅 I/ 

9ヽクIIA 鵬鱈■脅
‘’ 

O I 2 モンガ9カワ9ヽ 1'M 働tt / I Iヽ

ハク＂ 負骨 I / I I ? / o 真脅●CRIii竃》 ●嶋 I I 

ハクH 上轟脅 I / I / 0 真曹蝙(ff) ●脅 11 0 I I 

ハ9科 ●●骨 / 1 O I I 真脅●（偉書） 負脅• I I O I I 

ハク型 ●糟 I I 真脅編（偏） g●脅 I / I I O 

9ヽタア 良帽 -r, —I — I I : 
キス" •1t 

O I ． / 0 I ，，，ンガメア，． ．と●脅 I I 

賣脅•ti'<●I 麟鱈轟骨 I / I / O 

属1t●(ff) 直●●脅
｀ 

， 
賣脅●（曇●l !1111! 凰骨 ， ， 

ギァンヽ,,11,.,1ヽJヽジ只鳳鴨9） 左翼●脅 I I 
I 2 I / I 0 0 

J:.1:.1' I / I I 

翼脅●（偉●》 帽會 I● " ＇ 
算

真＇鑽渭 ●） 鯛
＇ 

Z9) < II > (z I> <N  

アジ＂（小'IIIIJ ●K●脅 I o I I 真脅•<111宣.,.,, UIA骨 I I 

アジIll小'!!Ill) ●骨 I I 0 真脅●（鯛寛千叩 lltt 2 ． ． 
＇ 

I " アジllM、9糧.I 負骨 I Iヽ • 0 ヘど罐 鴫脅 I IS I 2 I 14 
＂ ア~" 王 1t I I ● / I --?t-?'l' ■tt I I 

アジ" ●帽 I ． ， ． ニワ.., ., - •·• 1 0 I 

アジ" 鳳II I ＄ ． 鳥疇（胄寛不胃9 ” ' 2 ． 
アジII 島戴帽吋 I I 

アジII ●鱗 CI < I 

ァ~n, 負會 I I I 0 

専ズミ彙II

上上上●薗脅脅tp) I. I 
I I 0 

ネズミH I O / I 

'-"tll I 0 

~affn 働脅 I 0 / I イノシシ T釦 I 0 I 

ヒメジ＂＇ 11111'.ltlit I I 

＇ 
， イ9シシ• ●0●● I I ' フエ，，ィU t t-●骨 I I 0 

フエダイ9り •1t I I I I I 

フエダイIt 万青 2.  
2 ● ./ . I ク0ダイ属 J:.c●脅

＇ クロダイ● 麟と●脅 I I 0 

小〒鴫·•.■f信., ... 
I 

I I 

4・〒鴫`霧｛餞●1 上鯛脅 I I 

小ァ鴫乳●1繹●） 尺脅 / I I 

••2'・艮•<••> A.lllt I I 
I 

• •'l'.. 11.11(餞 鳳tt I/ I 

，，，ロダイ• 角骨 I I I I I 

9イII? 舅1帽會 ， I 

フエフキダイ" 鵬J-●脅 1 0 I 

小雙鴫1l●（貫宣F町） 心 tltl

I 2 

I I I 
I 

小翌鴫`纏（賣宣¢呵） 暴●・ I 

~-1! 鴫`疇（冑宣t'") 鴫脅 I • ． 
（も鰻につづく） 合計

＂ 
, .. 鯰 I Ii • ,. 氾

謝辞 ：調究分析に際しては，沖縄県立埋蔵文化財センター瀬戸哲也氏に全面的なご教示 ・ご助力を賜った

国立歴史民俗博物館西本豊弘氏には現生標本を参照させていただいた．厚く御礼申し上げる．
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第 82表 首里城跡淑順門西地区における水洗選別試料 (1mmメッシュ）検出骨の同定結果

＊魚柑・鱗は一部の分類群を除き分祈対象外とした．

種類 部位 SJW-1 s」W-21SJW-3 SJW-4 
SJW 

SJW--6 合計-5 

エイ目 歯 I 

I 
I 

エイ目？ 撮鱗 l I 

板鰻類 椎骨 I I 

ニシン科 主上顎骨 / I 0 / 1 

ニシン科 腹椎 1 I 2 

ニシン科 尾推 5 5 

コイ科 方骨 I I o I 1 

コイ科 腹椎 I I 

サヨリ科？ 方骨 I I 1 / 0 

サヨリ科 腹推 I I 

ポラ科 舌顎件 I / I / 0 

ポラ科 主鰯壺骨 / I 0 / I 

ポラ科 腹推 I I 

ポラ科 尾椎 2 I I 4 

カマス科 主上顎骨 I / I / 0 

ハタ型 腹椎 I I 

アジ科（小型種） 主上顎骨 I / I / 0 

アジ科（小型種） 方骨 / I o I 1 

アジ科 主上顎骨 / I 0 / I 

アジ科 前上顎骨 I I l / 0 

アジ科 角骨 / I 0 / 1 

アジ科 第1推件 1 I 2 

アジ科 腹椎 2 2 

アジ科 尾准 2 2 

アジ科 尾部搾状骨 1 I 

アジ科 楯鱗 く 4> く 4> く 8> 
フエダイ科 第1推件 I < I > 
クロダイ属 ロr.t1t I I I / 2 I o 

クイ型 尾椎 I I 

ペラ科 上咽頭骨 I I 1 / 0 

ペラ科 前上顎骨 ／ ） 0 I I 

タチウオ科 紺 く 3> く 3> 
カマス科／クチりオ科 柑 < 1 > く 1〉

アイゴ属 前頭骨 7 I I 3 / I / I II / 2 

アイゴ属 前上顎／歯骨 I I 

アイゴ属 方骨 / I 0 I I 

アイゴ属 前鰐壺骨 I / I 1 / 1 

アイゴ属 主鱈位骨 / I 0 / I 

アイゴ属 擬鎖骨 / I 0 I I 

アイゴ属 尾椎 3 4 2 ， 
真骨類（未同定） 主上顎骨 / I o I 1 

真1't類（未同定） 方骨 / I 0 I I 

氏介類（未同定） 第1推廿 l I 

真件類（保留） 方骨 I / 1 / 0 

ヌ竹類（保留） 帷骨 7 13 4 24 

其介類（同定不可） 推骨 I 4 5 I 11 

カエル類 上腕骨 I I 

カエル類 撓尺青 2 2 

カエル類 四肢骨 2 2 

カエル類 椎骨 I I 

ヘピ類 帷骨 2 3 5 10 

両生／爬虫類（保留） 淮骨 I 2 3 

ネズミ亜科 臼柑 3 3 

ネズミ科 上顎切歯 I I I / 0 

ネズミ科 下顎切憎 I / I 2 

食肉目 切信 I I 

小型哺乳類（未同定） 犬歯 I I 

小型哺乳類（保留） 後頭顆 I I 

小型哺乳頑（保留） 凩甲骨 I I 1 / 0 

小型哺乳類（保留） 撓骨p I I 

小型哺乳類（保留） 尺骨p I I 

合計 10 s3 I 52 5 3 29 152 
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第 83表 首里城跡淑順門西地区における水洗選別試料検出骨の組成 (NISP)

* 2.5mm •1mm各資料のNISP!ilをそれぞれの試料の分祈平（体積比）で除して全体量に換算した値，

NISP 

訳料No. S」w-1 SJW-2 SJW-3 SJIV-4 SJW-5 SJW-6 合計

メッシュ(mm) 2.5 1 合計 2.5 I 合計 2.5 I 合計 2.5 I 合計 2.5 I I I合計 2.5 1 I 合計 2.5 I 合計

袖正前のNISP合計 12 I 10 I 22 1s1 I 1s 212 ss I 1s 111s 17 s I 22 1 3 I 1 23 29 52 2s1 I 110 I 391 

分析*C体積比％） a.3 I 1a.21 - 1.4 I 3.1 16.1 I 10.o I - 14.3 20.0 I - 100 100 100 50.0 -I -I -
サメ類 27 27 27 

゜
27 

エイ目 14 54 68 14 54 68 
板鰻煩 2 2 

゜
2 2 

ニシン科 5 5 27 162 189 10 10 14 14 41 177 218 

ウナギ属 6 6 6 

゜
6 

ウッポ科 6 6 I I I 6 

゜
6 

コイ科 L5 5 14 14 10 10 14 15 29 
I 

サヨリ科 14 27 •I I~ 10 16 20 37 LJ7 
トピウオ科 ri:i""" 122 122 18 18 14 154 

゜
154 

トピウオ科／•リヨリ科 12 12 108 108 120 

゜
120 

ポラ科 12 12 135 108 243 20 20 2 2 147 130 277 

カマス科 216 27 243 12 12 I 228 27 255 

ハク科A 27 27 27 

゜
27 

ハク科 12 12 27 27 6 6 45 

゜
45 

ハタ型 27 27 6 6 2 2 33 2 35 

キス科 14 l•I 14 

゜
14 

ギンガメアジ属 27 27 27 

゜
27 

アジ類（小型種） 54 54 6 20 26 7 7 67 20 87 

アジ科 12 12 81 81 162 60 70 1.30 153 151 304 

クロサギ科 14 14 14 

゜
14 

ヒメジ科？ 14 14 6 (; 20 

゜
20 

フエダイ科 5 5 68 68 68 5 73 

クロダイ属
， トー

12 12 27 27 54 6 10 16 45 37 82 

クイ科？ 12 12 I I I 12 

゜
12 

クイ型 5 5 18 18 18 5 23 

フエフキダイ科 14 M 14 

゜
14 

ペラ科 6 20 25 6 20 26 

プダイ科 24 24 122 122 12 12 158 

゜
158 

クチウオ科 27 27 ~fi ~6 1¥3 

゜
f\~ 

ニザダイ科 41 41 2 2 43 

゜
43 

アイゴ鼠 149 324 473 36 120 156 7 IO 17 4 4 192 458 650 

アイゴ属／ニザダイ科 14 14 14 

゜
14 

モンガラカワハギ科 7 7 7 

゜
7 

真骨類（未同定） 14 27 41 u..o_ 10 u_ u 14 42 56 

文青類て保ff/) 338 216 554 96 130 226 7 7 8 8 HI 354 795 

立介類（同定不可） 24 5 29 135 108 243 48 50 98 7 7 l 2 3 215 165 380 

カエル顛 11 II 8 8 

゜
19 19 

ヘピ類 12 II 23 203 203 6 6 14 14 I 3 4 14 , 10 24 250 24 274 

両生／爬虫類（保留） 5 5 4 4 

゜
， ， 

ニワトリ？ 27 27 27 

゜
27 

鳥類（同定不可） 54 “ 
14 14 68 

゜
68 

ネズミ科 14 27 41 7 5 12 I 8 ， 22 40 62 

食肉目 5 5 

゜
5 5 

イノシシ 12 12 27 27 39 

゜
39 

小型哺乳類（未問定） 2 2 

゜
2 2 

小型哺乳類（保留） 27 27 6 6 14 14 2 6 8 22 33 55 

lヽ型哺乳類（同定不可） 27 27 6 6 7 ？ I I 5 5 46 

゜
、16

合計 144 52 196 2263 1215 3478 408 480 函 119 25 144 4 3 7 23 58 81 2961 J833 4794 
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第 84表 首里城跡淑順門西地区の水洗選別試料検出骨の組成 (NISP.分析率による補正値）

＊魚信・鱗は一部の分類群を除きNISPに算入していない

NISP 

種類 SJWー1 SJW-2 SJW-3 SJW-4 SJW-5 SJW-6 合計

2.5mm Imm 2.5mm I Imm 2.5mm I Imm 2.5mm Imm 2.5mm I 1mm 2.5mm Imm 2.5mm I Imm 
サメ類 2 2 

エイ目 I 2 l 2 

板鯰類 I I 

ニシン科 I 2 6 I 2 4 8 

ウナギ属 I I 

ウッポ科 I I 

コイ科 I I I I 2 
＇ サヨリ科 I I I I 2 2 

トピウオ科 ， 2-- 2 且一
8 ＇ トピウオ科／サヨリ科 I ， 

ポラ科 1 10 4 2 I II 7 

カマス科 16 l 2 l 18 I 

ハタ科A 2 2 

ハタ科 I 2 I 4 

ハタ型 2 I I 3 I 

キス科 I I 

ギンガメアジ属 2 2 

アジ類（小型種） 4 I 2 I 6 2 

アジ科 1 6 3 10 7 17 10 

クロサギ科 I I 

ヒメジ科？ I I 2 

フエダイ科 I 5 5 I 

クロダイ属 l 2 I I I 4 2 

クイ科？ 1 I 

クイ型 I 3 3 I 

フエフキダイ科 l I 

ペラ科 I 2 I 2 

プダイ科 2 ， 2 13 

タチウオ科 2 6 8 

ニザダイ科 3 2 5 

アイゴ属 11 12 6 12 I 2 2 18 28 

アイゴ属／ニザダイ科 I 

＇ 
I 

モンガラカワハギ科 I I 

真骨類未同定 I I I I I I 3 

只青類保留 25 8 16 13 1 4 42 25 

立骨類同定不可 2 I 10 4 8 5 I I I 22 I 11 
カエル類 2 4 6 

ヘピ類 l 2 15 I 2 I 3 14 5 34 10 

両生／爬虫類保留 I 2 3 

ニワトリ？ 2 2 

鳥類同定不可 4 2 6 

ネズミ科 ..!..._ _ I .2._ I ..!...._ 4 土 6 
I 

食肉目 I I 

イノシシ 1 2 3 

小型哺乳類未同定 I I 

小型哺乳類保留 I I T― 2 3 5 4 

小型哺乳類同定不可 2 I I I 5 10 

合計 12 10 167 45 68 48 17 5 4 3 23 29 291 i 140 

第 85表 首里城跡淑順門西地区の水洗選別試料検出魚骨の組成 (MN!. 分析率による補正値）
* SJIV-2・SJW-3以外は資料数が少ないため除外した

* 2.5mmとImm資料の出士数を各訳料の分析串で補正し，これらを合算した値に基づいてMNを1算出した．

拿サヨリ科は1個体当たりの腹淮数ヨ0,トピウオ科は1個体当たりの厄帷数=17としてMNIを算出した．

種類 SJW-2 SJW-3 種類 SJW-2 SJW-3 

サメ頚 l 

゜
カマス科 54 6 

エイ目 I 

゜
ハタ科A 27 くO>

ニシン科 14 I Iヽ ク科 く14) 6 

ウナギ属

゜
I キス科 14 

゜' -
ウッポ科

゜
I ギンガメアジ鼠 く14>

゜コイ科 14 10 

サヨリ科 2 10 

アジ類（小型種） く14) 16 

アジ科
I 

41 く10)

トピウオ科 4 I クロサギ科 14 

゜ポラ科 41 I ヒメジ科？ 14 6 

（右段につづく） （右段につづく）
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種類 SJW-2 j SJW-3 

フエダイ科 27 

゜クロダイ属 27 10 

フエフキダイ科 14 

゜ペラ科

゜
10 

＇ プダイ科 41 I 

タチウオ科 I 1 

ニザダイ科
一トー

27 

゜アイゴ属 203 30 

合計 581 111 
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写真 45 脊椎動物遺体 1
メジロザメ科 I. 歯 オオウナギ 2.右主上顎骨 トビエイ科 3.(if ポラ科 4.左 主飴芯骨 カマス科 5.左歯骨

タチウオ科 6.右前上顎9行アジ科 （大型種）? 7. 右歯1t(カ ットマークあり） アジ科 （大型種） 8. 右角骨
9. 左方tt アジ 10.稜鱗 ハタ科Al l. 右前上顎骨 12.左歯骨 13.右歯骨 14.右前認祉骨 ハタ科B
15. 右前上顎廿・16.左前鮨益骨’ ハタ科 17.左 主上顎什 マダイ亜科 18.右柑骨 マダイ亜科? 19. 左方骨・

タイ科ヘダイ 20.右 主上顎竹・ 2t. 右柑竹 クロダイ 22.左 主上顎竹 23.右前上顎骨 241.右 tli'f-1 25. 左角竹'
26. 右方骨 27.左口蓋 フエフキダイ科アマミフエフキ 28.左傭上顎骨 フエフキダイ科 29.右 主上顎竹'
フエフキダイ科ハマフエフキ 30.右前上顎-ft31. 右歯竹 フエフキダイ 32.右角ftハマフエフキ 33.右方1'i'
フエダイ科 34. 右前上顎竹 フエダイ 35.左角骨 ベラ科カンムリベラ 36.右前上顎骨 37.左也骨
ベラ科シロクラペラ 38. 右上咽頭骨 39. 下咽頭骨
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40 41 

44 

42 

50 

48 

54 

J
 
56 

52 

47 

45 

53 

62 63 
64 

゜
＿
 

3c● ＿ 
65 

0 5cm ---

57 

51 

0 5c饂---
55 59 61 

70 

60 

67 

66 68 

72 

写真 46 脊椎動物遺体 2
ベラ科 40.右主上顎竹 11.左角f「 ペラ科B 42. 左上咽頭骨 13.下咽頭骨 ベラ科 1-1.右前上顎骨 45.右柑件
プダイ科 46.七• 土上顎竹 47.左士上顎竹 アオブダイ属 48.左前上顎竹 49.右歯骨
ブダイ科 50.左方骨 ニザダイ科 51.右舌顎骨 アイゴ属 52.右前頭'ft 53. 左柑什
モンガラカワハギ科 54. 右擬鎖1:j- コチ科 55. 左主上顎1l 未同定真骨類 56. 左前上顎-j'j・ 57. 右歯fj・

58. 左歯1'i・ サメ類 59.椎骨 ウッポ科 60.椎骨・ ポラ科 61.第l椎骨 ダツ科 62.尾淮

アジ科 （大型種） 63. 尾椎 64.腹椎 ニザダイ科 65.尾椎 66.腹椎 スマ 67. 尾椎

モンガラカワハギ科 68.椎竹 アオウミガメ 69.下顎↑「 ウミガメ類 70.右前烏口廿 7L. 右撓'f'.j・ 72. 左大腿fj・
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＂！ 
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., 
77 
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゜
le圃
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74 75 76 一l

86 87 
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會

ǹ
79 

78 80 
89 
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93 

100 101 

90 

98 
99 

94 

104 

95 

88 

96 

105 106 107 

97 

108 109 
103 

102 
〇血II
_____ , 

写真47 脊椎動物遺体3
ニワトリ 73. 複合紺滑 74.右、鳥口骨 75.左上腕骨 76.右上腕竹 77. 左 撓1i 78. 左尺什

79. 左中手骨 80.右中足骨 81. 右中足t-J・ ネコ 82.左上顎'l'J・83.右下顎1・1・84.右 尺"i'.J・85.左踵骨

イヌ 86.右下顎fl'87.左第5中手fl" 88. 右腟骨 ウマ 8'9.左下顎臼柑 90.左下顎M,
91. 右府甲竹・92.右大腿竹 ブタ 93.左下顎1)- 94. 左下顎竹（メス） 95. 右 F顎1'i'96.左下顎骨

イノシシ／プタ 97. 哀椎 98.左撓竹 99.左撓'ft 100. 左 第4中手什

101. 右寛骨（カットマークあり） 102. 左大腿骨 103.右誹骨 104.左 第2中足骨 105. 右 第3中足骨

106. 右第5中足1)- 107. 右第5中足1t 108. 左踵什 ブタ 109.未節什
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110 

113 

112 
111 

117 

＇ヽ

｀ 
116 

114 115 

124 
120 

121 122 123 

131 
130 

127 

126 

119 

0 le鱈

一I

128 
129 

一゚
IOc• 

写真48 脊椎動物遺体4

シカ科 I IO. 後頭竹（後頭顆～頭益底） n I. 中足1J- 112. 左 膝芯骨・ ウシ I 13. 左煩骨

114. 左上顎w•~ 11s. 右 下 顎M3I 16. 右下顎町 117.軸椎 118.左府甲什

119. 左 府甲骨（カットマークあり） 120. 右中手骨 121. 右撓骨 122. 左撓骨（カットマークあり）
123. 右寛骨 124.右中足1t 125. 左中足竹・126.左踵骨
ジュゴン 127.頭益底 12$.哀椎 129.左府甲骨 ィルカ類 130.必'ft 131. 也
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写真 49 脊椎動物遺体 5

1エイ H歯， 2 ニシン科主上顎件 R, 3ニシン科主鰊盆件 L, 4コイ科柑付 R, 5ベラ科上

咽頭fj・ し，6サヨリ科腹椎， 7 トピウオ科腹椎， 8 トピウオ科尾椎， 9キス科柑廿 L, 10カ

マス科主上顎骨 し， LI カマス科角廿 L,

種）主上顎ft R , 14 アジ科 （小型種）

12 アジ科（大型種）前上顎骨 R, 13 アジ科 （小型

歯ftL, 15 ヒメジ科？ 第 1椎骨 ， 16 クチウオ科歯，

17 タチウオ科尾椎， 18 クロサギ科角 骨 R, 19 アイゴ屈前頭1・「 し， 20 · 2 1 アイゴ屈)~椎，

22真... ._t類未同定方骨 R,23 ジャコウネズミ頭益骨 スケールパーは 2mm (23 のみ 5mm)
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第 4節 首里城跡淑順門西地区から出上した植物追体と放射性炭素卜四年代測定

遺跡調査の概要

a: 迫跡の所在

b: 迫跡名称

c: 調査機閑

d: 調究担当者

e: 発掘調査期間

森宮広土（札幌大学） • 千田窃之（札蜆大学古食性分析室）

沖縄県那覇市首里当蔵町

首里城跡淑韻門西地区

沖縄県立埋蔵文化財センター

瀬戸哲也

平成 22年 9月 1日～平成 23年 2月 25日

f: 文化 グスク文化

g: 迫跡の相対年代 13世紀後半~15世紀中葉

h: 迫跡の炭素十四年代 BP640土 20~ BP505土 20(較正年代ADl289~ AD144 I) 本章第5節参照

1)バックグラウンド

本発掘調査の主な目的は淑順門西地区から正殿に延びる城壁を確認することであった。その結果、戦前まで

存在した城壁およびその下陪に 13世紀後半~15世紀中葉に堆積した土荊が検出された。この土陪はIV-5灼

＜褐色粘質土> (13世紀後半）、J:¥1-4眉く暗褐色土下層> (14世紀後半頃）、 IV- 3 -陪く黒褐色土下層2

> (14世紀末~15世紀前半）、 IV-3屑く黒褐色士下層> (14世紀末~15世紀前半）、およびIV-2恩く黒

褐色土上}ID> (15世紀中築）にさらに細分された（瀬戸2012私信）。

瀬戸により、これら各陪より植物迫体回収のために土壌がサンプリングされた。土壌サンプルは現場で全て

バケツに移し、水につけ、炭化物を含む浮茄物を 0.1 1? 程度の網で掬ったという。回収された浮甜物から炭化

植物種子同定を実施することとなった。その結果、少なくとも 12分類群の炭化種子を検出し、その合計は同

定不可能を含め 39,561(粒／片）であった。以下に検出された炭化種子について報告する。

2)検出された炭化種子（第86・92表、第107・108図）

イネ Oryzasatin, L. 

イネ穎果（第 107図写頁l)が 2,474(粒）、その破片が7,165 (片）の合計9,639(粒 ／片）が検出された。

検出されたイネ穎果の総煎批は 17gで、計測可能な種子 (100粒）の平均サイズ（長さ X幅x厚さ ：以下同様）

は4mmX 2. 2mm X 1. 2mmである（第87表）。また、イネ穎果と思われるが保存状態が悪く断定できない種子79(片）

をイネ？とした。さらに籾片計 1,152 (片）およぴ小穂軸（第 107図写真2)が計 118(片）確認された。

コムギ 乃ilicom uestivum L. 

コムギ穎果（第 107図写其3)完形 582(粒）、破片208(片）の合計790(粒／片）回収された。コムギ穎

果の総重枯は 3.41gで、計測可能な種子 (63粒）の平均サイズは 3.3mm X 2. 1mm X 1. 8mmである（第88表）。

また、コムギの穂軸（第 107図写真4)Ul (片）も得られている。

オオムギ llord,:,um vulgar,:, L. 

オオムギ穎果（第 107図写真 5)が292(粒）、その破片が 166(片）の合計458(粒 ／片）が検出された。

オオムギ頴果の総重砧は 2.I lgで、計測可能な種子 (23粒）の平均サイズは 4.7mm X 2. ]mm X l. 5mmである（第

89表）。また、オオムギの穂軸と思われるものが 1片回収されている。

ムギ類およびムギ類穂軸

保存状旭が悪いためコムギあるいはオオムギに分類困難な炭化種子計411 (片）をムギ類とした。総重紐は

計0.9gであった。また、コムギあるいぱオオムギの穂軸が計46(片）検出されている。 この46片をムギ類穂
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※サイズの単位はすべてミリメートル

，
 

1--1 

1mm 

写真lイネ

(4.6 X 2.9 X 1.7) 

I I 

1mm 

写~2 イネ小穂軸

(2.4 X 1.1) 

トー→
1mm 

写真3コムギ

(3_4 X 2.4 X 2.2) 

トー—→
1mm 

写~4 コムギ穂軸

(4.2 X 1.8) 

日
1mm 

写真5オオムギ

(5.6 X 2.5 X 1.9) 

I I 
1mm 

写兵6アワ

(l .2 x 1 .2 x l) 

'"・t 
1mm 

写兵7キビ

(l.7xl.8xl.4) 

＇ -~ 
トー I I I I I I 
1mm 1mm 1mm 1mm 

写真8マメ科 写只9マメ科 写真10タデ科 写真11オトギリソウ科

腹面 側面 へそ部分 正面 上面 (1.4 X 0.6 X 0.5) 

(5 X 3 X 2.9) (2.4 X 1.2) (1.6 X 1.2 X 1.2) 

＂ I I 

1mm 

写真12キク科

(2.2 X 1.1 X 1.2) 

I I 
1mm 

写兵13イネ科

(l ,4 X 0.5 X 0,3) 

I I 

1mm 

写哀14カヤツリグサ科

タイプA

(2.2 x l .5 x 0.8) 

I I 

1mm 

写真15カヤツリグサ科

タイプB

(1.4 X 0.2 X 0.5) 

第 107図 首里城跡淑順門西地区出土の植物遺体 1
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※サイズの単位はすぺてミリメー トル

I I 

1mm 

写哀16不明種子A

(2.3 X 2.2 X 2.2) 

I I 
1mm 

写Rl9不明種子D

(1.2 X 1.8 X 1.1) 

I I 
1mm 

写真17不明種子B

(2 X 2.4 X 1.2) 

t--1 

1mm 

写真20不明種子E

(5.5 X 2.6 X 2.2) 

第 108図 首里城跡淑順門西地区出土の植物遺体2

軸とした。

アワ Sl'laria iwlica (L.)Beauv. 

I I 

1mm 

写真18不明種子C

正面 上面

(2.2 X 2.4 X 2) 

アワ穎果（第 107図写真 6)が 12,100 (粒）、その破片が 2,482(片）の合計 14,582(粒／片）出土した。

アワ頒果の総重凪は5.72gであった。計惧lj口f能な種+(100粒）の平均サイズは 1.3mm X 1. 1mm X 0. 9mmであ

る（第 90表）。ただし、検出されたアワで計測可能な種子は約 12,000粒あり、バリエーションもみられた。

ここに報告するサイズは、「典型的」なアワと理解して頂きたい。その他のアワのサイズ等については将来報

告したい。また、アワ穎果と思われるが破相等により断定できなかった種子をアワ？として計 167(片）を分

類した。この他にアワの内外穎が計600(片）出土している。

キビ Panicummil iaceum L. 

キビ穎果（第 107図写真 7)を計 24(粒 ／片）確認した。キビ穎果の総重祉は 0.03gで、計測可能な種子 (2

粒）の平均サイズは l.7mm X l. 5mm X l. 2mmである（第 91表）。また、キビ頴果と思われるが保存状態が悪く

断定できない種子8 (粒）をキピ？とし｀をこのカテゴリーに含めた。

ミレット

アワやキビまたはその仲間だと思われるが、さらなる分類が不可能であった炭化種子計 65(粒／片）を、ミ

レットとした。また、特徴が乏しいためミレットに含めてよいのか判断できなかった種子をミレット ？とし、

計 ll (片）を分類した。
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マメ科 Fabaceae 

マメ科（第 107図写真8)の種子が 」7(粒）とその破片が 28(片）の合計45(粒 ／片）を確認した。回収

されたマメ科種子は形態的特徴からおそらくダイズ属だと思われるが、破損や変形をしているものが殆どのた

めダイズ屈とはせずにマメ科とした。 しかし、 I(片）のみではあるがダイズ屈の胴部分（第 107図写真 9)

が出土していることから、回収された炭化種子はダイズと考えてよいのかもしれない。なお、この他にマメ科

の破片と思われるが激しく破損しているため断定できなかった計 11(片）をマメ科？とした。

堅果類？

堅果類の子築と思われるが断定に至らなかった種子を堅果類？と分類し、計4 (片）をこのカテゴリーに含

めた。また、堅呆類の外皮と思われる植物迫体計6 (片）堅果皮つとした。

タデ科 Polygonaceae 

タデ科痩果（第 107図写真 10)が計2(粒）出土している。痩果の形状は断面が三角形状の広卵形を成している。

オトギリソウ科 Clusiaceae 

オトギリソウ科（第 107図写其 11)の種子が計2 (粒）検出された。種子は線状楕円形を成しており、種皮

には縦方向の明瞭な隆線が 3-4本存在する。

キク科 Asteraceae 

キク科（第 107凶写真 12)の痩果が LF548より 1 (粒）出土した。痩果の形状は狭卵状鈍菱形を成している。

片側は直線状だがもう一方はやや湾曲している。

イネ科 Poaceae 

イネ科の穎呆（第 107図写真 13)を計6 (粒）確認した。頴果の形状は線状楕円形で粒長の約 3分の 1を占

める胚が存在する。

ヵャッ 1)グサ科 Cyperaceae 

・タイプA(第 107図写真 14): LF No. 535より 1(粒）、LFNo. 555より 1(粒）、LFNo.647より 1(粒）の合計3(粒）

検出した。痩果は縦にやや細長い卵形を成しており 、側面観は片側凸レンズ状である。痩果表面の中央部分

がやや陸起している。

・タイプB (第 107図写真 15): LF No. 535より 3 (粒） 、LFNo. 555より 1 (粒）の合計4 (粒）出士した。痩

呆は広卵形を成しており側面観は片側凸レンズ状である。タイプAに比べ全体的にやや丸みを帯びている。

痩果表面の中央部分がやや隆起している。

不明種子

・不明種子A (第 108図写真 16):LF No.179より 1 (粒）検出された。形状は広皮針形を成しており、表面に

は浅い波状隆線が確認できる。

・不明種子B (第 108図写真 17): LF No. 561より 1 (片）出土している。破片のため元の形状は不明であるが、

おそらく円形状であったと推察される。種皮は浅く微細な凹点によって構成された編目模様で投われている。

・不明種子C (第 108図写真 18): LF No. 646より 1 (粒）回収された。種子の形状は断面が三角形状の円形を

しており 、基部には胚らしきものが確認できる。

・不明種子D (第 108図写真 19): LF No. 646より 1 (片）確認した。種子が破片であることに加え、加熱によ

る変形のため同定が困難であった。種皮表面には明瞭な凹点によって構成された編目模様が存在する。また、

基部には円形の窪みが確認できる。

・不明種子E (第 108図写真 20): LF No. 654より 1 (粒）出土した。形状は線状楕円形を成している。内部は
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空洞になっており 、中に粒長の半分以下のサイズの小さな種子らしきものが 1個存在する。おそらく外側の

部分は外反のようなもので、内部に種子が存仕しているのだろう。

同定不可能

微細な破片や保存状態が極めて悪いなどの理由で同定不可能だったlit11,210 (片）をこのカテゴリーに含め

た。

3)まとめ

まず、お断りせねばならない点であるが、今回回収された炭化種子は短期間で分祈するにはあまりにも杖が

多かった。平成 24年 4月からほぼ毎日 、年末年始も元旦以外分析に集中した結果、全て同定することはできた。

しかし、LF548は3~4割程カウントおよび計位することができなかった。今回の報告にはこの分は含まれて

いない。LF548はおそらく第86・92表に示した結果の倍以上の炭化種子が含まれている。この未報告の部分で

あるが、検出された植物遺体は他のサンプルと同様な炭化種子が検出され、その割合もアワが最も多く 、イネ

がそれに次いでいた。つまり 、新たな分類群は含まれていなかった。さらに、検出された炭化種子のバターン

も以下に述べる他のサンプルと同様なものであった。それゆえ、未報告部分によって今回の分析結果が大きく

左右されることはないと思われる。

その未報告の部分をのぞき、計39,561(粒／片）の炭化種子が回収された。同定された植物迫体では、アワ

が蚊も多く 、14,582 (粒／片）であった。アワに続き 、イネ 9,639(粒／片）、コムギ790(粒／片） 、オオム

ギ458(粒／片）の順であった。これら4種の穀類で同定された炭化種子の約90%をしめ、籾や穂軸等を含め

るとこれらの割合は約98%となる。

各陪からの土壌サンフル駄は、瀬戸によると土穫一袋のサンプル位を約 101とし、 IV-5層＜褐色粘質土＞

（約 101)、IV-4暦く暗褐色士下府＞（約 501)、IV-3 • 屈く黒褐色士下恩 2> (約2801)、IV-3恩く黒褐

色土下悪＞（約 1801)およぴIV-2府く黒褐色土上府＞（約 7201) と推計されている。この推計をもとにす

ると植物追体の分布密度はそれぞれ l.6 (粒／片） / 1、26.0(粒／片） / 1、52.0 (粒／片） /1、および

92.0 (粒／片） / 1、13.5(粒／片） / 1となる（第86表）。

13世紀後半の府からは 16(粒／片）のみしか回収されていないが、14世紀以降の同からは多址の炭化種子（主

に栽培植物）が検出されている。検出数からみると、各庖においてアワが主でイネがそれに続く。黒褐色土下

陪において、アワとイ ネの検出数および分布密度が最接近するが、その他の恩ではアワが主要にもみえる（第

86表）。 しかしながら、アワのサイズを考慮するとおそらくイネが同等あるいはそれ以上に重要であったと思

われる。典味深いことに淑順門西地区出土の主要穀類の総重址は、イネが 17gに対してアワは5.72gであった。

各府においても、イネの検出重依はアワの2倍から 3倍であった（第 92表）。それゆえ、実際にはイネの方が

より多く食されていたのではないであろうか。注意すべき点として、琉球列品における通常のフローテーショ

ンでは0.45~., を最小のフルイサイズとしているが、今回 0.1り程のメッシュにより土壌処理がなされた点で

ある。それ故、アワが多批に同収されたと考えられる。

淑順門西地区の土壌サンプルからは、13世紀後半から 15世紀中ごろまで大きな食性の変化は認められない。

ただし、 13世紀後半と 14世紀以降を比較すると後者以降からは検出紐が激増している。これは首里城（淑顛

門西地区）の利用度を示唆しているのであろう。第 93表に今回検出された主要穀類の検出数と頂砧による割

合を示す。

紙数の都合上、上記の簡単な報告のみとするが、今回イネの破片が多かったことやムギの穂軸 （特にコムギ）

が（也の迫跡と比較すると多出したこと、アワのサイズにバリエーションがあったこと等、気にかかる点もあっ

たことを記しておきたい。

最後に上記したように今回はフローテーション処理の方法が（也の辿跡と異なっているため、淑順門西地区と

他のグスク迫跡出土の植物遺体を単純には比較できない。今後は統一したシステムでの実施が望ましい。 しか

しながら、瀬戸の試みがなければ今回のような成果は得られなかったであろう。つまり、肉眼によるピックア
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ップ、フルイあるいはウォーターセパレーションでばこれほどの炭化種子を回収することは不可能であった

であろう。大型グスクを含め、グスク時代における栽培植物利用もようやくみえてきつつある（千田 ・店宮

2012)。しかし、大型グスクに関 しては、広大な面積から点的なサンプリングを実施し、植物遺体を回収 している。

大型グスクにおける植物利用を理解するためには、数力所からのサンプリングが今後必要であろう。

謝辞： このような機会を与えてくださった沖縄県立埋蔵文化財センターの瀬戸哲也氏に心より感謝申 し上げま

す。なお、本研究の一部は文部科学省科研ft(課題番号 21101225)の助成を受けて行なった。
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” 38 18 12 “ 4.6 2.6 19 ＂ 3.7 1.9 1.5 “ 3.1 2.4 21 

” 42 2.4 12 “ 4.6 23 I 3 “ 3.4 1.9 17 “ 3 18 16 

＂ 3,9 2.2 I ＂ 3.5 1.9 1.1 " 3.9 2 1.6 “ 3.3 2.1 1.8 

” 42 22 1.4 “ 3.7 21 1 “ 3.1 2.1 1.9 “ 3 1.6 1.4 
II 3.8 1.7 1.2 “ 3.4 2 1 II 2.9 2 1、8 “ 3.2 1.7 1.5 

＂ 3.9 1,8 0.9 555 3.9 2,4 2 ” 3.8 1.9 1.2 “ 3.1 1.7 1.4 

” 45 23 12 ” 4.4 24 1.8 " 3.4 :2 I 7 ‘’ 3 1 5 15 

” 36 22 0.8 “ 3.7 17 II ” 3.8 1.6 1.4 “ 2.8 1.8 16 

“ 4.1 2.7 1.4 “ 3.5 2-1 1.2 ” 3.4 2.4 2.2 “ 2-8 2 1.6 

＂ 3 1.7 0.9 ＂ 4.7 2.6 I 5 ＂ 2.7 2.5 1.9 555 3.6 1.9 1.5 

＂ 29 1.7 0.8 “ 4.4 29 1.6 ＂ 3.4 1.9 1.8 ＂ 3.7 2.5 2 

＂ 3.5 1.7 0.9 “ 3.8 2,1 I ＂ 3.1 2.1 1.8 ＂ 3.7 2.3 1.7 

“ 4.1 25 1.4 “ 4.4 2、4 1,7 II 3.2 2 1,8 “ 3.2 2.5 2,2 

” 4 2、1 13 “ 3.7 1.7 07 ” 3.1 1.4 II “ 3.4 2.3 1.7 

" 3,3 1.8 I “ 4.5 2.2 1.3 “ 3.3 2.1 1.8 647 3.5 2.7 2.2 

“ 4.8 2.5 I ＂ 3.1 1.2 0,6 “ 3.3 2 I 5 “ 3.5 2-7 2.4 

＂ 4 2.7 13 “ 4.6 2.5 1.7 “ 3.6 1.6 1.3 “ 3.7 2.4 2.1 

” 39 1.9 I.I “ 4.5 2.5 1.5 “ 3.6 2.1 1.5 ＂ 3.7 2.2 2.7 

＂ 3,2 1,6 0.7 “ 3.8 1,7 0,7 548 2.6 1.3 
＇會2 “ 3.7 2.9 2.4 

“ 41 2 I “ 4 2 0.9 “ 3 1.7 1.5 “ 3.3 2.4 19 

” 45 25 I 5 “ 4.3 24 1.4 ” 3.5 2.1 1.7 “ 3 1.9 1,4 

＂ 3,6 1.3 0,8 “ 4.5 3.7 1.6 ＂ 3.1 t.6 1,3 II 2.9 1.8 1.7 

” 34 I 8 1.4 “ 3.6 17 09 “ 3.7 2.2 2 646 3.2 2.1 16 

“ JJ 21 1 “ 3.9 15 06 “ 3.8 2.6 2 654 4.2 2.4 1.8 

” 35 19 11 ” 3.8 12 0.4 ” 3.1 2.3 2 ＂ 3.4 25 2 

” 4,3 1,8 1.2 “ 4,4 2.3 1,6 ＂ 3.1 2.1 1,8 ＂ 3.2 2.1 1,7 

＂ 3.4 2 I.I 646 4.2 2 1.1 ＂ 3.4 2.2 1.9 ＂ 4.1 2.8 2.1 

” 33 I 7 I ‘’ 4.3 3.6 I 5 “ 3.5 2.3 2 ょ~~, 3.3 2.1 1.8 

” 3,6 2 12 647 3.6 2.1 1,2 

＂ 3.6 1,9 11 “ 4.5 2,6 1.4 

＂ 4.4 2.5 1.3 “ 4.7 2.7 1.6 

＂ 4.2 2.1 12 “ 4.7 2.8 1.6 

” 4 1,9 I.I “ 4.3 2,3 1.4 第89表 オオムギのサイズ(23粒）

＂ 48 25 13 “ 4 2 1.2 

＂ 3.3 LS I ＂ 35 1.6 0.7 

“ 37 16 12 “ 3.9 2.3 I 2 

＂ 3,9 1,5 1.2 “ 3,8 2.1 

＇ ” 4 2.5 1.4 “ 3.4 1.8 0,8 

LF枷 畠 ;<lmml 皿•mm) ••-<•mml 
535 3.6 1.8 I.I 

＂ 4.8 2 1.4 

II 3.6 1.9 1、2 “ 4.3 2.J 1.6 
,, 3.7 2 1.2 

＂ 39 1.7 11 “ 3.6 1.6 0.8 ＂ 4.3 2 1.4 ,, 4,3 23 1.5 650 4,S 2.S 1.5 ＂ 5 2 1.2 

＂ 3,5 1,6 0.9 ＂ 4 2,6 1.5 II 3.8 1.6 0.9 

" 42 25 1.4 654 4 25 1.4 

” 4,2 2.5 1,7 “ 49 2.7 2.5 

＂ 3.7 2,1 1,3 ＂ 4.5 2.5 1,5 

＂ 3.3 1.5 0,5 平均 4 2-2 1.2 

＂ 4.1 1.9 0.8 

＂ 4.4 1.8 1.2 
548 5 22 1 5 

＂ 4.3 1.8 1.3 

555 4.8 2.5 1.8 

” 5 2.4 1.8 

＂ 5.8 2.4 1.7 

’‘ 5.1 2.4 1.6 

” 5.6 2、5 1.9 

” 5 2.5 1.9 

＂ 4 1.5 1.t 
646 4.5 2.1 1.4 

＂ 4.3 1.8 1.2 
647 4.6 2.2 1.4 

＂ 4.6 2.1 1.6 

＂ 5.5 2.6 1.9 

＂ 5.6 2.7 2,1 

654 4.4 2 1.3 
平 m 4.7 2.1 1.5 
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第 90表アワのサイズ (100粒） 第 91表キビのサイズ
LF NO. 愚さ{mm, l'lllmml -~•mm lF No. —-•mm) 幅(mm) 犀さ(mm)

636 I.I 

＇ 
I.I 555 I.I 

＇ 
0.9 

“ 1.3 1 I.I “ 1 1 0.7 

“ 1.2 11 I ” 13 1.1 

＇ II 1.2 1,1 0.9 “ 1,3 I 0.8 

＂ 12 

＇ 
I ＂ I 2 1.1 0.8 

‘’ 1.4 I 2 I.I 561 14 1.1 0.9 

“ 1.4 1.2 I 646 1.4 1.1 0.9 

“ 1.3 I 2 I ” 1.2 0.9 0.5 

“ 1.4 1 2 I.I “ 0.9 0.7 0.4 

“ 1.3 11 I.I “ 1.2 0.9 0.8 

＂ 1.3 1,3 1 647 1.3 1.1 0.8 

“ 1.3 

＇ 
0.7 “ 14 1.1 I 

‘’ 1.3 I 2 0.8 ” 14 1.1 0.8 
第 93表 主要穀類の割合

＂ 1.2 1,1 0.9 “ 1.5 I I 

“ 1.3 11 I “ 13 1.1 0.9 

“ 1.3 I 0.9 “ 1.3 1.3 0.8 検出数（％） 雷●（％）

“ 1.3 I 11 “ I.I I 0.8 

＂ 1.2 I.I I ＂ L3 1.1 1.1 イネ 37.21 58.30 

＂ 1.3 

＇ 
0.9 “ L1 I.I 0.8 

＂ 1.2 I.I 1 ＂ 1.2 I.I 0.9 

“ 1.2 1,2 0.9 “ 1.1 I 0.8 
コムギ 3.05 11 69 

“ 1.3 I.I 0.8 ＂ 1、2 I 0.6 

＂ 1.2 

＇ 
0.9 ＂ 1.4 1 0.9 

オオムギ 1.77 7.23 

“ 1.3 11 I “ 11 1.1 0.7 

＂ 1.2 1 0.8 ＂ 1.4 1.2 0.9 ムギ類 1 59  3 09 

“ 1.2 

＇ 
0.6 “ 13 1.1 1.1 

“ 1.3 1.2 0.9 “ 1.3 1.2 1 アワ 56.29 19.61 

“ 1.5 1.2 0.9 “ 1.2 1.1 0.8 

‘‘ 1 09 0.6 “ 1.2 1.1 0.8 キビ 0.09 0.17 
539 1.5 1.1 0.6 “ 1.4 1.2 0.9 

＂ 1.6 I.I 0.8 ＂ 1.1 1.1 0.9 

“ 1.5 I.I 0.9 “ I.I I 0.8 
合計 100 100 

“ 1.7 1 0.6 “ 11 1.1 0.8 

‘’ 1.3 1.2 0.9 ” I 

＇ 
0.9 

“ 1.1 1.1 
.゚7 “ 1.3 1.1 0.9 

‘‘ 1.3 11 I.I “ 1.2 0.9 0.6 

“ 1.2 1 0.7 ＂ 1.3 1.1 0.6 

“ I.I I.I 0.8 “ 1.2 1.1 0.8 
548 1.3 L1 I.I “ 1.2 

＇ 
0.6 

555 1.2 1 2 I “ 1.2 1.2 0.8 

“ 1.3 

＇ 
I.I “ 11 1.2 0.9 

＂ 1 0.9 
.゚7 “ 1.2 I.I 0.8 

“ 1.2 I.I 0.7 ＂ 1.2 I.I 0.1 

“ 0.9 0.8 0.5 ＂ 1.2 1.1 1 

“ 1.2 I.I I.I “ 1.3 I.I I.I 

＂ 1.3 1,1 I.I ＂ 1.4 1,1 0,8 

＂ 1.3 I.I 1.2 “ 1.2 I.I 0.8 

“ 1.3 I.I 0.6 “ 13 I.I 0.8 

“ 1,4 1,2 0.7 “ 1.2 1 0.6 

＂ 1.3 I.I 0.8 平‘‘’ 13 II 0,9 

“ I.I I.I 0.8 

第 92表 首里城跡淑順門西地区出土の穀類総量
遺

閾
物

オ
L 磁

屈
グ イ

コ
オ

ム
ア キ

合

F 醤 層
..I: 

＇） ネ
ム

ム
ギ ワ ビ

の 序
げ

ツ
ギ

ギ
類 It 

紐 年 時 ド
代

土
層
名 粒C..) 片w 粒d 片（置） 粒(,) 片(,) 片u,) 粒(.) 片（翼 粒／片 精／片(,i)

561 ...... _ , ... .. n, -~ ● 遭位鮎＂＋ Fー10 次 次 次 次

lヽヽ1+1.1 ゞ ゞ

｀ 
＊ ... ,,,h給 IV 』• 閏鳥2量..十下● F- 11:lt• nn, O.CM nn• 001 nn, nn, ... nn, !I! no• 

‘‘““‘ 
n n,., 

＾ 
nn, n, 次 nっっ

550 14th末~t血宵 N 3・層 鳳褐色土下層2 F-10 0.01 0.01 0.02 

555 14th家 ~ISthtn IV-3・層 鳳褐色土下層2 F-10 081 0.38 0.26 0.06 0.37 m 12 
,゚12

035 005 001 2.53 

846 14th賓 -15th前 IV-3事 Ill 鳳褐色土下層2 E-1。 056 021 OJヽ 0.04 025 003 009 027 003 ※ 1 62 

647 14th末~15th酎I IV-3'鴫 鳳褐色土下層2 Eー10 096 035 039 0.12 038 D09 0.11 O.S4 009 001 304 

650 14th家~15th前 IV-3'層 鳳褐色土下層2 E-10 009 ※ 002 0.03 0.02 0 16 

654 14th末~15th胄 IV-3'111 鳳褐色土下層2 E-10 041 0.06 0.09 005 002 。.OS 068 

,, .. ,_、 噌 I IS ． ‘” ‘‘‘’ 
..... 

546 14th末~15出前 IV-3層 ... 〇＋下• F-11 002 ※ ※ 002 

548 14th天~15th『l IV-3層 鳳褐色土下層 F-11 443 508 123 021 037 010 035 2."3 027 ※ 14.50 

630 14th天：~15th前 IV 3層 ... ,. 土下Ill F-11北鋼 ※ 000 

, ,1+,.1 8.~1 1心 aヽ7 0.35 2.70 ※ 14.52 

179 1S出中 11/-2層 ●褐色土上層員滉 F-11●● 0.14 008 0.12 001 001 ※ 0.01 001 001 039 

535 ISth<P 11/-2層 鳳褐色土上層 Fー1lltll 1.76 I S8 0,Cl 016 017 010 
,゚Iヽ

1,42 0 16 001 597 

... 1<,h<b n, .~ 一 一會・ し一 11'-11 001 ＾^＇ 

lヽヽl+l,l ,n 01● no● n, 属 糞 nn, ... .. .,., 17,00 UI 2.11 0.110 572 0.03 2917 
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第 5節 首里城跡淑順門西地区から出上した植物辿体の放射性炭素年代測定

米延仁志（嗚門教育大学）

l. はじめに

首里城跡淑順門西地区から出土した植物瑣体の放射性炭素 ('4C)年代測定を実施した。

2. 試科と方法

試料を超音波洗浄後，常法に則り酸・アルカリ ・酸処理 (l.2N塩酸， l.ON水酸化ナトリウム）を繰り返し行い，

二次汚染炭索物質を除去した。調製後、試料の 14c沿度を加速器質欣分析計（パレオ ・ラボ，コンパクト AMS:

NEC製 1.5SDH)を用いて測定した。得られた 14c澄度について同位（本分別効果の補正を行った後、 14c年代を箕

出し，プログラム OxCal(Bronk Ramsey, 2009) を用いて暦年代較正を行った。較正曲線には IntCal09(Reimer 

et al. , 2009) を使用した。

3. 結果と考察

第 94表に年代測定の結果を示した。14c年代の誤差は 1標準偏差幅（士 Ia) で，較正後の 1ic年代につい

ては士 2(1で示した。14c編年は荊序に従って上附ほど新しい年代値を示し，当時の造成状況をよく反映して

いる。一方，各層序の較正年代は考古学的年代観より若干古い値を示しており，今後，同じ層序で複数の試料

を測定し，ベイズ推定による追梱のモデル（例えば Inomataet al., 2013) を構築することでより詳細な編年

が期待できる。

謝辞 ：本研究の一部は文部科学省科学研究費（課題番号 21101002, 21101005) により行われた。
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第 94表 首里城淑順門西地区植物遺体の放射性炭素年代

••c 年代
No 試料 妍序 辺物の時期 (BP)・ 較正年代 (calAO)• ・測定機関：：：ード

179 イネ !V-2K9 15C中艇 S15±20 ADI403(9S.4%)1439 PLD-23648 
535 ::: ムギ IV-2層 15C中策 53紐20 ADl328(7.4%)1342 PLD-23649 

AD 1395(88.00/o) 1434 
535 オオムギ IV-2培 15C中菜 53四 0 AVl328(7.00/4)1342 PLl)-23650 

AD 1395(88.4%) 1435 
539 イネ IV-4附 14C後'l~ S55士20 ADl318(41.7%)1353 PLD-23651 

AD 1389(53. 70/4) 1423 
546 イネ IV-3射 14C末~15C初頭 525士20 ADl330(2.9"/o)l339 PLD-23652 

ADl396(92.5%)1437 
548 ::: ムギ IV-3附 l4C未~15C初頭 505士20 ADl406(95.4%)1441 PLD-23653 
548 オオムギ !V-3附 14c~- ,sc初頭 S95辺0 ADl304(7l.5%)1365 PLD-23654 

AD 1383(23.9"/o) 1408 
555 オオムギ IV-3約 14C未~15C初頭 64(),t,20 A01289(38.8%)1320 PLD-23655 

ADl350(56.6%)1392 
654 ::: ムギ IV-3附 14C末~!5C初頑 630±20 ADl290(38.3%)1327 PI.0-23656 

ADl343 57.1%)1395 
＊ぶ差ば I<1' 心 lmCal09Reimer et al.. Radiocarbon (2009)を使用．ぶ差は2o
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第 6章 総括

第1節淑順門西地区のまとめ

今回の調査では、淑）I頂門西側から正殿側へ延ぴる内郭城壁と関連する遺構、またそれより古い遺棉 ・迫物包

含府 ・造成肘、さらに近代の礎石建物跡などを確認した。これまでは、個別に説明してきたわけであるが、本

節ではまとめとして、庖序により設定した時期ごとに遺構 ・迫物の様相をまとめていきたい。また、第 3究で

述べた時期については、陶磁器等の年代観に基づいて述べてきたものであるが、その根拠を他事例や既往研究

などにより説明していきたい。なお、第 109図は迫構及び屑序の廃絶 ・埋没時期を模式的にその範囲を示した

もの、第 110図は近接する正殿地区（県教委 1992)、右液門地区（県埋文2003)、淑顧門地区（県埋文2006)

の追構平面図との合成図であるので、本迂と合わせて参照いただきたい。

グスク時代 層序としては、 13世紀後半~16世紀前半までの堆栢であるW恩を確認することができた。この

J¥団は、北区のF11北 ・南トレンチ、E・FIOトレンチではさらに5つの荊に分けられた。また、16世紀後

半の迫物は、青花明m類などが該当し、南区 T・IT陪で出土していた。

なお、第5意第5節では、 14世紀後半~15 世紀中策の年代と考えている IV -2 · 3 · 3' · 4~において

出土した炭化植物辿体の放射性炭素年代を報告いただいたが、較正年代では約 50~ 100年ほど古い値が出さ

れている資料もある。陶磁器による年代観についても今後は更なる検証が必要である可能性もあろう。

13世紀後半~14世紀前半 北区のN-5層が相当する。グスク土器II-a類を主体とし、行磁II類、・褐釉陶器・

ウシなどの獣骨、わずかだがイネ ・アワ ・オオムギが出士する追物包含府である。グスク士器II-a類は宮城 ・

具志堅による第 3様式に相当し、これらはii-磁1I類、白磁A (ロハゲ）、Cl・2、F群（今帰仁タイプ）、カ

ムイヤキB群と出土することが多く 、実年代として 13世紀後半~14世紀前半と考えている（瀬戸ほか2007)。

この良好な事例として、今帰仁村今帰仁城跡第7・9屈（今帰仁村教委 1991)、ンイナグスク（今帰仁村教委

2004・2009 b)が挙げられ、この時期は土器が9割以上を占めているとされる。本庖ぱ、白磁やカムイヤキが

出土していないが、グスク土器の様相が類似していることから、当該年代と考えた。なお、金武正紀は、今・局

仁城跡第 9層において、士器が多く行磁鍬蓮弁文碗（本秘1]類）が多いことから、 13世紀末とより限定した時

期を提示している（金武2004・2007)。

首里城跡では、青磁Il類、グスク土器は他の迫物と混在して出土しており 、右腋門地区では岩陰で埋葬人骨

と共にグスク士器が確認されたこと（県埋文 2003)、また御内原北地区第7屈ではグスク土器だけが出土して

いたこと（県埋文2010)など、当該期に遡る可能性はあった。今回はその状況が更に明確となったと言えるが、

依然としてまだ詳細な内容は不十分であるので、この時に既にグスクとしての防御施設の存在があったかは不

明である。いずれにせよ、今扁仁城跡（今帰仁村教委 1991)、浦添城跡（浦垢市教委 1985)、佐敷上グスク（佐

敷村教委 1980、南城市教委2006)などこの時期から形成されるグスクと同様にその形成が遡るものと言えよう。

なお、注目すべき辿物として、 外面朱塗りのグスク上器Il-C類 (313)が出土しているが、その全容は不

明である。

14世紀後半 北区のl¥1-4囲が相当する。少址の冑磁II類、白磁B群、 CZ群（ピロースクタイプ11類）と共に、

グスク土器、存磁IV類、白磁C3群、天目が出土している。迫物の出土拭も増え、存磁では盤や香炉などの器

形があり 、その種類に多様性が見られつつある。また、ウシに加え、イノシシ ／プタ 、ネズミ ・ネコ ・イヌな

どの獣什、わずかな魚骨、カンギク ・アラスジケマンガイなどの貝類が出土しており 、食糧残滓も一定批見ら

れる。ただ、現時点では明確な迫構はなく 、首里城跡の他地区でも京の内跡SK03 (土坑）で冑磁11類や白磁

CZ群の出土が見られ同時期と考えられるが（県埋文2011)、未だにその様相は明確ではない。

年代の根拠であるが、白磁C3群（ビロースクタイプm類）は、その中心年代は 14世紀後半~15世紀初頭

と考えられている（金武 1990・2004・2010)。ただ、斉磁IV類も含む今帰仁城跡第5・6府でも出土しており

14世紀中頃とされている（金武2004・2006)。沖縄全体での出土傾向からでも、14世紀中菜～後半とやや古

い年代にも幅があるように捉えている（瀬戸ほか2007)。また木税では詳細には論じられないが、吉岡康暢は

青磁IV類を 14世紀前半の標識である新安沈船賓料のものに限定するぺきだとしており（吉岡ほか 2011・吉岡
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2012)、そのように考えると本賓料の多くはそれには該当しないものと思われる。そこで、先の今帰仁城跡第5・

6府の資料には白磁C2群も多く出土していることも考應に入れて、 l4世紀後半にその主体年代があると現時

点では考えた。なお、首里城跡の他地区では、白磁C3群が一定枇出土しているのは北殿地区の造成翔が挙げ

られるが、後述するIV-3・3'附で見られる胄磁TV , 類など後出するものも出土している（県教委 1995)。

また、冑磁盤は口縁端部を上方につまみ上げたA類 (287)が出土するようになり、このタイプの出現時期を

確定できる可能性がある。

この他、この1¥1-4肪からは、 IV-5附からも出土した壺Il-a類の他、壺11-b類 (302~ 305)がまと

まって出士している（図版6-4 ・5)。これは、板状工具による調整がなされ、焼成が硬竹で、赤色粒が含

まれることから宮古地域の士器と思われるもので、これまで例が見られない。今後の事例増加を待ちたい。

14世紀末~15世紀初頭 北区のIV-3・3・ 恩、石栢み 10が相当する。IV-3, 恩は、原さ 50cmほどの礫

庖を含んでおり造成土と考えられ、その上恩のlV-3庖は炭化物で充満した土恩である。両恩では、存磁v類

が若干見られるが、行磁1¥1.IV , 類（盤はA類）が主体で、褐釉陶器、タイ産陶磁器、大銭 ・洪武通貨を中

心とした銭貨が出土している。IV-3庖では特に炭化物が多く、イネ ・アワ ・コムギ ・オオムギなどが見られ

るが、 IV-3, 荊でも部分的に炭化物が集中する部分がある。前者では商麗・大和系瓦も多く出土しているが、

後者は批的には少ない。食甜残滓も前洒までよりはさらに増加し、獣骨ではイノシシ ／プタやニワトリが主体

を占めヤギも加わり、魚件・貝類も址的に多くなっている。迫構は、IV- 3, 恩の直上に石稜み 10が楕築され、

その全容は不明だが、この段階に造成がなされ、瓦をもった何らかの建物が付近にあったことは言えよう。

年代の根拠であるが、w磁IV類に加え、IV, 類が出土していることに注目したい。この行磁IV-類は、い

わゆる佐敷タイプ碗という王緑口縁で見込みを釉剥ぎする一群（金武 1990)とほぽ相当するものと考えている。

これも詳細には論じられないが、このタイプは近年の研究では概ね 14世紀末~15世紀初頭と考えられている

ように見受けられ（上田 2006、吉岡 2012)、ここでもそのように考えた。なお、これまで泉州窯系と呼ばれる

ことが多かった磁姓窯系守磁 (254) もIV-3, 屑から出士しており 、年代の一端を抑えられる資料であろう。

さて、首里城跡御内原北地区の第 6庖では、音磁N・N'類が主体でやはり炭化物を多く含んだ屈が見られ、

その様相はIV-3居と類似していると考える。報告者は、 14世紀後半~15世紀前半の陶磁器が主体として捉

えているが、 15世紀代の火災層として志魯・布里の乱の 1453年にその一点を求めている（県埋文 2010)。ただ、

後述するように 15世紀中業と考えられている陶磁器組成とは、青花や青磁V- 2類（雷文帯碗）などが含ま

れていないことから、15世紀前半でもその初頭に近い年代が妥当ではないかと考えている（瀬戸ほか2007)。

当該期の注目すべき辿物としては、骨製品が出士していることで、特に等状製品 (276)が見られる。 これ

までには南城市（旧玉城村）糸数城跡（玉城村 1991)で見られており、本州の事例とは中央に溝がない点で異

なるが、時期が抑えられる点が重要と思われる。

15世紀中葉 北区のIV- 2層 ・石積み9 ・19、南区の石積み5が相当する。IV-2陪は、大駄の獣魚骨、貝類

を含んだ迫物包含恩で、金屈製品も多く見られる。陶磁器では、青磁V-2類、w花明 ［類、褐釉陶器壺5類、

タイ産陶磁器が出士し、京の内跡SK01の出土組成と類似している （県教委 1998a)。この年代観は、『明実

録』の 1459年条「本国王府失火。延焼介庫錮銭貨物。」 の記事を根拠とし、隅磁器の年代観も概ね矛盾がなく 、

1459 (天順 3、尚泰久 6、長禄3)年以前の 15世紀中葉を中心とした年代とすることが幅広く受けられてい

る（金城 2003、化井ほか2002、吉岡 2011)。本賓科もこの年代を裏付けられる賓料と言えよう。

特徴的な陶磁器を挙げてみたい。胄磁では、 V-2類碗が址的に多いが、通常の雷文ではない唐草文風が描

かれるもの (97) もある。また、胄磁盤ではこれまで主体であった盤A類ではなく、口緑端部が肥厚したB類

(103)、水平の鍔縁口緑のC類 (106)、稜花口縁のD類 (104・107)などが出土しており、多様なタイプが見

られる。酒海壺蔽 (108)は、外面には「禄」字銘、内面には印花が見られ、釉も発色良く非常な優品と思われる。

冑花碗では、外反する明 r-1類と 、直口する明 1- 2類が見られ、後者の兄込みに水草文の間に「迩」とい

う字が描かれたもの(116)があり、あまり類例を知らない。褐釉陶器では、厨部に「関0」の刻印があるもの(123)

も例を見ない。類例は見られないが、胎土の特徴よりタイ産と考えられるものとして、オリープ灰色の釉がか

かる屈部に4条の圏線が入る黒褐釉陶器壺 (128・129)、口縁内面が幅広く肥胚する無釉平鉢 (125) がある。

グスク時代において、当該期のものが最も多く出土しており、陶磁器以外にも注目すべきものがある。金屈
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第 111図 横内家資料平面図との重ね図

製品は、武具 ・甲冑類が多いが、錠前 (157)・鍵 (158"159)、素文八稜鐙 (164・165)など多様なものがある。

銭貨は、洪武通賓 ・永楽通賓も見られるが、北宋銭や無文銭が多い。食糧残滓は、全府までと比べると、貝類

が約 30倍、獣骨が約 3倍、魚骨が約 7倍と桁違いの出土且が見られる。貝類や魚什は多様な種類が見られる

のに対し、獣骨はイノシシ／プタとニワトリに特化される傾向が見られる。炭化種子も本陪でも多く見られ、

やはりイネ ・アワ ・コムギ ・オオムギなどがある。

迫構では、全容は不明だが石栢み5・9、後述する内郭城壁内に見られる方向が全く異なる石栢み 19があ

るので、戦前まであった内郭城壁とは別の城壁があったと思われる。また、食糧残滓等が大蔽に出土したこと

から、この時期には本場所は廃棄場であった可能性が考えられる。

15世紀後半~16世紀前半 北区IV-1荊、南区lV府、それに投われる内郭城壁（石籾み1. 石栢み4)、これ

と同時に造られたと考えられる数状石垣と呼称された石和み 15・17(県教委 1992)、それに接する石栢み 18

が相当する。陶磁器は、守磁''l類、胄花明11類などが出土しており 、15世紀後半~16世紀前半の可能性が考

えられる（瀬戸ほか2007)。北区においては、石積み1は木陪以後に部分的にそのときの基盤を布揺り状に掘

り込んで根石を据える形で造られたと考えている。ただ、根石を確認したF11トレンチでは、被熱した石も
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第 112図 旧首里城図 （阪谷図）との重ね図

見られ、この以前からあった石栢みを改変した可能性も考えられる。また、石積み4もその根石とその東側に

見られる礫群が1V府に桜われているので、この時期にはあったと考えている。ただ、後述するように、内郭城

壁の平面プランが明治期以前と考えられている横内図（第 111図）ではなく 、昭和初期の阪谷図（第 112図）

と合致することから、その改変の時期がもっと新しいとの意見も考えられる。ただ、出土遺物の大勢からは本

時期まで遡るのではないかと考えた。

近世 石程み 2・3・6・7・9~ 13・16、石敷1が相当する。これらは先述の北区IV-1陪より新しいも

のであるが、さらに石積み 13・16は旧暦に殺われている。このm府は、これまでと同様にグスク時代の辿物

が中心だが、宮古式土器や沖縄産初期無釉陶器と多くの瓦 ・漆喰が出土している。瓦は明朝系で、石井分類で

軒丸瓦A- 1 - I 類 • A-2- II類 • B -2- Il 類、新賓料である巴文、 軒平瓦 a -1 -1類 ・a-2-Il類、

喜名窯系瓦が共（半している。瓦の組み合わせとしては灰褐色系より赤色系に代わる移行期直前のものとされ、

同時性があるものである。ただ、陶磁器はそれほど多くなく 、現時点では 17世紀代が下限とするものであるが、

厳密に限定するのには材料が少なく 、大まかに近世前半とするに留めたい。また、石租み2・3は横内図（第
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111図）に見られるので、明治期以前までにあったと考えられるが、他のものは兄られない。つまり、この段

階の多くの石栢みは近世前半のものと考えたい。なお、これらの石積みは全て内郭城壁外側である石栢み 1に

接して作られており 、その関連するものもしくは補強する役目をもったものと考えられる。

出土迫物としては、 m~より出土した金と錢の合金と考えられるもの (483)があり、銀が重要視された近

世前半の資料として重要な背呆をもつものである。なお、宮古第一型式土器 (478・479)が出土しており、近

世段階には確実に宮古の文物が首里城に搬入されていることを裏付けよう。

近代 礎石建物跡迫棉群が相当する。この迫栴は、過去の正殿 ・右腋門地区の調査で検出された追構と合わせ

ると、南北 2間（約 1.8 m) X東西6問（約 5.4 m)のプランをもち、内部には4基の埋甕、東西には石組み

溝を有する建物跡である（第 110図）。機能としては、 1879~ 1896年つまり明治前半期に配骰された熊本鋲台

沖縄分造隊配骰図（第 5図）には、厳密は内郭城壁内側に描かれるが、この位四周辺に「厠」があったとされ

ることから、トイレ跡と考えられる。また、昭和初期の阪谷図（第 112図）にも長方形の建物と思われるものが、

この位笠に描かれているので、この時期にもあった可能性が邸い。

また、内郭城壁は阪谷図（第 112図）とは、その形状 ・位四が合致しており 、おそらく戦災に連うまでこの

状況であったと思われる。さらに、石積み8は、この内郭城壁に接する石積みで最も新しいもので、やはり阪

谷図ともそのラインが一致しており、当該期のものと考えられる。

一方、先述したがこの内郭城壁は明治期以前の横内図（第 lll図）とはその方向 ・位骰がずれている。この

ことから、明治期以後に改修されたという見解も出てくるのである。確かに、内郭城壁の根石を据えるときの

堆梢層であるJ¥f-1陪には近世 ・近代の迫物が若干含まれていた。ただ、この調査で検出した内郭城壁全体が

近代に改修したとするならば、横内図に載っていた石籾み2・3もこのIV-1層の直上に構築されることから

矛盾が生じてくるのである。この検証については、復元整備が完了した現時点では困難であるが、将来の再整

備がなされる際には再検討する機会が与えられることを期待したい。

第 2節奉神門埋甕地区のまとめ

今回の調究は、前回の調究で確認されていた奉神門前の階段の間に 4基検出された埋甕辿構の梢造 ・時期を

明らかにするために実施した。それにより 、埋甕は周辺の石敷きと共に設置されたことが分かった。また、埋

甕内にはその上半の破片が見られ、それを接合 ・復元することにより、器商 84.5 cmを測ることが分かり 、40

cm程度が外に出ていたことが想定され、それは明治期の古写真からも裏付けられた（写真 39)。

出土迎物からその年代を検討する。石敷き下の堆積庖より、京系隅器碗、清代の胄花碗、沖縄産施釉隅器急須、

近世灰褐色及び赤色系瓦が出土しており、これらは概ね 17~ 18世紀代のものである。さらに、乾隆通費（初

鋳 1736年）、党永通窃鉄ー文銭（初鋳 1739年）が出士していることから、 18世紀中葉という年代に絞ること

ができる。そして、この年代に文献史料で該当するものとして、最も新しく奉神門を改修したとされる 1754(尚

穆 3、乾隆 19、宝暦4)年の可能性が謀いものと思われる。

さて、この埋甕が据えられた後は、どのような状況にあったのであろうか。これについては、埋甕内の堆栢

状況から考えてみる。埋甕内の下恩 (2~4庖）は、土の色調から若干水の影響を受けたと思われたが、臨産

貝類が多く見られたことより土が堆栢しはじめている段階では滞水していた状況は難しいとされた。ただ、埋

甕に全く何も入っていない状況を想定するのも困難であるので、もし水が入れられたならば、常時管理されて

いたことが考えられる。そうなると、防火用の天水甕という役目が考えられるが、これを確実に裏付ける情報

は現時点では得られていない。今後の機会を見て、甕内の土壌分析などを試みる必要があろう。

また、埋甕内には、数cmのサンゴ礫が多く混じっており 、周辺にこれらが敷かれていた可能性も考えられる。

なお、非食用種の小形海産貝も見られることもそのことを裏付ける。また、埋甕内には、克永通賓鉄ー文銭が

4枚出土しており 、中に投げ込んだかは別として、周辺に銭貨が見られるような状況であったとは言えよう。

埋甕の廃絶であるが、埋甕内の上恩 (1附）には、埋甕上半の破片が多く見られたので、造成等による人為

的な要因で削平されたものと思われる。その時期は、明治45(1912)年 3月21日の首里尋常話等小学校が首

里城内へ校舎を落成し移転したときが最も可能性が店いと考えられる（那覇市教委 2002)。
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付章 淑順門東内郭城壁石租み工事立会

平成22年度に国営沖縄記念公園事務所首里出張所が監督する復元整備に伴う淑穎門東側において内郭城壁石

梢み工事が行われた。この工事範囲については、大半は平成 11年度の御内原地区（県埋文 2010)、平成 16年

度の淑順門地区（県埋文 2006)の発掘調査が行われており 、内郭城壁の面石と裏込が確認されていた。ただ、

東側の約 10対については調査区の境界であっためか、その周辺では迫構が検出されたレベルより約 lm上方

に、近年の造成土ではないと思われた暗褐色礫混土が露出していた（写其50)。そのため、首里出張所の要諮

により 、界文化財課と当センターは迫構の有無がないかを確認するために、平成23年 1月 27・28日において

立ち会いを行った。

先述した暗褐色礫混土は人力により掘削され、その作業時に立ち会った（写真50右）。その結果、 既に周辺

では迫梢が検出されていたレベルまで掘削すると 、琉大建設時の基礎と思われるコンクリ ー トプロックが確認
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写真 50 淑順門東内郭城壁石積み工事立会状況
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第113図 淑順門東内郭城壁石租み工事立会採集遺物
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された。 このコンクリートプロックを除去し下陪を掘削した場合は周辺の迫構に影響があると判断され、この

時点で掘削が終了された。

この暗褐色礫混土からは、近現代の迫物と共に、瓦を中心に近世～グスク時代の追物がコンテナ 1箱ほど出

土した。その中で、幾つか特徴的な迫物について報告する（第 L13図）。なお、出土した迫物の点数は集計表

にまとめた（第95表）。

1は中国産冑磁碗v類。 2は中国産褐釉陶器壺5類。 3は本土産肥前染付碗。 4は沖縄産無釉陶器鉢B類。

5は竹銅剃品笠肺。 6は麻閲系瓦羽状文 1類。この詳細は、観察表にまとめた（第 96表）。

第 95表 淑順門東内郭城壁石積み工事立会採集遺物集計表

中 本 沖 錢

且 = 
近 近 近

国 土 縄 世 世 世
産 産 産 貨 製 系 軒 丸 平
陶 陶 陶 品 平 丸 瓦 瓦
磁 磁 器 瓦 瓦

＾ ＾ 器 器 赤 赤
灰 色 色

種 色 ヽ ヽ

類 : : 陶褐 陶施 陶霊 内灰 内赤 総
器釉 器釉 器釉 間色 間色 計

御・御・
硯 llD 硯 壺 益 硯 皿 念 碗 不 鉢 需 青 ; 殴 殴

か 須 明 文 銅 A A 
鉢 銭 製 品

品

底 ロ 胴 ロ I ロ ロ 底 ロ 胴 底 ロ : 銅 不 筒 瓦 瓦 玉 靖 : : 部 I 釘 明 部 当 当 縁 部
位 底 部 部 部

合 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
＇ 

1 1 1 5 1 1 I 28 
計

第 96表 淑順門東内郭城壁石積み工事立会採集遺物観察表

遺細o.I 種類 1 彗影 1 分類など I C径 1 霞径 1 昇 観察事項 （数字は011)

I 中口程費磁 編 V 2 • 3 6.8 外紅蛇のB.檜良好．外面線刻互花文．見込み印IE文．

2 中国産渇輪陶器 壷 5 16. 2 胎上灰白色．白色拉少量含む．軸Jitオリープ色．

3 本土散染1寸 碗 肥前 II. 4 
惰形に立ち上がり外面鯛郎に縞が入る．外面口U郭Iこ漏文（雷文の簡略9ヒか）• 1630~~0年
代．

4 沖縄程霊精隕憐 鉢 B 23 0 
外面にR然軸（鱈色は外面鑓黄燈色・内面明赤褐色） ．胎上は剛が褐色で白色粒をわずかに含
む.0給郎は外側折りilllfか．

5 冑銅製品 金物 笠峠 4. 4 I. 2 0.3 紡鱈形でやや作りが粗い• 6.9g 

6 高麗系瓦
平瓦 灰色 厚み2.2. 凸面羽状文 (t$-幅3.sl . r造J?. 羽状文IJ:11.凹面布日痕、コピキ窪．（間郎）
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